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■ IC タグの背景 

ICタグは通常ICチップと小型のアンテナで構成され、リーダライタとの間で電

磁的な方法により物体の識別情報等を送受信するものである。従来、一部の製造

業の製造ラインや、オフィス等の入退室管理、書籍管理等に活用されてきた。近

年、流通や小売等に活用することを目指した世界的な標準化団体が登場し、製品

の製造から販売、保守、リサイクル等、広範囲なICタグの利用が検討されてい

る。また、ICタグはモノに貼付することにより、温度情報、位置情報等の送受信

も可能であり、ユビキタスな環境下で現実世界の情報をコンピューティングの世

界に容易に取り込むことができる。さらに利用周波数も拡大され将来的には現時

点では予測し得ない、幅広い適用が期待されている。 

■ IC タグ情報伝送技術の技術開発課題 

ICタグの発展を支えるICタグ情報伝送技術の主な課題として、複数のタグのうち

の１つのタグを抽出して通信を設定するために、複数のタグとリーダライタの間の

通信の衝突を回避する「衝突回避」、設定した通信の品質を向上するための「信号

伝送品質向上」、種々の環境で安定した通信を行うための「動作の安定化」、ユーザ

インタフェース、セキュリティ、位置等種々の機能に展開させるための「多機能

化」に関する課題がある。一方、交信距離の拡大、不感地縮小、エネルギ伝送効率

向上、高機能化、コスト低減、低消費電力化については出願件数は少ないが、今後

利用場面の普及拡大に伴って技術的要請が高まっていくものと考えられる。 

■ IC タグ技術の展開 

ICタグ技術の概念は、1940年代に英国軍が航空機の敵味方識別のために開発し

た無線による自動質問－応答システムRFID(Radio Frequency Identification)に

端を発している。1970年代後半に欧米で開発が進められ、家畜の管理やFA分野

等への適用が試みられた。さらに、1980年代に入るとRFIDは実用化段階に入

り、欧米では有料道路の課金システムへの適用が始まり、また欧州においては車両

盗難防止策として開発されたイモビライザーが広く普及している。一方、日本にIC

タグ技術が入ってきたのは、1980年代で、当初は、FA分野において、バーコー

ドを補完する技術として導入が進んだが、当時のICタグは非常に高価格な上に技術

的にも様々な制約があったことから、適用される業種・業務分野は非常に狭い範囲

で、利用環境も限られたものであった。1990年代に入ると、スキー場のリフト

券、自動車のイモビライザー、図書館等、さまざま分野に応用され、また、近年で

は交通定期券としても実用化されている。 

全てのモノをネットワークに 

IC タグ情報伝送技術 
 

エグゼクティブサマリー 
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■ IC タグ情報伝送技術の出願人 

日本企業では、東芝、三菱電機、日立製作所等の総合電機メーカー、松下電器、

ソニー等の家電メーカー、凸版印刷、大日本印刷等印刷関連企業が上位にランクさ

れている。このように生活者を顧客とする消費財の事業を併せ持つ企業が上位に位

置していることが日本の特徴である。一方、欧米ではコーニンクレッカ フィリッ

プス エレクトロニクス（オランダ）のように半導体を基盤とする企業や、エス

テーミクロエレクトロニクス（フランス）、スーパーセンサー（南アフリカ）のよ

うなICタグが主力の比較的規模の小さな企業等が上位にランクされている。これは

ICタグの普及推進は、ウォルマートや米国国防省といったユーザが主体となってい

ることによると想定される。大学、公的研究機関の分野では、科学技術振興事業団

と日本電気の共同出願による体内埋め込み型装置に関して、電力伝送距離の変化や

負荷変動に対応してパルス幅変調のデューティ比を変えることで最適な電力を供給

する特許があるが、今後はこのような医療分野のほか、大学や公的研究機関の研究

実績を活用した他分野での開発が望まれる。 

■ IC タグ情報伝送技術の今後の展望 

今後のICタグの一層の普及には、ICタグの機能をより簡単にしてコストダウンを

図って使い捨て型で使用する形態と、多機能化や高機能化で付加価値をつける形態

とが考えられる。これに対応する情報伝送技術としては、回路の簡易化・小型化・

無調整化を図って量産化に適したように改善する方策と、携帯電話ネットワークと

のインタフェースを前提として信号伝送速度の高速化や暗号化等のより高度な情報

伝送技術を目指す方策が期待されている。 

 

エグゼクティブサマリー 

■ IC タグ情報伝送技術の主要な課題と解決手段 

「衝突回避」の解決手段として、応答タイミングがタグごとに異なるタイミン

グ制御、タグID単位でグルーピングしてポーリングを重ねていく制御・方式に関

する手段が多く用いられている。「信号伝送品質の向上」の課題では、高周波回

路、変復調回路、ベースバンド回路等のハードウェアの改善のほか、ダイバーシ

ティ、複数・多重アンテナ利用、反射板の利用、電磁波のほかにエネルギ源とし

て光波、静電界、静磁界を利用する方式的な手段も用いられている。 

「多機能化」ではプロトコルの改善、複数変復調や複数変調周波数の利用によ

り目的にあった情報伝送を行う手段のほか、携帯電話端末、Bluetoothや赤外線

端末等の外部機器を利用する手段も用いられている。 

IC タグ情報伝送技術 
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IC タグ情報伝送技術の特許分布と周辺技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICタグシステムは、物体の識別情報をICに記憶するICタグ、ICタグの識別情報の

読み書きを行うリーダライタ、リーダライタで読み書きする情報を管理・蓄積・制

御する上位システムから構成される。ICタグ、リーダライタおよび上位システム

は、入退出管理等のスタンドアロンで動作する場合や、配送センタ、工場、店舗等

で携帯電話通信網やインターネット網を経由して接続され、グローバルなシステム

として各種アプリケーションを搭載して動作する場合がある。いずれの場合も、IC

タグの識別情報をいかに高品質、高効率で読み書きを行うかの技術、すなわちICタ

グ情報伝送技術が基本となる。 

技術の特許分布と周辺技術 

IC タグ情報伝送技術 
 

主要構成技術 

リーダライタ

制御系技術  

ICタグ 

伝送系技術

タグ、リーダライタ

構成技術 

492件 

高周波伝送技術 

262件 

アクセス制御・

多重化技術 

259件 

変復調技術 

180件 

符号伝送技術 

124件 

電力伝送技術 

138件 

環境適応制御

技術 

104件 

特許 2996731 

シーメンス（ド

イツ） 

エネルギ－およ

びデ－タの無接

触伝送システム 

94.10.26 

特許 3579899 

ソニー 

ＩＣカ－ドのリ－ダ／

ライタ 

95.01.13 

特許 3509493 

日立製作所 

デ－タ通信方式、無線

ＩＣカ－ドおよび無線

ＩＣカ－ドシステム 

96.09.13 

特許 2698766 

ソニーケミカル 

非接触式ＩＣカ－ドシ

ステム用送受信装置

95.01.11 

特許 3543413 

松下電工 

移動体識別装置 

94.07.26 

特許 3023582 

山武 

非接触通信システム 

93.06.22 

特許 3584335 

オムロン 

データキャリア

及びリーダ 

98.03.24 

特許 2881381 

タウ技研、サン

キ、東和エレッ

クス 

タグ認識方法お

よびタグ認識シ

ステム 

94.07.25 

タグ、リーダライタ

構成技術 

492件 

工場 

 

部品管理

品質管理

工程管理

配送セン

ター 

入庫管理

出庫管理

小売店 

 

販売管理

在庫管理

資料室、 

図書館 

入退出管理

貸出し管理

消費者 

 

 

トレーサビリティー

ネットワーク

セキュリティー



 iv 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IC タグ情報伝送技術に関する出願人数-出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別の出願件数推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICタグ情報伝送技術に関する出願は、96年頃から出願人数および出願件数と

も増大し、98年をピークに以降出願人数および出願件数とも減少している。こ

れは97年の日本電信電話の非接触ICカードの公衆電話への採用、総務省による

98年の13.56ＭHz帯周波数の利用許可、さらにJR東日本のSuicaの研究開発等

によるものと推測される。これらの技術がコアとなって、2000年以降のアパレ

ル、航空手荷物、家電流通等を対象とした実証実験を支えている。技術要素別の

出願件数の推移を見てみると、タグ、リーダライタ構成技術が全期間にわたって

多く、高周波伝送技術、アクセス制御・多重化技術がそれに続いている。 

 

実証実験を支えるコア技術 

IC タグ情報伝送技術 
 

技術開発の動向 
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IC タグ情報伝送技術の課題と解決手段の分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  01年～03年に出願が集中しているもの     93年～96年に出願が集中しているもの 

  97年～00年に出願が集中しているもの    特定の期間に出願が集中していないもの 

1993 年１月～2003 年 12 月の出願 

ICタグ情報伝送技術の課題別出願数では、「信号伝送品質向上」が多く、つい

で「多機能化」、「動作の安定化」、「衝突回避」の順になっている。「信号伝送品

質向上」に対しては、「信号回路の改善」、「リーダライタの改善」、「アンテナの

改善」が主な解決手段となっている。「多機能化」に対しては、「通信制御の改

善」「リーダライタの改善」、「タグの改善」が主な解決手段となっている。1997

年～2000年に出願が集中しているものでは「信号伝送品質向上」、「多機能化」

の課題に対する出願が多く、01年～03年に出願が集中しているものでは「高機

能化」の課題に対する出願が多い。01年～03年に出願が集中しているものの課

題に対応する解決手段では、「高機能化」に対する「通信制御の改善」が多い。 
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IC タグ情報伝送技術に関する注目される特許の課題と解決手段および被引用回数（抜粋） 

課題 

 

 

解決 

手段 

交信距離拡大 不感地縮小 信号伝送効率向上 信号伝送品質向上 

信
号
回
路
の

改
善 

 

 

 

 

  特開平 09-062816 

(三菱電機) 

[11 回] 

 

変
調
・
符
号

方
式
の
改
善 

 

 

 

 

特許 2747395 

(三菱電機) 

[５回] 

  

通
信
制
御
の

改
善 

特許 3010119 

(アナトーリ ストーベ

（ドイツ）) 

[３回] 

 

   

ア
ン
テ
ナ
の

改
善 

特許 3409354 

(オムロン) 

[３回] 

特開 2002-279362 

(日立国際電気) 

[４回] 

 

 

特許 3528367 

(ソニーケミカル) 

[３回] 

 

タ
グ
の
改
善 

特公平 07-032368 

（オムロン） 

[19 回] 

 

特公平 07-032369 

（オムロン） 

[３回] 

 

特許 2714563 

(東海金属) 

[３回] 

EP750200 

(AT&T（米国）) 

[６回] 

 

 

ICタグの注目される特許の課題としては「交信距離拡大」、「衝突回避」、「信

号伝送品質向上」、「高機能化」等が多い。解決手段としては「タグの改善」を

用いるものが多く、他には「リーダライタの改善」、「通信制御の改善」等も比

較的多く用いられている。 

被引用回数が多い特許は、特公平07-032368（19回）、特開平09-

062816（11回）、EP750200（6回）等である。 

特公平07-032368（オムロン）の課題は「交信距離拡大」、解決手段は

「タグの改善」である。この特許の一次引用はすべて自社引用であるが、二次

引用はほとんどが他社引用である。 

特開平09-062816（三菱電機）の課題と解決手段は、それぞれ「信号伝送

品質向上」、「信号回路の改善」である。一次引用、二次引用ともすべてが他社

引用である。 

データ伝送とエネルギ伝送の適正化 

IC タグ情報伝送技術 
 

注目される特許の課題・解決手段 
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IC タグ情報伝送技術の主要企業の技術開発拠点 

主要出願人 

番号 出願人 
出願

件数 

① 松下電器産業 121 

② 東芝 91 

③ デンソー 63 

④ 日立国際電気 57 

⑤ オムロン 49 

⑥ ソニー 48 

⑦ 

コーニンクレッカ 

フィリップス エレ

クトロニクス（オラ

ンダ） 

43 

⑧ トキメック 41 

⑨ 日本信号 37 

⑩ 松下電工 35 

 

 

 

 

出願人構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近５年間では海外企業からの出願件数は漸減している。大学や公的研究機関か

らの出願は1997年の科学技術振興機構の１件のみであった。また海外では、コー

ニンクレッカ フィリップ エレクトロニクス（オランダ）、テキサス インスツ

ルメンツ（米国）等半導体関連とエステ－ミクロエレクトロニクス（フランス）等

タグが主力のベンチャー企業が多いのに対して、わが国では松下電器産業や東芝と

いった総合電子機器メーカーが多い。これらのことからICタグそのものの技術より

システム的な技術に関する出願件数が増大してきていると想定される。 

IC タグ単体からシステムとしての改善へ 

IC タグ情報伝送技術 
 

技術開発の拠点の分布 

①松下電器産業 

⑩松下電工 

⑤オムロン

⑨日本信号 

③デンソー 

②東芝 ④日立国際電気

⑥ソニー ⑧トキメック 

⑦コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクス：オランダ

⑨日本信号 

②東芝 

⑤オムロン
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不
感
地
縮
小

回
路

距離・エリア向上

交
信
距
離
拡
大

信
号
伝
送
効
率
向
上

干
渉
妨
害
防
止

衝
突
回
避

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効
率

干渉対策 効率向上

向
上
・
安
定
化

電源回路の改善

送信制御の改善
制
御

信
号
伝
送
品
質
向
上

動
作
の
安
定
化

低
消
費
電
力
化

コ
ス
ト
低
減

多
機
能
化

高
機
能
化

品質向上 利便性 経済性

RF送受信方式の改善

信号回路の改善

変調・符号方式の改善

無線方式の利用

RF波以外の利用

応答方式の改善

信号処理の改善

複数周波数利用

方
式

活性化制御の改善

アンテナの改善

通信制御の改善

タグの改善

リーダライタの改善

装
置

解決手段Ⅰ／Ⅱ

課
題
Ⅱ
／
Ⅰ

 

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
松下電器産業の出

願件数は、121件で、
そのうち17件が登録
されている。 
技術要素としては、

「タグ、リーダライ
タ 構 成 技 術 」 が 多
く、次いで「変復調
技術」、「アクセス制
御・多重化技術」で
ある。 
課題としては、「動

作の安定化」、「多機
能化」、「高機能化」
「 信 号 伝 送 品 質 向
上」が多い。 
解決手段としては、

「リーダライタの改
善」、「通信制御の改
善」、「応答方式の改
善」が多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1993 年１月～2003 年 12 月の出願

 

保有特許例 
特許番号 

（経過情報） 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 
課
題 

解
決
手
段 

技
術
要
素 

特許 3637821 

99.10.01 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

 

RF タグ用情報端末装置 

リーダライタのアンテ 

ナ部を、用途目的に応じて 

交換して使用することを 

特徴とする RF タグ用 

情報端末装置。 

 

利
便
性
／
高
機
能
化 

装
置
／
ア
ン
テ
ナ
の

改
善 

高
周
波
伝
送
技
術 

特許 3209905 

95.12.22 

H04L 27/22 

トキメック 

[被引用１回] 

 

 

PSK 信号の復調回路およびデ－タ送受信システム 
PLL やタンク 

回路を使わずに、 

PSK 信号を復調 

する回路構成 

をもつタグ。 

 

 

 

 

経
済
性
／
低
消
費
電
力
化 

回
路
／
信
号
回
路
の
改
善 

変
復
調
技
術 

 
 

松下電器産業株式会社 

IC タグ情報伝送技術 
 

主要企業 
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不
感
地
縮
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回
路

距離・エリア向上

交
信
距
離
拡
大

信
号
伝
送
効
率
向
上

干
渉
妨
害
防
止

衝
突
回
避

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効
率

干渉対策 効率向上

向
上
・
安
定
化

電源回路の改善

送信制御の改善
制
御

信
号
伝
送
品
質
向
上

動
作
の
安
定
化

低
消
費
電
力
化

コ
ス
ト
低
減

多
機
能
化

高
機
能
化

品質向上 利便性 経済性

RF送受信方式の改善

信号回路の改善

変調・符号方式の改善

無線方式の利用

RF波以外の利用

応答方式の改善

信号処理の改善

複数周波数利用

方
式

活性化制御の改善

アンテナの改善

通信制御の改善

タグの改善

リーダライタの改善

装
置

解決手段Ⅰ／Ⅱ

課
題
Ⅱ
／
Ⅰ

 

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
東 芝 の 出 願 件 数

は、91件で、そのう
ち４件が登録されて
いる。 
技術要素では、「タ

グ、リーダライタ構
成技術」、「高周波伝
送技術」、「アクセス
制御・多重化技術」
が多い。 
課題としては、「衝

突回避」、「信号伝送
効率向上」、「信号伝
送品質向上」が多い。
「衝突回避」の課題
を 「 応 答 方 式 の 改
善」、「通信制御の改
善」で解決している
ものが多い。 
解決手段としては

「アンテナの改善」
が多い。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1993 年１月～2003 年 12 月の出願

 

保有特許例 
特許番号 

（経過情報） 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 
課
題 

解
決
手
段 

技
術
要
素 

特許 3519520 

95.11.09 

H04B  1/40 

[被引用１回] 

 
 
 

 

 

無線通信システム 
タグは、電力波用アンテナで受信 

した電力波から動作電源を得る。 

またその一部を応答信号で変調し、 

データ波用アンテナから送信する。 

データ波用アンテナはリーダ 

ライタからのデータ波の受信 

も行い、切り替え制御は内蔵 

CPU で行う。 

干
渉
対
策
／
干
渉
妨
害

防
止 

回
路
／
信
号
回
路
の 

改
善 

特許 3568976 

93.09.22 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

情報通信システム 
２つのアンテナの 

指向性が重なった 

部分で、タグとの 

通信を行うリーダ 

ライタ。 

 

 

 

品
質
向
上
／
動
作
の

安
定
化 

装
置
／
ア
ン
テ
ナ
の 

改
善 

高
周
波
伝
送
技
術 

 
 

株式会社東芝 

IC タグ情報伝送技術 
 

主要企業 



 x 

  

1

1 2

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

4

2

1

1

1

1

3

1

2

2

2

2

1

3

1

4

3

1

3

1

1

2

1

1

1

1

不
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地
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回
路

距離・エリア向上

交
信
距
離
拡
大

信
号
伝
送
効
率
向
上

干
渉
妨
害
防
止

衝
突
回
避

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効
率

干渉対策 効率向上

向
上
・
安
定
化

電源回路の改善

送信制御の改善
制
御

信
号
伝
送
品
質
向
上

動
作
の
安
定
化

低
消
費
電
力
化

コ
ス
ト
低
減

多
機
能
化

高
機
能
化

品質向上 利便性 経済性

RF送受信方式の改善

信号回路の改善

変調・符号方式の改善

無線方式の利用

RF波以外の利用

応答方式の改善

信号処理の改善

複数周波数利用

方
式

活性化制御の改善

アンテナの改善

通信制御の改善

タグの改善

リーダライタの改善

装
置

解決手段Ⅰ／Ⅱ

課
題
Ⅱ
／
Ⅰ

 

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
デンソーの出願件

数は、63件で、その
うち19件が登録され
ている。 

技術要素としては、
「タグ、リーダライ
タ 構 成 技 術 」 が 多
く、次いで「アクセ
ス 制 御 ・ 多 重 化 技
術」の順である。 

課題としては、「信
号 伝 送 品 質 向 上 」、
「多機能化」、「動作
の安定化」が多い。 

解決手段としては、
「信号回路の改善」、
「アンテナの改善」、
「リーダライタの改
善」が多い。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1993 年１月～2003 年 12 月の出願

 

保有特許例 
特許番号 

（経過情報） 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 
課
題 

解
決
手
段 

技
術
要
素 

特許 3384127 

94.07.20 

G01S 13/76 

[被引用２回] 

 

 

 

 

 

移動体応答器に対する質問器システム 

隣接して設置しても、搬送波の 

混信によるビート通信エラーが 

発生しないリーダライタ。 

 

干
渉
対
策
／
干
渉
妨
害
防
止 

回
路
／
信
号
回
路
の
改

善 

特許 3518567 

95.10.04 

H04L 12/28 300 

[被引用２回] 

 

データ通信装置 
タグのメモリ中のその 

タグに固有の番号を 

用いて、複数のタグの 

うちの特定のタグと 

通信を行う。 

干
渉
対
策
／
衝
突
回

避 

方
式
／
応
答
方
式
の

改
善 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

 
 

デンソー株式会社 

IC タグ情報伝送技術 
 

主要企業 
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干
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防
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衝
突
回
避

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効
率

干渉対策 効率向上

向
上
・
安
定
化

電源回路の改善

送信制御の改善
制
御

信
号
伝
送
品
質
向
上

動
作
の
安
定
化

低
消
費
電
力
化

コ
ス
ト
低
減

多
機
能
化

高
機
能
化

品質向上 利便性 経済性

RF送受信方式の改善

信号回路の改善

変調・符号方式の改善

無線方式の利用

RF波以外の利用

応答方式の改善

信号処理の改善

複数周波数利用

方
式

活性化制御の改善

アンテナの改善

通信制御の改善

タグの改善

リーダライタの改善

装
置

解決手段Ⅰ／Ⅱ

課
題
Ⅱ
／
Ⅰ

 

 

  

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
日立国際電気の出

願件数は、57 件で、
そのうち８件が登録
されている。 
技術要素としては、

「タグ、リーダライ
タ構成技術」、「高周
波伝送技術」、「電力
電送技術」が多い。 
課題としては、「信

号伝送品質向上」、
「干渉妨害防止」が
多く、「信号伝送品質
向上」の課題を「信
号回路の改善」で解
決しているものが多
い。 
解決手段としては、

「アンテナの改善」、
「信号回路の改善」、
「リーダライタの改
善」が多い。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1993 年１月～2003 年 12 月の出願

 

保有特許例 
特許番号 

（経過情報） 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 
課
題 

解
決
手
段 

技
術
要
素 

特許 3194715 

98.01.08 

G06K 17/00 

[被引用１回] 

 

 

 

非接触 IC カードシステム 

のリーダ/ライタ装置 

マッチングトランスの 

使用によりデータの 

復調を、タグへの電力 

伝送効率を低下させずに 

行えるようにする。 

 
 

経
済
性
／
低
消
費
電

力
化 

回
路
／
信
号
回
路
の

改
善 

高
周
波
伝
送
技
術 

特許 3634957 

98.02.02 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

 

 

移動体通信システム 

リーダライタからの搬送波 

を振幅変調し、応答信号 

として送信するタグと、 

その応答信号を支障なく 

振幅復調するリーダライタ。 

 

 

 

 

 

経
済
性
／
コ
ス
ト
低
減 

装
置
／
タ
グ
の
改
善 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成

技
術 

 
 

日立国際電気株式会社 

IC タグ情報伝送技術 
 

主要企業 
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感
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距離・エリア向上

交
信
距
離
拡
大

信
号
伝
送
効
率
向
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干
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妨
害
防
止

衝
突
回
避

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効
率

干渉対策 効率向上

向
上
・
安
定
化

電源回路の改善

送信制御の改善
制
御

信
号
伝
送
品
質
向
上

動
作
の
安
定
化

低
消
費
電
力
化

コ
ス
ト
低
減

多
機
能
化

高
機
能
化

品質向上 利便性 経済性

RF送受信方式の改善

信号回路の改善

変調・符号方式の改善

無線方式の利用

RF波以外の利用

応答方式の改善

信号処理の改善

複数周波数利用

方
式

活性化制御の改善

アンテナの改善

通信制御の改善

タグの改善

リーダライタの改善

装
置

解決手段Ⅰ／Ⅱ

課
題
Ⅱ
／
Ⅰ

 

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
オムロンの出願件

数は、49件で、その
うち９件が登録され
ている。 
技術要素としては、

「 環 境 適 応 制 御 技
術」、「タグ、リーダ
ライタ構成技術」の
２つが多く、これら
は広い課題項目に分
散している。 
課題としては、「信

号伝送品質向上」、
「 多 機 能 化 」 が 多
い。 
解決手段としては、

「リーダライタの改
善」、「タグの改善」、
「応答方式の改善」
が多い。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1993 年１月～2003 年 12 月の出願

 

保有特許例 
特許番号 

（経過情報） 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 
課
題 

解
決
手
段 

技
術
要
素 

特許 3528497 

97.02.10 

G06K 17/00 

[被引用１回] 

 

非接触識別システム及び 

麻雀牌識別システム 

タグのメモリの中の 

識別データエリアを用いる 

ことで、混信することなく、 

タグを識別する。 

 
特許 3584335 

98.03.24 

G06K 17/00 

[被引用２回] 

 

データキャリア及びリーダ 

タグのメモリにある 

ID コードを複数の 

エリアに分割し、その 

エリアをデコードし 

仮識別番号を得、 

その仮識別番号を 

用いることで、複数の 

タグがあっても受信を 

可能とする。 

 

 

効
率
向
上
／
信
号
伝
送
効
率
向
上 

方
式
／
応
答
方
式
の
改
善 

環
境
適
応
制
御
技
術 

 

 

オムロン株式会社 

IC タグ情報伝送技術 
 

主要企業 
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携帯電話やインターネットの普及に伴って、いつでもどこでも通信が可能となってきた

が、さらにモノの属性を記憶させたICタグの情報をネットワークに取り込むことで、モノ

の特性、性質、位置等の実情報をいつでもどこでも得ることができるようになる。 

IC製造技術の急速な発展によってICタグの小型化、低価格化が図られ、あらゆるモノに

ICタグを貼り付けることが可能になりつつあり、さらに利用できる周波数帯も4.91MHz帯、

13.56MHz帯、2.45GHz帯に加えて800～900MHz帯もグローバルレベルで積極的に利用されよ

うとしている。 

ICタグをできるだけ多くのモノに貼付して利用するには、モノの属性（移動速度、周囲

環境、属性データ量、材質等）を勘案して、適切な周波数帯を選択して情報を伝送する仕

組み、すなわちICタグ情報伝送技術がコアの技術となる。ICタグが比較的モノに貼り付け

られるのに対して非接触ICカードは人間が利用しやすいようにカード形状となっているが、

情報伝送技術の分野では両者に共通の課題や解決手段が多いので、本書では非接触ICカー

ドを含めてICタグ情報伝送技術として扱う。 

以下にICタグ情報伝送技術のアプリケーション例を示す。 

 Suica（Super urban intelligent card） 

    従来磁気カードで運用されていたJR東日本の定期券とイオカードを非接触ICカードに

置き換えたもの。磁気カードと最も異なる点は、金額をチャージするための書き込みが

可能なことと接触させなくてもリーダで読み取りが可能なことである。 

 イモビライザー 

    イモビライザーは、盗難を目的とした車の仕組みで、車のキーにICタグを埋め込んで

おき、エンジン部分がリーダとなって車のキーに埋め込まれているICタグの情報と車の

情報が一致していればエンジンの始動を可能にするものである。 

 

 

１. 技術の概要 
ユビキタス社会への発展に伴い、ICタグの利用も広範囲にわたってき

ており、Suica等の交通定期券やイモビライザーが着実に普及しつつあ

る。さらに、各種の物流、アパレル、書籍販売等での実証実験もグロー

バルに行われ、そのコア技術であるICタグ情報伝送技術について、品質

向上や多機能化等を目指した技術開発が積極的に進められている。 

 

1.1 IC タグ情報伝送技術

特許流通 

支援チャート 
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1.1.1 技術の概要 

ICタグの一般的な送受信方法は、まずリーダライタから4.91MHz帯、13.56MHz帯、

2.45GHz帯や800～900MHz帯の高周波を送信情報で変調してICタグに送信する。送信された

信号をICタグ側で復調し、ICタグに記憶されているモノの属性情報で高周波を変調して

リーダライタに返信する。この場合パッシブ型のICタグでは、エネルギをリーダライタか

ら供給されるのが一般的で、その代表的な方法として、リーダライタの共振回路とICタグ

の共振回路を電磁結合させる方法が取られている。この共振回路はコイルをループ状にし

たループコイルが用いられているが、利用する周波数が高くなると共振回路による電磁結

合方法では効率が低下するのでダイポールアンテナやパッチアンテナといったアンテナに

より電波を放射する方法がとられている。図1.1.1-1にICタグの原理を示す。 

 

図1.1.1-1 ICタグの原理（特開平10-040329） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変復調方式としては、信号に対応させて高周波の振幅を変化させる振幅変調 

ASK(Amplitude Shift Keying)や周波数を変化させる周波数変調 FSK(Frequency Shift 

Keying) が代表的である。この他にも品質向上や高速化、高セキュリティ化等をねらった

パルス幅変調、符号変調等が用いられている。図1.1.1-2にASK変調方式、FSK変調方式を

示す。 

 

図1.1.1-2 ASK変調方式、FSK変調方式（特開平10-261984） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FSK 

ASK 

 リーダライタ 

  IC タグ 

IC タグ 
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ICタグ情報伝送技術の実用上の課題は、その利用場面により異なるが、例えばSuicaの

場合は、非接触カードの読み取りをユーザが改札ゲートを通過する間に完了させることが

必要であり、ベルトコンベア上の物品の場合には物品の形状や材質に適応した情報伝送の

開発が必要となる。図1.1.1-3～4に利用例を示す。 

 

図1.1.1-3 利用例１（WO02/015124） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1.1-4 利用例２（特開2002-279362） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ICタグの形状としてスティック型、ボタン型、ピン型等があり、タグを貼り付け

るモノの形状に応じて工夫されている。さらに、使用状況に応じてもそれぞれ情報伝送条

件が異なっており、最適な方式の開発が必要となる。 

 

改札ゲート Suica カード 
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1.1.2 本書で扱うICタグ情報伝送技術の技術範囲 

ICタグシステムは、図1.1.2に示すようにICタグとリーダライタで構成されており、本

書で扱うICタグ情報伝送技術の技術範囲は、ICタグとリーダライタ間の伝送系技術、制御

系技術およびICタグとリーダライタの各々の回路系技術から構成される。 

 

図1.1.2 ICタグ情報伝送技術の技術範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1.3 ICタグ情報伝送技術の技術要素 

1.1.2の伝送系技術、制御系技術、回路系技術は表1.1.3に示す各技術要素に分類される。 

 

表1.1.3 ICタグ情報伝送技術の技術要素 

技術要素Ⅰ 技術要素Ⅱ 

高周波伝送技術 

変復調技術 

符号伝送技術 

伝送系技術 

電力伝送技術 

アクセス制御・多重化技術 制御系技術 

環境適応制御技術 

回路系技術 タグ、リーダライタ構成技術 

以下に技術要素Ⅱの各項目の概要について簡単に述べる。 

リーダライタ

制御系技術

ICタグ 

伝送系技術

タグ、リーダライタ

構成技術 

高周波伝送技術 

アクセス制御・

多重化技術 

変復調技術 

符号伝送技術 

電力伝送技術 

環境適応制御技術

タグ、リーダライタ

構成技術 

回路系技術

回路系技術 

IC タグ管理 IC タグ管理 CPU IC タグ管理 各種アプリケーション 

ネットワーク 
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1.1.3-1 伝送系技術 

  伝送系技術は、ICタグとリーダライタ間の符号およびエネルギを伝送するための技術で、

「高周波伝送技術」、「変復調技術」、「符号伝送技術」、「電力伝送技術」が含まれる。 

 

(1) 高周波伝送技術 

「高周波伝送技術」は、ICタグとリーダライタのアンテナ間もしくはアンテナの役割を

果たす共振回路間で高周波信号を伝送する技術で、主な内容として、「搬送周波数制御」、

「搬送波レベル制御」、「ダイバーシティ」、「システム構成」が含まれている。 

 

a. 搬送周波数制御 

  搬送周波数制御は、インピーダンスの変更等により共振周波数を変更させる技術で、最

大の受信パワーが得られるように同調させる方式、受信パワーが大きすぎる場合や送受の

回り込みを回避するために離調させる方式等がある。特にICタグ近くに金属媒体や液体等

がある時には共振周波数が設定値から大きくずれることがあるので、同調幅を大きくする

必要がある。 

 

b. 搬送波レベル制御 

搬送波レベル制御は、リーダライタとICタグの間の距離が小さいときにリーダライタか

らのパワーを制限したり、リーダライタからの搬送波のレベルを変化させることで読み取

りレンジを順次変更させて応答可能タグを選択して衝突を回避する技術である。前者では

リーダライタからの送信レベルとタグからの受信レベルの比の大きさでパワーを制御する

方式、後者ではリーダライタで送信パワーを大きい方から小さい方にスキャンする方式等

が使われている。 

 

c. ダイバーシティ技術 

  ダイバーシティは、複数の受信パラメータで受信した信号を合成または選択して受信の

品質を向上させる技術で、設置場所を異ならせて配置する複数アンテナから信号を受信す

るスペースダイバーシティ、複数の異なる周波数で送信された信号を受信する周波数ダイ

バーシティ、円偏波と直線偏波や左旋円偏波と右旋円偏波等異なる偏波で信号を受信する

偏波ダイバーシティ等の方式がある。 

  いずれの方式も送受信部が２系統となり複雑になるが、その分受信品質が向上するとい

うメリットがある。 

 

d. システム構成 

  システム構成は、タグ、リーダライタ・システムの構成中に異なるシステムを用いる技

術で、携帯電話端末や近距離無線端末等の他システムの端末をリーダライタとして利用し

たり、それらをエネルギ供給源として利用する場合の複数システムの共存技術、タグと

リーダライタ間に中継器を設けて距離を伸ばす技術、タグ間の直接通信に関する技術等が

ある。 
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(2) 変復調技術 

「変復調技術」は、符号化されたICタグのデータやリーダライタのデータを、高周波伝

送に適した信号に変調または復調する技術で、主なものとして、「ASK（振幅）」、「FSK(周

波数)」、「PSK(位相)」、「SS(拡散率)」が含まれている。 

 

ａ．ASK(Amplitude Shift Keying) 

送信する信号の振幅を変化させる方式で、100％ASKの場合、「0」は振幅０（発振停止）、

｢1｣は振幅１（電源電圧相当レベルで発振）として出力される。簡単な方式のため広く用

いられているが、高雑音下で品質を上げるには、「1」出力と「0」出力のダイナミックレ

ンジを大きく取るために受信増幅器のリニアリティの向上等が必要となる。 

 

b. PSK(Phase Shift Keying) 

送信する信号の位相を変化させる方式で、「0」は位相π、｢1｣は位相-πとして出力する。

ASKに比べてレベル変動には強いが、受信側での位相検出のタイミングを得るためのク

ロックタイミング同期が必要となり複雑になる。高速伝送を行うために、±πに加えて±

π／2位相を用い、４値で変調するQPSKが使われている。 

 

c. FSK(Frequency Shift Keying) 

  可容量ダイオード等を用いるか、定周波数の信号を分周もしくは逓倍した周波数を用い

て周波数を変化させる方式で、例えば「0」は２分周した周波数f/2、｢1｣は周波数ｆとし

て出力する。可容量ダイオードを用いる場合は、温度や電圧の変動の影響を受けやすいの

で分周もしくは逓倍した周波数を用いる方法が一般的に使われている。 

  この方式は、受信（タグ）側でクロック周波数の同期再生の際、タグの発信周波数が半

導体製造プロセス、動作電圧や温度により変化するため、補正が複雑になる。FSKはPSKの

出力を積分した方式とも捉えることができ、周波数を判定するには一定のタイムインター

バルが必要となる。 

 

d. PPM(Pulse Position Modulation) 

PPMは時間ウィンドウ内のパルスの位置を変化させる方式で、例えば時間ウィンドウ幅

をＴとすれば、「0」はT/2、｢1｣はＴだけパルスの位置を変化させる。この方式はFSKの場

合と同様受信側でクロック周波数の同期再生が必要となる。 

 

e.拡散変調(Spread Spectrum) 

第３世代のセルラ方式と同様に拡散変調を用いて、拡散利得を得て交信距離を長くする

方式や、タグとリーダライタ間で異なる拡散符号を与えることで複数のタグと複数のリー

ダライタ間で同時通信を行う方式がある。 
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f．複合変調 

  多様化や高速化の目的で上記の変調を複数組み合わせる（例えば位相変調と振幅変調）

変調方式も使われている。 

 

(3) 符号伝送技術 

「符号伝送技術」は、ICタグに蓄積されたデータやリーダライタのデータをタグ、リー

ダライタ間で授受するためにパルス符号化する技術で、主な内容として、「伝送モード」、

「誤り制御」、「同期」が含まれている。 

   

ａ．伝送モード 

伝送効率の向上や利便性の向上を目的として、リーダライタとタグ間の情報伝送のパラ

メータを選択する方式で、伝送レート、通信パケット長等の他、半二重／全二重、単一

チャネル伝送／複数チャネル並列伝送、単一手段／複数手段（例えば無線手段と赤外線）

のようなモードの選択も含まれる。 

 

ｂ．誤り制御 

誤り制御は、受信信号の品質向上のための技術で、符号に冗長ビットを付加する方式、

誤り訂正符号を用いる方式、データを多数回受信して多数決を取る方式、事前に設定して

いた符号と相関を取る方式等があり、例えば誤り検出符号を用いて妨害メッセージに反応

しないようにする方式も使われている。 

 

ｃ．同期方式 

受信信号の検出のタイミングや周波数を送信信号に同期させる技術で、キャリヤ同期、

クロック同期、フレーム同期、位相同期等がある。同期の具体的な手段としては、リーダ

ライタで周波数をスキャンして送信し、タグが検出レベルのピークを検出した周波数に

ホールドする方式、複数の検出タイミングで検出し、検出レベルがピークのタイミングを

採用する方式等がある。 

 

(4) 電力伝送技術 

「電力伝送技術」は、リーダライタからICタグの回路を動作させるためのエネルギを供

給する技術で、コンデンサとループコイルで共振回路を形成して、ループコイルをアンテ

ナとして用いる方式とアンテナそのものを用いる方式がある。前者では周波数が高くなる

と（概略数10MHz）前者では放射効率が悪くなるため、後者の方式が使われている。電力

伝送技術の主な内容として、「電力供給」および「電力受信」が含まれている。 

 

a. 電力供給 

電力供給では、電力供給の効率を向上させるために、リーダライタからのエネルギの散

乱を防ぐための反射板をタグの近くに設置する方式や、指向性アンテナのビームをスキャ

ンさせて不感地を無くする方式等が使われている。 
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ｂ．電力受信 

電力受信では、電力受信効率を向上させるために、受信インピーダンスを適合させる方

式や、残留電磁界を早く相殺し応答速度を向上させる方式等が使われている。この他、受

信した電力のうち過剰のエネルギを蓄積しておき、必要に応じて利用する方式も使われて

れている。 

 

1.1.3-2 制御系技術 

制御系技術は、タグの制御に関する技術で、タグ間の衝突を回避し、順序良くタグにア

クセスするための「アクセス制御・多重化技術」、周囲環境に適応してタグを制御する

「環境適応制御技術」が含まれる。 

 

(1) アクセス制御・多重化技術 

「アクセス制御・多重化技術」は、タグ間の衝突を回避させるための技術で、主な内容

として、「ポーリング」、「セレクティブアクセス」、「時間多重」、「周波数多重」、等が含ま

れている。 

 

ａ．ポーリング 

一般的には応答するのが１つのタグになるまで、バイナリ検索ツリーをスキャンしてい

く方式で、タグのグルーピング、スキャンの順序、スキャンの時間を効率よく設定する方

法が使われている。 

 

ｂ．セレクティブアクセス 

ポーリングの１つの変形で、リーダライタが部分ID、エリア、変調タイプ等を指定して

条件に適合するタグを応答させる方式である。部分IDによる指定はリーダライタで事前に

設定することで行い、エリアによる指定はアンテナの指向性を利用したり、リーダライタ

からの送信パワーの変更で行う。変調タイプによる指定は区間ごとに同じ変調方式のタグ

を配置することで行う。 

 

ｃ．時間多重 

リーダライタからの信号を受信後、タグが応答するタイミングをタグごとに異ならせる

方式で、応答タイミングをランダムに変更する方式やスロット単位で変更する方式がある。

ランダムにする方法としては、製造時に設定する方法やIDに対応させる方法等が使われて

いる。 

 

ｄ．周波数多重 

タグが応答する周波数をIDに対応させる等して異ならせる方式で、例えば１次周波数と

２次周波数を用いて１次周波数で衝突した場合、２次周波数で応答するようにする。 
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(2) 環境適応制御技術 

「環境適応制御技術」は、タグやリーダライタの使用条件や環境条件に応じて最適なシ

ステム構成になるように伝送パラメータの設定や制御を行う技術で、主な内容として「距

離への適応」、「受信パワーへの適応」、「受信周波数への適応」、「タグ能力への適応」が含

まれている。 

 

ａ．距離への適応技術 

距離への適応は、タグとリーダライタ間の距離が規定値以下になった場合、タグがリー

ダライタのエリア内に進入したとして活性化制御を行ったり、さらにその距離が近くなる

とタグからの送信パワーを小さくしてエネルギの有効利用を図る技術である。タグとリー

ダライタ間の距離は、受信パワーレベルやセンサで判定させる。この他、金属物体を感知

して同調させる方法も使われている。 

 

ｂ．受信パワーへの適応 

受信パワーへの適応は、受信したパワーがしきい値（判断の基準）レベル以上か以下か

を判定し、判定結果に適応した動作を行う技術で、しきい値（判断の基準）レベルより大

きい場合は過電力時の破壊防止対策や干渉対策を行い、小さい場合は送信出力レベルを大

きくしたり、多数回送出して多数決処理を行って伝送品質を向上させる動作が行われる。 

 

ｃ．受信周波数への適応 

受信周波数への適応には、受信帯域と受信周波数に関する技術が含まれる。受信帯域へ

の適応技術としては、エネルギ伝送時には受信帯域を狭帯域として、すなわち共振回路の

Ｑを高くしてエネルギの蓄積効率を高め、データ伝送時には受信帯域を広くするため共振

回路のＱを低くする方式が使われている。また、受信周波数への適応技術としては、例え

ば離調幅の大きさに応じて粗い同調手段と詳細な同調手段を切り替えることで同調をス

ピーディに行う方式が使われている。 

 

ｄ．タグ能力への適応 

タグ能力への適応は、リーダライタで交信に先立ちタグの能力を把握して、能力に適合

した伝送速度や伝送容量を設定して伝送する技術で、アクティブモードでの動作の場合は

伝送速度を大きくし、パッシブモードでの動作の場合は伝送速度を小さくする方法等が使

われている。 
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1.1.3-3 回路系技術 

回路系技術に分類されるものは、上述した各技術・方式を実現するためにどのような回

路を用いるかという、タグおよびリーダライタの構成にかかわる技術である。 

 

(1) タグ、リーダライタ構成技術 

回路技術には、「タグ構成技術」と「リーダライタ構成技術」が含まれている。タグ構

成技術の主なものは「アンテナ回路」、「高周波回路」、「変復調回路」、「符復号回路」、「電

源回路」である。リーダライタ構成技術の主なものは「アンテナ回路」、「高周波回路」、

「変復調回路」である。 

 

a．タグ構成技術 

「アンテナ回路」には共振回路、ダイポールアンテナ、周波数同調等が含まれ、「高周

波回路」には高周波信号送受信、信号増幅、応答タイミング制御等が含まれている。 

「変復調回路」にはASK、PSK、QPSK等の変復調、クロック制御、同期検波回路等が含ま

れ、「符復号回路」にはコード照合、誤り制御回路等が、また「電源回路」には共振回路、

整流回路活性・非活性制御によるバッテリセービング等が、それぞれ含まれる。 

 

b．リーダライタ構成技術 

「アンテナ回路」には共振回路、ダイポールアンテナ、アレーアンテナ、ホーンアンテ

ナ、アンテナの３次元配置、アンテナの回転、反射板の設置、周波数同調等が含まれ、

「高周波回路」には高周波信号送受信、信号増幅、送信出力制御、送信周波数制御、送信

出力監視、送受の回り込み防止、受信レベル監視、受信レベルとしきい値（判断の基準）

の比較等が含まれている。 

「変復調回路」にはASK、PSK、QPSK等の変復調、クロック制御、同期検波回路等が、含

まれる。 
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1.1.4 特許から見た技術の進展 

ICタグ情報伝送技術の中で制御系技術の「アクセス制御・多重化技術」、伝送系技術の

「電力伝送技術」、回路系技術の「タグ、リーダライタ構成技術」のうちタグにおける受

信信号の２次利用、受信電力の利用、バッテリーセービングについて、特許から見た技術

の進展状況を示す。 

なお、技術進展図中の記載内容は下記に示したとおりであり、1.5 注目される特許に記

載されている特許は、特に左側のように２重線で示している。 

 

 

（1）アクセス制御・多重化技術の進展 

「アクセス制御・多重化技術」は、一般にタグ間で信号送信制御の順序制御が取られて

いない状態で、複数のタグが同一の時刻に応答することによる信号の干渉を避けるための

技術である。主な技術分野としては、先にも述べたようにタグからの送信の情報を時間的

に分離するための送信タイミング制御やスロット多重化による「時分割多重」、タグの特

性や環境条件で送信の条件を異ならせることで情報を分離するための「セレクティブアク

セス」、質問器から特定のタグを指定して質問信号を送信する「ポーリング」がある。 

 

ａ．時分割多重 

「アクセス制御・多重化技術」の「時分割多重」に関する進展状況を、図1.1.4-1に示

す。 

送信タイミング制御やスロット多重化による時分割技術では、時間差を持たせて送信す

るランダム化技術が基本になる。1988年にタグにあらかじめ設定された時間に応じて応答

をずらせる特許（特開平01-280274）が、次いで91、92年に周波数とタイミング双方をず

らせる特許（特許2894002 注目特許、特許3082440 注目特許）が出願されている。また92

年にはタグにランダム発生手段を設けて質問信号でトリガをかけることでランダム値を得

る技術（特許3072339）が開示されている。引き続いてランダム値を得る方法として番号

発生器の演算方式に関する特許（US5606322）、温度等の環境条件を監視した結果を利用す

る特許（特表2003-510866）が出願されている。また、ランダム遅延時間の適用期間とし

て受信バーストの終り信号の検出から送出信号を実際に送信するまでの遅延時間とする特

許（特開2000-174658）も出願されている。引き続いてタイムスロットをランダムに選択

する特許（特開2003-084971、特開2004-180300）が出願されている。 

干渉や混信が生じた条件下でのタイミング制御として、1992年にタグ間の干渉時のタイ

ミング制御に関する特許（特開平05-333145）が出願され、続いて干渉信号と非干渉信号

の受信時の時間差を利用する特許（特開平08-110378）やランダムに選択したスロットで

信号を再送させる方法（特許2814974）等が出願されている。引き続きIDの一部を比較し

登録番号または公開番号 

出願日 

出願人 

概要 

登録番号または公開番号

出願日 

出願人 

概要 
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た結果の関数として時間ウィンドウを選択して再送する方法（特許3731755）や応答する

タイムスロット数とこれに対応した応答時刻を可変にする方法（特開2000-148934）が出

願されている。 

タグに活性化・非活性化のモードを設けることで衝突回避を行う方法として、1995年に

ランダムにタグを活性化する方法（特表2000-500932）が出願され、続いて受信ID情報で

非活性化を行う方法（特許3191673）、干渉しているタグを非活性化する方法（特開2002-

007975）等が出願されている。 

 

ｂ．セレクティブアクセス 

「アクセス制御・多重化技術」の「セレクティブアクセス」に関する進展状況を、図

1.1.4-2に示す。 

セレクティブアクセス技術は、リーダライタでの高周波信号の送受信条件をアダプティ

ブに制御したり、復調信号のID情報の照合結果に基づいてその後のデータ送受信制御を変

更したり、タグとリーダライタの環境条件に適した伝送モードを選択したりすることによ

り、複数存在するタグからのアクセスを成功させようとする技術である。 

高周波信号の送受信条件を環境条件に適応して制御する方式では、送信出力を漸次強く

して通信エリア（読み取りエリア）を徐々に拡大していく特許（特開平02-257081）と、

最初に送信出力を大きくして衝突が検出されれば、漸次送信出力を小さくして徐々に干渉

条件を緩和していく特許（特開平2-226392）がともに1992年に出願されている。引き続い

て受信レベルを設定した条件に合わせるために送信出力を調整する特許（特許3138564、

特許3051561、特許3201157）も出願されている。 

 ID照合結果を用いる特許としては、1991年にタグ固有記号列が一致したタグとのみ読み

書きする特許（特開平05-217031）が出願され、続いて94年にリーダライタにIDコードの

ｎ桁掛けるＸ個の共振子を用意する特許（特許3529159 注目特許）、IDコードの各ビット

の反応の有無を順次検出し、反応がないタグを休止させる特許（特許2881381 注目特許）、

タグ固有のIDコードをランダムビットと順次比較し、一致したときに応答用データを送信

する特許（特許3370825）が出願され、その後も出願が続いている。特に96年から2000年

の間は海外の企業からの出願が続いている。 

伝送モードを選択する特許としては、1995年にデータレートまたは変調に関する複数の

応答モードから選択する特許（特許3356371）が出願され、続いてリーダからタグへの励

起信号をプロトコルに対応させる特許（特開平09-218263）、送信されたコール・メッセー

ジにすでに回答したか否かによって応答確率を調整する特許（特表2001-516486）、タグに

格納しているランダム化されたデータに基づいてチャネルを選択する特許（特表2005-

507193）等、システム構成方法に関わる特許が海外企業により出願されている。 
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図1.1.4-1 アクセス制御・多重化技術に関する進展（時分割多重1/4） 

 

出願年 88 91 92  94 

B

C

A

特開平 05-333145

92.05.27 

日本電子機器 

質問装置との交

信可能領域に複数

の応答器が進入し

質問装置との間に

混信が発生した場

合に、各々の応答

器が異なるタイミ

ングで応答信号を

送出する。 

特開平 08-110378

94.08.11 

テキサス  インス

ツ ル メ ン ツ  ド

イ ッ チ エ ラ ン ド

（ドイツ） 

隣接するトラン

スポンダにより影

響された応答と影

響されない応答に

対する時間差を、

質問器内で検出す

ることで衝突を回

避する。 

ランダム化技術に関するもの 

干渉検出時の再送制御に関するもの

活性化制御に関するもの 

特許 3072339 

92.03.18 

富士通 

複数の IC カード

と、それらと通信

す る 親 装 置 を 含

み、個々のカード

は親装置からの一

斉呼び出し信号を

受信して乱数発生

装置を起動しラン

ダムな時間に応答

信号を送信する。

US5606322 

94.10.24 

モ ト ロ ー ラ （ 米

国） 

番号発生器から

第 １ ビ ッ ト ス ト

リームを生成し事

前に設定した番号

とコンバインして

第 ２ ビ ッ ト ス ト

リームを生成して

フ ィ ー ド バ ッ ク

ポートに供給して

疑似ランダムナン

バを生成する。 

特開平 01-280274 

88.05.06 

富士通 

交信範囲に複数

の応答器がある場

合は応答信号の送

信を予め設定した

時間だけずらせて

応答器を各々異な

る時間帯で応答さ

せる。 

特許3082440 

92.06.25 

デンソー 

 各アンテナの発

振周波数を狭い周

波数領域に割り当

てると共に、隣り

合ったアンテナの

質問信号のタイミ

ングをずらすこと

で、干渉を防ぐ。

特許2894002 

91.06.06 

デンソー 

周波数、タイミ

ングを変えたリー

ダライタを多数配

置することで不感

地を縮小する。 
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図1.1.4-1 アクセス制御・多重化技術に関する進展（時分割多重2/4） 

 

出願年 95 96  97 98 

B

C

A 

B 

C 

A

特許 3731755 

97.12.10 

パニョル  フレデ

リ ッ ク （ フ ラ ン

ス））、デルタディ

アン  サーク（フ

ランス）（共願） 

タグはリーダラ

イタからのデータ

とタグ自体の ID 

の一部を比較した

結果の関数として

一つの時間ウィン

ドウを選択してに

送信を行う。 

特開 2000-148934

98.11.17 

東芝 

タグが応答する

タイムスロット数

とこれに対応した

応答時刻を可変に

する。 

特許 2814974 

96.01.16 

日本電気 

親機から受信し

た混信情報に基づ

き、乱数によって

発生させた発信ス

ロットに、ID 情報

を載せて親機に送

信する。 

特許 3191673 

96.05.07 

松下電器産業 

質問器が応答器

がエリア進入時に

送信した自己識別

情報を受信確認信

号として送信し、

応答器が受信した

受信確認信号が応

答器の有する自己

識別情報と同一で

あった場合応答動

作を停止する。 

特表 2000-500932 

95.11.09 

ビーティージー・

インターナショナ

ル（イギリス） 

各送信機をラン

ダムまたは疑似ラ

ンダムにイネーブ

ル す る こ と に よ

り、各送信機から

の連続する送信間

の間隔の長さを変

化させる。 
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図1.1.4-1 アクセス制御・多重化技術に関する進展（時分割多重3/4） 

 

出願年 98 99 00 01  

特表 2003-510866 

99.09.23 

ノースロップ  グ

ラマン（米国） 

タグが温度等の

環境条件を監視し

た結果に基づき擬

似ランダム送信時

間を算出して送信

時間をランダム化

する。 

特表 2005-510097

01.11.16 

コーニンクレッカ

フィリップス  エ

レ ク ト ロ ニ ク ス

（オランダ） 

 応答時の反復周

期を入力電波の強

度の関数とする。

特開 2003-084971

01.09.10 

東芝 

固有の ID を受け

取り、この ID に基

づいて順次発生さ

れたタイムスロッ

トを選択する複数

の乱数の周期性を

判別し、周期性を

検知したときに乱

数の発生順を変更

する。 

A 

B 

C 

特許 3675755 

01.11.09 

松下電器産業 

 タグは応答信号

送信時に ID により

決 ま る タ イ ム ス

ロ ッ ト で 送 信 す

る。また個別信号

の送信前に共通信

号を送信すること

で応答信号長を短

縮する。 

A 

B 

特開 2002-007975 

00.06.20 

タウ技研 

複数のタグ間で

発生するキャリア

相殺を検出したと

きに、それぞれの

タグについて、次

回以降の応答シー

ケンスにおいて応

答を禁止する。 

特開 2000-174658 

98.12.01 

イ ン テ ィ グ レ イ

テッド  センサー 

ソリユーションズ

(米国） 

タ グ は 、 受 信

バーストの終り信

号の検出から送出

信号を実際に送信

するまでの遅延時

間をランダムにそ

れぞれ設定する。 

特許 3617341 

98.11.19 

サクサ  

デ ータの衝突が

検 出 さ れ た 場 合

は、応答フレーム

の 再 送 を 要 求 す

る。 
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図1.1.4-1 アクセス制御・多重化技術に関する進展（時分割多重4/4） 

 

出願年 02 03    

特開 2004-180300 

02.11.25 

ウィンボンド・エ

レ ク ト ロ ニ ク ス

（台湾） 

タグはリーダラ

イタからのタイム

スロットサイクル

信 号 を 受 信 し 、

各々の信号タイム

スロットサイクル

のランダムジェネ

レータにより生成

される乱数に対応

するタイムスロッ

トで応答する。 

A 

B 特開 2005-157593 

03.11.21 

松下電工 

リ ー ダ ラ イ タ

は、干渉検出レベ

ルが所定の閾値を

超えている場合に

は、上位制御器に

対して干渉を検知

した旨の信号を送

信し、リーダライ

タに対して相互の

出力が衝突しない

よう、送信タイミ

ングの変更を要求

する。 
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図1.1.4-2 アクセス制御・多重化技術に関する進展（セレクティブアクセス1/4） 

 

出願年  89  90 91 

E

D

特開平 02-257081 

89.03.30 

富士通 

電波を規定値よ

り弱い値から強く

してゆき、最も近

い応答器との通信

が確立した時点で

強度を一定にする

質問器。 

特開平 02-226392

89.02.27 

オムロン 

ト ラ ン ス ポ ン

ディング・カード

からの識別コード

が複数同時受信の

場合、送信電圧を

時系列的に減少さ

せる。 

送信パワー 

受信レベル制御 

特開平 03-231392 

90.02.06 

オムロン 

電磁波強度を順

次切り替え送信す

ることで、そのと

き電磁波強度が最

大の ID カードを順

次読み取る。 

特開平 05-217031 

91.10.18 

トキメック 

リーダライタか

らタグへの読み書

きを命令に含まれ

るタグ固有記号列

が一致したデータ

キャリアとのみ読

み書きする。 

に関するもの 

ID 照合に関するもの
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図1.1.4-2 アクセス制御・多重化技術に関する進展（セレクティブアクセス2/4） 

 

出願年 92  94  95 

E

F

特許 3370825 

95.07.27 

山武 

応答器があらか

じめ保有する固有

の ID コードをラン

ダムビットと順次

比較し、一致した

ときに、応答器か

ら質問器に対し応

答用データを送信

する。 

特許 3138564 

92.04.29 

テキサス  インス

ツ ル メ ン ツ （ 米

国） 

質問器は互いに

時間的にずれてい

る複数の質問パル

スを応答器にパル

ス毎に送信エネル

ギを変えて逐次送

信し、各質問パル

スの終了時に受信

信号の充電電圧が

所定電圧レンジ内

に収まるという条

件に応じて、応答

器が応答する。 

D 

E 

伝送モード選択に関するもの 

D

特許 3051561 

92.05.08 

三菱重工業 

非接触 IC カード

からの信号を受信

し、受信レベルが

一定になるように

送信側増幅器の利

得を制御すること

で、交信可能領域

を狭くし、１つの

移動体のみが交信

可能領域に入るよ

うにする。 

特許 3201157 

94.07.26 

松下電器産業 

カードは質問器

から送信された信

号の受信レベルが

一定値を超えると

一定回数だけ繰り

返してデータを送

信し、かつ一定時

間受信を停止する

ことで複数カード

による混信を防止

する。 

特許 3356371 

95.06.19 

AT&T（米国） 

質問信号でタグ

が、データレート

または変調に関す

る複数の応答モー

ドのうちのどれで

応答すべきかを、

指示する。 

特許3529159 

94.05.20 

東京電波株 

 ID コードのｎ桁

掛けるＸ個の共振

素子をリーダライ

タに用意すること

で、ｎのＸ乗種類

の ID コードを誤

りなく識別する。

特許2881381 

94.07.25 

タウ技研 

ID コ ー ド の 各

ビットの反応の有

無を順次検出、反

応がないタグに休

止命令を送ること

で 、 す べ て の ID

コ ー ド を 検 出 す

る。 
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図1.1.4-2 アクセス制御・多重化技術に関する進展（セレクティブアクセス3/4） 

 

出願年 95 96  97 98 

E

F

D 

E 

F 

D

特表 2000-513841 

96.03.12 

シングル  チップ 

シ ス テ ム ズ （ 米

国） 

受信符号と識別

符号の一致・不一

致を検出し不一致

な非活性化する。 

特表 2001-504608

96.11.08 

シーメンス（ドイ

ツ） 

符号一致照合。

リーダがコードを

ビ ッ ト 単 位 で 供

給。一致したタグ

のみ応答するよう

にして応答するタ

グ を 順 次 抑 制 す

る。 

特表 2001-523631 

97.11.21 

バンディー  ウィ

リ ア ム  ア ー ル

（米国） 

送信されたタグ

ID に関して競合し

ているタグは、ク

ロック信号に応答

して第２のタグカ

ウントを増分した

値が、タグに割り

当てられた製造者

番号に相応すると

きにそのタグに割

り当てられた製造

者 番 号 を 送 信 す

る。 

特表 2001-516486 

98.01.15 

イノバトロン（フ

ランス） 

タグがリーダラ

イタによって送信

さ れ た コ ー ル ・

メッセージにすで

に回答したか否か

によって、応答確

率 を あ る 時 間 に

渡って調整する。 

特開平 11-344562 

98.03.17 

スーパーセンサー

（南アフリカ） 

リーダから送信

パワーを順次変更

し対応して呼び出

エ リ ア を 指 定 す

る。 

特開 2000-230978 

98.11.09 

スーパーセンサ－

（南アフリカ） 

複数の応答器は

質問機からの質問

に対して署名を含

む応答信号を間欠

的に送信し、質問

機は応答に対して

署名を含む受信通

知 信 号 を 送 信 す

る。 

特開平 09-218263 

95.10.11 

テキサス  インス

ツ ル メ ン ツ （ 米

国） 

リーダからタグ

への励起信号をプ

ロトコルに対応さ

せ異ならせる。タ

グは励起信号に対

応して応答。 
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図1.1.4-2 アクセス制御・多重化技術に関する進展（セレクティブアクセス4/4） 

 

 

出願年 00 01  02 03 

D 

E 

F 

特開 2003-084971 

01.09.10 

東芝 

固有の ID を受け

取り、この ID に基

づいて順次発生さ

れたタイムスロッ

トを選択する複数

の乱数の周期性を

判別し、周期性を

検知したときに乱

数の発生順を変更

する。 

特表 2005-507193

01.10.17 

モ ト ロ ー ラ （ 米

国） 

タグに格納して

いるランダム化さ

れたデータに基づ

いてチャネルを選

択する。 

特開 2002-216092 

01.01.23 

東芝 

送信されるレス

ポンスの回数を指

定したコマンドを

送信する。搬送方

向の上流側から下

流側に向かい徐々

に受信感度が劣化

する場合有効とな

る。 

特許 3672895 

02.07.04 

エル・エス・アイ

ジャパン、オセア

ノ ー ト 、 パ ー ム

（共願） 

リーダライタが

読取範囲を指定し

て タ グ を 呼 び 出

し、複数のタグか

ら返信があった場

合には読取範囲を

変更して再度呼び

出すことで、複数

タ グ の 識 別 を 行

う。 

特開 2004-120690

02.09.30 

ブラザー工業 

タグからの応答

にタグ ID に対応さ

せて周波数ホッピ

ングを行う。 

特開 2004-289765 

03.03.20 

西 裕治 

タグから間欠送

信する信号の発振

周波数を、送信す

る 度 に 切 り 替 え

る。 

特表 2004-505388 

00.07.31 

コーニンクレッカ 

フィリップス  エ

レ ク ト ロ ニ ク ス

（オランダ） 

個別に受信した

タ グ の 認 識 信 号

を、問合せサイク

ルの各サイクルの

最初に送信する。 
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(2) 電力伝送技術の進展 

「電力伝送技術」はパッシブタグに動作のための電力をリーダライタから伝送すること

に関する技術である。その進展状況を、図1.1.4-3に示す。 

図1.1.4-3において最上段の列は、適正な量の電力が伝送されるようにするための技術

である。1987年のタグ内の制御回路によりリ－ダライタの電力供給量を制御する特許（特

開平01-102693）から、94年の送信電力を増加させて行きタグ側で基準電圧になったら制

御信号を送る特許（特許3376085）、98年のタグからの搬送波信号の振幅により電力供給を

制御する特許（特開2000-163523 注目特許）へと続く系譜と、96年のタグの誘起電力に応

じインダクタンスを制御する特許（特許3392016）と続いて行く、タグ側の電力受信に関

するパラメータのみを変化させる系譜に分かれる。 

上から２段目の列の系譜は、タグが受けた過大な電力、余剰電力を処理する技術であり、

1990年の過大入力を消費する電力消費部を設ける特許（特許2839956）、余剰電力の蓄電部

を設ける特許（特開平09-293128）がある。 

上から３段目の列の系譜は、情報伝送と電力伝送を分けて行うための技術である。情報

伝送用と電力伝送用のアンテナを分け、電力不足時にはデータは送らず、充電のみを行う

特許（特開平09-001968）が95年に出願され、次に97年に電力、情報のループアンテナを

平行で、ずれた位置に配置する特許（特開平10-290186）、続いて再輻射用、給電用アンテ

ナの干渉を少なくするよう調整する特許（特開2005-045339）等、アンテナに関する特許

が出願されている。さらに、97年の電力、データの整合回路を個別に最適化する特許（特

許3646472）、タグに電力供給した後に情報通信を行う特許（特許3476777）等がある。 

上から４段目の列の系譜は、電磁結合以外の方式で電力を伝送する技術である。1995年

の静電アンテナを用いる特許（特表平11-513518）、続いてマグネットインピーダンス素子

を用いる特許（特開平09-307487）、電磁放射を用いる特許（特開平10-116325）、ユーザの

体を介して伝送する特許（特開平11-225119）、静電容量結合による特許（特表2002-

530178）等があり、海外の企業による出願が多い。 
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図1.1.4-3 電力伝送技術に関する進展（1/4） 

 

余剰電力への対応に関するもの 

電力量の制御 

に関するもの 

出願年 87 90 94  95 

特開平 01-102693 

87.10.15 

日立マクセル 

タグ内の IC 化さ

れた制御回路によ

り、リーダライタ

の電力供給量（磁

器エネルギ）を制

御。 

C

B

特許 2839956 

90.12.14 

スター精密 

タグに過大入力

を消費する電力消

費部を設ける。 

特許 3376085 

94.03.29 

大日本印刷 

送信電力を増加

させて行き、タグ

側が基準電圧値に

なったら制御信号

を送る。 

D

特開平 09-001968 

95.06.16 

ローム 

データ、電力の

アンテナを分ける

ことで、電力不足

時にはデータは送

らず充電のみを行

う。 

E

特表平 11-513518 

1995.10.11 

モ ト ロ ー ラ （ 米

国） 

静電アンテナに

よる静電信号によ

り通電される電子

装置。 

A

電力伝送、情報伝送を分けて行うもの

電磁結合以外の方式
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図1.1.4-3 電力伝送技術に関する進展（2/4） 

 

出願年 96  97  98 

特許 3392016 

96.09.13 

日立製作所 

タグで誘起電力

に応じた電圧を検

出し、それにより

インダクタンスを

制御。 

B 

C 

B
特表 2001-507451 

96.12.27 

ジ ェ ム プ リ ュ ス

（フランス） 

タグが選択状態

ではインピーダン

ス適合させ、非選

択 状 態 で は イ ン

ピーダンスを非適

合状態にし、選択

状態のタグがエネ

ルギを充分受け取

ら れ る よ う に す

る。 

D

特許 3646472 

97.05.19 

日立製作所 

データ、クロッ

ク用及び電力用の

高周波整合回路を

個別に最適化する

ことで電力を有効

に取り出す。 

E

特表 2002-530178 

98.11.26 

イノヴィジョン 

リサ－チ  アンド

テクノロジービー

エルシー（イギリ

ス） 

人 と ゲ ー ム モ

ジュールとの間で

誘導結合でなく静

電容量結合によっ

て 電 力 を 引 き 出

す。 

D 

E 

A A

特開平 09-293128 

96.04.26 

セコム  

タグに余剰電力

の 蓄 電 部 を 設 け

る。 

特開平 10-116325 

96.05.30 

フ リ ー ス ケ ー ル 

セミコンダクター

（米国） 

 陰極線スクリー

ンの走査レートに

関連する電磁放射

でタグを作動させ

る。 

特開平 11-225119 

97.11.06 

マ サ チ ュ ー セ ッ

ツ ・ イ ン ス テ ィ

テュート・オブ・

テクノロジー（米

国） 

ユーザとグラン

ドに容量的に結合

さ れ た 送 信 手 段

が、ユーザの体を

介 し て 、 電 力 、

データを伝送。 

特表 2002-502178 

98.01.29 

マゼラン テクノロ

ジー ピーティーワ

イ （ オ ー ス ト ラ リ

ア） 

タグアンテナと信

号処理手段との間の

インピーダンスを変

動させ、アンテナに

受信信号には高く、

送 信 信 号 に は 低 い

デュアルＱファクタ

を提供する。 

特開平 10-290186 

97.04.16 

日立国際電気 

電 力 、 情 報 の

ループアンテナを

平行かつずれた位

置に重ねて配置。

F

特開平 09-307487 

96.05.09 

セイコー 

 電波をアンテナ

に送信するととも

に磁場をマグネッ

トインピーダンス

素子にかける。 
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図1.1.4-3 電力伝送技術に関する進展（3/4） 

 

出願年 98  99 00  

特開 2000-049657 

98.03.24 

コーニンクレッカ 

フィリップス  エ

レ ク ト ロ ニ ク ス

（オランダ） 

タグで受信信号

の半波長内の電圧

が限界値を超えた

ときに、電圧を制

限する素子を共振

回路素子に並列接

続。 

B 

特許 3476777 

00.01.11 

ハ ル テ ィ ン グ

オートモーティヴ

(ドイツ) 

タグに、まず給

電エリアを通過さ

せ、次に情報通信

エリアを通過させ

る。 

D 

E 

A 

特表 2003-506948 

99.07.29 

マルコニ  データ

システムズ（イギ

リス） 

入力放射を受け

取り、電圧の大き

さを増加して圧電

振動により供給電

位を発生する。 

特許 3607585 

00.08.23 

日本電信電話 

 タグで送信と受

信の受電効率をイ

ンピーダンスの制

御で変える。 

F

特許 3488166 

00.02.24 

日本電信電話 

アンテナコイル

にインピーダンス

整合回路を接続し

自動調整。 

F 

特開 2000-163523 

98.11.26 

日立製作所 

タグからの搬送

波信号の振幅によ

り電力供給波の振

幅を制御。 



 27 

  

図1.1.4-3 電力伝送技術に関する進展（4/4） 

 

出願年 02 03    

特開 2005-045339 

03.07.23 

箕輪興亜 

 再輻射用アンテ

ナと、給電用アン

テナの干渉が少な

く な る よ う に 調

整。 

特開 2003-249872 

02.02.22 

シャープ 

 電波反射板によ

りタグにエネルギ

を集める。 

F 
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(3) タグ、リーダライタ構成技術の進展 

「タグ、リーダライタ構成技術」のうち、タグにおける受信信号の２次利用、受信電力

の利用、バッテリーセービングに関する進展状況を、図1.1.4-4に示す。 

図で上の３段はタグにおける受信信号の２次利用、受信電力の利用に関するもので、最

下段はタグにおけるバッテリーセービングに関するものである。 

1982年出願の特許（特開平05-054209）は、クロック用のエネルギと回路駆動用のエネ

ルギを受け、回路駆動用のエネルギで信号処理回路を駆動し、クロック用のエネルギをタ

グ回路の動作用クロックとして用いデータのメモリへの書き込み、読み出しを行う特許で

ある。この特許から真横に伸びるのが、受信信号の２次利用と受信電力の利用を行うもの

であり、最上段は受信信号の２次利用を行うもの、上から３段目は受信電力の利用をおこ

なうものである。 

最上段の受信信号の２次利用を行うものでは、1987年にクロックとして２次利用を行う

もの（特公平07-032368 注目特許）、88年に受信信号をタグ情報により変調し、反射波と

して再放射するもの（特許2705076 注目特許）が出願されている。前者と同じようにク

ロックを取り出すものには95年出願の（特開平08-293821）がある。後者と同じように受

信信号をタグの持つ情報により変調し、反射波として再放射するものでは90年出願の（特

許2632078）、（特開平04-140685）、93年出願の（特許3433987）、94年出願の（特開平08-

047486）、95年出願の（特開平09-162776）がある。 

98年にはバッテリーセービングの方法として、タグの送信時のクロックとして用いるも

の（特開2000-148954）が出願されている。 

上から２段目の受信信号の２次利用と受信電力の利用を行うものでは、タグ自身の駆動

エネルギを受信電力から得る点は共通であるが、受信信号の２次利用の方法が1990年出願

の（特開平04-190185）では、反射係数を変化させることで変調し応答信号を送信し、93

年出願の（特開平06-244758）ではもとの高周波より低い周波数の応答信号を生成し送信

する。続いて95年出願の（特開平09-090028）、（特開平09-113612）では、データに基づき

変調し、再放射する。97年出願の（特開平10-233717）では、受信手段の負荷を変化させ

ることで応答信号を送信する。また98年出願の（特開平11-313018）では、アンテナ回路

の負荷を変化させることで応答信号を送信する。 

上から３段目の受信電力の利用を行うものでは、1985年出願の（特開昭62-040833）は

受信電力でコード信号をメモリに書き込むものである。94年出願の（特開平07-326984）、

95年出願の（特開平09-081709）、96年出願の（特開平10-135882）、98年出願の（特開平

11-328342）、99年出願の（特開2001-119319）、2000年出願の（特開2001-222696）、（特開

2002-190728）、03年出願の（特開2004-318646）も同様に受信電力をタグの動作電源とす

るものである。 

89年出願の（特開平03-010185）は、受信電力をタグの動作電源とする点は同じである

が、受信電力を昇圧回路に入力しその出力を電力として用いている。98年出願の（特開平

11-215026）では、電源の安定化を行い、01年出願の（特開2003-085506）では、電源の電

圧制御を行うことで過電圧を防止している点がそれぞれ特徴である。 

下から２段目の1987年出願の（特開平01-142481）は、タグに受信電力を蓄える機能を

持たせることで、タグの送信と、電力受信を時分割するものであり、蓄電が可能なタグに
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外部から電力を供給する方法と見ることができる。この系譜には90年出願の（特許

3038230）、97年出願の（特開平10-213654）、（特開平11-136169）、99年出願の（特開2000-

307467）、（特表2003-513372）がある。 

最下段のタグにおけるバッテリーセービングでは、1986年出願の（特開昭62-287389）

は高周波磁界検出時に、送信部と電源の間のスイッチをONし、一定時間後、又は高周波磁

界を検出していないときにOFFするものである。92年出願の（特開平05-281347）、94年出

願の（特開平08-063557）、（特開平08-167014）、96年出願の（特開平09-212603）、（特表

2000-509536）、97年出願の（特開平11-053491）、02年出願の（特開2004-064328）も信号

の有無により、電源のON,OFFを行うものである。 

99年出願の（特開2000-259808）は、タグ筐体上のスイッチの設定や、温度条件などに

よりタグを応答可能モード、応答不能モードにするものである。同じく99年出願の（特開

2000-341883）は、タグ内蔵のコンデンサからの供給電圧が低下したときに、タグのモー

ドを応答モードから、種々の回路に十分な最小電圧を与えるモードに変更するものである。

03年出願の（特開2004-252602）は、受信電力を利用することと、リーダライタからのコ

マンドに応じて一部の回路が動作または、非動作状態になることを組み合わせたものであ

る。 
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図1.1.4-4 タグ、リーダライタ構成技術に関する進展（1/6） 

 

出願年 82 85 86 87 88 

A

C

D

特開昭 62-287389 

86.06.05 

オムロン 

IDカードの送信

部と電源の間にス

イッチを設け、高

周波磁界検出時 ON

し 、 一 定 時 間 後

に、または高周波

磁界を検出してい

ないときOFFする。

特許2705076 

88.01.14 

ソニー 

タグにおいて送

信データでアンテ

ナのインピーダン

スを変え、入射電

波を変調して反射

波として再放射す

ることで、低消費

電 力 、 小 型 化 す

る。 

特公平07-032368

87.12.09 

オムロン 

タグにクロック

弁別回路を設け、

クロック発生器、

PLLを不要とし消

費電力を減らすこ

とで、交信距離を

拡大する。 

B

特開昭 62-040833 

85.08.16 

オムロン 

リーダライタの

コード信号を重畳

した高周波信号か

ら、アンテナコイ

ルの電磁界誘導結

合で電力を取り出

し、その電力によ

り、コード信号を

メモリに書き込む

トランスポンダ。 

特開平 05-054209 

82.03.05 

アリムラ技研 

外部入出力機器

よりクロック用の

振動エネルギと駆

動用の振動エネル

ギを受波し、駆動

用の振動エネルギ

を信号処理回路の

駆動電力として与

えるとともに、信

号 処 理 回 路 で ク

ロック用の振動エ

ネルギから得た交

流成分をクロック

として用い、デー

タのメモリへの書

き込み、読み出し

を行い、外部入出

力 機 器 に 送 波 す

る。 

受信信号の２次利用に関するもの 

受信信号の２次利用と受信電力利用の併用に関するもの 

受信電力利用に 

関するもの 

バッテリーセービングに関するもの 

E

特開平 01-142481

87.11.30 

山武ハネウエル 

受信器側に受信

機能と高周波磁界

を送信する機能を

設け、送信器側に

送信機能と高周波

磁界を受けて電力

を蓄える電源回路

を設け、送信器は

単一のコイルで送

信及び高周波磁界

の受信を時分割で

行うとともに電源

回路の電力で作動

し、受信器側は単

一のコイルで受信

と高周波磁界の送

信 を 時 分 割 で 行

う。 
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図1.1.4-4 タグ、リーダライタ構成技術に関する進展（2/6） 

 

出願年 89 90  92 93 

A

C

D

特開平 05-281347

92.04.03 

沖電気工業 

信号検出で電源

ON 。 応 答 後 ま た

は、質問信号が無

い時、電源OFFの制

御を行うトランス

ポンダ。 

特許3433987 

93.10.29 

シャープ 

複数の異なる周

波数の搬送波を受

信し応答データに

従って変調を行い

再放射する。 

特開平 04-140685

90.10.01 

シャープ 

質問器の質問信

号に新たなエネル

ギを加えることな

く応答器の固有の

コードで変調して

質問器に反射しか

つ書き替え信号を

復調し、復調した

信号を制御部で記

憶し、制御部の指

令でデータ表示を

行う応答器。 

B

特開平 03-010185 

89.06.07 

シャープ 

質問器からの信

号を応答器内で変

調器、昇圧回路に

分け、昇圧回路の

出力でマイクロプ

ロセッサ、記憶装

置を駆動する。 

特開平 04-190185 

90.11.26 

デンソー 

質問電波の電力

を２つに分配し、

分配１の電力で検

波素子のバイアス

量を応答器に記憶

されている識別情

報に応じて変化さ

せることで反射係

数を変化させ、分

配２の電力を有す

る反射電波を変調

して送信する応答

器。 

特許2632078 

90.10.01 

シャープ 

リーダライタか

らの質問信号をタ

グ固有のコードに

従い変調して応答

信号としてアンテ

ナから反射するこ

とで、タグの低消

費電力化を実現す

る。 

特開平06-244758 

93.02.19 

東洋通信機 

外部より供給さ

れた信号により自

己の駆動エネルギ

を受給する。外部

から供給された高

周波信号を用い

て、その高周波信

号の周波数より低

い周波数の応答信

号を生成し、デー

タを送信する非接

触応答装置。 

E

特許 3038230 

90.06.25 

テキサス  インス

ツルメンツ  ドイ

ツチエランド（ド

イツ） 

質問信号で充電

し た 電 力 に よ っ

て、送信時にアン

テナ共振回路をス

イッチングする。 

E 

C 

A 

D 

B 
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図1.1.4-4 タグ、リーダライタ構成技術に関する進展（3/6） 

 

出願年 94  95   

A

C

D

特開平 09-081709

95.09.19 

トキメック 

リーダライタか

らの第１搬送波か

ら 電 源 電 圧 を 得

る。第１搬送波の

基本周波数よりも

低い周波数の第２

搬送波を位相シフ

トキーイング方式

に基づき送信デー

タで変調して送信

するタグ。 

特開平09-162776 

95.12.13 

双葉電子工業 

親機から放射さ

れた信号を変調し

て反射させること

により情報を伝送

する、反射型通信

システム。親機か

らの信号の包絡線

を検出し、子機の

動作を制御する。 

B

特開平 08-167014 

94.12.12 

オムロン 

キャリア検出回

路 の 検 出 信 号 で

コード検出回路へ

の 給 電 を ON し 、

コード検出回路の

検出信号でデータ

処理回路への給電

をONするタグ。 

特開平 07-326984 

94.05.31 

和泉電気 

タグは、リーダ

ライタから送信さ

れた電力搬送波に

より電力供給を受

ける。タグは固有

の記号を含む２値

化したデータ信号

を送信する 

特開平 08-063557 

94.08.02 

AT&T（米国） 

リーダライタの

受信領域内に持ち

込まれたときにタ

グのインタフェー

ス回路と通信手段

の両方を電源 OFF

状態から電源 ON の

動作状態に設定す

る。 

特開平 09-113612 

95.10.20 

横河電機 

質問波から電源

電圧を供給すると

ともに、質問波を

データに基づき変

調して応答波とし

て 再 放 射 す る タ

グ。質問波を検波

すると動作を開始

する 

特開平 08-293821 

95.04.24 

オムロン 

リーダライタよ

り受信した伝送波

から、動作用のク

ロックを抽出する

タグ。 

特開平09-090028 

95.09.26 

横河電機 

質問器からの質

問波から電源電圧

と信号成分を得

る。質問波をデー

タに基づき変調し

て応答波として再

放射するタグ。 

特開平 08-047486 

94.08.05 

オージー技研 

人 体 に 取 り 付

け、電磁波を受信

すると、タグ毎に

異なる符号で、自

己のインピーダン

スを変える、電池

を 要 と し な い タ

グ。 

EE 

A 

C 

D 

B 
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図1.1.4-4 タグ、リーダライタ構成技術に関する進展（4/6） 

 

出願年 96  97  98 

C

D特開平 11-053491

97.08.08 

吉川アールエフシ

ステム 

リーダライタか

らの搬送波が送信

されないときは、

動作を停止し、搬

送波が送られて来

たときは動作を開

始する。この動作

を行うために、専

用 電 源 部 を 設 け

る。 

特表 2000-509536 

96.05.13 

マイクロン  テク

ノロジ－（米国） 

タグで受信され

る時間内に時定数

の遷移を有する直

接シーケンススペ

クトラム拡散（SS)

信号に応答してス

リープモードから

マイクロプロセッ

サ・オン・モード

に切り替える。 

特開平 10-135882 

96.10.24 

東芝 

外部から電波に

よる電力の供給を

受けながら、電力

の出力電流を、送

信波によって遮断

する期間を周期的

に設けることで、

データの送信を行

う。 

特開平 09-212603 

96.02.06 

日本電気エンジニ

アリング、日本電

気（共願） 

質問装置から発

信されている磁力

線を検出部で微弱

な 起 電 力 に 変 換

し、ワイヤレスＩ

Ｄカードの電源投

入を行う。制御部

が送信の終了を認

識すると、電源の

遮断を行う。 

特開平10-233717 

97.02.17 

凸版印刷 

リーダライタか

らの高周波信号よ

り電力を得る。受

信手段の負荷を変

化させることによ

るデータ送信手段

を持つ。データ送

信手段に対する負

荷のうちの電源供

給手段の負荷を軽

減する手段を備え

る非接触ＩＣカー

ド。 

特開平11-313018 

98.04.24 

吉川アールエフシ

ステム 

リードライタか

らの交番磁界をタ

グに内蔵されたア

ンテナ回路で受信

し、動作電源を得

るとともに、アン

テナ回路の両端に

接続される負荷を

リーダライタへ送

信するデータの内

容に応じて変化さ

せる。 

特開平 11-215026 

98.01.22 

東芝 

全波整流回路の

出力を所定の電圧

にクランプして、

安定化した電源を

生成する。全波整

流回路の出力の包

絡線検波を行なう

ことで受信信号を

検出する１つの送

受信アンテナを持

つ、無電池式の情

報記憶媒体。 

特開 2000-148954 

98.11.17 

東芝 

送信時にはPLL回

路と発振回路の動

作を停止し、リー

ダライタからの信

号のキャリアをク

ロックとして送信

動作を行う。受信

待ちおよび受信時

にはPLL回路と発振

回路を動作させる

タグ。 

★

A 

★ 

特開平 10-213654

97.01.30 

東海理化電機製作

所 

電力信号の受信

が終了した時点で

識別コード信号を

内蔵電池を用いて

送信。内蔵電池の

電圧より受信した

電力信号の電圧が

高いと、内蔵電池

の充電を行う。 

特開平 11-136169

97.10.30 

松下電工 

データキャリア

はリーダライタか

ら送信された電磁

波を動作電源に変

換する。電源電圧

がメモリへの書き

込み可能電圧より

も低いときに、電

源を供給する電源

供給コンデンサを

持つ。 

EE 

D 

へ 

上から 

C 

B 



 34 

  

図1.1.4-4 タグ、リーダライタ構成技術に関する進展（5/6） 

 

出願年 98 99   00 

C

D特開 2000-341883

99.03.26 

エステーミクロエ

レ ク ト ロ ニ ク ス

（フランス） 

給 電 電 圧 低 下

時、タグ応答モー

ドを種々の回路に

十分な最小電圧を

与えるモードに変

更し、コンデンサ

の放電を妨げる。

特開平 11-328342 

98.05.14 

松下電器産業 

リーダライタか

らの入力信号を受

け電力を生成し、

送 受 信 動 作 を 行

う。一定期間基準

信号を生成するPLL

部を持つ事を特徴

とする非接触ＩＣ

カード。 

特開 2000-259808 

99.03.09 

東芝 

予め設定されて

いる外部条件（タ

グ筐体上のスイッ

チの設定、温度条

件等）が満たされ

ているか否かの判

定結果に基づき、

タ グ を 応 答 可 能

モード、または応

答不能モードに設

定する。 

特開 2001-222696 

00.02.09 

松下電器産業 

受信電波から電

源電圧を発生させ

る回路を持ち、送

信 デ ー タ の 変 調

を、共振回路の容

量素子と変調回路

の 容 量 素 子 と に

よって容量負荷を

変化させて行う非

接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー

ド。 

特開 2000-307467 

99.04.26 

横浜ゴム 

応答信号送信時

以外は受信電磁波

から得られた電気

エ ネ ル ギ で 動 作

し、応答信号の送

信時は内蔵蓄電池

から電力の供給を

受けて動作するタ

グ。 

特開 2001-119319 

99.10.18 

デンソー 

質問機からの電

力用信号から動作

用 電 源 電 圧 を 得

る。応答指令を受

信すると、CPUから

指令された抵抗を

スイッチング回路

に接続した状態で

スイッチング回路

をON、OFFして、タ

グ 情 報 を 送 信 す

る。 

E 

D 

特表 2003-513372 

99.10.22 

コーニンクレッカ

フィリップス  エ

レ ク ト ロ ニ ク ス

（オランダ） 

整 流電圧を蓄積

しておき、負荷変

動時に蓄積してい

たエネルギの一部

を供給する。 

C 
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図1.1.4-4 タグ、リーダライタ構成技術に関する進展（6/6） 

 

出願年 00 01 02 03  

特開 2003-085506 

01.09.12 

吉川アールエフシ

ステム 

リーダライタか

らの駆動磁界から

動作用直流電圧を

得る電源回路と、

その電源電圧が所

定の電圧以下とな

るように固定する

クランプ手段とを

有する。クランプ

動作を、電源電圧

の平均的な値に応

じて制御し、過電

圧を防止する。 

特開 2004-064328

02.07.26 

デンソーウェーブ

データキャリア

は、受信データ信

号の非入力状態が

所定時間継続した

時点で休止状態へ

移 行 す る 。 受 信

データ信号の電圧

レベルがしきい値

電圧レベル以上と

なったときに起動

する。 

特開 2002-190728 

00.12.20 

バイテックス 

タグで受信電波

の一部を整流平滑

して電源とする。

タグからリーダラ

イタに符号伝送す

る場合は、共振周

波数をバラクター

で 周 波 数 変 調 す

る。 

特開 2004-318646 

03.04.18 

三菱電機 

質問電波を受信

したときに、この

電波から内部回路

の駆動用電力を得

る。外部からの接

点入力のON／OFF信

号をコード化して

識別情報とともに

応答電波として送

信する非接触識別

タグ。 

特開 2004-252602

03.02.18 

松下電器産業 

リーダライタか

ら電磁誘導結合で

電力の供給を受け

る。リーダライタ

からのコマンドに

応じて、一部の回

路が動作状態また

は非動作状態にな

る。 

D 

C 
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1.1.5 ICタグの市場・参入環境 

ICタグの基になっている技術は、メモリを電子的に非接触で更新する技術で、欧米では

1980年頃、日本では85年頃から研究開発が開始された。90年頃にはICタグの持つ可能性の大

きさから注目を集めたが、当時は電池内蔵でタグ自体が大きく複数同時読取ができず、また

価格も1,000円以上と高かったため、95年頃、多くの企業がこの分野から撤退した。 

一方、同じメモリを電子的に非接触で更新する技術を利用しているICカードについては、

1987年からJRがICカードを利用する出改札システムの研究開発を進め、97年にバッテリー

レスの第三次実験に成功した。98年には、JR東日本より01年からICカード出改札システム

の導入開始を行う旨の発表があり、これを契機としてわが国でのICカード、さらには一時

下火になっていたICタグの研究開発が再び活発になった。 

図 1.1.5-1 ICカードの国内における出荷枚数を示す。ICタグが2002年の1,043万枚から

04年には3,656万枚に、ICカードが02年の910万枚から04年には2,500万枚に、それぞれ増

加している。 

 

図 1.1.5-1 ICカードの出荷枚数 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：ユビキタス社会の動向に関する調査報告書；2005.03；総務省情報通信政策局； 

http://www.johotsusintokei.soumu.go.jp/linkdata/ubiquitous_houkoku_h17.pdf 

のp.106） 

 

これを市場規模で見ると、ICタグでは97年が37億円、2000年が98億円、02年が235億円

と着実に増えているが、産業として見るとまだ小さい。 

（出典：「企業のユビキタスネットワーク利用動向調査」報告書；2004.03；総務省情報通

信政策局；http://www.johotsusintokei.soumu.go.jp/linkdata/inv1_houkoku_h16.pdf 

のｐ11。電子商取引に関する市場規模・実態調査；2003.06；経済産業省； 

http://www.meti.go.jp/policy/it_policy/statistics/outlook/outlook2003_2.pdf 

のp16-18) 

ICタグの価格については、2004年～05年の２年間で販売価格５円の電子タグを実現する

ために必要な技術開発を行うという経済産業省「響プロジェクト」（経済産業省；

http://www.meti.go.jp/information/data/c40625aj.html）の結果、５円程度まで下がっ

てきているが、流通分野で大量に使うには、さらにコストダウンが必要である。現状はま

だ、機械、家電・電子機器、アパレル・百貨店、書籍出版、医薬品、物流、レコード・

DVD・CD等、多様な業種・業務分野で実証実験が行われており、市場としての環境は、試
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行段階といえよう。 

 今後、次世代IPプロトコルであるIPv6（IPバージョン6）と超低価格ICタグが普及すれ

ば、あらゆるものにこのICタグを取り付けることが可能となり、企業の提供するあらゆる

製品・部品が、このICタグを介してネットワークに接続できることになる。そうなると、

人やモノの状態監視や位置追跡が可能となって応用範囲は飛躍的に広がり、産業界・社会

生活へ与える影響は測り知れないものがある。市場規模も大きく広がる可能性を秘めてい

る。 

図1.1.5-2に、総務省の「ユビキタスネットワーク時代における電子タグの高度利活用

に関する調査研究会最終報告」に掲載されている経済波及効果の推移予想を紹介する。こ

の報告書では、普及が大きく促進された場合2010年に31兆円の経済波及効果を予想してい

る。 

 

図1.1.5-2 ICタグの市場動向予想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：ユビキタスネットワーク時代における電子タグの高度利活用に関する調査研究会

最終報告：第４章 電子タグの高度利活用モデルと経済波及効果;2004.03; 総務省 

http://www.soumu.go.jp/s-news/2004/pdf/040330_6_bt25.pdfのp59） 
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IC タグ、IC カード関連の市場動向・参入環境に関連する報告書等のうち、公的機関によるも

のの一覧を表 1.1.5-1 に、一般企業によるものの一覧を表 1.1.5-2 に示す。 

 

表 1.1.5-1 IC タグ市場・参入環境情報源一覧（公的機関によるもの） 

表題 発行年月 発行所 参考 URL 備考 

ユビキタス社会の動
向に関する調査報告
書 

2005.03 
総務省情報通信
政策局 

http://www.johotsusintokei. 
soumu.go.jp/linkdata/ 
ubiquitous_houkoku_h17.pdf 

P103～ 

情報サービス産業白
書2004年版 

2000.07 
情報サービス産
業協会 

http://www.jisa.or.jp/ 
report/whitepaper2004.pdf 

P30 

ユ ビ キ タ ス ネ ッ ト
ワーク時代における
電子タグの高度利活
用に関する調査研究
会最終報告 
第４章 電子タグの
高度利活用モデルと
経済波及効果 

2004.03 総務省 

http://www.soumu.go.jp/ 
s-news/2004/pdf/ 
040330_6_bt25.pdf 
 

P59 

「企業のユビキタス
ネットワーク利用動
向調査」報告書 

2004.03 
総務省情報通信
政策局 

http://www.johotsusintokei. 
soumu.go.jp/linkdata/ 
inv1_houkoku_h16.pdf 

P11 

情報通信白書平成15
年版 
特集「日本発の新IT
社会を目指して」 

2003.07 総務省 
http://www.johotsusintokei. 
soumu.go.jp/whitepaper/ja/ 
h15/pdf/F1010000.pdf 

P33 

電子商取引に関する
市場規模・実態調査 

2003.06 経済産業省 

http://www.meti.go.jp/ 
policy/it_policy/ 
statistics/outlook/ 
outlook2003_2.pdf 

P16 ～
P18 

RFIDタグの方式別市
場規模 
1997～2000 

2004 
日本自動認識シ
ステム協会 

http://www.jaisa.or.jp/ 
action/group/RFID/ 
kaisetsu/kibo.html 

 

 

表 1.1.5-2 IC タグ市場・参入環境情報源一覧（一般企業によるもの） 

表題 発行年月 発行所 参考 URL 備考 

2005年版 非接触IC
カード・RFーID市場
予測レポート 

2005.03 矢野経済研究所
http://www.yano.co.jp/ 
mrnew/2005/03/ 
C46205000.html 

A4 
532頁 

市場動向 無線ICタ
グが遍在するユビキ
タス時代 

2005.02 ITMedia 
http://www.itmedia.co.jp/ 
enterprise/articles/0502/ 
18/news115.html 

ITMedia
エンタ 
ープラ 
イズ 

RFID (スマートラベ
ル)のレポート一覧 

随時更新 
グローバルイン
フォメーション

http://www.gii.co.jp/ 
topics/HX01_jp.shtml 

最 新 情
報 を 随
時追加 
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1.2.1 ICタグ情報伝送技術の特許情報へのアクセス 

特許情報へのアクセスは、通常国際特許分類（IPC）、ファイルインデックス（FI）、Ｆ

ターム等の特許分類を利用することによって行うが、ICタグ情報伝送技術に関する情報す

べてを明示している特許分類はなく、ある特許分類を単独で用いてICタグ情報伝送技術を

全般的に検索し網羅することは困難である。したがって効果的な検索を行うためには、技

術要素にあわせていくつかの特許分類を組合せ、さらに、必要に応じて関連するキーワー

ドを利用して特許情報にアクセスする必要がある。 

 

●国際特許分類（IPC）によるアクセス 

 ICタグ情報伝送技術の特許情報にアクセスする主なIPCの分類とその簡単な説明を表

1.2.1-1に示す。表中の網掛け部分は特許文献へのアクセスに用いるIPCの分類の上位階層

を参考のために示したものである。本技術に関するIPCの分類は、FI分類に比べると大き

な範囲の分類も多く、ノイズが多くなることが予想される。したがって、適宜キーワード

等を活用して検索する必要がある。 

表1.2.1-1 ICタグ情報伝送技術にアクセスするIPC 

IPC 説明 

B42D 他に分類されない特殊形の印刷物；それに使用される装置 

B42D15/00 他に属さない特殊形式の印刷物 

B42D15/10 ・情報担持カード 

G01S 電波の反射または再輻射を用いる位置測定または存在探知 

G01S13/00 電波の反射または再放射を使用する方式 

G06K 記録担体；記録担体の取扱い 

G06K17/00 記憶担体等を共動させるための方法または装置 

G06K19/00 デジタルマークを用いかつ機械で使用される記録担体 

H04B 伝送 

H04B1/00 伝送媒体によって特徴づけられない伝送方式の細部 

H04B1/59 ・レスポンダ；トランスポンダ 

H04L デジタル情報の伝送 

H04L1/00 受信情報中の誤りを検出または防止するための配置 

H04L13/00 各種符号を送受信する装置または回路の細部 

 

1.2 IC タグ情報伝送技術の特許情報へのアクセス 
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●ファイルインデックス(FI)によるアクセス 

 ICタグ情報伝送技術の特許情報にアクセスするための主なFIの分類とその簡単な説明を

表1.2.1-2に示す。表中の網掛け部分は特許文献へのアクセスに用いるFIの分類の上位階

層を参考のために示したものである。FIの分類はIPCより細かく分類されているが、これ

を用いてもすべてのICタグ情報伝送技術の特許情報に直接アクセスすることはできない。

表に示したFI分類と後述するＦターム、それと場合によって適宜キーワードを組み合わせ

てアクセスを行う必要がある。 

表1.2.1-2 ICタグ情報伝送技術にアクセスするFI 

FI 説明 

B42D 他に分類されない特殊形の印刷物；それに使用される装置 

B42D15/00 他に属さない特殊形式の印刷物 

B42D15/10 ・情報担持カード 

B42D15/10,521 ・・ＩＣカ－ド 

G01S 電波の反射または再輻射を用いる位置測定または存在探知 

G01S13/00 電波の反射または再放射を使用する方式 

G01S13/74 ・電波の再放射を使用する方式 

G01S13/76 ・・パルス形信号を送信するもの 

G01S13/80 ・・・応答機；トランスポンダ 

G06K 記録担体 

G06K17/00 記憶担体等を共動させるための方法または装置 

G06K17/00@A カ－ドの処理 

G06K17/00@F ・非接触接続型カ－ドの処理，発行 

G06K19/00 デジタルマークを用いかつ機械で使用される記録担体 

G06K19/00@H 非接触接続型カ－ド 

H04B 伝送 

H04B1/00 伝送媒体によって特徴づけられない伝送方式の細部 

H04B1/59 ・レスポンダ；トランスポンダ 

H04L デジタル情報の伝送 

H04L1/00 受信情報中の誤りを検出または防止するための配置 

H04L13/00 各種符号を送受信する装置または回路の細部 

H04L13/00,301 ・通信制御；通信処理 

H04L13/00,301@B 通信制御装置，通信制御処理装置内における誤り制御 

 



 41 

  

●Ｆターム(FT)によるアクセス 

FTは、用途、構造、材料等さまざまな技術的観点からFIを再展開した日本独自の分類で

あり、FIよりさらに具体的な対象に絞り込んでアクセスできる。ただし、FTはFIの全分野

を網羅しておらず、未分類の分野もある。また、FTで分類されていても、直接対応する適

切な観点がない場合もある。ICタグ情報伝送技術の特許情報にアクセスするための主なFT

とその簡単な説明を表1.2.1-3に示す。表中の網掛け部分は特許文献へのアクセスに用い

るFTの分類の上位階層を参考のために示したものである。 

表1.2.1-3 ICタグ情報伝送技術にアクセスするＦターム（1/2） 

テーマコード FT 説明 

2C005  クレジットカード等 

2C005 HA00 目的 

2C005 HA26 ・読み取り確実化；読み取りエラー対策 

5B035  デジタルマーク記録担体 

5B035 CA00 ICカード 

5B035 CA11 ・ICカードの回路または機能 

5B035 CA22 ・・入出力回路または機能；端子機能 

5B035 CA23 ・・・非接触接続型 

5B035 CA11 ・ICカードの回路または機能 

5B035 CA29 ・・メモリ；メモリアクセス 

5B058  カ－ドリ－ダライタおよび複合周辺装置 

5B058 CA00 カードリーダライタ 

5B058 CA01 ・ICカードリーダライタ 

5B058 CA12 ・・端子結合 

5B058 CA15 ・・・端子非常接触型 

5B058 CA17 ・・・・電磁誘導によるもの 

5B058 KA00 機能；配置 

5B058 KA27 ・誤り検出，訂正；監視※ 

5J070  レーダ方式およびその細部 

5J070 BC00 二次レーダ 

5J070 BC01 ・様態 

5J070 BC06 ・・物標識別 

5J070 BC07 ・質問信号および応答信号 

5J070 BC15 ・・質問と応答がパルス波 

5J070 BC18 ・応答器の構成 

5J070 BC19 ・・電源 

5J070 BC23 ・・・受信電波から得るもの 

5K012  近接電磁界伝送方式 

5K012 AD00 信号の処理 

5K012 AD01 ・不要信号の除去 

5K012 AD04 ・・混信の除去 
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表1.2.1-3 ICタグ情報伝送技術にアクセスするＦターム（2/2） 

テーマコード FT 説明 

5K012  近接電磁界伝送方式 

5K012 BA00 応用 

5K012 BA01 ・局間通信 

5K012 BA03 ・・一つの固定局と複数の移動局との間の通信 

 

●キーワードによるアクセス 

上記特許分類を活用して検索を行う時に、さらに対象を絞り込むためのキーワード例を

表1.2.1-4に示す。 

 

表1.2.1-4 ICタグ情報伝送技術にアクセスするキーワード例 

キーワード例 ICタグ、IDタグ、データキャリア、質問機、応答機 

RFID、RFタグ、無線タグ、非接触タグ 

非接触データキャリア、無線データキャリア 

非接触、無線、RF 

衝突、コリジョン、競合、ポーリング、多重、CDMA、 FDMA、

TDMA、SDMA 

ダイバーシチ、ダイバーシティ 

搬送波、周波数、同期、符号 

干渉、混信、指向性 

送信、電力、出力、制御、可変、調整 
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●特許分類と技術要素の関連付け 

 表1.2.1-5に各技術要素に対応したアクセス例を示す。特許分類にはＦタームを用いた。

本書ではICタグに関連する技術のうち情報伝送技術という狭い範囲を扱っているので、特

定の技術要素に関連の強い特許分類は「符号伝送技術」と「アクセス制御・多重化技術」

に対する5B058KA27のみである。実際のアクセスにあたっては、各特許へアクセスする際

に必要に応じてキーワード等を併用することが必要である。 

 

表1.2.1-5 特許分類と技術要素の関係 

技術要素 FT 説明 

5B035CA23 デジタルマーク記録担体で端子機能が非接触接続型のもの。 

5B035CA29 デジタルマーク記録担体のメモリとメモリアクセスに関するも

の。 

5B058CA17 ICカ－ドリ－ダライタで電磁誘導を用いるもの。 

5J070BC06 レーダ方式を用いた物標識別。 

5J070BC23 レーダ方式で電源を受信電波から得るもの。 

5K012AD04 近接電磁界伝送方式を用いる場合の混信の除去。 

共通部分 

 

5K012BA03 近接電磁界伝送方式を用いた、一つの固定局と複数の移動局と

の間の通信。 

高周波伝送技術 共通部分と同じ 

変復調技術 共通部分と同じ 

符号伝送技術 5B058KA27 カ－ドリ－ダライタの誤り検出、訂正、監視。 

電力伝送技術 共通部分と同じ 

アクセス制御・
多重化技術 

5B058KA27 カ－ドリ－ダライタの誤り検出、訂正、監視。 

環境適応技術 共通部分と同じ 

タグ、リーダラ
イタ構成技術 

共通部分と同じ 
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1.2.2 ICタグ情報伝送技術の米国、欧州特許情報へのアクセス 

 1.3.3で紹介する米国、欧州出願の特許へのアクセスについて説明する。 

 

（1）米国特許へのアクセス 

 米国出願の特許へのアクセス例として米国特許庁独自の分類である、米国特許分類を表

1.2.2-1に示す、また絞込みのためのキーワードの例を表1.2.2-2に示す。表中の網掛け部

分は特許文献へのアクセスに用いる米国特許分類の分類の上位階層を参考のために示した

ものである。 

表1.2.2-1 米国出願のICタグ情報伝送技術にアクセスするUSClass 

USClass 説明 

340 COMMUNICATIONS:ELECTRICAL 

375 PULSE OR DIGITAL COMMUNICATIONS 

700 DATA PROCESSING:GENERIC CONTROL SYSTEMS OR SPECIFIC APPLICATIONS 

700/215 ...Having an identification code 

700/225 ..Having an identification code 

700/226 ...Identification code determines article destination 

700/227 ....Preparation of an article for an identification code (e.g., 

printing, encoding) 

 

表1.2.2-2 米国出願のICタグ情報伝送技術にアクセスするキーワード例 

キーワード例 identify,id tag,ic tag、data carrier、responda、interrogater

contactless,wireless,rf,radio frequency,eeprom 

rfid,rf tag,wireless tagnoncontact tag 

contactless tag,wireless data carrier 

non contact data carrier,contactless data carrier 
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（2）欧州特許へのアクセス 

 欧州出願の特許へのアクセス例として国際特許分類（IPC）を表1.2.2-3に、絞込みのた

めにキーワードの例を表1.2.2-4に示す。表中の網掛け部分は特許文献へのアクセスに用

いるIPCの分類の上位階層を参考のために示したものである。 

 

表1.2.2-3 欧州出願のICタグ情報伝送技術にアクセスするIPC 

IPC 説明 

B42D 他に分類されない特殊形の印刷物；それに使用される装置 

B42D15/00 他に属さない特殊形式の印刷物 

B42D15/10 ・情報担持カード 

G01S 電波の反射または再輻射を用いる位置測定または存在探知 

G01S13/00 電波の反射または再放射を使用する方式 

G06K 記録担体；記録担体の取扱い 

G06K17/00 記憶担体等を共動させるための方法または装置 

G06K19/00 デジタルマークを用いかつ機械で使用される記録担体 

H04B 伝送 

H04B1/00 伝送媒体によって特徴づけられない伝送方式の細部 

H04B1/59 ・レスポンダ；トランスポンダ 

H04L デジタル情報の伝送 

H04L1/00 受信情報中の誤りを検出または防止するための配置 

H04L13/00 各種符号を送受信する装置または回路の細部 

 

 

表1.2.2-4 欧州出願のICタグ情報伝送技術にアクセスするキーワード例 

キーワード例 identify,id tag,ic tag、data carrier、responda、interrogater

contactless,wireless,rf,radio frequency,eeprom 

rfid,rf tag,wireless tag,noncontact tag 

contactless tag,wireless data carrier 

non contact data carrier,contactless data carrier 
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1.3.1 ICタグ情報伝送技術の技術開発活動の状況 

 ICタグ情報伝送技術に関する出願人数と出願件数の年次推移を図1.3.1-1に示す。 

 出願人数と出願件数が、1996年から増加し始め、98年でピークとなり、その後96年以前

の状態に戻り、02年から再び増加傾向を示している。 

 98年のピークは、同時期に非接触ICカードを用いた公衆電話、自動改札、ETC向けシス

テム等の公共システムの実用化が進められたこと、さらに総務省による13.56MHz帯周波数

の利用許可に対応するものと考えられる。また、02年からの増加は、13.56MHz帯の利用条

件緩和、2.45GHz帯小電力システムへのFH方式の導入、さらには家電、アパレル、出版、

食品流通の４業界を対象とした03年の経済産業省主導によるICタグ応用システムの実証実

験の実施等に関連していると考えられる。 

 

 

図1.3.1-1 ICタグ情報伝送技術に関する出願人数－出願件数推移 
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ICタグ情報伝送技術に関する出願人構成比（出願人別出願件数÷総出願件数）の年次推

移を図1.3.1-2に示し、出願件数の多い出願人上位32社の出願件数の年次推移を表1.3.1-1

に示す。 

 図1.3.1-2において2000年に海外出願人の構成比が特に大きくなっているが、この年は

出願件数の総数そのものが前年から半減している中、海外からの出願件数があまり変わら

ないために生じた現象である。具体的に海外出願人の出願件数を見ると、96年は37件、97

年は34件、98年は最多の64件、99年は43件、2000年は34件である。図1.3.1-2は前記した

ように比率を表したものなので、個々の件数の増減を知るにはその年の全体の出願件数を

考慮に入れる必要がある。 

01年以降、国内出願件数の絶対数が増え、かつ海外出願人分が減少したため海外出願人

の構成比が減少している。 

大学・公的研究機関からの出願は97年の科学技術振興機構の１件と極端に少ない。この

ことから、本技術については基礎研究というよりは実用研究の要素が強いと考えられる。 

 

 

図1.3.1-2 ICタグ情報伝送技術に関する出願人構成比の推移 
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表1.3.1-1から、出願人では松下電器産業の出願数が多く、かつ99年以降多く出願してい

ることが分かる。これに対して２位の東芝は98年以前に多くを出願しており、両者を98年

以前と99年以降の総件数の比で表すと、前者では34件：87件、後者では61件：30件となり、

両者の研究開発フェーズの違いが如実に現われている。「ミューチップ」でICタグ時代の

けん引役となった日立製作所の出願件数が、さほど多くないのは本書では製造に関する出

願を対象外としたことによるものと考えられる。 

出願件数上位32社（出願件数の総数1014件）中、海外は３社（出願件数総数76件）で、

出願件数ベースで国内が93％と圧倒している。 

 

表1.3.1-1 ICタグ情報伝送技術に関する出願件数の多い出願人 

年次別出願件数No. 出願人 
93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 

計

1 松下電器産業 7 3 4 6 8 6 22 12 11 21 21 121

2 東芝 5 11 6 4 11 24 9 4 3 7 7 91

3 デンソー 1 11 4 4 6 9 18 2 8   63

4 日立国際電気 1 15 11 13 4 4 8 1 57

5 オムロン 4 4 2 13 20 6    49

6 ソニー 1 2 4 1 11 2 2 9 8 8 48

7 
コーニンクレッカ フィリッ
プス エレクトロニクス（オ
ランダ） 

2 2 3 13 5 9 6 3  43

8 トキメック 5 9 13 7 5 2    41

9 日本信号 2 2 1 1 1 1 7 4 9 7 2 37

10 松下電工 4 6 3 2 3 2 9 1 1 4 35

11 三菱電機 3 3 5 3 6 6 1 1 4 32

12 日立製作所 3 10 11 2 2 3   31

13 吉川アールエフシステム 1 6 6 6 2 4 4  29

14 シャープ 7 2 1 5 9 4 28

14 日本電信電話 1 2 1 1 3 5 6 4 4 1 28

16 凸版印刷 1 3 4 3 5 2 2 2 1 1 24

17 NECトーキン 4 7 1 2 1 2 1 1 3 22

17 大日本印刷 1 2 1 1 1 1 1 8 3  3 22

17 日立マクセル 2 1 2 7 5 1  4 22

20 ブラザー工業  10 11 21

21 沖電気工業 2 2 5 6 3    18

22 
エステーミクロエレクトロニ
クス（フランス） 

2 2 9 2  2  17

22 東芝テック 2 2   13 17

24 
テキサス インスツルメンツ
ドイチェランド（ドイツ） 

3 6 1 1 1 2 1  1  16

25 山武 4 1 2 1 4 2 1    15

26 サクサ 3 2 2 3 1 3 14

27 デンソーウェーブ 1 1  10 1 13

28 シチズン時計 4 2 4 1   1 12

28 東海理化電機製作所 6 2 3 1   12

28 富士電機ホールディングス 1 1 5 1 1   3 12

28 三菱重工業 3 5 3 1    12

28 ローム 1 1 3 1 3 3    12
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 ICタグ情報伝送技術を７つの技術要素に分類し、それらの技術要素毎の出願件数を表

1.3.1-2に示す。また、技術要素別の出願件数の年次推移を図1.3.1-3に示す。 

 表1.3.1-2から、回路系技術である「タグ、リーダライタ構成技術」の出願が全体の約

1/3を占めており、伝送系技術では「高周波伝送技術」、制御系技術では「アクセス制御・

多重化技術」が多くの件数を占め、３つの技術で全体の約2/3を占めている。従って、こ

の3つの技術が主要技術と考えられる。 

 図1.3.1-3から、「符号伝送技術」の1996年～98年を除いて、すべての技術に共通して97

年～99年にピークを迎えている。また、「タグ、リーダライタ構成技術」、「高周波伝送技

術」、「変復調技術」、「符号伝送技術」については、02年以降増加傾向を示している。 

 

表 1.3.1-2 IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と出願件数 

 

技術要素Ⅰ 技術要素Ⅱ 件数 

高周波伝送技術 261 

変復調技術 180 

符号伝送技術 124 

伝送系技術 

電力伝送技術 138 

アクセス制御・多重化技術 259 制御系技術 

環境適応制御技術 104 

回路系技術 タグ、リーダライタ構成技術 492 

 

 

図1.3.1-3 ICタグ情報伝送技術に関する技術要素別の出願件数推移 
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1.3.2 IC タグ情報伝送技術の技術要素別の技術開発活動 

（1）高周波伝送技術 

 「高周波伝送技術」に関する出願人数と出願件数の年次推移、および当該技術に関して

出願件数の多い出願人上位27社の出願件数の年次推移を、それぞれ図1.3.2-1および表

1.3.2-1に示す。 

 「高周波伝送技術」については、1998年～99年に出願人数、出願件数のピークを迎え、

いったん落ちたものの、03年から増加し始めている。この傾向を示しているのは、1.3.1

で述べたような理由によるものと考えられる。 

 また、出願人の国籍では、出願件数上位20社（出願総件数151件）中、海外は４社（出

願総件数18件）で、国内の出願人が出願件数ベースで約90％を占めている。 

 

図1.3.2-1 高周波伝送技術に関する出願人数－出願件数推移 
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表 1.3.2-1 高周波伝送技術に関する出願件数の多い出願人 

年次別出願件数No. 出願人 
93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 

計

1 東芝 2 2 1 5 2 2  1 2 17

2 松下電器産業 3 1 5 1 1  3 14

2 日立国際電気 5 2 1 2 4  14

4 ソニー 2 1 1 3 1 4   12

5 日本信号 1 3 2 2 1 9

6 シャープ 1 1 1  2 3 8

6 デンソー 1 2 2 1 2   8

6 松下電工 1 1 4  1 1 8

9 
コーニンクレッカ フィリッ
プス エレクトロニクス（オ
ランダ） 

1 3 1 2    7

9 凸版印刷 1 1 2 1 1 1  7

11 大日本印刷 1 1 1 2   1 6

11 東芝テック   6 6

11 日本電信電話 1 1 2 1  1  6

11 日立マクセル 2 3 1   6

15 NECインフロンティア 2 1   1 4

15 オムロン 1 3    4

15 
テキサス インスツルメンツ
ドイチェランド（ドイツ） 

1 2 1    4

15 
テキサス インスツルメンツ
（米国） 

3 1    4

15 ブラザー工業  2 2 4

20 
センサーマティック・エレク
トロニクス（米国） 

1 1 1    3

20 トキメック 2 1    3

20 ローム 1 1 1    3

20 沖電気工業 3    3

20 三菱電機 1   2 3

20 日本アビオニクス 1 1 1   3

20 日本電気 1 1 1    3

20 本田電子技研 3    3
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（2）変復調技術 

 「変復調技術」に関する出願人数と出願件数の年次推移、および当該技術に関して出願

件数の多い出願人上位22社の出願件数の年次推移を、それぞれ図1.3.2-2および表1.3.2-2

に示す。 

 「変復調技術」については、年毎に増減を繰り返しているが、1998年に出願人数、出願

件数のピークを迎え、03年に再び増加している。この傾向は、先の「高周波伝送技術」と

同様の理由により生じていると考えられる。 

 出願件数では、松下電器産業が多く、出願人の国籍では、出願件数上位20社（出願総件

数114件）中、海外は２社（出願総件数９件）で、国内の出願人が出願件数ベースで約

90％を占めている。 

 

 

図1.3.2-2 変復調技術に関する出願人数－出願件数推移 
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表 1.3.2-2 変復調技術に関する出願件数の多い出願人 

年次別出願件数No. 出願人 
93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 

計

1 松下電器産業 1 1 3 1 5 3 4 4 22

2 ソニー 1 2 3  1 3 10

2 ブラザー工業  5 5 10

4 吉川アールエフシステム 2 2 2 1   7

4 東芝 1 1 1 1 1 1   1 7

6 田村電機製作所 6    6

7 
ルーセント テクノロジー
ズ（米国） 

4 1    5

7 三菱電機 1 1 1  1 1 5

7 日本信号 1 1 1 1 1   5

10 

コ ー ニンクレッカ  フ ィ
リップス エレクトロニク
ス（オランダ） 

4    4

10 シチズン時計 2 1 1    4

10 山武 1 1 1 1    4

10 大日本印刷 1 1 2   4

14 エフ・イー・シー   3 3

14 オムロン 2 1    3

14 シャープ 1 2  3

14 トキメック 3    3

14 横河電機 1 1 1    3

14 三菱重工業 2 1    3

14 日立国際電気 1 1 1   3

14 日立製作所 1 1 1    3

14 富士通 2 1   3
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（3）符号伝送技術 

「符号伝送技術」に関する出願人数と出願件数の年次推移、および当該技術に関して出

願件数の多い出願人上位28社の出願件数の年次推移を、それぞれ図1.3.2-3および表

1.3.2-3に示す。 

 「符号伝送技術」については、以下のように他の技術と異なる特徴がいくつかある。 

① 1996年に出願人数、出願件数のピークを迎えている（ただし、03年に再び増加してい

る点は先の２つの技術と同様である）。 

② 出願件数上位20社に、他の技術では常に上位に位置している松下電器産業や東芝が

入っていない。 

③ 出願人の国籍では、出願件数上位20社（出願総件数67件）中、海外は７社（出願総件

数27件）入っており、出願件数ベースで約40％を占めている（ただし、コーニンク

レッカ フィリップス エレクトロニクス（以下フィリップス）を除き、他の出願人

からの出願は96年～98年に集中しており、その後の出願は見られない）。 

このような特徴は、「符号伝送技術」が、高周波領域の伝送技術ではなく、従来からの

ベースバンドのデジタル伝送技術であることから、ICタグへの取り組みが早かった海外

の出願人が早めの出願をしたためと考えられる。 

 

図1.3.2-3 符号伝送技術に関する出願人数－出願件数推移 
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表 1.3.2-3 符号伝送技術に関する出願件数の多い出願人 

年次別出願件数No. 出願人 
93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 

計

1 
コ ー ニンクレッカ  フ ィ
リップス エレクトロニク
ス（オランダ） 

1 1 2 4 1 1 1 2  13

2 ソニー 1 1 1  2 2 7

3 松下電工 3 1 1    5

4 NECトーキン 1 1 1    3

4 ジ ェ ムプリュス（フラン
ス） 

1 2    3

4 シチズン時計 1 1 1    3

4 テキサス インスツルメン
ツ（米国） 

2 1    3

4 モトローラ（米国） 1 1 1    3

4 ローム 2 1    3

4 凸版印刷 2 1    3

4 日立マクセル 1 1   1 3

12 
エステーミクロエレクトロ
ニクス（フランス） 

2    2

12 シーメンス（ドイツ） 2    2

12 シャープ 1 1   2

12 セイコーエプソン 1   1 2

12 ソニーケミカル 1 1    2

12 データ・インヴェストメン
ツ（イギリス） 

2    2

12 ルーセント テクノロジー
ズ（米国） 

2    2

12 三菱重工業 2    2

12 三菱電機 1 1    2

12 住友電気工業 2    2

12 松下電器産業 1   1 2

12 神鋼電機 2    2

12 東海理化電機製作所 2    2

12 東芝 2    2

12 日本電信電話 1 1   2

12 日立国際電気 1  1  2

12 日立製作所 1 1   2
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（4）電力伝送技術 

 「電力伝送技術」に関する出願人数と出願件数の年次推移、および当該技術に関して出

願件数の多い出願人上位26社の出願件数の年次推移を、それぞれ図1.3.2-4および表

1.3.2-4に示す。 

 「電力伝送技術」については、1997年～98年に出願人数、出願件数のピークを迎え、そ

の後は減少傾向にある。これは03年に再び増加している(1)～(3)の技術と異なるところで

ある、しかしながら伝送能力の向上や利用環境の多様化に伴い今後発展する可能性も考え

られる。 

 出願件数では、日立国際電気と日立製作所の日立グループが上位１、２を占めており、

松下電器産業の出願が極めて少ないのが、他の技術と異なる特徴である。 

出願人の国籍では、出願件数上位20社（出願総件数85件）中、海外は３社（出願総件数

７件）で、国内の出願人が出願件数ベースで90％強を占めている。 

 

図1.3.2-4 電力伝送技術に関する出願人数－出願件数推移 
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表 1.3.2-4 電力伝送技術に関する出願件数の多い出願人 

年次別出願件数No. 出願人 
93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 

計

1 日立国際電気 9 2 1    12

2 日立製作所 1 5 4    10

3 NECトーキン 1 3  1 2 7

3 東芝 2 1 1 2   1 7

5 デンソー 2 1 2   5

5 ローム 1 1 2 1    5

5 日立マクセル 1 3 1    5

8 シャープ  4  4

8 日本電信電話 1 3    4

10 
スーパーセンサー（南アフ
リカ） 

3    3

10 ゼロックス（米国） 3    3

10 トキメック 2 1    3

10 大日本印刷 1 1 1    3

14 サクサ 1  1  2

14 ソニー  2  2

14 マルコニ データ システ
ムズ（イギリス） 

2    2

14 モトローラ（米国） 1 1    2

14 沖電気工業 2    2

14 吉川アールエフシステム 2    2

14 三菱電機 1 1    2

14 松下電器産業 1 1    2

14 松下電工 1 1   2

14 田村電機製作所 2    2

14 凸版印刷 2    2

14 富士通  1 1 2

14 和泉電気 2    2
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（5）アクセス制御・多重化技術 

 「アクセス制御・多重化技術」に関する出願人数と出願件数の年次推移、および当該技

術に関して出願件数の多い出願人上位27社の出願件数の年次推移を、それぞれ図1.3.2-5

および表1.3.2-5に示す。 

 「アクセス制御・多重化技術」については、1998年に出願人数、出願件数のピークを迎

え、その後はやや減少傾向にある。 

 出願件数では、東芝、松下電器産業、デンソーが上位を占めている。 

出願人の国籍では、出願件数上位20社（出願総件数148件）中、海外は２社（出願総件

数８件）で、国内の出願人が出願件数ベースで約95％と圧倒的な割合を占めている。 

 

図1.3.2-5 アクセス制御・多重化技術に関する出願人数－出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50

出願人数

出
願
件
数

93

94

95,00,0196

97

98

99

02

03
数字は出願年



 59 

  

表 1.3.2-5 アクセス制御・多重化技術に関する出願件数の多い出願人 

年次別出願件数No. 出願人 
93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 

計

1 東芝 1 4 1 4 7 2 3  22

2 松下電器産業 1 1 1 5 3 3 4 1 19

3 デンソー 1 8 2 2 2 1    16

4 日立国際電気 1 3 1 2 1  1  9

5 日本信号 1 6  1 8

6 オムロン 1 1 3 2    7

6 松下電工 1 1 3   2 7

8 畜産用電子技術研究組合 6    6

8 日立製作所 1 3 2    6

8 富士電機ホールディングス 1 3 1 1    6

11 
コミッサリア タ レネル
ジー アトミーク（フラン
ス） 

1 3 1   5

11 トキメック 1 1 1 1 1    5

11 山武 2 2 1    5

11 凸版印刷 1 2 1   1 5

15 吉川アールエフシステム 1  3  4

15 東芝テック 2 1   1 4

15 日本電気 1 2 1    4

15 日本電信電話 1 2 1    4

19 NECトーキン 2   1 3

19 エステーミクロエレクトロ
ニクス（フランス） 

1 1  1  3

19 キャノン 2   1 3

19 コ ー ニンクレッカ  フ ィ
リップス エレクトロニク
ス（オランダ） 

1 1 1   3

19 シャープ 3    3

19 スーパーセンサー（南アフ
リカ） 

2 1    3

19 ビーティージー・インター
ナショナル（イギリス） 

1 2    3

19 三菱マテリアル 3    3

19 三菱電機 1 1 1   3
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（6）環境適応制御技術 

 「環境適応制御技術」に関する出願人数と出願件数の年次推移、および当該技術に関し

て出願件数の多い出願人上位19社の出願件数の年次推移を、それぞれ図1.3.2-6および表

1.3.2-6に示す。 

 「環境適応制御技術」については、1997年～99年に出願人数、出願件数のピークを迎え、

その後は電力伝送技術と同様な傾向をたどっており、出願については飽和した感がある。 

 この分野では、オムロンが１位を占めているが、すべて98年以前に出願されたものであ

り、これに対して２位の松下電器産業は99年以降に多く（約70％）を出願している。 

 出願人の国籍では、出願件数上位19社（出願総件数81件）中、海外は２社（出願総件数

10件）で、国内の出願人が出願件数ベースで90％弱を占めている。 

 

図1.3.2-6 環境適応制御技術に関する出願人数－出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

5

10

15

20

25

0 5 10 15 20 25

出願人数

出
願
件
数

93

94

95

96

97

98

99

00,01

02
03

数字は出願年



 61 

  

表 1.3.2-6 環境適応制御技術に関する出願件数の多い出願人 

年次別出願件数No. 出願人 
93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 

計

1 オムロン 1 3 10 4    18

2 松下電器産業 1 1 1 2 1 3 3  12

3 
エステーミクロエレクトロ
ニクス（フランス） 

6    6

3 ソニー 2  2 2 6

5 
テキサス インスツルメン
ツ ドイチェランド（ドイ
ツ） 

2 1 1    4

5 ブラザー工業   4 4

5 東芝 1 1 1  1 4

8 シャープ 1  1 1 3

8 大日本印刷 3    3

8 日本電信電話  3  3

11 NECトーキン 1 1    2

11 シチズン時計 1 1    2

11 デンソー 1 1    2

11 横河電機 1 1    2

11 三菱電機 1 1    2

11 松下電工 1 1    2

11 新日本製鉄 1 1    2

11 日本信号 1 1    2

11 日立国際電気 1 1    2
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（7）タグ、リーダライタ構成技術 

 「タグ、リーダライタ構成技術」に関する出願人数と出願件数の年次推移、および当該

技術に関して出願件数の多い出願人上位37社の出願件数の年次推移を、それぞれ図1.3.2-

7および表1.3.2-7に示す。 

 「タグ、リーダライタ構成技術」については、1998年～99年に出願人数、出願件数の

ピークを迎えた後、02年から再び増加している。 

 この分野の出願総件数が最も多い（全体の約1/3）ことから、図1.3.1-1に示したICタグ

情報伝送技術全体の傾向を支配していることが分かる。 

出願件数としては主要技術の1つとして、アクセス制御・多重化技術と同様に松下電器

産業、東芝、デンソーが上位を占めている。 

出願人の国籍では、出願件数上位20社（出願総件数309件）中、海外はわずか１社（出

願総件数14件）で、国内の出願人が出願件数ベースで95％強を占めている点もアクセス制

御・多重化技術と同様である。ものづくりに強いわが国の特徴が出ているものと考えられ

る。 

 

図1.3.2-7 タグ、リーダライタ構成技術に関する出願人数－出願件数推移 
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表 1.3.2-7 タグ、リーダライタ構成技術に関する出願件数の多い出願人 

年次別出願件数No. 出願人 
93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 

計

1 松下電器産業 2 1 3 7 3 4 7 1 10 12 50

2 東芝 1 4 2 3 2 10 4 1  3 2 32

3 デンソー 2 1 2 4 16 2 4   31

4 トキメック 3 8 6 5 4    26

5 オムロン 3 2 2 4 5 1    17

6 三菱電機 1 1 4 2 4 2   1 15

6 日立国際電気 1 4 5 1 1 2 1 15

8 
コ ー ニンクレッカ  フ ィ
リップス エレクトロニク
ス（オランダ） 

1 1 3 5 4   14

8 吉川アールエフシステム 2 3 4 1 3 1  14

10 日本信号 1 1 1 1 2 2  4  12

11 ソニー 1 1 1 5 1 1 10

11 デンソーウェーブ 1  9  10

11 沖電気工業 2 2 2 2 2    10

14 松下電工 2 1 1 2 1 1   1 9

15 三菱マテリアル 2 1  2 3 8

15 東海理化電機製作所 6 2    8

17 サクサ 2 1 3  1 7

17 東芝テック 1   6 7

17 日本電信電話 1 1 1 1 1 1  1 7

17 日立製作所 3 1 2 1   7

21 シーメンス（ドイツ） 4 2    6

22 アンリツ  5  5

22 シャープ 2 3   5

22 横河電機 1 4    5

22 横河電子機器 1 2 2    5

22 神鋼電機 1 3 1    5

22 凸版印刷 1 2 1 1    5

22 日立マクセル 1 1 2   1 5

29 NECインフロンティア 3   1 4

29 NECトーキン 1 1 1 1   4

29 エステーミクロエレクトロ
ニクス（フランス） 

1 1 2    4

29 テキサス インスツルメン
ツ ドイチェランド（ドイ
ツ） 

3 1    4

29 トーエネック 1 2 1    4

29 三菱重工業 1 1 1 1    4

29 山武 1 1 2    4

29 大日本印刷 1 2   1 4

29 東芝ソリューション 1 1 2    4
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1.3.3 ICタグ情報伝送技術の海外特許の出願状況 

 米国、欧州の1999年から03年の出願状況を簡単に紹介する。 

 

（1）欧米の出願件数推移 

 図1.3.3-1から図1.3.3-3に米国、欧州、日本の1999年から03年の出願状況の推移を示す。 

 

図1.3.3-1 米国における出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.3.3-2 欧州における出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.3.3-3 日本における出願件数推移 
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米国の特許は米国特許庁独自の特許分類である米国特許分類を用いて抽出を行った。ま

た1999年米国特許法改正により出願公開制度が始まり、登録と公開でデータベースが異な

るため集計を分けている。 

欧州の特許は国際特許分類IPCを用いて抽出を行った。 

日本の特許は日本独自の特許分類であるFI、FTを用いて抽出を行った。以上のように日

米欧で抽出の方法が異なるので、単純な件数の比較は出来ない。 

米国の登録特許の出願件数は2000年から減少が続いており、変化の割合は欧州、日本の

ものより大きい。米国の公開特許の出願件数は、01年に公開制度の発足後は、緩やかな増

加が続いている。 

欧州、日本は99年から03年の間、多少の変動が見受けられるが、傾向としては、安定し

て出願がなされている。 

 

（2）出願件数上位権利者、上位出願人 

 1999年から03年の間の米国の上位権利者を表1.3.3-1に、欧州の上位出願人を表1.3.3-2

に示す。米国の上位権利者10社のうち日本の企業は５社、欧州の上位出願人10社のうち日

本の企業は５社と、いずれも日本の企業が活発に出願を行っている様子がうかがえる。 

 

表1.3.3-1 米国における上位権利者 

権利者 登録件数 権利者 登録件数 

ソニー 62 
インターナショナル ビジネス 

マシーンズ（米国） 
36 

ミクロン テクノロジー（米国） 60 
インターメック・アイピー（米

国） 
33 

モトローラ（米国） 51 
ナビゲーション テクノロジーズ

（米国） 
29 

松下電器産業 47 東芝 29 

日立製作所 43 日本電気 28 

 

 

表1.3.3-2 欧州における上位出願人 

出願人 出願件数 出願人 出願件数 

コーニンクレッカ フィリップス 

エレクトロニクス（オランダ） 
213 

スリーエム イノベィティブ プ

ロパティーズ（米国） 
72 

ソニー 148 
エヌシーアール インターナショ

ナル（米国） 
67 

シーメンス（ドイツ） 99 日立製作所 63 

松下電工 96 東芝 59 

松下電器産業 81 エヌシーアール（米国） 58 
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 ICタグ情報伝送技術に関して、層別化した技術開発課題を表1.4-1に示す。また、技術

開発課題に対する解決手段について層別化したものを表1.4-2に示す。 

 

表1.4-1 ICタグ情報伝送技術に関する技術開発課題 

課題Ⅰ 課題Ⅱ 課題Ⅲ 

交信距離拡大 交信距離拡大 

受信ヌル点回避 

タグ存在位置による不感地 

距離・エリア向上 

不感地縮小 

タグ添付物の姿態による不感地 

タグとリーダライタ間 

隣接タグ間 

隣接リーダライタ間 

干渉妨害防止 

隣接システム間 

干渉対策 

衝突回避 衝突回避 

安定な電力供給 

受信エネルギ増大 

代替エネルギ利用 

エネルギ伝送効率向上・安定化 

無効エネルギ輻射防止 

読み書き時間短縮 

読み取り率向上 

効率向上 

信号伝送効率向上 

通信時間短縮 

BER改善 

C／I 改善 

S／N改善 

感度向上 

信号伝送品質向上 

確実な読み書き 

耐回路パラメータ変化 

耐過電圧･過電流入力 

耐電圧変動 

耐環境変動 

耐ノイズ・外乱 

品質向上 

動作の安定化 

誤動作防止 

セキュリティ 

センサ 

接触と非接触に対応 

位置・姿勢・速度検出 

多機能化 

ユーザインタフェース向上 

複数システム・方式利用 

利便性 

高機能化 

小型軽量化 

回路･構成簡易化 コスト低減 

調整工数削減･量産性向上 

アクティブ・タグ回路 

タグ回路 

経済性 

低消費電力化 

リーダライタ回路 

1.4 技術開発の課題と解決手段
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表1.4-2 ICタグ情報伝送技術の技術開発課題に対する解決手段（1／2） 

解決手段Ⅰ 解決手段Ⅱ 解決手段Ⅲ 

RF回路改善 

共振回路改善 

変復調回路改善 

信号回路の改善 

ベースバンド回路改善 

整流回路改善 

エネルギ伝送手段改善 

エネルギ蓄積手段改善 

適応エネルギ供給手段改善 

回路 

電源回路の改善 

電圧制御手段改善 

符号化方式改善 

多値・符号変調方式利用 

変調・符号方式の改善 

複数変調方式利用 

外部機器利用 無線方式の利用 

近距離無線方式利用 

IDコード利用方式改善 

応答モード指定方式改善 

応答方式の改善 

タイミング制御方式改善 

信号演算方式改善 

信号検出方式改善 

信号処理の改善 

信号生成・構成方式改善 

音・超音波利用 

静電・静磁界利用 

RF波以外の利用 

光・赤外線利用 

送信、受信を別周波数 

電力、データを別周波数 

複数アプリを別周波数 

ダイバーシティ利用 

複数周波数利用 

複数変調周波数利用 

RF伝送形態改善 

周波数制御・変換改善 

方式 

RF送受信方式の改善 

パワレベルモニタ・制御改善 

ID送信制御手段改善 

送信出力制御手段改善 

送信制御の改善 

送信タイミング制御手段改善 

受信処理・応答手段改善 

周波数制御手段改善 

方式設定・選択手段改善 

通信制御の改善 

プロトコル改善 

活性・非活性モード設定機能 

制御 

活性化制御の改善 

センサ利用の状態検出 
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表1.4-2 ICタグ情報伝送技術の技術開発課題に対する解決手段（2／2） 

解決手段Ⅰ 解決手段Ⅱ 解決手段Ⅲ 

シールド・反射板利用 

複数・多重アンテナ利用 

インピーダンス整合手段改善 

指向性制御改善 

アンテナの改善 

構成・形状・パターン・利得改善 

アンテナ部改善 

共振部改善 

変復調部改善 

ベースバンド部改善 

電源部改善 

送受信部改善 

回路構成改善 

構造改善 

タグの改善 

方式改善 

アンテナ部改善 

共振部改善 

変復調部改善 

ベースバンド部改善 

電源部改善 

送受信部改善 

回路構成改善 

装置 

リーダライタの改善 

方式改善 
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1.4.1 ICタグ情報伝送技術の技術要素と課題 

 表1.3.1-3に示したICタグ情報伝送技術に関する技術要素に対応した技術開発課題（表

1.4-1）の分布を図1.4.1-1に示す。 

 全体の課題のうち、約1／2は品質向上や利便性、つまり機能や性能に関するもので、コ

スト低減に関する課題の割合が意外に少ない。これはコスト低減の課題は、基本的にはIC

タグ情報伝送技術の課題というよりは、小型チップ化等の製造上の課題であるからと考え

られる。 

 技術要素Ⅱ毎の傾向は、以下のとおりである。 

①「高周波伝送技術」では、品質向上と利便性の課題が過半を占めており、しかも多くは

2000年までに出願されたものである。 

②「変復調技術」では、品質向上のための課題が多くを占めているが、動作の安定化に関

する課題が2001年～03年の出願に集中している。また、経済性に関する課題の割合が

他の技術に比べて最も高い。 

③「符号伝送技術」では、「高周波伝送技術」と同様に品質向上と利便性の課題が過半を

占めているが、時期的にはあまり偏りなく出願されている。 

④「電力伝送技術」では、効率向上の課題が多くを占めており、品質向上の課題と合わせ

ると過半を占めている。 

⑤「アクセス制御・多重化技術」では、干渉対策の課題（特に衝突回避）が過半を占めて

おり、しかも時期的にあまり偏りなく出願されている。 

⑥「環境適応制御技術」では、「高周波伝送技術」や「符号伝送技術」と同様に、品質向

上と利便性の課題が過半を占めている。さらに高機能化に関する課題が01年～03年に

集中している。 

⑦「タグ、リーダライタ構成技術」では、品質向上と利便性の課題が過半を占めており、

時期的にあまり偏りなく出願されている。経済性に関する課題の割合は、「変復調技

術」に次いで高い。品質向上、利便性、効率向上、低消費電力化の課題以外の課題は、

多くは2000年までの出願に含まれている。 

 

2001年～03年に出願が集中している課題は、「変復調技術」に対する「品質向上／動作

の安定化」の16件、同じく「変復調技術」に対する「干渉対策／衝突回避」の10件、「環

境適応制御技術」に対する「利便性／高機能化」の11件等であり、これらは新しい課題と

考えられる。 

一方、特定の期間に出願が集中していないものは、ICタグ情報伝送技術のいわば普遍

的課題と考えられる。件数の多い課題としては、「アクセス制御・多重化技術」に対する

「干渉対策／衝突回避」の117件があり、「タグ、リーダライタ構成技術」に対する「効率

向上」、「品質向上」、「利便性」、「経済性／低消費電力化」にも多数の出願が見られる。ま

た、「効率向上」、「品質向上」、「利便性」、「経済性」には「タグ、リーダライタ構成技

術」に限らず広い技術要素にわたって出願がなされている。 
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図1.4.1-1 ICタグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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次に、1993年～2000年と01年～03年の出願期間別にみた分布を図1.4.1-2に示す。 
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図1.4.1-2 期間毎にみた技術要素と課題の分布 

（93～2000年の出願） 
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次に、ICタグ情報伝送技術に関する用途に対応した技術開発課題（表1.4-1）の分布を

図1.4.1-3に示す。 

ICタグの用途分野として、大半（87％）が「移動体」、「個人」、「物品」および「汎

用」向けである。ここでいう「汎用」とは特許公報に特定の用途が記載されていないもの

である。 

「移動体」に対する課題は、1993年～96年に出願が集中しているものが51％、97年～

2000年に出願が集中しているものを含めると76％となる。「個人」に対する課題は、97年

～2000年に出願が集中しているものが86％である。以上のことから「移動体」に対する課

題は93年～2000年に多くが解決し、それより少し遅れて「個人」に対する課題も97年～

2000年に多くが解決したものと考えられる。 

2001年～03年に出願が集中している新しい課題と考えられるものは、用途「物品」に

対する「干渉対策／干渉妨害防止」、「利便性／高機能化」、用途「個人」に対する「距

離・エリア向上／不感地縮小」、用途「販売」に対する「干渉対策／干渉妨害防止」等で

ある。 

 

図1.4.1-3 ICタグ情報伝送技術に関する用途と課題の分布 
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1.4.2 ICタグ情報伝送技術の課題と解決手段 

ICタグ情報伝送技術に関する技術開発課題に対して、表1.4-2に示す解決手段がどのよ

うに対応しているかを図1.4.2-1に示す。 

解決手段としては、「回路／信号回路の改善」と「装置」の中の「アンテナの改善」、

「タグの改善」、「リーダライタの改善」、さらに「制御／通信制御の改善」が多く、合わ

せて過半を占めている。一方、「方式」での改善・利用については、「変調・符号方式の改

善」から「RF送受信方式の改善」に至る7項目におおむね分散しているのが特徴である。 

課題毎の特徴は、以下のとおりである。 

① 「距離・エリア向上」の課題に対しては、過半を「装置」の改善が占めている。 

② 「干渉対策」の課題のうち、「干渉妨害防止」に対しては、「回路／信号回路の改善」

および「装置」の改善によるものが過半を占め、「衝突回避」に対しては、「方式／応

答方式の改善」および「制御／送信制御の改善」、「制御／通信制御の改善」によるも

のが合わせて過半を占めている。 

③ 「効率向上」の課題のうち、「エネルギ伝送効率向上・安定化」に対しては、「回路」

の改善および「装置」の改善によるものが合わせて過半を占めている。一方、「信号

伝送効率向上」に対しては、「回路」、「方式」、「制御」、「装置」の多面的な解決手段

がとられている。 

④ 「品質向上」の課題のうち、「信号伝送品質向上」に対しては、「回路／信号回路の改

善」、「装置／リーダライタの改善」が多いが、その他の解決手段を用いるものも少な

くない。「動作の安定化」に対しては「回路／信号回路の改善」、「回路／電源回路の

改善」、「制御／通信制御の改善」と「装置」に含まれる解決手段によるものが多いが、

「方式」の各解決手段にも分散している。 

⑤ 「利便性」の課題のうち、「多機能化」に対しては、「回路」から「装置」に至る各解

決手段にまたがっている。「高機能化」に対しては、「装置／リーダライタの改善」、

「装置／タグの改善」、「制御／通信制御の改善」、「回路／信号回路の改善」が多い。

特に「制御／通信制御の改善」に関するものが、2001年以降多く出願されている。 

⑥ 「経済性」の課題に関しては、「低消費電力化」に対して「装置／タグの改善」、「装

置／リーダライタの改善」の改善が多いが、「制御」、「回路」の改善によるものも少

なくない。 

 

2001年～03年に出願が集中している課題に対する解決手段としては、課題「利便性／

高機能化」に対する解決手段「制御／通信制御の改善」の17件、「距離・エリア向上／交

信距離拡大」に対する「装置／リーダライタの改善」の12件、「干渉対策／干渉妨害防

止」に対する「装置／タグの改善」の10件があるが、これらは新しい課題に対する解決手

段と考えられる。 

一方、特定の期間に出願が集中していないものは、ICタグの普遍的課題と考えられる

が、これらは「多機能化」に多く、「回路／信号回路の改善」、「方式」の５つの手段およ

び「装置／リーダライタの改善」を解決手段としている。また、「品質向上」については、

「装置／リーダライタの改善」を解決手段とするものが多い。 
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図1.4.2-1 ICタグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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図1.4.2-2 期間毎にみた課題と解決手段の分布 

（93～2000年の出願） 
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1.4.3 ICタグ情報伝送技術の技術要素別の課題と解決手段 

（1）高周波伝送技術の課題と解決手段 

「高周波伝送技術」に関する技術開発課題に対応する解決手段の分布を図1.4.3-1に示

す。 

課題として多いのは、「利便性／多機能化」の62件で、この多くは2000年以前に出願さ

れている。その解決手段として、「方式／RF波以外の利用」、「制御／通信制御の改善」お

よび「装置／リーダライタの改善」が多く採られている。 

解決手段として多いのは、「装置／アンテナの改善」の55件で、これは多種類の課題の

解決手段ともなっている。 

 各課題に対応した解決手段で件数の多いものは、課題「品質向上／信号伝送品質向上」

に対する解決手段「装置／アンテナの改善」の11件、課題「距離・エリア向上／不感地縮

小」に対する解決手段「装置／アンテナの改善」の10件等である。 

 

図1.4.3-1 高周波伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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2001年～03年に出願が集中している新しい課題対応の解決手段と考えられるものでは、

課題「距離・エリア向上／不感地縮小」に対する解決手段「装置／アンテナの改善」の10

件、課題「利便性／高機能化」に対する「方式／無線方式の利用」の７件、課題「距離・

エリア向上／交信距離拡大」に対する「方式／無線方式の利用」５件等がある。 

「高周波伝送技術」の課題に対する解決手段の詳細を表1.4.3-1に示す。この表は、バ

ブルチャートに示された課題と解決手段をさらに細かく課題Ⅲ、解決手段Ⅲのレベルまで

展開して分析したものである。 

課題Ⅲで出願が多いものは、課題Ⅱ「交信距離拡大」に含まれる「交信距離拡大」の

30件、課題Ⅱ「多機能化」に含まれる「ユーザインタフェース向上」の30件、課題Ⅱ「多

機能化」に含まれる「位置・姿勢・速度検出」の18件、課題Ⅱ「高機能化」に含まれる

「複数システム・方式利用」の23件、課題Ⅱ「信号伝送品質向上」に含まれる「C/I

（code/interference）改善」の18件等である。 

出願件数が最も多い30件の「交信距離拡大」と「ユーザインタフェースの向上」の２

つについて表1.4.3-1に網掛けで示すとともに、出願人と特許文献番号（公開番号または

登録番号）を表1.4.3-2に示す。 

「交信距離拡大」では、多数の出願人によって、多岐にわたる解決手段が出願されて

いる。そのうち日立マクセルの出願が６件と多く、その解決手段Ⅲは、「RF回路改善」、

「パワレベルモニタ・制御」（４件）、「複数・多重アンテナ利用」である。 

「ユーザインタフェースの向上」においても、海外の出願人を含め多数の出願人によ

り広い範囲の解決手段が出願されている。 
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表1.4.3-1 高周波伝送技術の課題に対する解決手段の詳細（1/4） 

交
信
距
離
拡
大 

不
感
地
縮
小 

干
渉
妨
害
防
止 

衝
突
回
避 

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

率
向
上
・
安
定
化 

信
号
伝
送
効
率
向

上 信
号
伝
送
品
質
向

上 課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
シ
ス
テ
ム
間 

衝
突
回
避 

安
定
な
電
力
供
給 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

RF回路改善 1 2 2 1 1  1   

共振回路改善 1 1 2      

変復調回路改善 1     2 

信号回路 

の改善 

ベースバンド回路改善 1 1     1 

整流回路改善      

エネルギ伝送手段改善      

エネルギ蓄積手段改善      

適応エネルギ供給手段改善   1   

電源回路 

の改善 

電圧制御手段改善       

符号化方式改善       

多値・符号変調方式利用       

変調・符号 

方式の改善 

複数変調方式利用 1       

外部機器利用 5 1       無線方式 

の利用 近距離無線方式利用       

IDコード利用方式改善 1      

応答モード指定方式改善       

応答方式 

の改善 

タイミング制御方式改善       

信号演算方式改善       

信号検出方式改善       1

信号処理 

の改善 

信号生成・構成方式改善       

音・超音波利用       

静電・静磁界利用 1       

RF波以外 

の利用 

光・赤外線利用 1 2      

送信、受信を別周波数     1  

電力、データを別周波数 1 1 1 1       1

複数アプリを別周波数 1 1      2

ダイバーシティ利用 1 1 1    1 2  

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用 1     1  

RF伝送形態改善 1 2      

周波数制御・変換方式改善 1 1   1  2  1

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
4 1 1     
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表1.4.3-1 高周波伝送技術の課題に対する解決手段の詳細（2/4） 
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縮
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解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
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タ
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エ
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エ
ネ
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ギ
利
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無
効
エ
ネ
ル
ギ
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防
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読
み
書
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時
間
短
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読
み
取
り
率
向
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通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

ID送信制御手段改善       
送信出力制御手段改善 2 1   2  2  

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善 1       
受信処理・応答手段改善 2 2   1    
周波数制御手段改善 1 3       
方式設定・選択手段改善       

通信制御の

改善 

プロトコル改善 1       
活性・非活性モード設定機能       活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出       
シールド・反射板利用 1 1       1
複数・多重アンテナ利用 3 6 1 3 1 1 1 1 2 1 1 1 3
インピーダンス整合手段改善     2  
指向性制御改善 1       1

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
3 1 1 2 2     1  

アンテナ部改善 1 1 1      1
共振部改善       
変復調部改善       
ベースバンド部改善       
電源部改善       
送受信部改善     2  
回路構成改善 1       
構造改善 1 1 1  1     

タグの改善 

方式改善 1       
アンテナ部改善 2       
共振部改善  1     
変復調部改善       
ベースバンド部改善       
電源部改善       
送受信部改善 1 1     1  1
回路構成改善 1 1       

リーダライ

タの改善 

方式改善       1
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表1.4.3-1 高周波伝送技術の課題に対する解決手段の詳細（3/4） 

動
作
の
安
定
化 

多
機
能
化 

高
機
能
化 

コ
ス
ト
低
減 

低
消
費
電
力
化 

課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

耐
回
路
パ
ラ
メ
ー
タ
変
化 

耐
過
電
圧
・
過
電
流
入
力 

耐
電
圧
変
動 

耐
環
境
変
動 

耐
ノ
イ
ズ
・
外
乱 

誤
動
作
防
止 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

セ
ン
サ 

接
触
と
非
接
触
に
対
応 

位
置
・
姿
勢
・
速
度
検
出 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上 

複
数
シ
ス
テ
ム
・
方
式
利
用 

小
型
軽
量
化 
回
路
・
構
成
簡
易
化 

調
整
工
数
削
減
・
量
産
性
向
上 

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
回
路 

RF回路改善 3 1 1 1      1
共振回路改善 1   1   
変復調回路改善 1 1   1   

信号回路の

改善 

ベースバンド回路改善      
整流回路改善      
エネルギ伝送手段改善      
エネルギ蓄積手段改善      
適応エネルギ供給手段改善      

電源回路の

改善 

電圧制御手段改善      
符号化方式改善 1      
多値・符号変調方式利用      

変調・符号

方式の改善 

複数変調方式利用      
外部機器利用 3 4      無線方式の

利用 近距離無線方式利用 1 1 3      
IDコード利用方式改善 1      
応答モード指定方式改善 1 1 1 1      

応答方式の

改善 

タイミング制御方式改善      
信号演算方式改善 1      
信号検出方式改善 1 1      

信号処理の

改善 

信号生成・構成方式改善 1      
音・超音波利用 1      
静電・静磁界利用 1 1      

RF波以外の

利用 

光・赤外線利用 1 1 4   1   
送信、受信を別周波数 1      
電力、データを別周波数 2      
複数アプリを別周波数 1 1 1 1     
ダイバーシティ利用 1 1 1      

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用 1      
RF伝送形態改善 1      
周波数制御・変換方式改善 1      

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
4 1      
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表1.4.3-1 高周波伝送技術の課題に対する解決手段の詳細（4/4） 

動
作
の
安
定
化 

多
機
能
化 

高
機
能
化 

コ
ス
ト
低
減 

低
消
費
電
力
化 

課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

耐
回
路
パ
ラ
メ
ー
タ
変
化 

耐
過
電
圧
・
過
電
流
入
力 

耐
電
圧
変
動 

耐
環
境
変
動 

耐
ノ
イ
ズ
・
外
乱 

誤
動
作
防
止 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

セ
ン
サ 

接
触
と
非
接
触
に
対
応 

位
置
・
姿
勢
・
速
度
検
出 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上 

複
数
シ
ス
テ
ム
・
方
式
利
用 

小
型
軽
量
化 
回
路
・
構
成
簡
易
化 

調
整
工
数
削
減
・
量
産
性
向
上 

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
回
路 

ID送信制御手段改善      
送信出力制御手段改善 1      

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善      
受信処理・応答手段改善 1 3      
周波数制御手段改善   2   
方式設定・選択手段改善 1      

通信制御の

改善 

プロトコル改善 1 3 2      
活性・非活性モード設定機能      活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出      
シールド・反射板利用      
複数・多重アンテナ利用 2 1 2 1      
インピーダンス整合手段改善 1  1    
指向性制御改善 1 1      

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
1  2    

アンテナ部改善 2      
共振部改善 1 1   1   
変復調部改善      
ベースバンド部改善      
電源部改善      
送受信部改善      
回路構成改善      
構造改善 1      

タグの改善 

方式改善 2      
アンテナ部改善 2 1 1 2    
共振部改善 1 1      1
変復調部改善      
ベースバンド部改善 1      
電源部改善      
送受信部改善 1 2      
回路構成改善      

リーダライ

タの改善 

方式改善 1 2 2      
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表1.4.3-2 高周波伝送技術に関する出願人と特許文献番号（1/2） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 交信距離拡大 

RF 回路改善 日立マクセル 特開2001-028037 
信号回路の改善 

変復調回路改善 日本無線 特開平11-298367 

ソニー（２） 
特開2000-057274 

特開2003-179526 

トキメック 特開2001-127672 

日本信号 特開2004-094752 

無線方式の利用 外部機器利用 

ソフエル 特開2005-176082 

RF波以外の利用 光・赤外線利用 
マルコニ キャスウェル

（イギリス） 
特表2002-535874 

電力、データを別周波数 ジェーエッチシー大阪 特開2000-151458 
複数周波数利用 

ダイバーシティ利用 松下電工 特開2000-306065 

周波数制御・変換方式改善 凸版印刷 特開2000-259788 

日立マクセル、スマート

カ ー ド テ ク ノ ロ ジ ー ズ

（共願） 
特開2000-138621 

RF送受信方式の改善 
パワレベルモニタ・制御方式改善 

日立マクセル（３） 

特開2000-172812 

特開2000-216715 

特開2001-022905 

松下電工 特開平08-172378 
受信処理・応答手段改善 

三菱電機 特開2004-310583 通信制御の改善 

プロトコル改善 トムソン（フランス） 特開平07-240699 

ソニー（２） 
特許3579899 

特開平09-212606 
複数・多重アンテナ利用 

日立マクセル、日立画像

情報システム（共願） 
特開2002-359511 

スマートカードテクノロ

ジーズ 
特開2001-168618 

松下電器産業 特開2001-297310 

アンテナの改善 

構成・形状・パターン・利得の改

善 

シャープ 特開2003-249871 

アンテナ部改善 
ノースロップ グラマン

（米国） 
特表平10-506357 

タグの改善 

回路構成改善 

東芝ケミカル、インタ－

ナシヨナルビジネスコネ

クシヨンズ（共願） 

特開2001-127667 

松下電工 特開2000-306054 
アンテナ部改善 

上田日本無線 特開2000-307466 

送受信部改善 東芝 特開2000-285208 
リーダライタの改善 

回路構成改善 松下電工 特開2004-112646 
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表1.4.3-2 高周波伝送技術に関する出願人と特許文献番号（2/2） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ ユーザインタフェース向上 

RF 回路改善 日立国際電気 特開平11-242724 

信号回路の改善 
変復調回路改善 

沖電気工業,本田電子技研

（共願） 
特開2000-123283 

変調・符号方式の改

善 
符号化方式改善 

テキサス インスツルメ

ンツ（米国） 
特開平08-084095 

ソニー 特開2000-057275 

日立国際電気 特開2000-269853 無線方式の利用 外部機器利用 

シャープ 特開2004-215187 

応答方式の改善 応答モード指定方式改善 松下電器産業 特開2001-092885 

静電・静磁界利用 ヴェック 特開平07-061498 

三菱プレシジョン 特開平10-302184 

東研 特開2001-052105 

イト－キクレビオ、アド

バンテック（共願） 
特開2001-130718 

RF波以外の利用 
光・赤外線利用 

松下電器産業 特開2004-246555 

送信、受信を別周波数 日本電信電話 特開平10-261979 
複数周波数利用 

複数アプリを別周波数 三菱重工業 特開平08-221622 

RF送受信方式の改善 パワレベルモニタ・制御方式改善 日本電信電話 特許3147220 

送信制御の改善 送信出力制御手段改善 
テキサス インスツルメ

ンツ（米国） 
特許3745794 

イーストマン コダック

（米国）（２） 

特開2001-119320 

特開2001-143026 受信処理・応答手段改善 

デンソー 特開2002-324222 

イノバトロン エレクト

ロニーク（フランス） 
特表2001-527679 

松下電器産業 特開2001-005920 

通信制御の改善 

プロトコル改善 

デンソー 特開2002-230490 

複数・多重アンテナ利用 日本信号（２） 
特開2000-236204 

特開2000-269877 

インピーダンス整合手段改善 ソニー 特開2003-187195 
アンテナの改善 

指向性制御改善 シャープ 特開2005-094474 

インタ－メック・アイピ

－（米国） 
特開平08-249430 

タグの改善 方式改善 
ウ ー テ ー ア ー ・ エ ス ・

アー・ファブリック・デ

ボーシユ（スイス） 

特開平11-272819 

リーダライタの改善 方式改善 
NEC イ ン フ ロ ン テ ィ ア

（２） 

特開平09-297808 

特開平09-297809 
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（2）変復調技術の課題と解決手段 

「変復調技術」に関する技術開発課題に対応する解決手段の分布を図1.4.3-2に示す。 

 課題として多いのは、「品質向上／信号伝送品質向上」の53件であり、この課題に対す

る解決手段として、「回路／信号回路の改善」、「装置／タグの改善」、「装置／リーダライ

タの改善」が多く採られている。また、これらの課題と解決手段の組み合わせは、「変復

調技術」の中で最も多い組み合わせである。 

 他の課題では、「経済性／コスト低減」が23件、「利便性／高機能化」が22件であり、上

記３課題で本技術の約54％を占めている。 

 解決手段として多いのは、「回路／信号回路の改善」、「方式／変調・符号方式の改善」

「装置／タグの改善」である。 

 

図1.4.3-2 変復調技術に関する課題と解決手段の分布 
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   97年～00年に出願が集中しているもの    特定の期間に出願が集中していないもの 
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ギ

伝

送

効
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・
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電源回路の改善
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制
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号
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質

動
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定

化
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減

多
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能

化
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機

能

化

品質向上 利便性 経済性

RF送受信方式の改善

信号回路の改善

変調・符号方式の改善

無線方式の利用

RF波以外の利用

応答方式の改善

信号処理の改善

複数周波数利用

方

式

活性化制御の改善

アンテナの改善

通信制御の改善

タグの改善
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装

置

課
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Ⅱ
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Ⅰ
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値 

値 値

値
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2001年～03年に出願が集中している、新しい課題対応の解決手段と考えられるもので

は、課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する解決手段「回路／信号回路の改善」の

13件、同課題に対する「装置／リーダライタの改善」の10件、課題「経済性／コスト低

減」に対する解決手段「装置／タグの改善」の８件等がある。 

「変復調技術」の課題に対する解決手段の詳細を表1.4.3-3に示す。 

課題Ⅲで出願が最も多いのは、課題Ⅱ「信号伝送品質向上」に含まれる「S/N改善」の

23件で、このなかでその解決手段として最も多いのが、「リーダライタの改善」の中の

「変復調部改善」の６件である。その他に出願の多い課題Ⅲは、課題Ⅱ「高機能化」に含

まれる「複数システム・方式利用」の19件、課題Ⅱ「コスト低減」に含まれる「回路・構

成簡易化」の19件、課題Ⅱ「信号伝送品質向上」に含まれる「確実な読み書き」の12件等

である。 

出願件数が最も多い23件の「S／N改善」と、次に多い19件の「複数システム・方式利

用」、「回路・構成簡易化」の３つを表1.4.3-3に網掛けで示すとともに、出願人と特許文

献番号（公開番号または登録番号）を表1.4.3-4に示す。 

「S/N改善」、「複数システム・方式利用」とも、変復調技術の特性上変復調関連の解決

手段が多い。多数の出願人が出願しており、海外の出願人も多い。「複数システム・方式

利用」関連の出願件数では、田村電機製作所の５件が最も多いが、解決手段Ⅲ別でみたそ

の内訳は、「変復調回路改善」（２件）、「リーダライタの改善」の中の「変復調部改善」

（２件）と「電源部改善」（１件）である。 

「回路・構成簡易化」では「信号回路の改善」や「タグの改善」の解決手段が多く、

海外を含む多数の出願人によって出願がなされている。 
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表1.4.3-3 変復調技術の課題に対する解決手段の詳細（1/4） 

交
信
距
離
拡
大 

不
感
地
縮
小 

干
渉
妨
害
防
止 

衝
突
回
避 

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

率
向
上
・
安
定
化 

信
号
伝
送
効
率
向

上 信
号
伝
送
品
質
向

上 課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
シ
ス
テ
ム
間 

衝
突
回
避 

安
定
な
電
力
供
給 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

RF回路改善      1

共振回路改善 2      

変復調回路改善 1 1  1  1 5 2 2

信号回路 

の改善 

ベースバンド回路改善 1    1  1

整流回路改善      

エネルギ伝送手段改善      

エネルギ蓄積手段改善    1  

適応エネルギ供給手段改善      

電源回路 

の改善 

電圧制御手段改善 1       1

符号化方式改善 1       1 2

多値・符号変調方式利用 2 1 1 2 1  3  1  

変調・符号 

方式の改善 

複数変調方式利用 1 1 3 1   1   2

外部機器利用       無線方式 

の利用 近距離無線方式利用       

IDコード利用方式改善       

応答モード指定方式改善       

応答方式 

の改善 

タイミング制御方式改善       

信号演算方式改善     1  

信号検出方式改善    1 1 1 1

信号処理 

の改善 

信号生成・構成方式改善 1    1  2

音・超音波利用       

静電・静磁界利用       

RF波以外 

の利用 

光・赤外線利用       

送信、受信を別周波数       

電力、データを別周波数   1    

複数アプリを別周波数       

ダイバーシティ利用       

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用 1       

RF伝送形態改善       

周波数制御・変換方式改善       

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
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表1.4.3-3 変復調技術の課題に対する解決手段の詳細（2/4） 

交
信
距
離
拡
大 

不
感
地
縮
小 

干
渉
妨
害
防
止 

衝
突
回
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エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

率
向
上
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伝
送
効
率
向

上 信
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伝
送
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向

上 課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
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大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
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位
置
に
よ
る
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感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
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不
感
地 
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ー
ダ
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間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
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ー
ダ
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間 

隣
接
シ
ス
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衝
突
回
避 

安
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な
電
力
供
給 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

ID送信制御手段改善       
送信出力制御手段改善       

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善       
受信処理・応答手段改善 1 1 1  1    1
周波数制御手段改善       
方式設定・選択手段改善       

通信制御の

改善 

プロトコル改善       1
活性・非活性モード設定機能       活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出 1 1       
シールド・反射板利用       
複数・多重アンテナ利用       
インピーダンス整合手段改善       
指向性制御改善       

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
1       

アンテナ部改善       
共振部改善 1       
変復調部改善 1  1 1 2 1 3
ベースバンド部改善      1 1
電源部改善 1       
送受信部改善 1       
回路構成改善      1 2
構造改善       

タグの改善 

方式改善       
アンテナ部改善       
共振部改善 1       
変復調部改善      6 1
ベースバンド部改善      1
電源部改善       
送受信部改善 1  1    1
回路構成改善    1   

リーダライ

タの改善 

方式改善       

 

 



88 

表1.4.3-3 変復調技術の課題に対する解決手段の詳細（3/4） 

動
作
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安
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機
能
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機
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低
消
費
電
力
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課 
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／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

耐
回
路
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ラ
メ
ー
タ
変
化 

耐
過
電
圧
・
過
電
流
入
力 

耐
電
圧
変
動 

耐
環
境
変
動 

耐
ノ
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ズ
・
外
乱 

誤
動
作
防
止 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

セ
ン
サ 

接
触
と
非
接
触
に
対
応 

位
置
・
姿
勢
・
速
度
検
出 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上 

複
数
シ
ス
テ
ム
・
方
式
利
用 

小
型
軽
量
化 
回
路
・
構
成
簡
易
化 

調
整
工
数
削
減
・
量
産
性
向
上 

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
回
路 

RF回路改善  3    
共振回路改善  1    
変復調回路改善 1 1 5  3 2  3 

信号回路の

改善 

ベースバンド回路改善 1    2 
整流回路改善      
エネルギ伝送手段改善      
エネルギ蓄積手段改善      
適応エネルギ供給手段改善 1     

電源回路の

改善 

電圧制御手段改善 1 1 1  1    
符号化方式改善 1      
多値・符号変調方式利用 1 1 1 1  1    

変調・符号

方式の改善 

複数変調方式利用 1 2 3      
外部機器利用      無線方式の

利用 近距離無線方式利用 1      
IDコード利用方式改善      
応答モード指定方式改善      

応答方式の

改善 

タイミング制御方式改善      
信号演算方式改善      
信号検出方式改善 1      

信号処理の

改善 

信号生成・構成方式改善  1   1 
音・超音波利用      
静電・静磁界利用      

RF波以外の

利用 

光・赤外線利用      
送信、受信を別周波数      
電力、データを別周波数 1     
複数アプリを別周波数      
ダイバーシティ利用      

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用 1      
RF伝送形態改善      
周波数制御・変換方式改善     1 

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
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表1.4.3-3 変復調技術の課題に対する解決手段の詳細（4/4） 
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ス
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型
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量
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回
路
・
構
成
簡
易
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・
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産
性
向
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タ
グ
回
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タ
グ
回
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回
路 

ID送信制御手段改善      
送信出力制御手段改善      

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善      
受信処理・応答手段改善 1     1 
周波数制御手段改善      
方式設定・選択手段改善      

通信制御の

改善 

プロトコル改善 2      
活性・非活性モード設定機能     1 活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出      
シールド・反射板利用      
複数・多重アンテナ利用      
インピーダンス整合手段改善      
指向性制御改善      

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
     

アンテナ部改善      
共振部改善      
変復調部改善 1 1 1 1 1 1 3  3 1   
ベースバンド部改善 1  2    
電源部改善 1     1 
送受信部改善  1    
回路構成改善 1  1    
構造改善      

タグの改善 

方式改善      
アンテナ部改善  1    
共振部改善      
変復調部改善 1 2      1
ベースバンド部改善   1   
電源部改善 1 1      
送受信部改善 1  1    
回路構成改善      

リーダライ

タの改善 

方式改善      
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表1.4.3-4 変復調技術に関する出願人と特許文献番号（1/4） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ S／N改善 

RF 回路改善 大日本印刷 特開平11-250210 

エ ヌ シ ー ア ー ル  イ ン

ターナショナル（米国） 
特許3690832 

富 士 通 、 富 士 通 フ ロ ン

テック（共願） 
特開2001-045083 

日立国際電気 特開2003-174388 

エ ヌ シ ー ア ー ル  イ ン

ターナショナル（米国） 
特開2003-234672 

変復調回路改善 

タグシス オーストラリ

ア プロプライエタリー

（オーストラリア） 

特表2005-515739 

信号回路の改善 

ベースバンド回路改善 シャープ 特開2003-348182 

山武 特許2992728 
変調・符号方式の改

善 
複数変調方式利用 マ イ ク ロ ン  テ ク ノ ロ

ジー（米国） 
特表2001-509331 

信号検出方式改善 吉川アールエフシステム 特開平11-068627 

シチズン時計 特開平11-068865 
信号処理の改善 

信号生成・構成方式改善 インターナショナルビジ

ネスコネクションズ 
特開2000-174657 

変復調部改善 

イノヴィジョン・リサー

チ ・ ア ン ド ・ テ ク ノ ロ

ジー（イギリス） 

特表2001-505333 

ベースバンド部改善 
マイクロチップ テクノ

ロジー（米国） 
特表2004-502176 タグの改善 

回路構成改善 

インターナショナル ビ

ジネス マシーンズ（米

国） 

特許3475996 

吉川アールエフシステム

（２） 

特開2001-053641 

特開2001-053642 

大日本印刷（２） 
特開2002-368830 

特開2003-078446 
変復調部改善 

ブラザ－工業（２） 
特開2005-072728 

特開2005-072790 

ベースバンド部改善 新光電気工業 特開2000-307465 

リーダライタの改善 

送受信部改善 オムロン 特開平10-051361 
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表1.4.3-4 変復調技術に関する出願人と特許文献番号（2/4） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 複数システム・方式利用 

シ ー メ ン ス （ ド イ ツ ）

（２） 

特表2000-510633 

特表2001-502145 

田村電機製作所（２） 
特許3482924 

特許3509663 信号回路の改善 変復調回路改善 

コーニンクレッカ フィ

リップス エレクトロニ

クス（オランダ） 

特表2002-521867 

多値・符号変調方式利用 東芝 特開平11-191745 

ダ ソ ー ・ ア テ （ フ ラ ン

ス） 
特表2002-507031 

凸版印刷 特開2003-008590 
変調・符号方式の改

善 複数変調方式利用 
シュレイダー ブリッジ

ポート インターナショ

ナル（米国） 

特開2003-272080 

信号処理の改善 信号検出方式改善 
エステーミクロエレクト

ロニクス（フランス） 
特開2004-040788 

ダイフク 特許2959658 
通信制御の改善 プロトコル改善 

三星電子（韓国） 特開2005-094760 

日立製作所 特開2000-172806 

エフ イー シー、マレ

－シア国（マレーシア）

（共願） 

特開2005-085185 変復調部改善 

エフ イー シー 特開2005-165769 

タグの改善 

ベースバンド部改善 エフ イー シー 特開2005-173790 

変復調部改善 田村電機製作所（２） 
特許3482925 

特許3480394 リーダライタの改善 

電源部改善 田村電機製作所 特許3480395 

 

表1.4.3-4 変復調技術に関する出願人と特許文献番号（3/4） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 回路･構成簡易化 

ソニー 特開平11-355367 

松下電器産業 特開2000-222532 

RF 回路改善 ス リ ー エ ム  イ ノ ベ イ

テ ィ ブ  プ ロ パ テ ィ ズ

（米国） 

特表2005-506747 

共振回路改善 吉川アールエフシステム 特開平11-298368 

三菱電機 特開平08-181632 

松下電器産業 特開平10-093640 

信号回路の改善 

変復調回路改善 
沖電気工業、本田電子技

研 
特開2000-123286 

電源回路の改善 電圧制御手段改善 

コミッサリア タ レネ

ルジー アトミーク（フ

ランス） 

特開2000-004189 

変調・符号方式の改

善 
多値・符号変調方式利用 

アイピー アンド イノ

ヴ ェ ー シ ョ ン  コ ン パ

ニー ホールディングス

（南アフリカ） 

特表2005-502229 

信号処理の改善 信号生成・構成方式改善 シチズン時計 特開平10-107680 

タグの改善 変復調部改善 
セロニクス（シンガポー

ル） 
特表2005-512443 
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表1.4.3-4 変復調技術に関する出願人と特許文献番号（4/4） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 回路･構成簡易化 

松下電器産業 特開2003-333112 

変復調部改善 
ペ ガ サ ス ネ ッ ト 、 杉 山 

博一 
特開2005-151075 

イ ン タ ー メ ッ ク ・ ア イ

ピー（米国） 
特開平09-074370 

ベースバンド部改善 

日立製作所 特開平10-145443 

送受信部改善 三菱電機 特開2005-124092 

タグの改善 

回路構成改善 富士通 特開2002-236890 

アンテナ部改善 横河電機 特開平09-197041 

リーダライタの改善 
送受信部改善 

富 士 通 、 富 士 通 フ ロ ン

テック 
特開2001-043327 
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（3）符号伝送技術の課題と解決手段 

「符号伝送技術」に関する技術開発課題に対応する解決手段の分布を図1.4.3-3に示す。 

課題として多いのは、「品質向上／信号伝送品質向上」の41件、「利便性／多機能化」

の34件である。課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する解決手段としては、「回路

／信号回路の改善」、「方式／信号処理の改善」、「方式／変調・符号方式の改善」が多く採

られている。また課題「利便性／多機能化」に対する解決手段としては、「回路／信号回

路の改善」、「方式／信号処理の改善」が多く採られている。また、これらの課題と解決手

段の組み合わせは、「符号伝送技術」の中で多い組み合わせである 

解決手段として多いのは、「回路／信号回路の改善」の32件、「方式／信号処理の改

善」の29件である。 

 

図1.4.3-3 符号伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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リーダライタの改善

装

置

課
題
Ⅱ
／
Ⅰ

解決手段Ⅰ／Ⅱ

向

上

向

上

値 

値 値

値



94 

2001年～03年に出願が集中している、新しい課題対応の解決手段と考えられるものは、

全体の13％、16件である。個々の件数では課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する

解決手段「装置／リーダライタの改善」が３件であり、あとは２件以下である。 

特定の期間に出願が集中していないものは17件で、これと01年～03年に出願が集中し

ているもの16件を合わせると33件になる。これは全体の27％であり、残りの73％は2000年

以前に出願が集中しているものである。このことから「符号伝送技術」に関する課題の多

くはすでに解決されたものと考えられる。 

「符号伝送技術」の課題に対する解決手段の詳細を表1.4.3-5に示す。 

課題Ⅲで出願件数が最も多いものは、課題Ⅱ「多機能化」に含まれる「セキュリ

ティ」の18件である。これに対する解決手段Ⅱのうち出願が多いものは「信号処理の改

善」で、これに含まれる３つの解決手段Ⅲの「信号演算方式改善」（４件）、「信号検出方

式改善」（３件）、「信号生成・構成方式改善」（４件）のすべてに出願が分布している。こ

の他に出願件数が多い課題Ⅲは、課題Ⅱ「多機能化」に含まれる「ユーザインターフェイ

ス向上」の12件、課題Ⅱ「信号伝送品質向上」に含まれる「確実な読み書き」の14件、課

題Ⅱ「信号伝送品質向上」に含まれる「BER（bit error rate）改善」の14件である。 

出願件数が最も多い18件の「セキュリティ」と、次に多いともに14件の「BER改善」と

「確実な読み書き」の３つを表1.4.3-5に網掛けで示すとともに、出願人と特許文献番号

（公開番号または登録番号）を表1.4.3-6に示す。 

課題Ⅲ「BER改善」に対する解決手段Ⅲとしては「ベースバンド回路改善」が最多の７

件である。「セキュリティ」、「BER改善」の双方とも解決手段としては、「信号回路の改善」、

「信号処理の改善」の信号関連の改善が大半である。 

「確実な読み書き」では解決手段Ⅱの「変調・符号方式の改善」、「応答方式の改善」、

「信号処理の改善」、「複数周波数利用」、「RF送受信方式の改善」の中の解決手段Ⅲが合計

９件、64％あり、これらは解決手段Ⅰ「方式」に含まれている。 

出願人では「セキュリティ」、「BER改善」は海外の出願人が過半数を超え、フィリップ

スが、「セキュリティ」、「BER改善」合わせて６件と多い。「確実な読み書き」の出願人は

１件を除いて国内の出願人である。 
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表1.4.3-5 符号伝送技術の課題に対する解決手段の詳細（1/4） 

交
信
距
離
拡
大 

不
感
地
縮
小 

干
渉
妨
害
防
止 

衝
突
回
避 

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

率
向
上
・
安
定
化 

信
号
伝
送
効
率
向

上 信
号
伝
送
品
質
向

上 課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
シ
ス
テ
ム
間 

衝
突
回
避 

安
定
な
電
力
供
給 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

RF回路改善     1 1

共振回路改善      

変復調回路改善 1   1   

信号回路 

の改善 

ベースバンド回路改善 1 1 1 2  1 7 1 3 1

整流回路改善      

エネルギ伝送手段改善      

エネルギ蓄積手段改善      

適応エネルギ供給手段改善      

電源回路 

の改善 

電圧制御手段改善       

符号化方式改善 1    2   1 3

多値・符号変調方式利用       1

変調・符号 

方式の改善 

複数変調方式利用       

外部機器利用 1       無線方式 

の利用 近距離無線方式利用       

IDコード利用方式改善 1       1

応答モード指定方式改善       1

応答方式 

の改善 

タイミング制御方式改善 1       

信号演算方式改善  2  1   

信号検出方式改善    3 2 2 1

信号処理 

の改善 

信号生成・構成方式改善  1 1    

音・超音波利用       

静電・静磁界利用       

RF波以外 

の利用 

光・赤外線利用   1    

送信、受信を別周波数       

電力、データを別周波数       

複数アプリを別周波数       1

ダイバーシティ利用       

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用       

RF伝送形態改善       1

周波数制御・変換方式改善       

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
1       

 

 



96 

表1.4.3-5 符号伝送技術の課題に対する解決手段の詳細（2/4） 

交
信
距
離
拡
大 

不
感
地
縮
小 

干
渉
妨
害
防
止 

衝
突
回
避 

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

率
向
上
・
安
定
化 

信
号
伝
送
効
率
向

上 信
号
伝
送
品
質
向

上 課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
シ
ス
テ
ム
間 

衝
突
回
避 

安
定
な
電
力
供
給 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

ID送信制御手段改善       
送信出力制御手段改善 1       

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善   3   1
受信処理・応答手段改善 2   2    
周波数制御手段改善   1    
方式設定・選択手段改善       

通信制御の

改善 

プロトコル改善    1   1
活性・非活性モード設定機能 1 1       活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出       
シールド・反射板利用       
複数・多重アンテナ利用       
インピーダンス整合手段改善 1       
指向性制御改善       

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
      

アンテナ部改善       
共振部改善       
変復調部改善       
ベースバンド部改善 1       1
電源部改善       
送受信部改善       
回路構成改善   1    
構造改善       

タグの改善 

方式改善       
アンテナ部改善       1
共振部改善       
変復調部改善       
ベースバンド部改善       
電源部改善       
送受信部改善       
回路構成改善      1 1

リーダライ

タの改善 

方式改善       
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表1.4.3-5 符号伝送技術の課題に対する解決手段の詳細（3/4） 

動
作
の
安
定
化 

多
機
能
化 

高
機
能
化 

コ
ス
ト
低
減 

低
消
費
電
力
化 

課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

耐
回
路
パ
ラ
メ
ー
タ
変
化 

耐
過
電
圧
・
過
電
流
入
力 

耐
電
圧
変
動 

耐
環
境
変
動 

耐
ノ
イ
ズ
・
外
乱 

誤
動
作
防
止 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

セ
ン
サ 

接
触
と
非
接
触
に
対
応 

位
置
・
姿
勢
・
速
度
検
出 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上 

複
数
シ
ス
テ
ム
・
方
式
利
用 

小
型
軽
量
化 
回
路
・
構
成
簡
易
化 

調
整
工
数
削
減
・
量
産
性
向
上 

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
回
路 

RF回路改善      
共振回路改善 1      
変復調回路改善      

信号回路の

改善 

ベースバンド回路改善 5 1 1 1     1 
整流回路改善      
エネルギ伝送手段改善      
エネルギ蓄積手段改善 1      
適応エネルギ供給手段改善      

電源回路の

改善 

電圧制御手段改善      
符号化方式改善 2      
多値・符号変調方式利用      

変調・符号

方式の改善 

複数変調方式利用      
外部機器利用 1      無線方式の

利用 近距離無線方式利用      
IDコード利用方式改善 1      
応答モード指定方式改善 1      

応答方式の

改善 

タイミング制御方式改善      
信号演算方式改善 1 4      
信号検出方式改善 3 1 1  1    

信号処理の

改善 

信号生成・構成方式改善 4     1 
音・超音波利用      
静電・静磁界利用  1    

RF波以外の

利用 

光・赤外線利用 1 1      
送信、受信を別周波数      
電力、データを別周波数      
複数アプリを別周波数      
ダイバーシティ利用      

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用 1      
RF伝送形態改善      
周波数制御・変換方式改善      

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
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表1.4.3-5 符号伝送技術の課題に対する解決手段の詳細（4/4） 

動
作
の
安
定
化 

多
機
能
化 

高
機
能
化 

コ
ス
ト
低
減 

低
消
費
電
力
化 

課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

耐
回
路
パ
ラ
メ
ー
タ
変
化 

耐
過
電
圧
・
過
電
流
入
力 

耐
電
圧
変
動 

耐
環
境
変
動 

耐
ノ
イ
ズ
・
外
乱 

誤
動
作
防
止 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

セ
ン
サ 

接
触
と
非
接
触
に
対
応 

位
置
・
姿
勢
・
速
度
検
出 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上 

複
数
シ
ス
テ
ム
・
方
式
利
用 

小
型
軽
量
化 
回
路
・
構
成
簡
易
化 

調
整
工
数
削
減
・
量
産
性
向
上 

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
回
路 

ID送信制御手段改善 1      
送信出力制御手段改善 1      

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善      
受信処理・応答手段改善 1      
周波数制御手段改善      
方式設定・選択手段改善 1      

通信制御の

改善 

プロトコル改善 2  1    
活性・非活性モード設定機能 1    1  活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出      
シールド・反射板利用      
複数・多重アンテナ利用 1      
インピーダンス整合手段改善      
指向性制御改善      

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
     

アンテナ部改善      
共振部改善      
変復調部改善      1
ベースバンド部改善      
電源部改善      
送受信部改善      
回路構成改善      
構造改善      

タグの改善 

方式改善      
アンテナ部改善      
共振部改善      
変復調部改善 1      
ベースバンド部改善  1    
電源部改善      
送受信部改善      
回路構成改善      

リーダライ

タの改善 

方式改善 1 2      
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表1.4.3-6 符号伝送技術に関する出願人と特許文献番号（1/3） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ セキュリティ 

テキサス インスツルメ

ンツ（米国）（２） 
特開平10-075198 

特開平10-104353 

キューピー、センサーテ

クノス（共願） 
特開平11-345288 

コーニンクレッカ フィ

リップス エレクトロニ

クス（オランダ） 

特表2001-502874 

信号回路の改善 ベースバンド回路改善 

日立製作所 特開2003-078447 

無線方式の利用 外部機器利用 

コーニンクレッカ フィ

リップス エレクトロニ

クス（オランダ） 

特表2005-513316 

コーニンクレッカ フィ

リップス エレクトロニ

クス（オランダ） 

特表平10-505933 

ル ー セ ン ト  テ ク ノ ロ

ジーズ（米国） 
特開平10-209913 

テキサス インスツルメ

ンツ（米国） 特開2000-235427 

信号演算方式改善 

ロ－ム 特開2000-252854 

ユニテック、タキゲン製

造（共願） 
特開平10-111358 

バ イ エ リ ッ シ ェ  モ ー

トーレン ウエルケ（ド

イツ） 

特開2000-159063 
信号検出方式改善 

ユニデン 特開2005-115703 

ルネサステクノロジ、ル

ネサスデザイン（共願） 
特開平10-307896 

スーパーセンサー（南ア

フリカ） 
特開2000-165289 

コーニンクレッカ フィ

リップス エレクトロニ

クス（オランダ） 

特表2002-526836 

信号処理の改善 

信号生成・構成方式改善 

リテールトレーディング 特開2001-034468 

複数周波数利用 複数変調周波数利用 
チェックポイント シス

テムズ（米国） 
特表2003-507801 
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表1.4.3-6 符号伝送技術に関する出願人と特許文献番号（2/3） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ BER改善 

エ イ チ  ア イ  デ ィ ー

（米国） 
特開平10-135868 

ゼブラ・テクノロジーズ

（米国）、データ・イン

ヴェストメンツ（イギリ

ス）（共願） 

特開平11-326507 

テレフォンアクチーボラ

ゲット エル エム エ

リ ク ソ ン （ ス ウ ェ ー デ

ン） 

特許3762792 

エステーミクロエレクト

ロニクス（フランス） 
特開2001-266102 

富士通 特開2003-069446 

エムビービーエス ホー

ルディング（スイス）、ミ

クロシッド（スイス）（共

願） 

特表2004-505476 

信号回路の改善 ベースバンド回路改善 

サクサ 特開2004-280445 

三菱重工業 特許3416280 
変調・符号方式の改

善 
符号化方式改善 テミック セミコンダク

ター（ドイツ） 
特表2001-501391 

信号演算方式改善 

コーニンクレッカ フィ

リップス エレクトロニ

クス（オランダ） 

特表2002-519767 

モトローラ（米国） 特開平10-222632 

コーニンクレッカ フィ

リップス エレクトロニ

クス（オランダ） 

特表2003-525503 

信号処理の改善 

信号検出方式改善 

日立国際電気 特許3718171 

通信制御の改善 プロトコル改善 トキメック 特開平09-069141 

 

表1.4.3-6 符号伝送技術に関する出願人と特許文献番号（3/3） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 確実な読み書き 

信号回路の改善 ベースバンド回路改善 日本無線 特開平11-145874 

三菱電機 特開平11-120305 

日立国際電気 特開平11-219414 符号化方式改善 

日立マクセル 特開2000-339426 
変調・符号方式の改

善 

多値・符号変調方式利用 
沖電気工業、沖テクノコ

ラージュ 
特開2000-276562 

IDコード利用方式改善 住友電気工業 特開平08-023291 
応答方式の改善 

応答モード指定方式改善 住友電気工業 特開平08-079159 

信号処理の改善 信号検出方式改善 神鋼電機 特開平09-212601 

複数周波数利用 複数アプリを別周波数 凸版印刷 特開平09-102024 

RF送受信方式の改善 RF伝送形態改善 松下電工 特開平08-149040 

通信制御の改善 プロトコル改善 キュービック（米国） 特開平08-149040 

タグの改善 ベースバンド部改善 NECト－キン 特開平11-053487 

アンテナ部改善 新光電気工業 特開2003-308501 
リーダライタの改善 

回路構成改善 日本信号 特開2004-159250 
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（4）電力伝送技術の課題と解決手段 

「電力伝送技術」に関する技術開発課題に対応する解決手段の分布を図1.4.3-4に示す。 

課題として多いのは、「効率向上／エネルギ伝送効率向上・安定化」の43件で、この課

題に対する解決手段として、「回路／電源回路の改善」、「装置／アンテナの改善」、「装置

／タグの改善」が多く採られている。また、これらの課題と解決手段の組み合わせは「電

力伝送技術」の中で件数の多い組み合わせである。 

解決手段として多いのは、「回路／電源回路の改善」の36件、「装置／アンテナの改

善」の28件、「装置／タグの改善」の27件である。 

上記のほかに課題に対する解決手段として多いものは、課題「品質向上／動作の安定

化」に対する「回路／電源回路の改善」である。 

 

図1.4.3-4 電力伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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1993年１月～2003年12月の出願 

11

1

1

2

1

1

1

1

1

3

1

4

4

3

6

1

1

1

3

1

9

1

1

2

2

1

2

5

2

1

1

1

1

2

2

1

2

1

3

2

1

2

4

1

2

2

1

2

3

3

9

2

2

1

6

12
8

不

感

地

縮

小

回

路

距離・エリア向上

交

信

距

離

拡

大

信

号

伝

送

効

率

干

渉

妨

害

防

止

衝

突

回

避

エ

ネ

ル

ギ

伝

送

効

干渉対策 効率向上

率

向

上

・

安

定

化

電源回路の改善

送信制御の改善
制

御

信

号

伝

送

品

質

動

作

の

安

定

化

低

消

費

電

力

化

コ

ス

ト

低

減

多

機

能

化

高

機

能

化

品質向上 利便性 経済性

RF送受信方式の改善

信号回路の改善
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値
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2001年～03年に出願が集中している、新しい課題対応の解決手段と考えられるものは、

全体で12件、９％と少ない。課題「距離・エリア向上／交信距離拡大」に対する解決手段

「装置／アンテナの改善」が４件で、その他は２件以下である。 

特定の期間に出願が集中していないものと01年～03年に出願が集中しているものを合

わせると27件で、全体の20％となり、残りの80％は2000年以前に出願が集中しているもの

である。このことから「電力伝送技術」に関する課題の多くはすでに解決されたものと考

えられる。 

「電力伝送技術」の課題に対する解決手段の詳細を表1.4.3-7に示す。 

課題Ⅲで出願件数が多いものは、課題Ⅱ「エネルギ伝送効率向上・安定化」に含まれ

る「受信エネルギ増大」の19件、次いで「エネルギ伝送効率向上・安定化」に含まれる

「安定な電力供給」の13件である。これらの課題Ⅲに対する解決手段Ⅲは２つとも広い範

囲にわたっている。これらの他に出願の多い課題Ⅲは、課題Ⅱ「交信距離拡大」に含まれ

る「交信距離拡大」と課題Ⅱ「動作の安定化」に含まれる「耐電圧変動」で、ともに11件

である。 

出願件数が最も多い19件の「受信エネルギ増大」と、次に多い13件の「安定な電力供

給」の２つを表1.4.3-7に網掛けで示すとともに、出願人と特許文献番号（公開番号また

は登録番号）を表1.4.3-8に示す。 

「受信エネルギ増大」では、多岐にわたる解決手段が、多様な出願人によって出願さ

れており、海外の出願人の割合が本書で扱う技術対象範囲全体に占める海外の出願人の割

合よりも高い。また、「安定な電力供給」では、「電源回路の改善」に含まれる解決手段が

過半数を占めており、出願は多種の出願人によってなされている。 
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表1.4.3-7 電力伝送技術の課題に対する解決手段の詳細（1/4） 

交
信
距
離
拡
大 

不
感
地
縮
小 

干
渉
妨
害
防
止 

衝
突
回
避 

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

率
向
上
・
安
定
化 

信
号
伝
送
効
率
向

上 信
号
伝
送
品
質
向

上 課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
シ
ス
テ
ム
間 

衝
突
回
避 

安
定
な
電
力
供
給 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

RF回路改善 2      1

共振回路改善 1 1 2 1     

変復調回路改善      

信号回路 

の改善 

ベースバンド回路改善      

整流回路改善 1      

エネルギ伝送手段改善 4 3 2 1      

エネルギ蓄積手段改善 1 1      

適応エネルギ供給手段改善 1   2   1

電源回路 

の改善 

電圧制御手段改善 1       

符号化方式改善 1       

多値・符号変調方式利用       

変調・符号 

方式の改善 

複数変調方式利用       

外部機器利用 1       無線方式 

の利用 近距離無線方式利用 1       

IDコード利用方式改善       

応答モード指定方式改善       

応答方式 

の改善 

タイミング制御方式改善       

信号演算方式改善       

信号検出方式改善       

信号処理 

の改善 

信号生成・構成方式改善       

音・超音波利用       

静電・静磁界利用 3       

RF波以外 

の利用 

光・赤外線利用       

送信、受信を別周波数       

電力、データを別周波数 1 1       

複数アプリを別周波数       

ダイバーシティ利用       

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用       

RF伝送形態改善 1       

周波数制御・変換方式改善       

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
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表1.4.3-7 電力伝送技術の課題に対する解決手段の詳細（2/4） 

交
信
距
離
拡
大 

不
感
地
縮
小 

干
渉
妨
害
防
止 

衝
突
回
避 

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

率
向
上
・
安
定
化 

信
号
伝
送
効
率
向

上 信
号
伝
送
品
質
向

上 課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
シ
ス
テ
ム
間 

衝
突
回
避 

安
定
な
電
力
供
給 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

ID送信制御手段改善       
送信出力制御手段改善 1       

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善       
受信処理・応答手段改善   1    1
周波数制御手段改善       
方式設定・選択手段改善       

通信制御の

改善 

プロトコル改善       
活性・非活性モード設定機能       活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出       
シールド・反射板利用 1 1       
複数・多重アンテナ利用 1 4 1 1       
インピーダンス整合手段改善 1 2 1       
指向性制御改善 1 3       

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
1 1 1 1 1 1       

アンテナ部改善 2       
共振部改善 1 2       
変復調部改善       
ベースバンド部改善       
電源部改善 2 2       
送受信部改善 1       
回路構成改善 1       
構造改善 1       

タグの改善 

方式改善       
アンテナ部改善 1       1
共振部改善       
変復調部改善       
ベースバンド部改善       
電源部改善 1 1   1    
送受信部改善 1       1
回路構成改善       

リーダライ

タの改善 

方式改善 1 1       
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表1.4.3-7 電力伝送技術に関する出願人と特許文献番号（3/4） 

動
作
の
安
定
化 

多
機
能
化 

高
機
能
化 

コ
ス
ト
低
減 

低
消
費
電
力
化 

課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

耐
回
路
パ
ラ
メ
ー
タ
変
化 

耐
過
電
圧
・
過
電
流
入
力 

耐
電
圧
変
動 

耐
環
境
変
動 

耐
ノ
イ
ズ
・
外
乱 

誤
動
作
防
止 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

セ
ン
サ 

接
触
と
非
接
触
に
対
応 

位
置
・
姿
勢
・
速
度
検
出 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上 

複
数
シ
ス
テ
ム
・
方
式
利
用 

小
型
軽
量
化 
回
路
・
構
成
簡
易
化 

調
整
工
数
削
減
・
量
産
性
向
上 

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
回
路 

RF回路改善 1      
共振回路改善      
変復調回路改善      

信号回路の

改善 

ベースバンド回路改善 1      
整流回路改善 1 1 2    
エネルギ伝送手段改善 1 1      1
エネルギ蓄積手段改善 1      
適応エネルギ供給手段改善 3 1      2

電源回路の

改善 

電圧制御手段改善 1 2 1      
符号化方式改善      
多値・符号変調方式利用      

変調・符号

方式の改善 

複数変調方式利用      
外部機器利用  1    無線方式の

利用 近距離無線方式利用 1  1    
IDコード利用方式改善      
応答モード指定方式改善      

応答方式の

改善 

タイミング制御方式改善 1      
信号演算方式改善      
信号検出方式改善      

信号処理の

改善 

信号生成・構成方式改善      
音・超音波利用      
静電・静磁界利用 1   1   

RF波以外の

利用 

光・赤外線利用     1 1
送信、受信を別周波数      
電力、データを別周波数      
複数アプリを別周波数 1      
ダイバーシティ利用      

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用      
RF伝送形態改善 1 1     
周波数制御・変換方式改善      

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
     

 

 

 



106 

表1.4.3-7 電力伝送技術に関する出願人と特許文献番号（4/4） 

動
作
の
安
定
化 

多
機
能
化 

高
機
能
化 

コ
ス
ト
低
減 

低
消
費
電
力
化 

課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

耐
回
路
パ
ラ
メ
ー
タ
変
化 

耐
過
電
圧
・
過
電
流
入
力 

耐
電
圧
変
動 

耐
環
境
変
動 

耐
ノ
イ
ズ
・
外
乱 

誤
動
作
防
止 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

セ
ン
サ 

接
触
と
非
接
触
に
対
応 

位
置
・
姿
勢
・
速
度
検
出 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上 

複
数
シ
ス
テ
ム
・
方
式
利
用 

小
型
軽
量
化 
回
路
・
構
成
簡
易
化 

調
整
工
数
削
減
・
量
産
性
向
上 

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
回
路 

ID送信制御手段改善      
送信出力制御手段改善 1      

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善      
受信処理・応答手段改善 1      1
周波数制御手段改善 1      
方式設定・選択手段改善      

通信制御の

改善 

プロトコル改善      
活性・非活性モード設定機能 1 1      活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出      
シールド・反射板利用      
複数・多重アンテナ利用 1      
インピーダンス整合手段改善 1  1    1
指向性制御改善      

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
 1    

アンテナ部改善     2 
共振部改善    1  
変復調部改善      
ベースバンド部改善      1
電源部改善 2 2 1 1 2  1    
送受信部改善     1 
回路構成改善     1 
構造改善      

タグの改善 

方式改善      
アンテナ部改善      
共振部改善      
変復調部改善      
ベースバンド部改善      
電源部改善      1
送受信部改善      1
回路構成改善      

リーダライ

タの改善 

方式改善      
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表1.4.3-8 電力伝送技術の課題に対する解決手段の出願人（1/2） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 受信エネルギ増大 

日立国際電気 特開2000-285206 
信号回路の改善 共振回路改善 

NECトーキン 特開2005-107781 

沖テクノコラージュ、沖

電気工業（共願） 
特開平11-196542 

電源回路の改善 エネルギ伝送手段改善 

三菱電機 特開2000-251032 

無線方式の利用 近距離無線方式利用 日立マクセル 特開2000-332664 

複数周波数利用 電力、データを別周波数 

フランス テレコム（フ

ランス）、ラ・ポスト（フ

ランス）（共願） 

特開平09-191281 

RF送受信方式の改善 RF伝送形態改善 
フ ォ ー ド  グ ロ ー バ ル 

テクノロジーズ（米国） 
特開平10-215204 

複数・多重アンテナ利用 キュービックアイディ 特開2005-045339 

インピーダンス整合手段改善 
スーパーセンサー（南ア

フリカ）（２） 

特開2001-141816 

特開2001-143013 アンテナの改善 

構成・形状・パターン・利得の改

善 
日立製作所 特開平11-261331 

ルネサステクノロジー 特開平09-062816 

アンテナ部改善 マグナス グランヘッド

（スウェーデン） 
特開2000-244362 

ロ－ム 特開平10-187916 

共振部改善 マ ゼ ラ ン テ ク ノ ロ ジ ー 

ピーティーワイ（オース

トラリア） 

特表2002-502178 

日本電信電話 特許3488166 
電源部改善 

リンテック 特開2003-124841 

タグの改善 

回路構成改善 日立製作所 特許3646472 

リーダライタの改善 方式改善 NECトーキン 特開2005-078102 

 

表1.4.3-8 電力伝送技術の課題に対する解決手段の出願人（2/2） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 安定な電力供給 

信号回路の改善 共振回路の改善 ローム 特開平09-001968 

整流回路改善 東芝 特開平10-097601 

松下電器産業 特開平06-334565 

長野日本無線 特開平10-256957 エネルギ伝送手段改善 
松 山  高 二 、 信 明 電 機

（共願） 
特開平11-242730 

エネルギ蓄積手段改善 
ダ イ ム ラ ー ・ ク ラ イ ス

ラー（ドイツ） 
特許3564636 

適応エネルギ供給手段改善 三菱電機 特開平09-326736 

電源回路の改善 

電圧制御手段改善 NECトーキン 特開平09-331278 

複数周波数利用 電力、データを別周波数 和泉電気 特開平07-240698 

アンテナの改善 複数・多重アンテナ利用 凸版印刷 特許3427663 

タグの改善 送受信部改善 

マルコニ オプティカル 

コンポーネンツ（イギリ

ス） 

特表2002-513160 

電源部改善 NECトーキン 特開平10-084305 
リーダライタの改善 

送受信部改善 日立製作所 特開2000-163523 
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（5）アクセス制御・多重化技術の課題と解決手段 

「アクセス制御・多重化技術」に関する技術開発課題に対応する解決手段の分布を図

1.4.3-5に示す。 

課題として多いのは、「干渉対策／衝突回避」の117件で、この課題に対する解決手段

として、「制御／送信制御の改善」、「方式／応答方式の改善」、「制御／通信制御の改善」

が多く採られている。また、これらの課題と解決手段の組合せは、「アクセス制御・多重

化技術」の中で出願件数が、最多から３番目までの組合せである。 

他の課題では、「効率向上／信号伝送効率向上」の35件、「利便性／多機能化」の34件、

「品質向上／信号伝送品質向上」の29件等が多い。 

解決手段として多いのは、「制御／通信制御の改善」の77件、「方式／応答方式の改

善」の55件等である。上記を含め「方式」、「制御」の中の解決手段を合わせると全体の

83％を占めており、これが他の技術と異なるところである。 

 

図1.4.3-5 アクセス制御・多重化技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  01年～03年に出願が集中しているもの     93年～96年に出願が集中しているもの 
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不

感

地
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小

回

路

距離・エリア向上

交

信

距

離

拡

大

信

号

伝

送

効

率

干

渉

妨

害

防

止

衝

突

回

避

エ

ネ

ル

ギ

伝

送

効

干渉対策 効率向上

率

向

上

・

安

定

化

電源回路の改善

送信制御の改善
制

御

信

号

伝

送

品

質

動

作

の

安

定

化

低

消

費

電

力

化

コ

ス

ト

低

減

多

機

能

化

高

機

能

化

品質向上 利便性 経済性

RF送受信方式の改善

信号回路の改善

変調・符号方式の改善

無線方式の利用

RF波以外の利用

応答方式の改善

信号処理の改善

複数周波数利用

方

式

活性化制御の改善

アンテナの改善

通信制御の改善

タグの改善

リーダライタの改善

装

置

課
題
Ⅱ
／
Ⅰ

解決手段Ⅰ／Ⅱ

向

上

向

上

値 

値 値

値
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2001年～03年に出願が集中している、新しい課題対応の解決手段と考えられるものは、

全体で24件、９％である。課題「利便性／高機能化」に対する解決手段「制御／通信制御

の改善」が５件、課題「干渉対策／干渉妨害防止」に対する「装置／リーダライタの改

善」の４件であり、残りは３件以下である。 

「アクセス制御・多重化技術」の課題に対する解決手段の詳細を表1.4.3-9に示す。 

課題Ⅲで出願件数の最も多いのは、「衝突回避／衝突回避」で117件である。この他に

出願の多い課題Ⅲは、「信号伝送品質向上／確実な読み書き」の2６件、「信号伝送効率向

上／通信時間短縮」の19件、「多機能化／ユーザインタフェース向上」の18件等である。 

課題Ⅲ「衝突回避」に対する解決手段Ⅲで出願が多いものは、課題Ⅱ「応答方式の改

善」に含まれる「IDコード利用方式改善」の12件と課題Ⅱ「応答方式の改善」に含まれる

「タイミング制御方式改善」の16件、課題Ⅱ「送信制御の改善」に含まれる「ID送信制御

手段」の13件、課題Ⅱ「送信制御の改善」に含まれる「送信出力制御手段改善」の９件と

課題Ⅱ「送信制御の改善」に含まれる「送信タイミング制御手段改善」の11件、課題Ⅱ

「通信制御の改善」に含まれる「受信処理・応答手段改善」の11件と課題Ⅱ「通信制御の

改善」に含まれる「プロトコル改善」の14件となっている。解決手段Ⅱの「応答方式の改

善」と「送信制御の改善」においては、ともにIDの利用とタイミング制御が有効な解決手

段になっている。 

解決手段Ⅲ「プロトコルの改善」は、他の課題に対する解決手段としても採られてお

り全部で50件の出願がある。 

出願件数が最も多い117件の「衝突回避」と次に多い2６件の「確実な読み書き」を表

1.4.3-9に網掛けで示すとともに、出願人と特許文献番号（公開番号または登録番号）を

表1.4.3-10に示す。 

「衝突回避」で出願件数が多いのは東芝の16件で、このうち５件が解決手段Ⅲ「プロ

トコル改善」に関するものである。次に出願件数が多いのはデンソー、日立製作所、富士

電機フォールディングスで、ともに５件となっている。海外の出願人の割合は高いが、そ

の傾向は、解決手段Ⅲの「ID送信制御手段改善」、「送信出力制御手段改善」、「活性・非活

性モード設定機能」の３つに顕著である。 

「確実な読み書き」に出願しているのは日本の出願人のみである。出願件数が多いの

はデンソーと畜産用電子技術研究組合で、ともに５件である。 
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表1.4.3-9 アクセス制御・多重化技術の課題に対する解決手段の詳細（1/4） 

交
信
距
離
拡
大 

不
感
地
縮
小 

干
渉
妨
害
防
止 

衝
突
回
避 

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

率
向
上
・
安
定
化 

信
号
伝
送
効
率
向

上 信
号
伝
送
品
質
向

上 課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
シ
ス
テ
ム
間 

衝
突
回
避 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

確
実
な
読
み
書
き 

RF回路改善 2      

共振回路改善      2 2

変復調回路改善     1 

信号回路 

の改善 

ベースバンド回路改善 5   1   1 1

整流回路改善      

エネルギ伝送手段改善      

エネルギ蓄積手段改善      

適応エネルギ供給手段改善      

電源回路 

の改善 

電圧制御手段改善       

符号化方式改善   1    

多値・符号変調方式利用 1       

変調・符号 

方式の改善 

複数変調方式利用 1       

外部機器利用       無線方式 

の利用 近距離無線方式利用       

IDコード利用方式改善 12 2  4   4 4

応答モード指定方式改善 1 1 2   2   3 3

応答方式 

の改善 

タイミング制御方式改善 1 16 3     1 1

信号演算方式改善       

信号検出方式改善 1 1      1 1

信号処理 

の改善 

信号生成・構成方式改善       

音・超音波利用 1       

静電・静磁界利用       

RF波以外 

の利用 

光・赤外線利用 2       

送信、受信を別周波数 1   1   1 1

電力、データを別周波数 1       

複数アプリを別周波数 2  1     

ダイバーシティ利用 1 1       

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用 1       

RF伝送形態改善       

周波数制御・変換方式改善 1      1 1

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
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表1.4.3-9 アクセス制御・多重化技術の課題に対する解決手段の詳細（2/4） 

交
信
距
離
拡
大 

不
感
地
縮
小 

干
渉
妨
害
防
止 

衝
突
回
避 

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

率
向
上
・
安
定
化 

信
号
伝
送
効
率
向

上 信
号
伝
送
品
質
向

上 課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
シ
ス
テ
ム
間 

衝
突
回
避 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

確
実
な
読
み
書
き 

ID送信制御手段改善 13 3      1
送信出力制御手段改善 9   2    

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善 11 1      1
受信処理・応答手段改善 1 1 1 11   1    1
周波数制御手段改善       1
方式設定・選択手段改善      1

通信制御の

改善 

プロトコル改善 14 3 1 6  1  5
活性・非活性モード設定機能 1 6       活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出       
シールド・反射板利用 1       
複数・多重アンテナ利用       
インピーダンス整合手段改善       
指向性制御改善 1 1 1      1

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
1        

アンテナ部改善       
共振部改善       
変復調部改善       
ベースバンド部改善       
電源部改善       
送受信部改善   1    
回路構成改善       
構造改善 1       

タグの改善 

方式改善 1       
アンテナ部改善 1  1     
共振部改善       
変復調部改善       
ベースバンド部改善 1 2       1
電源部改善       
送受信部改善 1 1       
回路構成改善 1       

リーダライ

タの改善 

方式改善 1 1       1
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表1.4.3-9 アクセス制御・多重化技術の課題に対する解決手段の詳細（3/4） 

動
作
の
安
定
化 

多
機
能
化 

高
機
能
化 

コ
ス
ト
低
減 

低
消
費
電
力
化 

課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

耐
回
路
パ
ラ
メ
ー
タ
変
化 

耐
過
電
圧
・
過
電
流
入
力 

耐
電
圧
変
動 

耐
環
境
変
動 

耐
ノ
イ
ズ
・
外
乱 

誤
動
作
防
止 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

セ
ン
サ 

接
触
と
非
接
触
に
対
応 

位
置
・
姿
勢
・
速
度
検
出 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上 

複
数
シ
ス
テ
ム
・
方
式
利
用 

小
型
軽
量
化 
回
路
・
構
成
簡
易
化 

調
整
工
数
削
減
・
量
産
性
向
上 

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
回
路 

RF回路改善      
共振回路改善      
変復調回路改善      

信号回路の

改善 

ベースバンド回路改善      
整流回路改善      
エネルギ伝送手段改善      
エネルギ蓄積手段改善      
適応エネルギ供給手段改善      

電源回路の

改善 

電圧制御手段改善      1
符号化方式改善      
多値・符号変調方式利用      

変調・符号

方式の改善 

複数変調方式利用 1      
外部機器利用  1    無線方式の

利用 近距離無線方式利用 1      
IDコード利用方式改善 2      
応答モード指定方式改善 1      

応答方式の

改善 

タイミング制御方式改善      
信号演算方式改善 1 1      
信号検出方式改善 1      

信号処理の

改善 

信号生成・構成方式改善      
音・超音波利用      
静電・静磁界利用      

RF波以外の

利用 

光・赤外線利用 1      
送信、受信を別周波数      
電力、データを別周波数 1      
複数アプリを別周波数 2  1 1   
ダイバーシティ利用      

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用      
RF伝送形態改善 1      
周波数制御・変換方式改善      

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
1      
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表1.4.3-9 アクセス制御・多重化技術の課題に対する解決手段の詳細（4/4） 

動
作
の
安
定
化 

多
機
能
化 

高
機
能
化 

コ
ス
ト
低
減 

低
消
費
電
力
化 

課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

耐
回
路
パ
ラ
メ
ー
タ
変
化 

耐
過
電
圧
・
過
電
流
入
力 

耐
電
圧
変
動 

耐
環
境
変
動 

耐
ノ
イ
ズ
・
外
乱 

誤
動
作
防
止 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

セ
ン
サ 

接
触
と
非
接
触
に
対
応 

位
置
・
姿
勢
・
速
度
検
出 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上 

複
数
シ
ス
テ
ム
・
方
式
利
用 

小
型
軽
量
化 
回
路
・
構
成
簡
易
化 

調
整
工
数
削
減
・
量
産
性
向
上 

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
回
路 

ID送信制御手段改善 1      
送信出力制御手段改善 1 1      

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善      
受信処理・応答手段改善 1 1 1 2      1
周波数制御手段改善      
方式設定・選択手段改善 1 2      

通信制御の

改善 

プロトコル改善 3 6 1 1 2 3  1  1 1 1
活性・非活性モード設定機能    1  活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出      
シールド・反射板利用      
複数・多重アンテナ利用      
インピーダンス整合手段改善      
指向性制御改善      

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
1      

アンテナ部改善      
共振部改善 2      
変復調部改善      
ベースバンド部改善 1 1      
電源部改善      
送受信部改善      
回路構成改善      
構造改善      

タグの改善 

方式改善      
アンテナ部改善      
共振部改善      
変復調部改善      
ベースバンド部改善 1 1      
電源部改善      
送受信部改善      
回路構成改善 1      

リーダライ

タの改善 

方式改善 1 1      1
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表1.4.3-10 アクセス制御・多重化技術に関する出願人と特許文献番号（1/6） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 衝突回避 

シーメンス（ドイツ） 特表平10-512078 

シングル チップ シス

テムズ（米国） 
特表2000-513841 

シーメンス ニックスド

ル フ  イ ン フ ォ マ ッ イ

オーンス ジステー（ド

イツ） 

特表2001-504608 

コミッサリア タ レネ

ルジー アトミーク（フ

ランス） 

特表2001-506824 

信号回路の改善 ベースバンド回路改善 

サクサ 特開2000-155813 

多値・符号変調方式利用 東芝 特開平10-268043 変調・符号方式の改

善 複数変調方式利用 ブラザー工業 特開2004-120690 

東芝（２） 
特開平07-044667 

特開平08-050176 

和泉電気 特開平07-326982 

凸版印刷（３） 

特開平08-069512 

特開平08-315097 

特開2005-038384 

デンソー 特許102789 

横河電機 特開平09-218262 

日本プレシジョン・サー

キッツ 
特開2000-131423 

松下電器産業 特開2003-216904 

エル・エス・アイ ジャ

パ ン 、 オ セ ア ノ ー ト 、

パーム（共願） 

特許3672895 

ID コード利用方式改善 

キヤノン 特開2004-274252 

東芝 特開2002-216092 
応答モード指定方式改善 

タグシス（フランス） 特表2003-513344 

凸版印刷 特開平08-069511 

東芝テック（２） 
特開平08-069583 

特開平08-167090 

富士電機ホールディング

ス（２） 

特開平08-136648 

特開2000-155825 

東芝 特開平08-181633 

日立国際電気 特開平11-149532 

東芝、東芝情報システム

（共願） 
特開2000-148934 

イ ン テ ィ グ レ イ テ ッ ド 

センサー ソリューショ

ンズ（米国） 

特開2000-174658 

オーティーシー・ワイヤ

レス（米国） 
特開2001-156808 

大日本印刷 特開2002-366906 

東芝、東芝マイクロエレ

クトロニクス、東芝ソシ

オエンジニアリング（共

願） 

特開2003-084971 

ウィンボンド・エレクト

ロニクス（台湾） 
特開2004-180300 

松下電器産業 
特開2004-185601 

特開2004-199450 

応答方式の改善 
 

タイミング制御方式改善 

セイコ－エプソン 特開2005-184761 
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表1.4.3-10 アクセス制御・多重化技術に関する出願人と特許文献番号（2/6） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 衝突回避 

信号処理の改善 信号検出方式改善 ウェルキャット 特開2002-157555 

音・超音波利用 日本無線 特開2001-127666 

シャープ 特開平07-043455 RF 波以外の利用 
光・赤外線利用 

日立製作所 特開平11-184986 

日立インフォメーション

テクノロジー 
特開2000-259958 

複数アプリを別周波数 バ ッ テ ル  メ モ リ ア ル 

ア イ エ ヌ エ ス テ ー （ 米

国） 

特表2003-536150 

ダイバーシティ利用 東芝 特開平08-096091 

複数周波数利用 

複数変調周波数利用 竹田 晴見 特開平08-153172 

RF 送受信方式の改

善 
周波数制御・変換方式改善 

豊田中央研究所、トヨタ

自動車（共願） 
特開平06-300837 

テキサス インスツルメ

ン ツ  ド イ チ ェ ラ ン ド

（ドイツ） 

特開平10-126308 

レイコムジャパン 特開平11-039439 

コミッサリア タ レネ

ルジー アトミーク（フ

ランス） 

特開2000-076396 

パニョル フレデリック

（フランス）、デルタディ

アン サーク（フランス）

（共願） 

特許3731755 

バンディー ウィリアム 

アール（米国）、アル

ネソン マイケル アー

ル（米国）、ウィリアム

ズ ロバート エイ（米

国）（共願） 

特表2001-523631 

トロリー スキャン（南

アフリカ） 
特表2002-506301 

パウエル・ジョージ・レ

オナルド（イギリス）、ハ

ネックス（共願） 

特表2002-519876 

ダタマルス（スイス） 特開2002-314456 

エル・エス・アイ ジャ

パ ン 、 オ セ ア ノ ー ト 、

パーム（共願） 

特開2003-168997 

コミッサリア タ レネ

ルジー アトミーク（フ

ランス） 

特開2003-216892 

コーニンクレッカ フィ

リップス エレクトロニ

クス（オランダ） 
特表2004-505388 

モトローラ（米国） 特表2005-507193 

ID 送信制御手段改善 

マトリックス 特開2004-057805 

スーパーセンサー（南ア

フリカ） 
特開平11-344562 

送信制御の改善 

送信出力制御手段改善 レジオトノーム デ ト

ランスポール パリジャ

ン（フランス） 

特表2001-522485 

 



116 

表1.4.3-10 アクセス制御・多重化技術に関する出願人と特許文献番号（3/6） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 衝突回避 

ビーティージー・インタ

ナショナル（イギリス） 
特表2001-523825 

ル ー セ ン ト  テ ク ノ ロ

ジーズ（米国） 
特許3708354 

ス リ ー エ ム  イ ノ ベ イ

テ ィ ブ  プ ロ パ テ ィ ズ

（米国） 

特表2003-521859 

キヤノン 特開2002-036673 

ハネウェル・インターナ

ショナル（米国） 
特表2004-506907 

東芝 特開2004-080407 

送信出力制御手段改善 

西 裕治 特開2004-289765 

デンソー 特開平08-098253 

日本電気 特開平09-198471 

ルネサステクノロジ、ル

ネ サ ス Ｌ Ｓ Ｉ デ ザ イ ン

（共願） 

特開平11-205334 

コーニンクレッカ フィ

リップス エレクトロニ

クス（オランダ） 
特表2000-507078 

スーパーセンサー（南ア

フリカ） 
特開2000-230978 

日立国際電気 特開2000-268140 

デンソー 特開2000-298712 

ノースロップ グラマン

（米国） 
特表2003-510866 

新和工業 特開2004-048624 

東芝、東芝マイクロエレ

クトロニクス（共願） 
特開2004-054394 

送信制御の改善 

送信タイミング制御手段改善 

東芝テック 特開2004-266550 

積水化学工業 特開平07-154289 

デンソー 特開平08-086862 

タウ技研、サンキ、東和

エレックス（共願） 
特開平08-036623 

富士電機ホールディング

ス（２） 

特開平08-223078 

特開平08-223079 

チェックポイント シス

テムズ（米国） 
特表2001-511276 

東芝 特開平10-327155 

富士通 特開平11-120443 

サクサ 特開2000-155810 

コーニンクレッカ フィ

リップス エレクトロニ

クス（オランダ） 
特表2005-510097 

受信処理・応答手段改善 

セイコーエプソン 特開2005-117578 

通信制御の改善 

プロトコル改善 東芝（５） 

特開平10-268044 

特開 2000-099657 

特開 2000-113127 

特開 2000-115038 

特開 2004-206575 
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表1.4.3-10 アクセス制御・多重化技術に関する出願人と特許文献番号（4/6） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 衝突回避 

キュービック（アメリカ）

（２） 

特開2005-100424 

特開2005-136972 

イノバトロン エレクト

ロ ニ ー ク （ フ ラ ン ス ）

（２） 

特表2001-516486 

特表2001-516487 

東芝テック 特開2000-134220 

トキメック 特開2001-126037 

三菱電機 特開2003-018169 

エステーミクロエレクト

ロニクス（フランス） 
特開2004-046824 

通信制御の改善 プロトコル改善 

松下電工 特開2005-136476 

ジェムプリュス カード 

インターナショナル（フ

ランス） 

特表平08-508380 

ビーティージー・インタ

ナショナル（イギリス） 

特表2000-500932 

特表2001-525140 

日立製作所 特開平11-306299 

スーパーセンサー（南ア

フリカ） 
特開2002-064404 

活性化制御の改善 活性・非活性モード設定機能 

日本インフォメーション

シ ス テ ム 、 ベ ラ  ア イ

ディー ソリューション

ズ（米国）（共願） 

特開2005-102215 

指向性制御改善 
富士電機ホールディング

ス 
特開平09-018383 

アンテナの改善 
構成・形状・パターン・利得の改

善 
日立製作所 特開2002-123804 

タグの改善 方式改善 日立製作所 特開2001-344576 

デ ン ソ ー 、 日 本 電 信 電

話、日立製作所、ＮＥＣ

トーキン（共願） 

特開平11-203428 
ベースバンド部改善 

松下電工 特開2005-157593 

送受信部改善 

ト ム ソ ン  セ ー  エ ス 

エフ デテクシ（フラン

ス） 

特表2002-521758 

リーダライタの改善 

回路構成改善 松下電工 特開平08-320377 

 

表1.4.3-10 アクセス制御・多重化技術に関する出願人と特許文献番号（5/6） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 確実な読み書き 

畜産用電子技術研究組合 特開平06-260962 
共振回路改善 

デンソー 特開平08-180228 信号回路の改善 

ベースバンド回路改善 オムロン 特開平11-004185 

畜産用電子技術研究組合 特開平06-260965 

オムロン 特開平09-212605 

日立国際電気 特開平11-066249 
ID コード利用方式改善 

吉川ア－ルエフシステム 特開2002-183694 

応答方式の改善 

応答モード指定方式改善 
畜産用電子技術研究組合

（２） 

特開平07-074673 

特開平07-074674 
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表1.4.3-10 アクセス制御・多重化技術に関する出願人と特許文献番号（6/6） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 確実な読み書き 

応答モード指定方式改善 山武 特開平09-062809 
応答方式の改善 

タイミング制御方式改善 デンソー 特開平07-177056 

信号処理の改善 信号検出方式改善 トキメック 特開平08-221505 

複数周波数利用 送信、受信を別周波数 畜産用電子技術研究組合 特開平06-260963 

RF 送受信方式の改

善 
周波数制御・変換方式改善 横河電子機器 特開2002-048863 

ID 送信制御手段改善 日本電信電話 特開2001-092930 
送信制御の改善 

送信タイミング制御手段改善 デンソー 特開平08-223080 

受信処理・応答手段改善 デンソー 特開平08-036051 

周波数制御手段改善 畜産用電子技術研究組合 特開平06-260964 

トキメック 特開平07-254053 

日立国際電気 特開2000-020652 

山武 特開2000-091949 

エヌ・ティ・ティ・デ－

タ 
特開2000-322535 

通信制御の改善 

プロトコル改善 

松下電器産業 特開2001-358610 

アンテナの改善 指向性制御改善 デンソー 特開平08-086864 

ベースバンド部改善 オムロン 特開平11-017592 
リーダライタの改善 

方式改善 日本電気 特開平11-086056 
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（6）環境適応制御技術の課題と解決手段 

「環境適応制御技術」に関する技術開発課題に対応する解決手段の分布を図1.4.3-6に

示す。 

課題として多いのは、「品質向上／動作の安定化」の18件、「品質向上／信号伝送品質

向上」の17件と「利便性／多機能化」の18件である。上記の課題「品質向上／動作の安定

化」と「利便性／多機能化」に対する解決手段として、「制御／通信制御の改善」が多く

採られている。これに「利便性／高機能化」を加えた３つの課題と解決手段の組合せは、

「環境適応制御技術」の中で多い組合せである。 

解決手段として多いのは、「制御／通信制御の改善」、「回路／信号回路の改善」、「装置

／アンテナの改善」等である。 

 

図1.4.3-6 環境適応制御技術に関する課題と解決手段の分布 
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出願は1997年～2000年に多くが集中しており、次いで01年～03年の順である。特定の

期間に出願が集中していないものがないのは、７つの技術要素の中でこの「環境適応制御

技術」だけである。 

01年～03年に出願が集中している、新しい課題対応の解決手段と考えられるものでは、

課題「利便性／高機能化」に対する解決手段「制御／通信制御の改善」が６件である他は、

３件以下のものが分布している。 

「環境適応制御技術」の課題に対する解決手段の詳細を表1.4.3-11に示す。 

課題Ⅲで出願件数の多いものは、課題Ⅱ「信号伝送品質向上」に含まれる「確実な読

み書き」の13件、課題Ⅱ「多機能化」に含まれる「ユーザインタフェース向上」の12件、

課題Ⅱ「高機能化」に含まれる「複数システム・方式利用」の11件である。 

出願件数が一番多い「確実な読み書き」と、次に多い「ユーザインタフェース向上」

の２つを表1.4.3-11に網掛けで示すとともに、出願人と特許文献番号（公開番号または登

録番号）を表1.4.3-12に示す。 

「確実な読み書き」、「ユーザインタフェース向上」とも、全体の件数は多くないが、

解決手段は多岐にわたっている。「確実な読み書き」では30％、４件の出願が海外の出願

人によってなされ、「ユーザインタフェース向上」では36％、４件の出願がオムロンに

よってなされている。 
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表1.4.3-11 環境適応制御技術の課題に対する解決手段の詳細（1/4） 

交
信
距
離
拡
大 

不
感
地
縮
小 

干
渉
妨
害
防
止 

衝
突
回
避 

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

率
向
上
・
安
定
化 

信
号
伝
送
効
率
向

上 信
号
伝
送
品
質
向

上 課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
シ
ス
テ
ム
間 

衝
突
回
避 

安
定
な
電
力
供
給 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

RF回路改善 1 1      1

共振回路改善 1 1      1

変復調回路改善      

信号回路 

の改善 

ベースバンド回路改善 1 1      

整流回路改善      

エネルギ伝送手段改善 1      

エネルギ蓄積手段改善      

適応エネルギ供給手段改善      

電源回路 

の改善 

電圧制御手段改善       2

符号化方式改善       

多値・符号変調方式利用       

変調・符号 

方式の改善 

複数変調方式利用 1       

外部機器利用       無線方式 

の利用 近距離無線方式利用       

IDコード利用方式改善 2 3      1

応答モード指定方式改善       2

応答方式 

の改善 

タイミング制御方式改善 1       

信号演算方式改善 1      

信号検出方式改善  1     

信号処理 

の改善 

信号生成・構成方式改善       

音・超音波利用       

静電・静磁界利用       

RF波以外 

の利用 

光・赤外線利用 1      1

送信、受信を別周波数       

電力、データを別周波数       

複数アプリを別周波数       

ダイバーシティ利用 1       

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用 1       

RF伝送形態改善       

周波数制御・変換方式改善       

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
      1
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表1.4.3-11 環境適応制御技術の課題に対する解決手段の詳細（2/4） 

交
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縮
小 
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衝
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回
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率
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効
率
向

上 信
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送
品
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向
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題 
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／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
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点
回
避 
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位
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感
地 
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グ
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姿
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感
地 

タ
グ
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力
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大 
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利
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効
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書
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時
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読
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取
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通
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時
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Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

ID送信制御手段改善       
送信出力制御手段改善 1 1       1

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善       
受信処理・応答手段改善 1   1   1
周波数制御手段改善 1       
方式設定・選択手段改善       

通信制御の

改善 

プロトコル改善 1       
活性・非活性モード設定機能       活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出       1
シールド・反射板利用       
複数・多重アンテナ利用 1 1       
インピーダンス整合手段改善 1       
指向性制御改善 1 1       

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
1 1       2

アンテナ部改善       
共振部改善   1    
変復調部改善       
ベースバンド部改善       
電源部改善       
送受信部改善       
回路構成改善       
構造改善       

タグの改善 

方式改善       
アンテナ部改善       1
共振部改善       
変復調部改善       
ベースバンド部改善       1
電源部改善       
送受信部改善       
回路構成改善       

リーダライ

タの改善 

方式改善       1
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表1.4.3-11 環境適応制御技術の課題に対する解決手段の詳細（3/4） 
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ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
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回
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RF回路改善 1 1      
共振回路改善 1 1 2      
変復調回路改善      

信号回路の

改善 

ベースバンド回路改善 1      
整流回路改善 1      
エネルギ伝送手段改善      
エネルギ蓄積手段改善      
適応エネルギ供給手段改善      

電源回路の

改善 

電圧制御手段改善      
符号化方式改善      
多値・符号変調方式利用      

変調・符号

方式の改善 

複数変調方式利用      
外部機器利用      1無線方式の

利用 近距離無線方式利用      
IDコード利用方式改善 1      
応答モード指定方式改善 1      

応答方式の

改善 

タイミング制御方式改善      
信号演算方式改善 2      
信号検出方式改善 1      

信号処理の

改善 

信号生成・構成方式改善      
音・超音波利用      
静電・静磁界利用      

RF波以外の

利用 

光・赤外線利用    1  
送信、受信を別周波数      
電力、データを別周波数      
複数アプリを別周波数      
ダイバーシティ利用      

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用      
RF伝送形態改善 1 1      
周波数制御・変換方式改善      

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
1      
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表1.4.3-11 環境適応制御技術の課題に対する解決手段の詳細（4/4） 

動
作
の
安
定
化 

多
機
能
化 

高
機
能
化 

コ
ス
ト
低
減 

低
消
費
電
力
化 

課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

耐
回
路
パ
ラ
メ
ー
タ
変
化 

耐
過
電
圧
・
過
電
流
入
力 

耐
電
圧
変
動 

耐
環
境
変
動 

耐
ノ
イ
ズ
・
外
乱 

誤
動
作
防
止 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

セ
ン
サ 

接
触
と
非
接
触
に
対
応 

位
置
・
姿
勢
・
速
度
検
出 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上 

複
数
シ
ス
テ
ム
・
方
式
利
用 

小
型
軽
量
化 
回
路
・
構
成
簡
易
化 

調
整
工
数
削
減
・
量
産
性
向
上 

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
回
路 

ID送信制御手段改善      
送信出力制御手段改善 1      

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善      
受信処理・応答手段改善 1 2 3 1      
周波数制御手段改善 4      
方式設定・選択手段改善 1 1 4   1   

通信制御の

改善 

プロトコル改善 3 1      
活性・非活性モード設定機能 1      活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出      1
シールド・反射板利用      
複数・多重アンテナ利用 1 2 1      
インピーダンス整合手段改善      
指向性制御改善      1

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
1 1      

アンテナ部改善      
共振部改善 1      
変復調部改善      
ベースバンド部改善     1 
電源部改善    2  
送受信部改善      
回路構成改善 1      
構造改善      

タグの改善 

方式改善      
アンテナ部改善      
共振部改善      
変復調部改善      
ベースバンド部改善      
電源部改善      
送受信部改善 1 1      
回路構成改善 1 1      

リーダライ

タの改善 

方式改善 3      
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表1.4.3-12 環境適応制御技術に関する出願人と特許文献番号（1/2） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 確実な読み書き 

RF 回路改善 
シュネ－デル、エレクト

リック（フランス） 
特開平07-297767 

信号回路の改善 

共振回路改善 
ジェムプリュス（フラン

ス） 
特表2002-510812 

テキサス インスツルメ

ンツ ドイツチエランド

（ドイツ） 

特開平08-307308 

電源回路の改善 電圧制御手段改善 
コーニンクレッカ フイ

リップス エレクトロニ

クス（オランダ） 

特表2005-516510 

IDコード利用方式改善 松下電器産業 特許3675755 

特開平11-127093 応答方式の改善 
応答モード指定方式改善 オムロン 

特開平11-353434 

活性化制御の改善 センサ利用の状態検出 ソニー 特開2000-057276 

特許3711745 
アンテナの改善 

構成・形状・パターン・利得の改

善 
オムロン 

特開平11-316807 

アンテナ部改善 東芝 特開2004-227185 

ベースバンド部改善 日立国際電気 特開2001-177435 リーダライタの改善 

方式改善 岡村製作所 特開2004-284701 

 

表1.4.3-12 環境適応制御技術に関する出願人と特許文献番号（2/2） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ ユーザインタフェース向上 

RF 回路改善 オムロン 特許3593813 
信号回路の改善 

ベースバンド回路改善 シャープ 特開2003-242468 

応答方式の改善 IDコード利用方式改善 松下電器産業 特開平08-044914 

オムロン 特許3548751 

日立マクセル 特許3767969 受信処理・応答手段改善 

松下電器産業 特開2001-134729 

方式設定・選択手段改善 NECトーキン 特許3586848 

オムロン 特開平10-285238 

奥野 俊典、新和電子デ

バイス販売（共願） 
特開平10-340389 

通信制御の改善 

プロトコル改善 

松下電器産業 特開2000-194470 

アンテナの改善 
構成・形状・パターン・利得の改

善 
オムロン 特開平10-293828 

タグの改善 回路構成改善 凸版印刷 特開平11-296629 
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（7）タグ、リーダライタ構成技術の課題と解決手段 

「タグ、リーダライタ構成技術」に関する技術開発課題に対応する解決手段の分布を

図1.4.3-7に示す。 

課題として多いのは、「品質向上／信号伝送品質向上」の89件、「利便性／多機能化」

の80件、「品質向上／動作の安定化」の78件である。 

課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する解決手段として、「回路／信号回路の改

善」と「装置／アンテナの改善」、「装置／リーダライタの改善」が多く採られている。

「干渉対策／衝突回避」以外の課題は、その解決手段として、課題「品質向上／信号伝送

品質向上」と同じように「回路／信号回路の改善」と「装置」に含まれる解決手段の双方

を採っている。 

 

図1.4.3-7 タグ、リーダライタ構成技術に関する課題と解決手段の分布 
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高
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RF送受信方式の改善

信号回路の改善

変調・符号方式の改善

無線方式の利用

RF波以外の利用

応答方式の改善

信号処理の改善

複数周波数利用

方

式

活性化制御の改善

アンテナの改善

通信制御の改善

タグの改善

リーダライタの改善

装

置
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題
Ⅱ
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Ⅰ

解決手段Ⅰ／Ⅱ
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値 

値 値

値
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解決手段として多いのは、「装置」の中の「リーダライタの改善」、「タグの改善」、「ア

ンテナの改善」と「回路／信号回路の改善」である。 

課題と解決手段で件数が多いものは、課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する

解決手段「装置／リーダライタの改善」の27件、課題「利便性／多機能化」に対する「装

置／リーダライタの改善」の20件、課題「利便性／多機能化」に対する「装置／タグの改

善」の19件、課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する「回路／信号回路の改善」の

19件等である。 

2001年～03年に出願が集中している、新しい課題対応の解決手段と考えられるもので

は、課題「品質向上／動作の安定化」に対する解決手段「装置／リーダライタの改善」の

12件、課題「距離・エリア向上／交信距離拡大」に対する「装置／リーダライタの改善」

の７件、課題「品質向上／動作の安定化」に対する「制御／通信制御の改善」の６件、課

題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する「方式／信号処理の改善」の６件等が目立っ

ているが、上記以外１件のものも含めると広い範囲に分布している。 

「タグ、リーダライタ構成技術」の課題に対応する解決手段の詳細を表1.4.3-13に示

す。 

課題Ⅲ別で出願件数が多いものは、課題Ⅱ「信号伝送品質向上」に含まれる「確実な

読み書き」の42件、課題Ⅱ「多機能化」に含まれる「ユーザインタフェース向上」の41件、

課題Ⅱ「交信距離拡大」に含まれる「交信距離拡大」の36件、課題Ⅱ「コスト低減」に含

まれる「回路構成簡易化」の27件、課題Ⅱ「低消費電力化」に含まれる「リーダライタ回

路」の22件等である。 

出願件数が最も多い42件の「確実な読み書き」と、次に多い41件の「ユーザインタ

フェースの向上」の２つを表1.4.3-13に網掛けで示すとともに、出願人と特許文献番号

（公開番号または登録番号）を表1.4.3-14に示す。 

「確実な読み書き」に対する解決手段は多岐にわたっているが、出願件数の多いのは、

出願人10社による「複数・多重アンテナ利用」の９件である。出願は多数の企業が行って

おり、出願件数の多いのは、デンソーの６件である。 

「ユーザインタフェース向上」でも、多種の解決手段に、多数の企業が出願を行って

いる。出願件数を見るとデンソー４件、東芝３件、松下電器産業３件、日本信号３件等で

ある。 
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表1.4.3-13 タグ、リーダライタ構成技術の課題に対する解決手段の詳細（1/4） 

交
信
距
離
拡
大 

不
感
地
縮
小 

干
渉
妨
害
防
止 

衝
突
回
避 

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

率
向
上
・
安
定
化 

信
号
伝
送
効
率
向

上 信
号
伝
送
品
質
向

上 課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
シ
ス
テ
ム
間 

衝
突
回
避 

安
定
な
電
力
供
給 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

RF回路改善 2 2 1 2   1  2 1 1

共振回路改善 1 1 3      1 2

変復調回路改善    2  1 2

信号回路 

の改善 

ベースバンド回路改善 1 1 2 1   1 1  3 3

整流回路改善 1      

エネルギ伝送手段改善 1      

エネルギ蓄積手段改善 1      

適応エネルギ供給手段改善 1 1      

電源回路 

の改善 

電圧制御手段改善 1 1 1    1 1

符号化方式改善 1       

多値・符号変調方式利用     1  

変調・符号 

方式の改善 

複数変調方式利用       

外部機器利用 1 1  1     無線方式 

の利用 近距離無線方式利用       

IDコード利用方式改善 1       1

応答モード指定方式改善 1       

応答方式 

の改善 

タイミング制御方式改善       

信号演算方式改善       1

信号検出方式改善 1 1     2  2

信号処理 

の改善 

信号生成・構成方式改善   2 1   

音・超音波利用       

静電・静磁界利用       

RF波以外 

の利用 

光・赤外線利用 1 1       1

送信、受信を別周波数       

電力、データを別周波数 1       

複数アプリを別周波数    1   

ダイバーシティ利用 1 1 1       

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用 1      

RF伝送形態改善       

周波数制御・変換方式改善       

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
1       
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表1.4.3-13 タグ、リーダライタ構成技術の課題に対する解決手段の詳細（2/4） 

交
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送
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送
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解決手段Ⅱ／Ⅲ 

交
信
距
離
拡
大 

受
信
ヌ
ル
点
回
避 

タ
グ
存
在
位
置
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
添
付
物
の
姿
態
に
よ
る
不
感
地 

タ
グ
と
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
間 

隣
接
タ
グ
間 

隣
接
リ
ー
ダ
ラ
イ
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間 

隣
接
シ
ス
テ
ム
間 

衝
突
回
避 

安
定
な
電
力
供
給 

受
信
エ
ネ
ル
ギ
増
大 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
利
用 

無
効
エ
ネ
ル
ギ
輻
射
防
止 
読
み
書
き
時
間
短
縮 
読
み
取
り
率
向
上 

通
信
時
間
短
縮 

Ｂ
Ｅ
Ｒ
改
善 

Ｃ
／
Ｉ
改
善 

Ｓ
／
Ｎ
改
善 

感
度
向
上 

確
実
な
読
み
書
き 

ID送信制御手段改善       
送信出力制御手段改善 2       

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善       
受信処理・応答手段改善 1 1   1  1 1 1
周波数制御手段改善       
方式設定・選択手段改善       

通信制御の

改善 

プロトコル改善 1 1  3    3
活性・非活性モード設定機能 1 1       活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出       
シールド・反射板利用 1 1 1 1       
複数・多重アンテナ利用 5 1 3 3 3 2 1 2 1 2 1 1  1 3 1 9
インピーダンス整合手段改善 1 1       
指向性制御改善 1  1     1

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
4 1 2 1 1       1 1

アンテナ部改善 1 1 1 1       
共振部改善 3 1 1       1
変復調部改善   1  1  
ベースバンド部改善 1   1    2
電源部改善     1  
送受信部改善 1      
回路構成改善 1   1    3
構造改善 2  1     

タグの改善 

方式改善 1 1 1       
アンテナ部改善 1 3 1 1 1  1   1 3
共振部改善 1 1 1     2  1
変復調部改善 1    1  1
ベースバンド部改善 2 2 1   3 1  
電源部改善       1
送受信部改善 1 2 1 2     1 1 2
回路構成改善 1 1 2    1 3 1

リーダライ

タの改善 

方式改善 1 1   1    4
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表1.4.3-13 タグ、リーダライタ構成技術の課題に対する解決手段の詳細（3/4） 
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タ
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タ
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路 

RF回路改善 1 1 2 1 3 1 1 1    2
共振回路改善 2 1 1 2 1 1 2 2   
変復調回路改善 1 1 1 2 1 1 1   1 

信号回路の

改善 

ベースバンド回路改善 1 1 1  1    1
整流回路改善 1 1  1    
エネルギ伝送手段改善  3  1  
エネルギ蓄積手段改善 1    1  
適応エネルギ供給手段改善 3   1 1 4 

電源回路の

改善 

電圧制御手段改善 3 1 2 1      1
符号化方式改善      
多値・符号変調方式利用      

変調・符号

方式の改善 

複数変調方式利用  2    
外部機器利用 1 1      無線方式の

利用 近距離無線方式利用 1      
IDコード利用方式改善  1    
応答モード指定方式改善 1 1      

応答方式の

改善 

タイミング制御方式改善 1      
信号演算方式改善 2  1    
信号検出方式改善 2 1 2 1 4   1   1

信号処理の

改善 

信号生成・構成方式改善      
音・超音波利用      
静電・静磁界利用 2      

RF波以外の

利用 

光・赤外線利用 1 1 1  1    
送信、受信を別周波数 1      
電力、データを別周波数  1    
複数アプリを別周波数     1 
ダイバーシティ利用 1      2

複数周波数

利用 

複数変調周波数利用      
RF伝送形態改善      
周波数制御・変換方式改善      

RF送受信方

式の改善 

パワレベルモニタ・制御方式

改善 
2 1 1 1     
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表1.4.3-13 タグ、リーダライタ構成技術の課題に対する解決手段の詳細（4/4） 

動
作
の
安
定
化 

多
機
能
化 

高
機
能
化 

コ
ス
ト
低
減 

低
消
費
電
力
化 

課 

題 

Ⅱ 

／ 

Ⅲ 

解決手段Ⅱ／Ⅲ 

耐
回
路
パ
ラ
メ
ー
タ
変
化 

耐
過
電
圧
・
過
電
流
入
力 

耐
電
圧
変
動 

耐
環
境
変
動 

耐
ノ
イ
ズ
・
外
乱 

誤
動
作
防
止 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

セ
ン
サ 

接
触
と
非
接
触
に
対
応 

位
置
・
姿
勢
・
速
度
検
出 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
向
上 

複
数
シ
ス
テ
ム
・
方
式
利
用 

小
型
軽
量
化 
回
路
・
構
成
簡
易
化 

調
整
工
数
削
減
・
量
産
性
向
上 

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ
回
路 

タ
グ
回
路 

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
回
路 

ID送信制御手段改善      
送信出力制御手段改善 1      1

送信制御の

改善 

送信タイミング制御手段改善 1      
受信処理・応答手段改善 1 2 1 1    1  
周波数制御手段改善 1      
方式設定・選択手段改善      

通信制御の

改善 

プロトコル改善 2 1  1  1  1
活性・非活性モード設定機能 1    1  1活性化制御

の改善 センサ利用の状態検出 1 1     1 3
シールド・反射板利用 1 1      
複数・多重アンテナ利用 2 1 2 3 1  1    
インピーダンス整合手段改善 1 1  1    
指向性制御改善 1      

アンテナの

改善 

構成・形状・パターン・利得

の改善 
2 1 3  1 1   

アンテナ部改善 1 2 1   1 
共振部改善 3 2 1 1 2     
変復調部改善 1  2    
ベースバンド部改善 1 1 2 2 1 1 1 1    
電源部改善 1 2 1 2 2      
送受信部改善 1 1   1 3 
回路構成改善 1 1 1 1 2    1 2
構造改善 4      

タグの改善 

方式改善 2     2 
アンテナ部改善 2 1 1 1      1
共振部改善 1 2      1
変復調部改善 1 1 2      
ベースバンド部改善 1 4 1 1 1  1    2
電源部改善 1  1    1
送受信部改善 1 1 1 1      3
回路構成改善 3 1 1 1 1  1    

リーダライ

タの改善 

方式改善 1 3 3  1    
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表1.4.3-14 タグ、リーダライタ構成技術に関する出願人と特許文献番号（1/4） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 確実な読み書き 

共振回路改善 デンソー（２） 
特開2000-222531 

特開2000-227947 

三菱重工業 特開平07-325996 

変復調回路改善 東芝、東芝マイクロエレ

クトロニクス 
特開2004-349841 

センサーマティック・エ

レクトロニクス（米国） 
特開平08-241472 

NECインフロンティア 特開平11-355360 

信号回路の改善 

ベースバンド回路改善 

松下電器産業 特許3580770 

電源回路の改善 電圧制御手段改善 デンソー 特開2000-348147 

応答方式の改善 IDコード利用方式改善 東芝 特開平11-328328 

信号演算方式改善 東海理化電機製作所 特開平09-142257 

信号処理の改善 
信号検出方式改善 日立国際電気 

特開2003-304174 

特開2003-304175 

RF波以外の利用 光・赤外線利用 沖電気工業 特許3637135 

受信処理・応答手段改善 トキメック 特許3369686 

山武 特開平08-068854 

松下電器産業 特開2002-175502 通信制御の改善 
プロトコル改善 

NECコンピュータテクノ 特開2004-199445 

トキメック 特開平08-022514 

住友電気工業 特開平08-050175 

オーテック電子 特開平08-272919 

オムロン 特開平10-107709 

トキメック、松下電器産

業（共願） 
特開平10-208005 

デンソー（２） 
特開平11-110686 

特開2001-034720 

日立国際電気 特開2000-278170 

複数・多重アンテナ利用 

京セラケミカル、朝日麦

酒、東芝ソリューション

（共願） 

特開2001-153948 

指向性制御改善 三菱電機 特開平09-307476 

アンテナの改善 

構成・形状・パターン・利得の改

善 
松下電器産業 特開2005-136570 

オムロン 特開平08-293821 
ベースバンド部改善 

沖電気工業 特開平09-251076 

神鋼電機 特開平10-173570 

デンソー 特開2001-119319 

タグの改善 

回路構成改善 

三協精機製作所 特開2002-140670 

オムロン 特開平10-093486 

アンテナ部改善 
東芝テック（２） 

特開2005-167408 

特開2005-167409 
リーダライタの改善 

共振部改善 山武 特開平11-031201 
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表1.4.3-14 タグ、リーダライタ構成技術に関する出願人と特許文献番号（2/4） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ 確実な読み書き 

電源部改善 三菱電機 特開平10-051352 

山武 特開平11-053489 

NECインフロンティア 特開平11-353431 リーダライタの改善 
方式改善 

日本信号（２） 
特開2000-149072 

特開2000-311218 

 

表1.4.3-14 タグ、リーダライタ構成技術に関する出願人と特許文献番号（3/4） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ ユーザインタフェース向上 

RF 回路改善 セガ 特許3692548 

高見沢サイバネティック

ス 
特開平07-121747 

共振回路改善 

小南 昌信 特開2005-057556 

テ ィ エ ス エ ス  ト ラ

フ ィ ッ ク  ス ー パ ー ビ

ジョン システムズ（デ

ンマーク） 

特表2003-527754 
変復調回路改善 

シーメンス（ドイツ） 特表2004-516989 

信号回路の改善 

ベースバンド回路改善 神鋼電機 特開平10-040346 

無線方式の利用 外部機器利用 シャープ 特開2002-246947 

応答モード指定方式改善 松下電工 特許3608233 
応答方式の改善 

タイミング制御方式改善 横河電子機器 特開2000-252856 

静電・静磁界利用 富士ゼロックス（２） 
特開2005-025452 

特開2005-025453 RF波以外の利用 

光・赤外線利用 東芝テック 特開2000-163529 

受信処理・応答手段改善 東芝 特開2000-057393 

通信制御の改善 
プロトコル改善 

安全交通試験研究センタ

－、マイクロ・トーク・

システムズ（共願） 

特開平08-191853 

シールド・反射板利用 セイコープレシジョン 特開2005-134958 

松下電器産業（２） 
特開平10-021351 

特開2001-101369 複数・多重アンテナ利用 

デンソー 特開2002-342721 

テルヤ 特開平11-353444 

デンソー 特許3478151 

アンテナの改善 

構成・形状・パターン・利得の改

善 
セイコープレシジョン 特開2005-084781 

変復調部改善 小林無線 特開2000-049655 

ベースバンド部改善 東芝 特開2004-078363 

三菱プレシジョン 特開平10-302038 
電源部改善 

デンソー 特開平11-355176 

送受信部改善 横河電機 特開平06-232781 

回路構成改善 松下電器産業 特開平09-114945 

日立マクセル（２） 
特開2000-155827 

特許3569256 

東芝 特開2000-339423 

タグの改善 

構造改善 

三菱マテリアル 特許3570512 
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表1.4.3-14 タグ、リーダライタ構成技術に関する出願人と特許文献番号（4/4） 

課題Ⅲ
解決手段Ⅱ／Ⅲ ユーザインタフェース向上 

アンテナ部改善 デンソー 特許3582403 
オムロン 特開平06-291703共振部改善 
凸版印刷 特開2000-048137

変復調部改善 日本信号 特開2004-072174

ベースバンド部改善 日本信号 特開平08-016856 

送受信部改善 トミー 特開2004-343393

回路構成改善 日本信号 特開2004-072175
三菱電機 特開平09-274078

リーダライタの改善 

方式改善 デンソーウェーブ（２） 特開2004-157744 

特開2004-157745 
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1.5.1 注目される特許の抽出 

ここでは、本チャートが対象とする特許等において、①出願人自身により引用された文

献公知発明、②特許公報・公告公報上に参考文献として掲載された特許文献、および③特

許庁審査官の拒絶理由通知書に記載された先行技術文献の中で、引用頻度が高い特許・実

用新案（外国特許および1993年以前の出願を含む）を紹介する。 

特許の引用関係を分析することは、その技術を評価する一つの尺度とすることができる。

被引用回数が多いものは、基本的な技術であり広い技術の基礎となっている可能性がある。

また、引用の関連を調査することでその基礎技術がどのような技術に展開されているか、

どのような企業に利用されているかを知ることもできる。 

以上の趣旨から、特許明細書内で先行技術文献として引用されている、あるいは審査官

によって引用されている特許出願についてその引用回数を調査し、多く引用されたもの（被

引用回数３回以上）で、権利存続中の特許・実用新案または係属中の特許・実用新案を注

目される特許としてまとめた。その結果を表1.5.1に示す。被引用回数のうち、引用出願人

と被引用出願人に同一出願人を含む場合を自社引用とし、同一出願人を含まない引用を他

社引用として区別している。 

被引用上位出願については、１位の特公平07-032368を除いて自社引用よりも他社引用が多

くなっている。 

 

1.5 注目される特許 
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表 1.5.1 注目される特許リスト（1/11） 

No 

被引用特許文献

番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

(対応日本特許) 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の

出願人 
概要 

１ 特公平07-032368 

オムロン 

データ通信装置 

87.12.09 

19 19  オムロン（19） タグにクロック弁別回路を設け、クロック発生器、

PLLを不要とし消費電力を減らすことで、交信距離

を拡大する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 特開平09-062816 

三菱電機 

非接触ＩＣカー

ドおよびこれを

含む非接触ＩＣ

カードシステム 

94.10.06 

 

11  11 日立製作所（4）、

松 下 電 器 産 業

（2）、 

NEC ト ー キ ン

（1）、 

エステーミクロ

エレクトロニク

ス（フランス）

（1）、 

ソニー（1）、 

日 立 国 際 電 気

（1）、 

山武（1） 

タグアンテナ共振回路で検出されたレベルに従っ

て、タグアンテナ共振回路のクオリティファクタ

Ｑを変え、入力される受信信号レベルを適切な値

に調整することで、タグとリーダライタの距離が

変化しても信号の安定な品質を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ EP0750200 

AT&T（米国） 

無線通信システ

ム 

95.06.19 

（特許3356371） 

６  ６ ルーセント テ

ク ノ ロ ジ ー ズ

(米国)（6） 

タグのバックスキャッタ変調器により受信信号か

ら送信信号を生成することで、タグからリーダラ

イタへのデータレートを大きくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 特許2881381 

タウ技研 

タグ認識方法お

よびタグ認識シ

ステム 

94.07.25 

６  ６ 吉川アールエフ

システム（2）、

オムロン（1）、

サクサ（1）、 

シーメンス（ド

イツ）（1）、 

デンソー（1） 

IDコードの各ビットの反応の有無を順次検出、反

応がないタグに休止命令を送ることで、全てのID

コードを検出する。 
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表1.5.1 注目される特許リスト（2/11） 

No 

被引用特許文献

番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

(対応日本特許) 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の

出願人 
概要 

５ 特許2529436 

三菱電機 

非接触型ＩＣカ

ードシステム 

89.12.28 

５  ５ 日本航空電子工

業（2）、 

日立製作所、日

立マクセル（共

願）（2）、 

シ チ ズ ン 時 計

（1） 

薄膜技術により形成した薄膜コイルをN個絶縁ベ

ース上に配置し、Nビットのパラレルデータ伝送を

行う非接触型ICカード。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 特許2747395 

三菱電機 

非接触ＩＣカー

ド、非接触ＩＣ

カードリーダラ

イタ及びデータ

伝送方法 

92.07.20 

５  ５ ケンウッド（1）、

大日本印刷（1）、

松 下 電 器 産 業

（1）、 

バイオ メディ

ックス データ

システムズ（米

国）（1）、 

ルネサスＬＳＩ

デザイン、 

ルネサステクノ

ロジ（共願）（1）

データ１ビットに対応する送信電波の幅Ｔ4をデ

ータ１ビット幅Ｔ5より小さくする事で、データが

“０”から“１”に変わる際の、アンテナ内の自

由振動の影響を除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 特開

2000-163523 

日立製作所 

非接触ＩＣカー

ドリーダライタ

装置 

98.11.26 

５  ５ 松 下 電 器 産 業

（5） 

ＩＣカードからの搬送波信号の振幅をフィードバ

ック信号としてリーダライタの電力供給波の振幅

をコントロールすることで上記ＩＣカードへの過

多な電力供給を避ける。 
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表1.5.1 注目される特許リスト（3/11） 

No 

被引用特許文献

番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

(対応日本特許) 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の

出願人 
概要 

８ 特開平

08-185497 

ソニー 

ＩＣカード 

94.12.28 

４ １ ３ ソニー（1）、 

日立製作所（1）、

レジ オートノ

ム デ トラン

スポ－ル パリ

ジャン（フラン

ス）（1）、 

ローム（1） 

共振回路の出力を整流するＰＮＰトランジスタの

共振回路と接続されていない端子の電位を所定の

基準レベルとすることで、ダイオードとしてのＰ

ＮＰトランジスタを、ＣＭＯＳ上に構成し小型化

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 特開平

10-126318 

オムロン 

非接触媒体およ

び非接触伝送シ

ステム 

96.10.11 

４ １ ３ オムロン（1）、

ソニー（1）、 

デンソー（1）、

三菱マテリアル

（1） 

出力波形が所定値よりも低い場合、タグの重なり

であると検知し、リーダライタ共振回路のコンデ

ンサの組み合わせを変えることで、衝突回避する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 特開

2001-307032 

松下電器産業 

携帯端末 

00.04.27 

４  ４ ソニー（4） リーダライタのアンテナ、ホストコンピュータに

通信を行うアンテナ、非接触充電を行うためのコ

イルを、同じアンテナで行うことで、小型化する。
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表1.5.1 注目される特許リスト（4/11） 

No 

被引用特許文献

番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

(対応日本特許) 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の

出願人 
概要 

８ 特開

2002-279362 

日立国際電気 

非接触ＩＣカー

ドシステムおよ

びループアンテ

ナ 

01.03.22 

４ ２ ２ 日 立 国 際 電 気

（2）、 

松 下 電 器 産 業

（2） 

ループアンテナのループ面の方向が、ＩＣカード

の付された物品の動きに伴って変化するようにル

ープアンテナ１２を支持することで、不感地を縮

小する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 WO97034250 

ジェムプリュス 

（フランス） 

DEVICE FOR 

CONTACTLESS 

DATA EXCHANGE 

WITH AN 

ELECTRONIC 

LABEL 

96.03.12 

３  ３ エステーミクロ

エレクトロニク

ス（フランス）

（3） 

タグ（ラベル）からの低周波変調信号の振幅を測

定し、タグの距離を検出する。 

12 WO98029760 

ジェムプリュス 

(フランス) 

アンテナと周波

数離調回路を備

えた電波工学ト

ランスポンダ 

96.12.27 

（特表

2001-507451） 

３  ３ エステーミクロ

エレクトロニク

ス（フランス）

（3） 

タグP1に対しリーダライタのアンテナのインピー

ダンスをミスマッチさせ、タグP1の電力の吸収を

少なくさせ、タグP1の近くに位置する別のタグに、

十分な電力を供給することで衝突回避する。 
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表1.5.1 注目される特許リスト（5/11） 

No 

被引用特許文献

番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

(対応日本特許) 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の

出願人 
概要 

12 特公平

07-032369 

オムロン 

データ通信装置 

87.12.09 

３ ２ １ オムロン（1）、

鈴木 務、オム

ロン（共願）（1）、

シ チ ズ ン 時 計

（1） 

タグにクロック弁別回路を設け、クロック発生器、

PLLを不要とし消費電力を減らすことで、交信距離

を拡大する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特許2705076 

ソニー 

反射型送信装置 

88.01.14 

３  ３ 鈴木 建一（1）、

日本ドライケミ

カル（1）、 

ルーセント テ

ク ノ ロ ジ ー ズ

（米国）（1） 

タグにおいて送信データでアンテナのインピーダ

ンスを変え、入射電波を変調して反射波として再

放射することで、低消費電力、小型化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特許2589171 

本田技研 

車両盗難防止装

置 

88.12.10 

３  ３ マツダ（3） ２系列の電子的コードを照合し、エンジンを始動

可能とする車両盗難防止装置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特許2714563 

東海金属 

識別標識 

89.01.25 

３  ３ キューピー、セ

ンサーテクノス

（共願）（1）、 

センサーテクノ

ス（1）、 

日立製作所（1）

すくなくとも２つの異なる共振周波数の共振回路

を備え、その組み合わせによりタグを特定する。
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表1.5.1 注目される特許リスト（6/11） 

No 

被引用特許文献

番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

(対応日本特許) 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の

出願人 
概要 

12 特許2855748 

日本自動車部品

総合研究所 

タグ通信システ

ム 

90.02.15 

３  ３ デンソー（1）、

凸版印刷（1）、

トヨタ自動車、

豊田中央研究所

（1） 

タグがリーダライタの識別領域内に進入するとタ

グに識別番号を付与し、識別番号に基づき通信を

行うことで衝突回避を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特許2632078 

シャープ 

移動体識別シス

テムに用いられ

る応答装置 

90.10.01 

３  ３ テキサス イン

ス ツ ル メ ン ツ

ドイチェランド

（ドイツ）（1）、

双 葉 電 子 工 業

（1）、 

ヨコオ（1） 

リーダライタからの質問信号をタグ固有のコード

に従い変調して応答信号としてアンテナから反射

することで、タグの低消費電力化を実現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特許2894002 

デンソー 

電子荷札の質問

装置 

91.06.06 

３  ３ オムロン（2）、

東研（1） 

周波数、タイミングを変えたリーダライタを多数

配置することで不感地を縮小する。 
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表1.5.1 注目される特許リスト（7/11） 

No 

被引用特許文献

番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

(対応日本特許) 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の

出願人 
概要 

12 特許3082440 

デンソー 

移動体識別装置 

92.06.25 

３ ２ １ デンソー（2）、

三菱重工業（1）

各アンテナの発振周波数を狭い周波数領域に割り

当てると共に、隣り合ったアンテナの質問信号の

タイミングをずらすことで、干渉を防ぐ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特許3153032 

カンセイ 

エンジン始動装

置 

93.02.05 

３  ３ マツダ（3） 自動車の鍵にICタグとそれとは別の無線よるIDコ

ード送信部を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特許3409354 

オムロン 

データ通信装置

及びデータ通信

方法 

93.02.26 

３ １ ２ オムロン（1）、

ソニー（1）、 

日 立 国 際 電 気

（1） 

リーダライタの複数アンテナを同一の信号で駆動

し、磁束がICタグ内で加算されるようにすると共

に、複数アンテナの出力を加算することで交信距

離を拡大する。 
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表1.5.1 注目される特許リスト（8/11） 

No 

被引用特許文献

番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

(対応日本特許) 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の

出願人 
概要 

12 特許3010119 

アナトーリ ス

トーベ（ドイツ） 

応答装置のため

の読取装置 

93.05.17 

３  ３ シーメンス（ド

イツ）（1）、 

デンソー（1）、

ローム（1） 

リーダライタに自動的に動作する同調ユニットを

設け、これによって、リーダライタのアンテナ振

動回路を設定の共振周波数に自動的に調整し、交

信距離を拡大する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特開平

07-193516 

テキサス イン

スツルメンツ 

ドイチェランド

（ドイツ） 

自動アンテナ同

調方法及びその

回路構成 

93.06.28 

３  ３ デンソー（3） リーダライタの送信信号とアンテナ共振周波数と

の間の周波数差に対する位相相関信号を生成し、

その信号に基づきアンテナ共振回路の共振周波数

を対応的に調整し、最大の電界強度で送信できる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特許3690832 

エヌシーアール 

インターナショ

ナル（米国） 

無線通信システ

ム 

94.03.04 

３  ３ ルーセント テ

ク ノ ロ ジ ー ズ

（米国）（3） 

タグで周波数サブキャリアにより、受信信号から

応答信号を生成、送信する、タグ、リーダライタ

にそれぞれサブキャリア変・復調用の水晶発信機

を設け、信頼性を得る。 
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表1.5.1 注目される特許リスト（9/11） 

No 

被引用特許文献

番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

(対応日本特許) 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の

出願人 
概要 

12 特許3529159 

東京電波 

無線式識別装置 

94.05.20 

３  ３ サクサ（1）、 

竹田 晴見（1）、

松 下 電 器 産 業

（1） 

IDコードのn桁掛けるX個の共振素子をリーダライ

タに用意することで、nのX乗種類のIDコードを誤

り無く識別する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特開平

07-321697 

ローム 

高周波タグおよ

びこれを利用し

た情報交換シス

テム 

94.05.27 

３  ３ 沖電気工業（1）、

シーメンス（ド

イツ）（1）、 

富士通（1） 

タグに同調コンデンサの容量調整回路を設け、製

造時のばらつきを補償、さらに温度センサを設け

ることで、温度変化の双方に影響されず同調周波

数を最適に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特許3543413 

松下電工 

移動体識別装置 

94.07.26 

３  ３ エ イ チ  ア イ

ディー（米国）

（2）、 

ソニー（1） 

2値化データを１つの単位中において０より１の

数を多くした符号列に変換することで、Ｈレベル

の送信を増やし、リーダライタからタグへの電力

供給の効率をあげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特許2626882 

オーテック電子 

非接触カードリ

ーダ 

95.03.22 

３  ３ エスコート・メ

モリー・システ

ムズ（米国）（1）、

日立製作所、日

立国際電気（共

願）（1）、 

松 下 電 器 産 業

（1） 

リーダライタの背面の適切な位置に金属板を配置

することで、周辺金属の影響と背面からのタグデ

ータの盗聴を防止する。 
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表1.5.1 注目される特許リスト（10/11） 

No 

被引用特許文献

番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

(対応日本特許) 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の

出願人 
概要 

12 特許3528367 

ソニーケミカル 

リーダ・ライタ

用アンテナ 

95.09.30 

３  ３ デンソー（1）、

デンソーウェー

ブ、吉川ア－ル

エ フ シ ス テ ム

（共願）（1）、 

日 立 国 際 電 気

（1） 

リーダライタの送信アンテナを逆極性の磁界を発

生する２つのループコイルで構成し、受信アンテ

ナをその間に配置することで、送受信の干渉を防

ぐ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特開平

11-025369 

ユニパルス 

タグ検出方法及

び物品監視装置 

97.06.30 

３  ３ 富士ゼロックス

（3） 

リーダライタで受信信号を半周期ごとに32回加

算、これの８回分の差分を判定基準とすることで、

信頼性の高いタグ検出を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特開

2002-325013 

三菱マテリアル 

アンテナコイル 

01.04.26 

３  ３ ソニー（3） 磁芯部材を軟磁性金属、アモルファス、フェライ

トの粉末、プラスチック、ゴムの複合材で構成す

ることで機械的強度を有し、比較的高い周波数で

使用出来るアンテナコイルを得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 特許3143123 

マイクロン テ

クノロジー（米

国） 

デュアルモード

電子識別システ

ム 

90.11.06 

３  ３ インターナシヨ

ナル ビジネス

マシーンズ（米

国）（1）、 

日立電子サービ

ス（1）、 

松 下 電 器 産 業

（1） 

質問信号がある場合はパッシブ動作し、無い場合

は内蔵バッテリーによりIDビーコン信号を送信す

るタグ。 
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表1.5.1 注目される特許リスト（11/11） 

No 

被引用特許文献

番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

(対応日本特許) 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社

特

許

数 

引用した特許の

出願人 
概要 

12 特許3314873 

サイエンティフ

ィック ジェネ

リックス（イギ

リス） 

遠隔読取可能デ

ータ記憶器及び

装置 

91.01.04 

３  ３ 凸版印刷（2）、

大日本インキ化

学工業（1） 

磁歪性素子と前記磁歪性素子にバイアスをかけ、

そのかけられた呼掛交番磁界に呼応してその素子

が所定周波数で共振を起こさせる磁気バイアスフ

ィールド生成手段を備えることを特徴とするデー

タ記憶器。 
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1.5.2 注目される特許の課題と解決手段 

表1.5.1に掲げた特許を、横軸に課題、縦軸に解決手段をとったマトリクスにマッピン

グしたものを表1.5.2に示す。 

課題別でみた引用回数が多いものは、「交信距離拡大」の28回、「信号伝送品質向上」の
20回、「衝突回避」の16回、「高機能化」の14回である。 
一方、解決手段別でみた引用回数が多いものは、「タグの改善」の44回、「リーダライタ

の改善」の13回、「アンテナの改善」の10回という「装置」の改善に関するものと、「通信
制御の改善」の13回、「送信制御の改善」の11回という「制御」の改善に関するものであ
る。 
 

表1.5.2 ICタグ情報伝送技術に関する注目される特許の 

課題と解決手段および被引用回数(1/2) 
 課題 

解決 

手段 

交信距離

拡大 

不感地縮

小 

干渉妨害

防止 

衝突回避 エネルギ

伝送効率

向上・安

定化 

信号伝送

効率向上

信号伝送

品質向上

動作の安

定化 

多機能化 高機能化 低消費電

力化 

件数 

・ 

被 引 用

回数 

信 号 回

路 の 改

善 

      特開平09

-062816

（三菱電

機） 

[11回] 

    １件 

 

11回 

変 調 ・

符 号 方

式 の 改

善 

    特許 

3543413

（松下電

工） 

[３回] 

特許 

2747395

（三菱電

機） 

[５回] 

     ２件 

 

８回 

無 線 方

式 の 利

用 

         特許 

3153032 

（カンセ

イ） 

[３回] 

 １件 

 

３回 

応 答 方

式 の 改

善 

   特許 

2881381 

（タウ技

研） 

[６回] 

       １件 

 

６回 

信 号 処

理 の 改

善 

      特開平11

-025369

（ユニパ

ルス） 

[３回] 

 WO 

97034250

（ Gemplu

s） 

[３回] 

  ２件 

 

６回 

複 数 周

波 数 利

用 

         特許 

3143123 

（ Micron

） 

[３回] 

 １件 

 

３回 

RF 送 受

信 方 式

の改善 

      特許 

3690832

（NCR）

[３回] 

    １件 

 

３回 

送 信 制

御 の 改

善 

 特許 

2894002 

（デンソ

ー） 

[３回] 

特許 

3082440 

（デンソ

ー） 

[３回] 

 特開2000

-163523

（日立製

作所） 

[５回] 

      ３件 

 

11回 



 148 

表 1.5.2 IC タグ情報伝送技術に関する注目される特許の 

課題と解決手段および被引用回数(2/2) 
 課題 

解決 

手段 

交信距離

拡大 

不感地縮

小 

干渉妨害

防止 

衝突回避 エネルギ

伝送効率

向上・安

定化 

信号伝送

効率向上

信号伝送

品質向上

動作の安

定化 

多機能化 高機能化 低消費電

力化 

件数 

・ 

被 引 用

回数 

通 信 制

御 の 改

善 

特許 

3010119 

（アナト

ー リ  ス

ト ー ベ

（ ド イ

ツ）） 

[３回] 

  特開平10 

-126318 

（オムロ

ン） 

[４回] 

 

WO 

98029760 

（ Gemplu

s） 

[３回] 

 

特許 

2855748 

日本自動

車部品総

合研究所 

[３回] 

       ４件 

 

13回 

ア ン テ

ナ の 改

善 

特許 

3409354 

（オムロ

ン） 

[３回] 

 

 

特開2002 

-279362 

（日立国

際電気） 

[４回] 

   特許 

3528367

（ソニー

ケ ミ カ

ル） 

[３回] 

     ３件 

 

10回 

タ グ の

改善 

特公平07 

-032368 

（オムロ

ン) 

[19回] 

 

特公平07 

-032369 

（オムロ

ン） 

[３回] 

特許 

2714563 

（東海金

属） 

[３回] 

   EP 

750200 

（ AT&T

（米国））

[６回] 

 

 

 

 特開平07

-321697

(ローム)

[３回] 

 特開平08 

-18549 

（ ソ ニ

ー） 

[４回] 

特許 

2705076 

（ ソ ニ

ー） 

[３回] 

 

特許 

2632078 

（シャー

プ） 

[３回] 

８件 

 

44回 

リ ー ダ

ラ イ タ

の改善 

    特開平07

-193516

（TI） 

[３回] 

 特許 

3529159

（東京電

波） 

[３回] 

 特許 

2626882

（オーテ

ッ ク 電

子） 

[３回] 

特開2001 

-307032 

（松下電

器産業） 

[４回] 

 ４件 

 

13回 

件数 

・ 

被 引 用

回数 

４件 

 

28回 

３件 

 

10回 

１件 

 

３回 

４件 

 

16回 

３件 

 

11回 

３件 

 

14回 

４件 

 

20回 

１件 

 

３回 

２件 

 

６回 

４件 

 

14回 

２件 

 

６回 

 

 
注） NCR：エヌシーアール インターナショナル（米国） 

 TI：テキサス インスツルメンツ ドイチェランド（ドイツ） 

 Gemplus：ジェムプリュス（フランス） 

 Micron：マイクロン テクノロジー（米国） 
 



 149 

1.5.3 注目される特許の関連図 

被引用回数が19回で最多の特公平07-032368（オムロン）と、11回で２番目に多い特開

平09-062816（三菱電機）の被引用関連図を、それぞれ図1.5.3-1および図1.5.3-2に示す。 

特公平07-032368（オムロン）では一次引用19件はすべて自社によるものであるが、二

次引用は10件が他社、１件が自社である。また二次引用は92年出願のものまでなされてい

る。以上のことから２次引用の広がりに注目すべきであるので被引用関連図にした。 

特公平07-032368（オムロン）は、タグにクロック弁別回路を設けて、クロック発生器

とPLLを不要とし、消費電力を減らすことで、交信距離を拡大するというものである。 

一次引用はすべて自社引用で、オムロンのパッシブタグにとって重要な特許であると考

えられる。1997年に出願の11件に引用されているが、これは97年にオムロンが出願した特

許の半数に当たる。二次引用では自社引用が１件、他社引用が10件となっており、松下電
器産業によるものが５件ある。 

特開平09-062816（三菱電機）は、タグアンテナ共振回路で検出されたレベルに従って、

タグアンテナ共振回路のクオリティファクタＱを変え、入力される受信信号レベルを適切

な値に調整することで、タグとリーダライタの距離が変化しても信号の安定な品質を確保

するというものである。一次引用、二次引用とも自社引用はなく、一次引用は７社によっ

てなされている。 
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図1.5.3-1 特公平07-032368の引用―被引用特許関連図（1/2） 
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クトロニクス(フラン
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非接触チップカ－ド
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山武
特許3179375
非接触デ－タ送受
信方法およびその
装置

オムロン(自社) 特開平10-293828
データキャリア、コ
イルモジュール、
リーダライタ及び衣
服データ取得方法

特許3593813
識別システム

特開平10-293824
識別システム及び
デ－タ読取装置

特開平10-233718
識別システム、通信
システム及びデータ
キャリア

特開平10-285238
リーダライタ及び識
別システム

特許3528492
非接触識別システ
ム及び麻雀牌識別
システム

一次引用

二次引用

特開平10-107709
識別システムの書
込／読出制御ユ
ニット

特開平11-127093
非接触識別システ
ム、データキャリ
ア、リーダ及び非接
触データ通信方法

特開平10-261983
非接触識別システ
ム、リーダライタ及
びデータキャリア

特開平08-293821
非接触通信システ
ム及びデータキャリ
ア

特開平10-051361
非接触デ－タ通信
システム

特開平10-285087
データキャリア及び
識別システム

特開平10-229356
データキャリア及び
識別システム

特開平08-116290
非接触通信装置及
びこれに用いられる
データキャリア

特許3451506
データキャリア

特開平10-032526
識別システム

特開平10-294684
データ伝送装置

特許3584332
非接触識別システ
ム

87 94 95 96 　　　　97（出願年）

特公平07-032368
オムロン
データ通信装置
技術要素
課題
解決手段
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図 1.5.3-1 特公平 07-032368 の引用―被引用特許関連図（2/2） 
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松下電工 デンソ－ デンソ－ウェ－ブ 松下電器産業 松下電器産業 松下電工

特開2000-196510
機器組み込み用の
電磁誘導方式の通
信用回路及びそれ
を用いた情報機器

特開2000-348147
IDタグ用送受信装
置

特開2001-312701
非接触式ICカード
用リーダライタの通
信方法

特許3675755
非接触通信システ
ム及びこれに使用
するデ－タキヤリア

特開2004-088506
リーダライタ

特開2005-136476
ICカードリーダ装置

松下電器産業 松下電器産業
特開2001-101369
RFタグ

特許3675755
非接触通信システ
ム及びこれに使用
するデータキャリア

松下電器産業
特許3642230
BPSK復調装置

オムロン(自社)

特許3584335
データキャリア及び
リ－ダ

特開平11-353434
非接触識別システ
ム、アクセス方法及
びレジシステム

一次引用

二次引用

98 99 00 01 02 　　　03（出願年）
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図 1.5.3-2 特開平 09－062816 の引用―被引用特許関連図 
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タおよび非
接触ＩＣカー
ド
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3115843
ICカードシ
ステム

NECト－キ
ン

松下電器
産業

特開平11-
085922
ICカード識
別システム

特開2001-
101369
RFタグ

日立製作
所 ソニー
特開平11-
032452
リーダまた
は／および
ライタ装置

特許
3632894
アンテナ装
置及びカー
ド状記憶媒
体

山武

エステ－ミ
クロエレクト
ロニクス（フ
ランス）

日立製作
所

松下電器
産業

特許
3205260
非接触
データ送受
信方法およ
びその装
置

特開平11-
032451
電力伝送
システム及
び電力伝
送・通信シ
ステム並び
にリーダま
たは／およ
びライタ装
置

特開2000-
341884
非常に密な
結合で動
作する電磁
トランスポ
ンダ

特開2002-
334310
非接触IC
カード及び
そのアンテ
ナ共振回
路の調整
方法

特開2005-
208753
非接触IC
カード通信
装置

一次引用

二次引用

94 96 97 98 99 00 01 　04（出願年）

特開平09-062816
三菱電機
非接触ＩＣカードおよびこれを含む非接
触ＩＣカードシステム
技術要素
課題
解決手段



  
  

２. 主要企業、大学・公的研究機関等の

特許活動 

 

 

 

 

 

 

2.1 松下電器産業 

2.2 東芝 

2.3 デンソー 

2.4 日立国際電気 

2.5 オムロン 

2.6 ソニー 

2.7 コーニンクレッカ フィリップス 

 エレクトロニクス（オランダ） 

2.8 トキメック 

2.9 日本信号 

2.10 松下電工 

2.11 三菱電機 

2.12 日立製作所 

2.13 吉川アールエフシステム 

2.14 シャープ 

2.15 日本電信電話 

2.16 凸版印刷 

2.17 NEC トーキン 

2.18 大日本印刷 

2.19 日立マクセル 

2.20 ブラザー工業 

2.21 科学技術振興機構 

2.22 主要企業等以外の特許番号一覧 
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ICタグ情報伝送技術に対する出願件数の多い企業と大学・公的研究機関について、企業ご

とに企業概要、製品例、技術開発の分析を行う。 

1993年１月から03年12月までに出願されたICタグ情報伝送技術関連の特許および実用新案

は1,558件であり、そのうち主要企業20社の出願件数は844件と、全体の54％を占めている。

登録件数は主要企業20社が104件で登録の割合は57％、その他は77件である。登録となった特

許はすべてを概要とともに掲載した。 

なお、開発拠点については、公報に記載の発明者の住所を参考にした。経過情報について

は、2006年１月末の状況を掲載しており、最近特許になったものは特許番号のみを表示して

いる。 

表2-1にICタグ情報伝送技術に対する出願件数の多い企業を示す。 

 

表2-1 ICタグ情報伝送技術の主要出願人 

出願人 出願件数 出願人 出願件数 

松下電器産業 121 三菱電機 32 

東芝 91 日立製作所 31 

デンソー 63 吉川ア－ルエフシステム 29 

日立国際電気 57 シャープ 28 

オムロン 49 日本電信電話 28 

ソニー 48 凸版印刷 24 

コーニンクレッカ フイリッ
プス エレクトロニクス（オ
ランダ） 

43 
ＮＥＣトーキン 

22 

トキメック 41 大日本印刷 22 

日本信号 37 日立マクセル 22 

松下電工 35 ブラザー工業 21 

 

大学・公的研究機関の出願は1997年の科学技術振興機構の１件のみであった。 

 

 

２．主要企業、大学・公的研究機関等の
特許活動 

 

IC タグ情報伝送技術の出願件数は 1558 件であり、そのうち主

要企業、大学・公的研究機関等の出願件数は 845 件である。登録

件数は主要企業によるものが 104 件、大学・公的研究機関等によ

るものはなく、その他の企業、個人によるものが 84 件である 

 

特許流通 

支援チャート 
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2.1.1 企業の概要 

 

商号 松下電器産業株式会社 

本社所在地 〒571-8501 大阪府門真市大字門真 1006 

設立年 1935 年（昭和 10 年） 

資本金 2,587 億 40 百万円（2005 年 3 月末） 

従業員数 47,867 名（2005 年 3 月末） （連結：334,752 名） 

事業内容 電気機械器具の製造・販売・サービス（映像・音響機器、情報通信機

器、家庭電化・住宅設備機器、産業機器、電子部品） 

 

松下電器産業では IC タグに関する研究開発、特許出願を行っているが、事業はグループ企

業のパナソニック・コミュニケーションズが行っている。 

（出典：松下電器産業のホームページ http://panasonic.co.jp/company/） 

 

2.1.2 製品例 

グループ企業のパナソニック・コミュニケーションズが提供している。 

 

2.1.3 技術開発拠点と研究者 

図2.1.3に松下電器産業のICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1993 年～98 年は３件～８件の出願を行っている。99 年に 23 件と増加し、2000 年は 12 件、

01 年は 11 件と、いったん減少したが 02 年、03 年にはふたたび 20 件以上の出願がある。 

 

図 2.1.3 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 
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技術開発拠点：大阪府門真市大字門真 1006 松下電器産業株式会社 

 

参考情報 

ICタグに関する事業は、グループ企業のパナソニック・コミュニケーションズが行ってい

る。パナソニック・コミュニケーションズの光・デバイス事業の中でRFIDリーダライタが扱

われている。 

製品例としては、非接触式 IC カードリーダーライター（KU-G8000 シリーズ、KU-J5400 シ

リーズ、ZUR-11S110、ZER-863、ZER-868V）、IC タグに最大３分の音声を記録できる、音声

IC タグレコーダー ZER-868V 等を製造・販売している。 

（出典：パナソニック・コミュニケーションズのホームページ 

http://panasonic.co.jp/pcc/company/） 

2004年10月にファイル棚、商品棚用RFIDアンテナユニットの商品化予定について発表し

ている。 

（出典：パナソニック・コミュニケーションズのニュースリリース 

http://panasonic.co.jp/pcc/news/2004/jn041001/jn041001.html） 
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2.1.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

松下電器産業からの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.1.4-1に示す。 

技術要素で多いものは「タグ、リーダライタ構成技術」の48件、「変復調技術」の22件、

「アクセス制御・多重化技術」の19件等である。 

課題で多いものは「品質向上／動作の安定化」の16件、「品質向上／信号伝送品質向上」

の15件、「利便性／多機能化」の16件、「利便性／高機能化」の15件等である。 

技術要素「タグ、リーダライタ構成技術」に対応する課題「品質向上／動作の安定化」が

12件と多い。 

 

図 2.1.4-1 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.1.4-2に示す。 

解決手段として多いものは、「装置／リーダライタの改善」の22件、「制御／通信制御の

改善」の19件、「方式／応答方式の改善」の15件等である。 

各課題に対応した解決手段では、課題「干渉対策／衝突回避」に対する「方式／応答方式

の改善」、課題「効率向上／信号伝送効率向上」に対する「方式／応答方式の改善」、課題

「品質向上／動作の安定化」に対する「装置／タグの改善」が各々５件であり、その他は４

件以下のものが分布している。 

 

図 2.1.4-2 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表2.1.4に松下電器産業のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。 

松下電器産業の出願件数は121件で、そのうち17件が登録されている。 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／アン

テナの改善 

特開 2001-297310 

00.04.17 

G06K 17/00  

 

リーダライタ装置およびそれを用いた通信システム 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

回路／信号

回路の改善 

特開平 07-154275 

（拒絶査定確定） 

93.11.26 

H04B  1/10  

無線周波符号識別方法 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／アン

テナの改善 

特開 2005-020360 

03.06.26 

H04B  1/59 

 

非接触 ID タグ識別装置及びこれを用いた非接触 ID

タグ識別システム 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方式／信号

処理の改善 

特開 2000-059276 

（みなし取下） 

98.08.06 

H04B  7/08  

移動体識別用無線設備 

特許 3336300 

99.08.31 

G01V 15/00 

 

行動情報特定装置およびシステム 

出入り口付近にリーダライタのアンテナ、移動方向

検出手段を、室内に位置特定手段を設置する。リー

ダライタはタグからの電波を常時受信待ち受け状態

にある。タグを体の一部に取り付けた人体が出入り

口を接近すると、リーダライタはタグの特定周波数

を受信する。この状態で仮の同定状態とする。次

に、室外から室内に人体が移動し、移動方向検知手

段が人体の移動を検知し、完全に入室をしたタイミ

ングで、完全な同定状態とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方式／応答

方式の改善 

 

特開 2001-092885 

（拒絶査定確定） 

99.09.20 

G06F 17/60 

行動データ処理システム、データ処理装置、送受信

装置、及びプログラム記録媒体 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特開 2004-246555 

03.02.13 

G06K 17/00  

 

複合型読取書込装置 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2001-005920 

99.06.24 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードシステム 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特許 3003482 

（権利消滅） 

93.11.26 

H04B  5/00  

 

 

 

 

 

 

 

無線周波符号識別方法 

リ－ダライタから周波数の異なる第１および第２の

リ－ダ搬送波を同時に送出し、第１のリ－ダ搬送波

をタグに内蔵される半導体不揮発性メモリを含む半

導体回路の直流電源を作り出すために使用すると共

に、第２のリ－ダ搬送波をタグに内蔵される半導体

不揮発性メモリの読出クロックおよびタグからリ－

ダに識別符号を送出するために使用するタグ搬送波

を作成するときの基準信号とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方式／複数

周波数利用 

特許 3022106 

（権利消滅） 

93.12.03 

G01S 13/76 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無線周波符号識別方法 

リーダライタから第１の搬送波を断続して送出し、

この第１の搬送波送出期間に、タグで受信された第

１の搬送波によってタグに内蔵される直流電源を充

電し、第１の搬送波が中断されている期間に、リー

ダライタから第２の搬送波を送出し、この第２の搬

送波送出期間に、充電された直流電源を活用しなが

ら、タグで受信された第２の搬送波をタグに内蔵さ

れる半導体不揮発性メモリの読出クロックとタグか

らリーダライタに識別符号を送出するために使用す

るタグ搬送波を作成するときの基準信号とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開 2002-319002 

01.04.24 

G06K 17/00  

 

非接触情報担体リーダ 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

 

特開 2005-020158 

03.06.24 

H04Q  7/38 

 

移動体通信装置 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／アン

テナの改善 

特許 3637821 

99.10.01 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RF タグ用情報端末装置 

リーダライタのアンテナ部を着脱可能な方式とし、

用途目的に応じて前記アンテナを交換して使用する

ことを特徴とする RF タグ用情報端末装置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-024548 

99.07.12 

H04B  1/59 

移動体識別システム 

回路／電源

回路の改善 

特開 2003-023366 

01.07.06 

H04B  1/40 

 

データキャリア 距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-088506 

02.08.27 

H04B  1/59 

 

リーダライタ 

変
復
調
技
術 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特許 2921319 

93.02.05 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置 

リーダライタの送信アンテナより垂直偏波で送信す

る。タグで垂直偏波をアンテナで受信し、処理後、

偏波面を変えてアンテナにより水平偏波で反射す

る。質問器１では水平偏波を受信アンテナで受信す

る。タグ以外の物体からは垂直偏波で反射してくる

ので、受信アンテナでは受信されず、リーダライタ

において、タグからの反射波を、タグ以外の物体か

らの反射波と分離でき、タグの識別を容易にするこ

とが可能になる。 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

制御／活性

化制御の改

善 

特許 3186441 

94.07.08 

G01S 13/74 

 

 

 

 

 

 

応答器、質問器及びこれらを用いた移動体識別装置 

リーダライタは、交信待機中に所定の周期で断続す

る搬送波信号を送信する。所定の周期で断続してい

る搬送波を検出したタグは、搬送波信号の変調反射

動作を行ない、交信開始要求信号を変調反射する。

リーダライタは交信開始要求信号を検出したら、連

続した搬送波信号を送出し、タグとの交信状態に移

る。 

 

 

 

 

 

 

 

干渉対策

／衝突回

避 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特許 3196574 

95.05.31 

G01S 13/75 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置 

タグは副搬送波変調信号発生手段で発生した副搬送

波変調信号により変調を行う。リーダライタは、タ

グの副搬送波変調信号の周波数帯域内に周波数成分

を有しない疑似雑音信号で拡散した拡散搬送波を送

出し、また、受信信号を逆拡散することで、拡散信

号の影響なくタグからの送信信号の復調を行うこと

が出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

回路／信号

回路の改善 

特開 2001-024549 

99.07.12 

H04B  1/59 

 

移動体識別システム 

特開 2005-038228 

03.07.16 

G06K 17/00  

 

IC 搭載媒体リーダー受信装置 回路／信号

回路の改善 

特開 2005-160042 

03.10.30 

H04L 27/06 

 

ASK 復調装置およびそれを用いた無線装置 

特開 2004-054851 

（みなし取下） 

02.07.24 

G06K 19/07 

非接触 IC 記録媒体システム、非接触 IC 記録媒体お

よび非接 IC 記録媒体読取装置 

変
復
調
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／通信

制御の改善 

特開 2005-142889 

03.11.07 

H04B  5/02 

 

データキャリアの通信方法 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特開 2001-092938 

99.09.22 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カードおよびそのデータ処理方法 品質向上

／動作の

安定化 

 

装置／タグ

の改善 

 

特開 2003-036426 

01.07.25 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カードおよびそのデータ処理方法 

回路／信号

回路の改善 

特許 3642230 

99.05.24 

H04L 27/22 

 

 

 

 

 

 

 

BPSK 復調装置 

リーダライタにおいて、アンテナから受信した BPSK

変調された受信信号をプリアンプで増幅し、搬送波

を除去し必要な信号のみを抽出するフィルタを通し

た後、コンパレータで二値化した波形の立ち上がり

から次の立ち上がりまでの時間を計測することで波

長を検出し、波長の変化する部分を位相変化点とし

て検出することにより BPSK 復調を行うことにより、

従来ハードウェアで実施していた BPSK 復調回路をな

くし、ソフトウェアで実施することが可能となり、

BPSK 復調を必要とする小型の情報端末を提供するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回路／電源

回路の改善 

特開 2001-024545 

99.07.12 

H04B  1/44 

 

ASK 変復調無線機 

利便性／

高機能化 

 

方式／複数

周波数利用 

特開 2005-006291 

03.05.21 

H04J 13/00 

 

パルス変調型無線通信装置 

特開平 10-093640 

（みなし取下） 

96.09.13 

H04L 27/00 

 

非接触 IC カードシステムのリードライト装置および

非接触 IC カード 

回路／信号

回路の改善 

特開 2000-222532 

99.02.04 

G06K 17/00  

 

データキャリア受信用増幅装置 

変
復
調
技
術 

経済性／

コスト低

減 

装置／タグ

の改善 

特開 2003-333112 

（みなし取下） 

02.05.14 

H04L 27/06  

復調装置 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（6/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

経済性／

コスト低

減 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-070804 

（みなし取下） 

02.08.08 

G06K 17/00  

ワイヤレス IC カード読取り装置 

特許 3209905 

95.12.22 

H04L 27/22 

トキメック 

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

PSK 信号の復調回路およびデ－タ送受信システム 

直列共振回路に PSK 信号を加えることによりデータ

伝送するリーダライタと、リーダライタからの PSK

信号を受信復調するタグを設け、タグには、リーダ

ライタからの PSK 信号を受信する並列共振回路と、

並列共振回路からの出力を検波する全波整流回路

と、全波整流回路からの出力を波形整形する低域

フィルタおよび低域フィルタからの出力を２値化信

号に変換する比較回路を設け、比較回路の出力から

復調信号を取り出すので、PLL やタンク回路を使わ

ずに PSK 信号を復調できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
変
復
調
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

回路／信号

回路の改善 

特許 3215036 

95.12.22 

H04L 27/22 

トキメック 

 

 

 

 

 

 

PSK 信号の復調回路およびデータ送受信システム 

受信した PSK 変調信号を半波整流し、その出力信号

を第１の２値化信号に変換する。第１の２値化信号

に含まれる変化点近傍の信号を抑圧した第２の２値

化信号を得る。第２の２値化信号のエッジを検出

し、第２の２値化信号の２倍の周波数を得るととも

に、変化点抑圧回路で抑圧された信号を再生した第

３の２値化信号を得る。第３の２値化信号を分周し

て分周信号を得る。第１の２値化信号と分周信号を

比較することにより位相の変化点を検出する構成の

復調回路。 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（7/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

変

復

調

技
術 

経済性／

低消費電

力化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-208972 

01.01.10 

H04L 27/06  

 

非接触データ受信方式 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／通信

制御の改善 

特許 3201157 

権利消滅 

94.07.26 

G06K 19/07 

 

 

 

 

 

 

IC カード装置 

タグがリーダライタに近づき、リーダライタの受信

回路が受信する電波勢力が予め設定したしきい値

（判断の基準）を越えると、メモリに格納した個別

データを取り出し、送信回路によってくり返し送信

する。カウンタは、この送信が予め設定した回数に

到達すると、この送信を停止する。タイマーは、電

波勢力が予め設定したしきい値を越えたと判定する

と、受信回路に対して一定時間、リーダライタ内の

送信回路が送信する周波数ｆ1 の受信を停止させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

符
号
伝
送
技
術 

経済性／

コスト低

減 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-220117 

03.01.09 

G06K 17/00  

非接触型情報媒体のリーダライタ 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

回路／電源

回路の改善 

特開平 06-334565 

（拒絶査定確定） 

93.03.25 

H04B  1/59 

 

移動体識別装置用応答器 

電
力
伝
送
技
術 

経済性／

コスト低

減 

回路／電源

回路の改善 

特許 3475831 

99.01.12 

H02J 17/00  

 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置 

マイクロ波通信用のパッチアンテナと、電磁誘導通

信用のコイルを備え、検波受信回路ブロックでマイ

クロ波通信、電磁誘導通信の両方で得られた交流電

力を直流電力に変換し、制御回路の電源として電力

を供給する。これによって、マイクロ波通信用検波

受信回路と電磁誘導通信用検波受信回路を共通化

し、回路の小型化をはかるとともに、マイクロ波通

信、電磁誘導通信によって得られた交流電力を同時

に整流、平滑することで大きな直流電力の供給を可

能として、安価で、小型かつ通信範囲の広いシステ

ムを実現する。 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（8/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3511925 

99.01.12 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置 

質問器に複数の通信要求信号を発生する通信要求信

号発生部を設け、通信開始要求信号に同期した複数

のタイムスロットで受信した複数の応答器から応答

要求信号により通信可能な応答器を交信判定部にお

いて選定するもので、交信判定部の判定によりタイ

ムスロットの数を交信領域内の応答器の数に応じて

変えることで、複数の応答器と確実な通信動作を実

現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開 2003-216904 

02.01.22 

G06K 17/00  

 

情報記録担体読取書込装置、及び、情報記録担体検

知方法 

特開 2004-185601 

02.11.19 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カード 

干渉対策

／衝突回

避 

 

方式／応答

方式の改善 

 

特開 2004-199450 

02.12.19 

G06K 17/00  

 

非接触リーダライタ 

特開 2001-136100 

99.11.04 

H04B  1/59 

 

情報通信処理方式 

特開 2003-223624 

01.11.20 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カード、応答方法、及びそのプログラム 

特開 2003-248799 

01.12.20 

G06K 17/00  

 

IC カード用リーダライタ、識別方法、及びそのプロ

グラム 

特開 2003-296668 

（みなし取下） 

02.04.05 

G06K 17/00  

非接触式通信方式、リーダライタ、および非接触 IC

カード/タグ 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方式／応答

方式の改善 

特開 2005-084873 

03.09.08 

G06K 17/00  

 

データ伝送システム 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（9/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特開平 11-289337 

（みなし取下） 

98.04.06 

H04L 12/28 

データ通信方法 効率向上

／信号伝

送効率向

上 

 

制御／通信

制御の改善 

 

特開 2003-006579 

01.06.26 

G06K 17/00  

 

非接触通信方法と非接触通信媒体 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／通信

制御の改善 

特開 2001-358610 

00.06.15 

H04B  1/59 

 

移動体識別装置の通信方法及びその装置 

方式／複数

周波数利用 

特開 2001-291079 

（特許 3696477） 

00.04.06 

G06K 19/07 

アクセスシステム 

制御／送信

制御の改善 

特開 2001-184467 

99.12.27 

G06K 17/00  

 

非接触情報媒体システム 

利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-207996 

（みなし取下） 

97.01.22 

G06K 17/00  

トキメック 

データキャリアシステム 

品質向上

／動作の

安定化 

方式／信号

処理の改善 

特開 2002-183688 

00.12.08 

G06K 19/07 

 

半導体記憶装置 

特開平 10-063795 

（みなし取下） 

96.08.22 

G06K 17/00  

 

非接触データキャリアシステム 制御／通信

制御の改善 

特開 2001-06132 

99.06.28 

H04B  1/59 

[被引用 1 回] 

 

移動体識別装置 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-259790 

99.03.09 

G06K 17/00  

 

非接触式読み取り書き込み機 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

制御／送信

制御の改善 

特開 2002-170082 

00.12.04 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

非接触 IC カード読取/書込装置 

特開 2001-101350 

99.10.01 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カード通信システム 

環
境
適
応
制
御
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

方式／応答

方式の改善 

特開 2002-230488 

（拒絶査定確定） 

01.01.31 

G06K 17/00  

[被引用 1 回] 

非接触式 IC カード通信システム 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（10/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／アン

テナの改善 

特開平 09-270742 

（拒絶査定確定） 

96.03.29 

H04B  5/00  

 

非接触 IC カード通信装置 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方式／信号

処理の改善 

特開 2002-329174 

01.05.07 

G06K 17/00  

 

RFID 読取り書込み方法及び装置 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方式／応答

方式の改善 

特許 3675755 

01.11.09 

G06K 17/00  

 

 

 

 

 

 

非接触通信システム及びこれに使用するデータキャ

リア 

応答要求信号に対してタグが保持する識別情報の一

部を利用して応答返信時のタイムスロットを選択

し、タイムスロット内の情報は１ビットのみで返

し、また各データキャリアの返信時に共通信号を個

別信号の送信まで続けて送信することで、応答要求

シーケンスの時間を短くし、複数個存在するデータ

キャリアの存在検知の効率化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開 2003-323595 

（みなし取下） 

02.05.01 

G06K 17/00  

非接触 IC カードリーダライタ装置 

方式／応答

方式の改善 

特開平 08-044914 

（拒絶査定確定） 

94.08.03 

G07B 15/00  

荷物管理システム 

特開 2004-108816 

02.09.13 

G01S 13/75 

 

質問器、応答器およびそれを用いた電波到来方向推

定装置 

方式／信号

処理の改善 

特開 2004-171348 

02.11.21 

G06K 17/00  

 

情報読取書込装置 

特開 2000-194470 

98.12.25 

G06F  3/00 654 

 

情報アクセスシステムおよびプログラム記録媒体 

環
境
適
応
制
御
技
術 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2001-134729 

99.11.09 

G06K 19/07 

[被引用 1 回] 

 

識別無線タグとその関連装置およびそれらを用いた

システム 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（11/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-328342 

（みなし取下） 

98.05.14 

G06K 19/07 

非接触 IC カード 

特開 2001-358609 

00.06.15 

H04B  1/59 

 

質問器 

特開 2004-013588 

02.06.07 

G06K 17/00  

非接触リーダ、情報リーダ 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-030183 

02.06.25 

G06K 17/00  

非接触 IC カード読取/書込装置 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／アン

テナの改善 

特開 2005-026743 

03.06.30 

H01Q  7/04 

 

アンテナ一体型非接触 IC カード読取/書込装置 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-203219 

00.10.13 

G06K 19/07 

非接触 IC カード、応答方法、及びそのプログラム 

特開 2004-206245 

02.12.24 

G06K 17/00  

非接触 IC カード読取/書込装置 効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-206383 

02.12.25 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カード読取/書込装置 

特開 2004-187159 

02.12.05 

H01Q  7/08 

 

無線タグリーダライタ 効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-240861 

03.02.07 

G06K 17/00  

 

情報記録担体読取書込装置、及び、情報記録担体通

信方法 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

回路／信号

回路の改善 

特許 3580770 

00.11.02 

G06K 19/07 

 

 

 

 

 

データキャリア半導体装置 

タグにおいて複数の異なる構成の誤り補正回路を備

え、外部からの無線入力信号から生成される入力コ

マンド信号に応じて内部回路に供給される誤り検出

結果を選別するので、誤った動作モード、特にテス

トモード等、通常使用時に使用してほしくない動作

モードでの動作を防止できる。 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（12/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方式／信号

処理の改善 

特開平 11-120306 

（拒絶査定確定） 

97.10.21 

G06K 17/00  

トキメック 

データアクセス方法およびその装置 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-175502 

00.12.05 

G06K 17/00  

 

IC カード書込方法および IC カ－ドリーダライタ 

特開平 10-208005 

（拒絶査定確定） 

97.01.24 

G06K 19/07 

トキメック 

データアクセス装置 

特開 2000-068892 

98.08.25 

H04B  1/59 

 

質問器アンテナ、カードアンテナ及びそれらを用い

た質問器、非接触 IC カード 

装置／アン

テナの改善 

特開 2005-136570 

03.10.29 

H04B  1/38 

 

無線通信媒体処理装置 

特開 2004-206243 

02.12.24 

G06K 17/00  

 

アンテナ一体型非接触 IC カード読取/書込装置 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-206244 

02.12.24 

G06K 17/00  

 

アンテナ一体型非接触 IC カード読取/書込装置 

方式／応答

方式の改善 

特開 2003-242461 

02.02.14 

G06K 17/00  

 

非接触リーダライタ 

方式／信号

処理の改善 

特開 2004-227314 

03.01.23 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードリーダライタ装置 

特開 2002-312738 

01.04.11 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カード装置 制御／通信

制御の改善 

 

特開 2005-094321 

03.09.17 

H04B  5/02 

 

リーダライタ 

制御／活性

化制御の改

善 

特開 2004-252602 

03.02.18 

G06K 19/07 

 

非接触データキャリア 

特開 2001-217640 

00.01.31 

H01Q  7/06 

非接触データキャリア用リ－ダライタ 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／アン

テナの改善 

 

特開 2005-102101 

03.09.01 

H01Q  7/00 

 

ゲートアンテナ装置 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（13/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特許 3674464 

99.07.12 

H02J 17/00  

 

 

 

 

 

 

マイクロ波給電回路及びその製造方法と移動体識別

装置 

調整用キャパシタは、ダイオードのアノード端とカ

ソード端間に接続され、容量を変えることで端子間

容量のばらつきに対する整合状態のずれを補正す

る。即ち、端子間容量の規格値または平均値などで

整合回路部を構成し、この値に対し端子間容量が変

動した場合に、変動度合いに応じて調整用キャパシ

タの値だけを調整することで整流効率の劣化を防

ぐ。調整用キャパシタの容量は、例えば０pF～0.5pF

である。これによって、調整用キャパシタの容量値

だけを調整することで、ダイオードの特性ばらつき

にともなう整流効率の劣化を容易に調整、改善する

ことが可能なマイクロ波給電回路を実現することが

できるという有利な効果を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開平 10-154216 

（拒絶査定確定） 

96.11.25 

G06K 19/07 

非接触 IC カード 

装置／タグ

の改善 

特開 2001-22696 

00.02.09 

G06K 19/07 

 

非接触型 IC カードおよび非接触型 IC カード通信シ

ステム 

特開 2000-242739 

99.02.24 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

非接触 IC カードリーダライタ装置 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-086842 

02.03.20 

G06K 17/00  

 

リーダライタ 

特開平 10-021351 

（みなし取下） 

96.07.02 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

ID タグ識別システム 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

利便性／

多機能化 

装置／アン

テナの改善 

特開 2001-101369 

99.10.01 

G06K 19/07 

 

RF タグ 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（14/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特開平 09-114945 

（みなし取下） 

95.10.20 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カード 利便性／

多機能化 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-232418 

（みなし取下） 

98.02.16 

G06K 19/08 

 

非接触 IC カード 

回路／信号

回路の改善 

特開平 11-120307 

（拒絶査定確定） 

97.10.21 

G06K 17/00  

トキメック 

通信機 

装置／アン

テナの改善 

特開 2005-033364 

03.07.09 

H01Q  7/04 

 

非接触 IC カードリ－ダーライター装置 

特開平 06-268554 

（みなし取下） 

93.03.11 

H04B  1/59 

 

移動体識別装置用応答器 

特開平 09-294148 

（拒絶査定確定） 

96.04.24 

H04L 27/22 

トキメック 

受信機 

装置／タグ

の改善 

特開 2000-331139 

99.05.24 

G06K 19/07 

 

非接触メモリ装置 

利便性／

高機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2005-018404 

03.06.26 

G06K 17/00  

 

誘導式読み書き通信端末及びそれを用いた通信シス

テム 

回路／信号

回路の改善 

特開 2004-356765 

03.05.27 

H04B  1/59 

 

共振周波数調整装置、非接触リーダライタ、およ

び、非接触データキャリアシステム 

回路／電源

回路の改善 

特開平 06-203276 

みなし取下） 

93.01.07 

G08B  3/10  

 

マイクロ波カード 

方式／信号

処理の改善 

特開 2004-355212 

03.05.28 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードリ－ド/ライト装置及びその調整方

法 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

コスト低

減 

方式／複数

周波数利用 

特開 2005-026741 

03.06.30 

H04B  5/02 

 

非接触 IC カード読取／書込装置 
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表 2.1.4 松下電器産業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（15/15） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-045314 

（みなし取下） 

97.07.29 

G06K 17/00  

 

非接触型情報媒体および非接触型 IC カードシステム経済性／

コスト低

減 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 11-149314 

97.11.18 

G05D  1/02  

 

信号検出装置及びこれを用いた交通システム 

回路／信号

回路の改善 

特許 3618207 

97.10.21 

H04B  1/59 

トキメック 

 

 

 

 

 

 

送信機 

コイルの相互誘導作用を利用した電磁誘導結合方式

に基づいて通信および電力供給を行う送信機におい

て、コイルをＤ級増幅回路で駆動する送信部を備え

て、符号変調回路のデジタル化を可能とする。ま

た、Ｄ級増幅回路を複数とし、その並列動作数を変

調処理に際して増減させる。さらに、振幅変調方式

および位相変調方式といった変調方式の異なる複数

の送信方式を切り換える。以上により多機能であっ

ても調整等を不要にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御／通信

制御の改善 

特開平 11-025237 

97.07.03 

G06K 17/00  

 

非接触型情報媒体およびリードライト装置 

特開 2001-243431 

00.02.28 

G06K 17/00  

 

非接触式読み取り書き込み機 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2003-347965 

（みなし取下） 

02.05.29 

H04B  1/59 

 

リーダライタおよびその制御方法 
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2.2.1 企業の概要 

 

商号 株式会社 東芝 

本社所在地 〒105-8001 東京都港区芝浦 1-1-1 

設立年 1904 年（明治 37 年） 

資本金 2,749 億円（2005 年 3 月末） 

従業員数 30,810 名（2005 年 3 月末）（連結：160,038 名） 

事業内容 情報通信システム、社会システム、重電システム、デジタルメディ

ア、家庭電器、電子デバイス等の製造・販売・エンジニアリング・

サービス、他 

 

東芝では IC タグに関する研究開発、特許出願を行っているが、事業はグループ企業の東芝

ソリューション、東芝テックが行っている。 

（出典：東芝のホームページ http://www.toshiba.co.jp/index_j3.htm） 

 

2.2.2 製品例 

グループ企業の東芝テックが提供している。 

 

2.2.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.2.3 に東芝の IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1993 年～97 年まで４件～11 件の出願で推移していたが、98 年に出願件数が前年比のおよ

そ２倍の 24 件に増加した。その後は３件～９件の出願で推移している。 

 

図2.2.3 東芝のICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 
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技術開発拠点：東京都港区芝浦1-1-1 株式会社東芝本社事務所 

東京都府中市東芝町１ 株式会社東芝府中事業所 

東京都日野市旭が丘3-1-1 株式会社東芝日野工場 

神奈川県川崎市幸区柳町70 株式会社東芝柳町工場 

神奈川県川崎市幸区堀川町580-1 株式会社東芝 

半導体システム技術センター 

神奈川県川崎市幸区小向東芝町１ 株式会社東芝研究開発センター 

神奈川県川崎市幸区小向東芝町１ 株式会社東芝 

マイクロエレクトロニクスセンター 

 

参考情報 

 ICタグに関する事業は、グループ企業の東芝ソリューション、東芝テックが行っている。 

東芝ソリューションからは、RFIDを利用するソリューションを提供している。東芝ソ

リューションテクニカルニュースVol４にRFIDを用いた、物流、重要書類管理、予備品管理等

が紹介されている。 

（出典：東芝ソリューションテクニカルニュースVol４抜粋版 

http://www.toshiba-sol.co.jp/topics/tec-news/tecnews-vol4.htm） 

（出典：東芝ソリューションホームページ http://www.toshiba-sol.co.jp/index_j.htm） 

東芝テックからは、2003年８月にRFタグ利用による専門店向け「店舗・物流管理システ

ム」や、05年11月にはRFID対応ラベルプリンタ B-SX５T-TS15が発表されている。 

（出典：東芝テックのホームページ http://www.toshibatec.co.jp/ryutsu/indexj.htm） 
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2.2.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

東芝からの出願に関する技術要素と課題の分布を図 2.2.4-1 に示す。 

技術要素で多いものは「タグ、リーダライタ構成技術」の 33 件、「アクセス制御・多重化

技術」の 24 件、「高周波伝送技術」の 19 件である。 

課題として多いものは「干渉対策／衝突回避」の 17 件、「効率向上／信号伝送効率向上」

の 14 件、「品質向上／信号伝送品質向上」の 14 件等である。 

技術要素「アクセス制御・多重化技術」に対応する課題「干渉対策／衝突回避」が 16 件と

多い。 

 

図 2.2.4-1 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.2.4-2に示す。 

課題と解決手段に関しては、広い技術分野に分布している。 

課題である「干渉対策／衝突回避」に対して「制御／通信制御の改善」、「方式／応答方

式の改善」を解決手段とするものが多く、課題「効率向上／信号伝送効率向上」と「品質向

上／信号伝送品質向上」に対しては、さまざまな解決手段が用いられている。また、課題

「利便性／多機能化」について「装置／タグの改善」を用いて解決するものも多く出願され

ている。 

 

図 2.2.4-2 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表 2.2.4 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-285208 

99.03.31 

G06K 17/00  

 

無線通信システム 

回路／信号

回路の改善 

特許 3519520 

95.11.09 

H04B  1/40 

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

無線通信システム 

タグは、電力波用アンテナで受信したリーダライタ

からの電力波から動作電源を得る。またその一部を

1/4 分周して応答信号で変調し、応答波として、

データ波用アンテナから送信。またデータ波用アン

テナはリーダライタからのデータ波の受信も行う。

切り替え制御は内蔵 CPU で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／アン

テナの改善 

特開平 09-073524 

（みなし取下） 

95.09.04 

G06K 19/07 

 

非接触式情報記録媒体およびゲートシステム 

干渉対策

／衝突回

避 

装置／アン

テナの改善 

特開 2002-100920 

00.09.21 

H01Q  7/00 

 

無線情報処理装置 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特開平 11-272814 

（みなし取下） 

98.03.20 

G06K 17/00  

無線通信方式および無線式情報記憶媒体 

装置／アン

テナの改善 

特開 2002-100920 

00.09.21 

H01Q  7/00 

無線情報処理装置 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

 

装置／タグ

の改善 

特開 2000-036018 

（拒絶査定確定） 

98.07.16 

G06K 17/00  

ダスキン 

識別情報読取装置 

方式／複数

周波数利用 

特開平 10-282232 

（みなし取下） 

97.03.31 

G01S 13/75 

無線通信システム 

特開 2000-090216 

98.09.16 

G06K 17/00  

データ送受信装置 

特開 2002-074279 

00.08.30 

G06K 17/00  

タグ情報読み取り装置 

高
周
波
伝
送
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

 装置／アン

テナの改善 

特開 2003-332959 

（みなし取下） 

02.05.16 

H04B  7/08  

無線通信機及び自動改札装置 
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表 2.2.4 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

品質 向 上

／信 号 伝

送品 質 向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-011107 

98.06.25 

G06K 17/00  

無線カードリ－ダ・ライタ 

特許 3568976 

93.09.22 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

情報通信システム 

タグが無線通信ゾーンに入るまで、アンテナ３から

は第１の起動コードを、アンテナ５からは第２の起

動コードを交互に時分割で出力している。タグの受

信処理開始条件を初めに第１の起動コード、次に第

２の起動コードの順で一定時間内で受信するように

設定しておくことによって、アンテナ３とアンテナ

５の２つの指向性が重なった部分でタグから応答が

戻り、リーダライタは処理を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置／アン

テナの改善 

 

特許 3670304 

93.09.22 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

情報通信システム 

タグが無線通信ゾーンに入るまで、アンテナ３から

は第１の起動コードを、アンテナ５からは第２の起

動コードを交互に時分割で出力している。タグの受

信処理開始条件を初めに第１の起動コード、次に第

２の起動コードの順で一定時間内で受信するように

すると共に、アンテナ３、５の受信電圧をチェック

して両信号が一定のレベル以上になった際に応答す

るように設定することでアンテナ３とアンテナ５の

２つの指向性が重なった部分でタグから応答が戻

り、リーダライタは処理を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品質 向 上

／動 作 の

安定化 

装置／タグ

の改善 

特開 2005-071102 

03.08.25 

G06K 17/00  

無線通信機器及び無線通信方法 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便 性 ／

多機能化 

装置／アン

テナの改善 

特開 2000-003420 

（みなし取下） 

98.06.11 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

位置認識システム 
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表 2.2.4 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方式／応答

方式の改善 

特開 2005-101841 

03.09.24 

H04B  1/59 

 

無線通信装置、無線通信システム、無線通信方法及

び無線通信プログラム 

装置／アン

テナの改善 

特開 2003-332959 

（みなし取下） 

02.05.16 

H04B  7/08  

無線通信機及び自動改札装置 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-126038 

99.10.29 

G06K 17/00  

 

リーダライタとリーダライタの通信条件設定方法 

特開平 06-232830 

（みなし取下） 

93.02.04 

H04J  1/00 

[被引用１回] 

 

情報送信装置 干渉対策

／干渉妨

害防止 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開平 08-015422 

（みなし取下） 

94.07.05 

G01S 13/75 

 

識別装置 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開平 09-081701 

（みなし取下） 

95.09.19 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

非接触式情報記録媒体および非接触式情報伝送方法 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-236099 

03.01.31 

H04L 27/38 

東芝マイクロエレ

クトロニクス 

 

データ復調回路およびこのデータ復調回路を備えた

非接触携帯情報記録媒体の情報読み取り装置 

利便性／

高機能化 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開平 11-191745 

（みなし取下） 

97.12.25 

H04B  17/07 

 

情報通信装置、情報通信システムおよび情報記憶媒

体 

経済性／

コスト低

減 

回路／信号

回路の改善 

特開 2002-094579 

00.09.20 

H04L 27/04  

 

データ変調回路および無線送信装置 

変
復
調
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-115037 

98.09.30 

H04B  5/02 

 

無線データキャリアの読取り書込み装置 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

方式／無線

方式の利用 

特開平 11-066250

（みなし取下） 

97.08.27 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

非接触情報記録媒体を用いた情報伝送システム 

符
号
伝
送
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方式／信号

処理の改善 

特開平 10-240636 

（みなし取下） 

97.02.24 

G06F 13/00 301 

 

IC カード 
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表 2.2.4 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

回路／電源

回路の改善 

特開平 10-097601 

（みなし取下） 

96.09.20 

G06K 19/07 

 

情報記憶媒体 

特開平 08-167012 

（みなし取下） 

94.12.13 

G06K 19/07 

 

データ記憶媒体 効率向上

／信号伝

送効率向

上 

 

回路／電源

回路の改善 

 

特開平 08-186513 

（みなし取下） 

94.12.27 

H04B  1/38 

 

無線カード通信装置 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／タグ

の改善 

特開 2000-242754 

99.02.23 

G06K 19/07 

 

IC カード 

制御／送信

制御の改善 

特開 2000-020648 

98.06.29 

G06K 17/00  

 

無線カード処理装置 利便性／

多機能化 

 

装置／タグ

の改善 

特開 2000-322544 

（拒絶査定確定） 

99.05.13 

G06K 19/07 

携帯可能電子装置 

電
力
伝
送
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／タグ

の改善 

特開 2005-080205 

03.09.03 

H04B  1/59 

 

無線通信装置 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

方式／応答

方式の改善 

特開平 08-015423 

（みなし取下） 

94.07.05 

G01S 13/75 

 

識別装置 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開平 10-268043 

（みなし取下） 

97.03.21 

G01S 13/74 

 

情報識別システム、情報識別システム用の制御装置

および情報識別システム用の応答装置 

特開平 07-044667 

（拒絶査定確定） 

93.07.30 

G06K 19/07 

無線カード 

特開平 08-050176 

94.08.04 

G01S 13/78 

[被引用１回] 

 

無線カード読取装置 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

方式／応答

方式の改善 

特開平 08-181633 

拒絶査定確定 

94.12.26 

H04B  1/59 

[被引用３回] 

情報収集システム 

 



 183 

  

表 2.2.4 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特開 2000-148934 

98.11.17 

G06K 17/00  

東芝情報システム 

[被引用２回] 

 

無線カードシステム及び無線カード処理装置 

特開 2002-216092 

01.01.23 

G06K 19/07 

 

無線通信媒体、無線情報処理装置および無線情報処

理システム 

方式／応答

方式の改善 

特開 2003-084971 

01.09.10 

G06F  7/58  

東芝マイクロエレ

クトロニクス、東

芝ソシオエンジニ

アリング 

 

乱数発生方法、乱数発生装置、およびこれを用いた

無線カードシステム 

方式／複数

周波数利用 

特開平 08-096091 

（みなし取下） 

94.09.26 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

無線通信装置 

特開 2004-054394 

（放棄） 

02.07.17 

G06K 17/00  

東芝マイクロエレ

クトロニクス 

 

無線情報処理システム、無線情報記録媒体、無線情

報処理装置、及び無線情報処理システムの通信方法 

制御／送信

制御の改善 

特開 2004-080407 

（放棄） 

02.08.19 

H04B  5/02 

無線機器及び無線通信方法 

特開平 10-268044 

（みなし取下） 

97.03.21 

G01S 13/74 

 

情報識別システム、情報識別システム用の制御装置

および情報識別システム用の応答装置 

特開平 10-327155 

97.03.21 

H04L 12/28 

 

情報識別システム、この情報識別システム用の制御

装置および応答装置 

特開 2000-099657 

98.09.21 

G06K 17/00  

 

無線データキャリア管理方式 

特開 2000-113127 

98.09.30 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

無線タグシステム 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／通信

制御の改善 

特開 2000-115038 

98.10.05 

H04B  5/02 

 

無線カードおよび無線通信方法 
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表 2.2.4 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（6/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／通信

制御の改善 

特開 2004-206575 

02.12.26 

G06K 19/07 

 

携帯可能電子媒体及び携帯可能電子媒体に用いられ

る通信方法 

特開 2000-148934 

98.11.17 

G06K 17/00  

東芝情報システム 

[被引用２回] 

 

無線カードシステム及び無線カード処理装置 方式／応答

方式の改善 

特開 2000-187711 

98.12.22 

G06K 17/00  

東芝情報システム 

 

制御装置と制御装置の通信制御方法と情報記憶媒体 

特開平 10-222622 

（みなし取下） 

97.02.07 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

無線カードシステムと無線カードシステムの通信方

法と情報処理システムと情報処理システムの通信方

法 

特開 2000-068924 

98.08.25 

H04B  7/26 

 

情報読み取りシステム、この情報読み取りシステム

に用いられる無線媒体、読み取り装置および情報読

み取り方法 

制御／送信

制御の改善 

特開 2000-069028 

（みなし取下） 

98.08.21 

H04L 12/28 

[被引用１回] 

無線カ－ドとリーダ/ライタと上位装置と無線カ－ド

システムと無線通信機能を有する情報記憶媒体と送

受信回路と無線通信システム 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

 

制御／通信

制御の改善 

特開 2000-113127 

98.09.30 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

無線タグシステム 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

経済性／

コスト低

減 

方式／無線

方式の利用 

特開平 09-091392 

（みなし取下） 

95.09.21 

G06K 17/00  

 

無線通信システムおよび情報記憶媒体 

環
境
適
応

制
御
技
術

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／アン

テナの改善 

特開平 11-098063 

（みなし取下） 

97.09.22 

H04B  5/02 

無線カードアダプタ 
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表 2.2.4 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（7/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特許 3506979 

99.11.25 

H04B  1/59 

東芝ケミカル、ア

サヒビール 

 

 

 

 

 

 

データキャリアシステム 

工程１で、被対象体でのタグの設置位置を光学的に

検出する。工程２でこのタグの設置位置情報を、

リーダライタに出力する。工程３でリーダライタの

アンテナおよびタグのアンテナを相対的に交信距離

内に移動する。工程４で交信を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-227185 

03.01.21 

G07B 15/00  

 

アンテナユニットとカード処理システム 

環
境
適
応
制
御
技
術 

利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-368629 

01.06.06 

H04B  1/04  

 

無線通信媒体処理装置 

特開平 11-203423 

97.11.14 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

無線情報処理装置 距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／アン

テナの改善 

特開 2000-105800 

98.09.29 

G06K 17/00  

 

無線通信媒体処理装置 

特開平 08-139516 

（みなし取下） 

94.11.08 

H01Q  7/00 

[被引用２回] 

 

情報処理装置 装置／アン

テナの改善 

特開平 09-073523 

（みなし取下） 

95.09.04 

G06K 17/00  

情報処理装置 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-109852 

99.10.07 

G06K 17/00  

 

無線情報処理装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

制御／通信

制御の改善 

特開平 11-149530 

（拒絶査定確定） 

97.11.14 

G06K 17/00  

無線データ伝送処理システム、無線タグシステム及

び無線デ－タ処理方法 
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表 2.2.4 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（8/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

制御／通信

制御の改善 

特開 2000-057393 

（みなし取下） 

98.08.04 

G07B 15/00 501 

自動改札機と自動改札機の通信制御方法 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-273467 

（拒絶査定確定） 

00.03.24 

G06K 17/00  

無線情報処理装置 

特開 2004-348661 

03.05.26 

G06K 19/07 

 

非接触式 IC カード 回路／信号

回路の改善 

特開 2004-349841 

03.05.20 

H04L 27/06  

東芝マイクロエレ

クトロニクス 

 

受信信号処理回路、半導体集積回路、IC カード及び

受信信号処理方法 

方式／応答

方式の改善 

特開平 11-328328 

（拒絶査定確定） 

98.05.13 

G06K 17/00  

無線カード 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方式／信号

処理の改善 

特開平 10-090405 

（みなし取下） 

96.09.19 

G01S 13/78 

[被引用２回] 

 

情報処理装置 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-140681 

02.10.18 

H04L 27/06  

東芝マイクロエレ

クトロニクス 

 

デジタル信号復調回路 

特開平 10-135882 

（みなし取下） 

96.10.24 

H04B  5/00  

 

非接触式情報記録媒体及びそのデータ送信方式 回路／電源

回路の改善 

 

特開平 11-215026 

98.01.22 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

 

情報記憶媒体 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／アン

テナの改善 

特開 2004-110854 

95.11.09 

G06K 19/07 

 

無線カード 

特開 2000-057393 

（みなし取下） 

98.08.04 

G07B 15/00 501 

自動改札機と自動改札機の通信制御方法 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2000-113125 

98.10.06 

G06K 17/00  

 

無線カード処理装置及び無線カード処理システム 
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表 2.2.4 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（9/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／アン

テナの改善 

特開 2001-092934 

99.09.20 

G06K 19/07 

 

無線情報記憶媒体、無線情報記憶媒体の製造方法、

無線情報記憶媒体を備えた冊子体、無線情報記憶媒

体を用いた身分確認システム、および無線情報記憶

媒体の発行システム 

特開 2000-148961 

98.08.31 

G06K 19/077 

 

コンビカード用 LSI 

特開 2000-259808 

99.03.09 

G06K 19/10 

 

無線タグ 

特開 2000-339423 

99.05.26 

G06K 19/07 

 

無線式記録媒体、無線式記録媒体システム、自動改

札システムおよび料金収受システム 

装置／タグ

の改善 

特開 2004-078363 

02.08.12 

G06F 17/60 108 

 

製品管理システム 

利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 11-282976 

98.03.26 

G06K 17/00  

 

カ－ドリーダライタ 

回路／信号

回路の改善 

特開平 10-105660 

（みなし取下） 

96.09.27 

G06K 17/00  

 

無線通信媒体及び無線通信媒体収納ケース、並びに

無線通信システム 

特開 2000-182003 

98.12.18 

G06K 17/00  

 

送受信装置と送受信装置の送受信方法 

利便性／

高機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-194801 

98.12.24 

G06K 17/00  

 

非接触情報処理装置および非接触 IC カードシステム

回路／信号

回路の改善 

特開平 08-032634 

（みなし取下） 

94.07.15 

H04L 27/14 

 

データ受信装置 経済性／

コスト低

減 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開平 07-264091 

（放棄） 

94.03.18 

H04B  1/59 

 

無線カード用通信装置 

方式／複数

周波数利用 

特開平 06-243308 

（みなし取下） 

93.02.22 

G06K 19/07 

 

携帯可能媒体 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／タグ

の改善 

特開平 08-102701 

（みなし取下） 

94.09.30 

H04B  5/00  

[被引用２回] 

 

磁気結合回路駆動方式 
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表 2.2.4 東芝の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（10/10） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／タグ

の改善 

特開 2000-148954 

98.11.17 

G06K 19/07   

 

無線カードと無線カードの通信制御方法 
タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-096631 

02.09.03 

H04B  5/02 

 

通信装置及び記録媒体処理装置 
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2.3.1 企業の概要 

 

商号 株式会社デンソー 

本社所在地 〒448-8661 愛知県刈谷市昭和町 1-1 

設立年 1949 年（昭和 24 年） 

資本金 1,874 億円（2005 年 3 月末） 

従業員数 33,310 名（2005 年 3 月末）（連結：104,183 名） 

事業内容 各種自動車部品（空調・エンジン関係等）、ITS 関連機器・システム、

住宅・工業用空調機器、FA 関連製品等の製造・販売 

 

生活関連機器・産業機器部門で、「回転寿司生産システム」、「レンタルユニホーム管

理」等向けのタグ／リーダライタの実績があり、中波、短波、マイクロ波と幅広い技術を

有している。ホームページに回転寿司精算システム、食堂の自動精算システム、リネン管

理、自動倉庫での入出庫管理等が紹介されている。 

（出典：デンソーのホームページのRFIDの利用例  

http://www.denso-wave.com./ja/adcd/fundamental/page8.html） 

（出典：デンソーのホームページ http://www.denso.co.jp/ja/） 

 

2.3.2 製品例 

上記システムの他、ICカード・バーコード両対応のハンディターミナルのBHT-8048DBIC、

RFID・バーコード両対応のハンディターミナルのBHT-103BWID等を製造・販売している。 

（出典：デンソーのホームページ http://www.denso.co.jp/ja/） 

2.3 デンソー 
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2.3.3 技術開発拠点と研究者 

図2.3.3に、デンソーにおけるICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1993年の１件から、94年には12件と増加した。95年には４件と減少したが、以後99年まで

は増加し、18件となった。2000年は２件、01年は８件と増減を繰り返してきたが、02年以降

は出願がない。 

 

図 2.3.3 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 
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2.3.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

デンソーからの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.3.4-1に示す。 

技術要素で多いものは「タグ、リーダライタ構成技術」の30件、「アクセス制御・多重化

技術」の16件等である。 

課題として多いのは「品質向上／信号伝送品質向上」の16件、「品質向上／動作の安定

化」の10件、「利便性／多機能化」の12件等である。 

技術要素「タグ、リーダライタ構成技術」に対応する課題「品質向上／信号伝送品質向

上」が９件と多い。 

 

図 2.3.4-1 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.3.4-2に示す。 

解決手段として多いものは「装置／アンテナの改善」の11件、「装置／リーダライタの改

善」の10件、「回路／信号回路の改善」の10件等である。 

課題である「品質向上／信号伝送品質向上」に対しては「回路／信号回路の改善」、「装

置／アンテナの改善」など、さまざまな解決手段を用いるものが多い。また、課題「利便性

／多機能化」に対しては、「装置／アンテナの改善」など「装置」に関わる解決手段を用い

るものが多いほか、「制御／通信制御の改善」を用いて解決するものも多い。 

 

図 2.3.4-2 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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デンソーの出願件数は63件で、そのうち19件が登録されている。 
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力
化

コ
ス
ト
低
減

多
機
能
化

高
機
能
化

品質向上 利便性 経済性

RF送受信方式の改善

信号回路の改善

変調・符号方式の改善

無線方式の利用

RF波以外の利用

応答方式の改善

信号処理の改善

複数周波数利用

方
式

活性化制御の改善

アンテナの改善

通信制御の改善

タグの改善

リーダライタの改善

装
置

解決手段Ⅰ／Ⅱ

課
題
Ⅱ
／
Ⅰ

向
上

向
上
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表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

制御／送信

制御の改善 

特開平 10-329648 

（特許 3758303） 

97.06.02 

B60R 25/00 606 

日本自動車部品総

合研究所 

車両用通信装置 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／タグ

の改善 

特開平 10-320514 

97.05.21 

G06K 17/00  

移動体用通信装置 

特開 2001-000800 

（拒絶査定確定） 

99.06.22 

D06F 93/00 

洗濯回数記録装置 

特開 2002-230490 

01.02.06 

G06K 17/00  

非接触型 IC カードの通信装置，非接触型 IC カード

の通信方法，コンピュータプログラム及び記録媒体 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-324222 

01.02.21 

G06K 19/07 

情報コードラベル、情報コードの解読方法および解

読システム 

利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-148930 

98.11.11 

G06K 17/00  

手持式 ID タグ用リーダライタ 

経済性／

コスト低

減 

装置／アン

テナの改善 

特開平 09-330388 

（拒絶査定確定） 

96.06.10 

G06K 19/07 

IC カード 

高
周
波
伝
送
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-137773 

98.11.04 

G06K 17/00  

ID タグ用手持式リーダライタ 

変
復
調
技
術 

利便性／

多機能化 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開 2000-013287 

98.06.23 

H04B  5/00  

 

 

 

車両位置検出システム 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／タグ

の改善 

特許 3250492 

97.08.05 

G06K 19/07 

 

 

 

 

 

 

ID タグ 

コイルと共振コンデンサとの直列回路中にリレーを

設け、リーダライタが複数のタグからデータを得る

ためのマルチリードコマンド信号を送信したとき、

CPU は、そのマルチリードコマンドに対する所定の

処理を実行した後、リレーをオフし、外部から送ら

れてくる電波を受けないようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電
力
伝
送
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

回路／電源

回路の改善 

特開平 08-136644 

（拒絶査定確定） 

94.11.10 

G01S 13/28  

シングルバランスドミキサ 
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表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特開 2003-008481 

01.06.27 

H04B  5/02 

ID タグシステム，ID タグリーダ及び ID タグ 品質向上

／動作の

安定化 

回路／電源

回路の改善 

 

特開 2003-018043 

01.06.29 

H04B  1/59 

通信装置 電
力
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

回路／電源

回路の改善 

特開平 07-218626 

（拒絶査定確定） 

94.02.09 

G01S 13/74 

送受信回路 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

方式／複数

周波数利用 

特許 3496383 

96.02.06 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

データ通信装置 

リーダライタから、低周波数の搬送波を常時送信す

ることにより、装置近傍に移動してきたタグ側に

て、自己の動作電力を生成できるようにする。また

リーダライタ側では、同期回路にて送信データを搬

送波と同期させ、これを変調回路にて高周波数の搬

送波で振幅変調した信号を、データ通信のための送

信信号として送信する。そしてタグ側では、この信

号を受信すると、これを、クロック生成回路にて受

信搬送波から生成した基準クロックにて復調する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 干渉対策

／干渉妨

害防止 

 

回路／信号

回路の改善 

特許 3269276 

94.08.30 

H04B  7/26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置の通信方法 

各アンテナの通信エリアを狭くし、重なり合わない

ようにすることで、移動体は必ず各アンテナのうち

最も近いアンテナと通信することになる、そのこと

でどのアンテナから検出したかが検知されるので、

移動体の位置が検知できてスポット通信となる。 
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表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方式／複数

周波数利用 

特開平 10-135867 

（特許 3707160） 

96.10.31 

H04B  1/59 

移動体識別装置 干渉対策

／干渉妨

害防止 

 

制御／通信

制御の改善 

特許 3384127 

94.07.20 

G01S 13/76 

[被引用２回] 

 

 

 

 

 

 

移動体応答器に対する質問器システム 

各リーダライタ X1，X2，X3，…が各レーンに配設。

全リーダライタ X1，…に共通に発振器が設けられ、

その基準信号により搬送波が形成される。時間期間

Ａにおいて搬送波を振幅偏移変調(ASK)し、時間期間

Ｂにおいて周波数 f1 の無変調搬送波２が出力され、

タグはこの搬送波を変調して返送する。一方、リー

ダライタ X3 はリーダライタ X1 と完全に同一周波数

の搬送波が用いられ、時間期間Ａ、Ｂの送信状態は

リーダライタ X1 と同一である。完全に搬送周波数が

一致しているから、リーダライタ X1 とリーダライタ

X3 との搬送波の混信によるビート通信エラーは発生

しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方式／応答

方式の改善 

特許 3518567 

95.10.04 

H04L 12/28 300 

[被引用２回] 

 

 

 

 

 

データ通信装置   

タグのメモリには ID 番号に加えて他のタグと異なる

タグ番号が記憶されている。タグは、リーダライタ

から識別番号要求信号を受けたときは、記憶してい

るタグ番号に対応した固有の通信タイミングで ID 番

号を送信する。これにより、リーダライタは、混信

することなくすべてのタグの ID 番号を読取ることが

できる。そして、リーダライタは、読取った ID 番号

に基づいて複数のタグのうちの特定のタグと通信を

実行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／送信

制御の改善 

特開 2000-298712 

99.04.13 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

IC カード通信システム 
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表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

制御／送信

制御の改善 

特許 3123361 

94.09.29 

H04Q  7/38 

 

 

 

 

 

 

移動体通信システム 

リーダライタＡ、Ｂからのデータ送信を時分割で行

ない、しかも送信時には、常に、送信データの前に

パイロット信号を付加する。一方、タグでは、パイ

ロット信号を受信する度に、その受信レベルから何

れかのリーダライタの通信エリアに入ったか否かを

判断し、通信エリアに入ったと判断すると、タグが

通信エリアから脱出するまで通信部に電源供給を行

なう。また、通信エリアに入ったと判断する度に、

その後リーダライタからデータが送信される一定時

間だけ、通信部の受信動作を許可する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／通信

制御の改善 

特許 2891136 

94.07.19 

G01S 13/74 

 

 

 

 

自動料金徴収システムの車載機   

車両が通信エリア内に入ると通信処理後、フラグを

ON し、通信を禁止、そこから車速パルス数をカウン

トすることにより、車両が通信エリアに入ってから

出るまでに要する移動距離以上に設定されている課

金可能距離以上、車両が移動したと判断するとフラ

グを OFF し、新たな通信を許可することで二重課金

を防止する。 
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表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／衝突回

避 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3239294 

98.01.12 

D 1510   5/21 

日立製作所、日本

電 信 電 話 、 NEC

トーキン 

非接触式ＩＣカード通信システム及び IC カード通信

方法    

リーダライタがタグＡ～Ｄの各アンチコリジョン方

式の識別を要求すると、互いに異なるアンチコリ

ジョン方式を用いるタグ毎に、時を異にして自己の

アンチコリジョン方式につき返信する。リーダライ

タは、上記識別データについての返信を受信し、タ

グの種別を識別する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

回路／信号

回路の改善 

特許 3185576 

94.12.22 

G07B 15/00 510 

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

車両用通信装置   

高速道路の料金所において２個のアンテナ素子

22a，22b により構成されるアンテナユニットで通信

エリアを設定する。隣合った車線のアンテナユニッ

トは交互に送信するように制御する、以上の構成に

より確実に通信処理を行う。 
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表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（6/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方式／応答

方式の改善 

特許 2760294 

93.11.02 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

通信システム     

タグは、リーダライタからのパイロットコマンドを

受信する度に、タグ自身の識別コードの桁情報に基

づいて、リーダライタに設定された所定のタイムス

ロットを選択し、この選択に対応するタイミングで

応答信号を送信する。すなわち、識別コードはタグ

固有の情報であって、この情報に応じて送信するタ

イミングを行わせれば、複数のタグとの間で有限回

数の再送を行うことで信号の衝突確率を０にするこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／送信

制御の改善 

特許 3008802 

95.02.17 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

車両用通信装置 

隣接するリーダライタのアンテナユニットを交互に

送信するように制御し、所定周期で信号を送信する

と共に無変調の搬送電波を送信する。タグは、質問

信号を受信すると応答信号を生成して反射により信

号を送信し、以後の通信相手を固定して、質問信号

を待つ状態になる。同一のアンテナユニットから繰

り返しパイロット信号を受信すると通信不能である

として通信相手の固定を解除すると共に無効化し、

他のアンテナユニットとの通信を可能な状態とす

る。重複する通信エリアを通過する場合でも必ず一

方のアンテナユニットと通信することができ、確実

に料金徴収処理を実施できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 199 

  

表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（7/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

制御／通信

制御の改善 

特許 3444311 

94.07.20 

G01S 13/75 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置の応答器     

質問信号のレベルが所定基準レベル以上の時には高

周波応答信号を送信する処理を実行し、質問信号の

レベルが所定基準レベルよりも小さい時には高周波

応答信号を送信する処理を実行しない。この結果、

質問信号の実効的な受信可能領域を狭くすることが

でき、遠い方の質問器から送信された質問信号に対

する応答処理は実行されず、次の質問信号に対して

受信可能状態となる結果、次の制御周期において、

近い方の質問器の質問信号を確実に受信して、その

信号に対して確実に応答することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／アン

テナの改善 

特開平 08-086864 

（拒絶査定確定） 

94.07.20 

G01S 13/78 

[被引用１回] 

移動体通信装置 

制御／通信

制御の改善 

特許 3395403 

94.09.20 

G07B 15/00 510 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置およびその移動体判定方法 

リーダライタで信号強度を測定して、受信アンテナ

からの距離を見積る。位相が 90°異なる搬送波の出

力を加算して受信レベルを求める。二つの移動体か

らの信号では、強い方が近い位置にあると判定す

る。また二つの受信アンテナで一つの移動体を二重

に検出する場合でも、信号強度が強い方の受信アン

テナに移動体が位置しているとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

利便性／

多機能化 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 11-259607 

（拒絶査定確定） 

98.03.10 

G06K 17/00  

手持式ＩＤタグ用リーダライタ 
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表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（8/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特開平 11-112392 

97.10.02 

H04B  5/02 

日本自動車部品総

合研究所 

 

電磁誘導式自動認識装置 

環
境
適
応
制
御
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

制御／通信

制御の改善 

特許 3586901 

94.10.13 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置の応答器 

アンテナで受信した信号レベルが大きくなると、検

波部の負荷抵抗を低抵抗にしさらに、検波ダイオー

ドにバイアス電流を印加する。負荷抵抗が小さくな

ると、時定数が小さくなって信号の立ち上がりが鋭

くなり、信号の増幅出力でデューティ比に崩れが生

じることがなく、高速化された信号に対して忠実に

反映した出力が得られ、高速通信に適した応答器が

得られる。また検波ダイオードへのバイアス印加

は、検波信号が大きく得られる特性領域で検波を行

うため、変化の大きい出力が得られ、受信エリアが

拡大される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／アン

テナの改善 

特開 2000-165129 

98.11.26 

H01Q  1/52 

 

ID タグ用リーダライタ 

特開 2000-123124 

98.10.15 

G06K 17/00  

 

ID タグ用手持式リーダライタ 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／アン

テナの改善 

特許 3578013 

99.10.07 

G06K 17/00  

 

 

 

 

 

 

ID タグ用送受信装置 

送信アンテナ用コイルと中心をずらして共振アンテ

ナ用コイルを配置し、送信時に共振アンテナ用コイ

ルを開閉手段によって開閉する。共振アンテナ用コ

イルの開時と閉時とでは、磁束の向きと強さが異な

るので、共振アンテナ用コイルの開時に通信できな

かったタグがあっても、そのタグとは共振アンテナ

用コイルの閉時に通信できるようになる。 
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表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（9/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2003-036418 

01.07.24 

G06K 17/00  

 

ID カードリーダ 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開平 09-142258 

（特許 3693725） 

95.11.24 

B60R 25/04 610 

日本自動車部品総

合研究所 

トランスポンダを用いた自動応答システム 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／アン

テナの改善 

特開 2001-118037 

99.10.21 

G06K 17/00  

 

ID タグシステム 

特開 2000-054698 

98.08.10 

E05B 49/00  

 

キーレスエントリ制御システム 

特開 2000-222531 

99.01.29 

G06K 17/00  

 

IC カ－ドリーダライタ 

回路／信号

回路の改善 

 

特開 2000-227947 

（拒絶査定確定） 

99.02.05 

G06K 17/00  

ID タグ用リーダライタ 

回路／電源

回路の改善 

特開 2000-348147 

（拒絶査定確定） 

99.06.03 

G06K 17/00  

ID タグ用送受信装置 

特開平 11-110686 

97.09.29 

G08G  10/15  

 

車両識別装置 装置／アン

テナの改善 

特開 2001-034720 

（拒絶査定確定） 

99.07.23 

G06K 17/00  

ID タグ用リーダライタ 

装置／タグ

の改善 

特開 2001-119319 

99.10.18 

H04B  1/59 

 

ID タグ 

特開 2000-331131 

（拒絶査定確定） 

99.05.21 

G06K 17/00  

ID タグ用リーダライタ 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-022902 

（拒絶査定確定） 

99.07.09 

G06K 17/00  

ID タグ用リーダライタ 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開 2001-005938 

99.04.19 

G06K 19/07 

[被引用１回] 

 

非接触式 ID カード 
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表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（10/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特開 2000-231609 

（拒絶査定確定） 

99.02.10 

G06K 17/00  

ID タグ用リーダライタ 

特開 2001-005923 

99.06.17 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

データ通信装置 方式／信号

処理の改善 

特許 3635990 

99.07.19 

G06K 17/00  

 

 

 

 

 

 

ID タグ用リーダライタ 

測定用電波信号を送信し、共振回路のコンデンサの

静電容量を調節する。そして、同調した時の静電容

量から送信アンテナ用コイルのインダクタンス値を

求め、その値からタグのアンテナ用コイルとの磁気

的結合度を推定し、リーダライタから電波信号を送

信したとき、タグが送信されてくる電波信号から電

力を得て通信可能となるか否かを判断する。通信可

能な場合、磁気的結合度に応じた出力にて電波信号

を送信する。通信不能の場合には、その旨を音で報

知する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開 2001-357369 

00.06.13 

G06K 19/07 

 

IC カード等搭載用の IC チップ 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／タグ

の改善 

特開 2002-259921 

01.03.02 

G06K 19/07 

[被引用１回] 

 

ID タグ及び ID タグの受信電力制御方法 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

利便性／

多機能化 

装置／アン

テナの改善 

特開平 10-336071 

97.05.28 

H04B  1/59 

 

商品位置認識システム 
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表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（11/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特許 3478151 

99.01.21 

H01Q  7/00 

 

 

 

 

 

 

ID タグ用送受信装置 

リーダライタの送信アンテナ部を互いに逆方向に同

一巻数で巻かれた同じ大きさの２個のコイルから構

成する。遠方では２個のコイルから放射された電波

信号が等量となり、その電波信号は互いに打ち消さ

れるが、近傍では、２個のコイルの隣接部分を除

き、タグは正常に受信できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置／アン

テナの改善 

特開 2002-342721 

01.05.14 

G06K 17/00  

 

光学式・無線式兼用リーダ 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-355176 

98.06.08 

H04B  1/59 

 

移動体通信装置 

利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3582403 

99.05.21 

G06K 17/00  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ID タグ用リーダライタ 

リーダライタの送信アンテナがタグの受信アンテナ

と通信する際、その送信アンテナのインダクタンス

を検出し、この検出されたインダクタンスを用いて

積み重ねられた対象物の個数を推定することによ

り、皿のすべての ID タグと通信したか否かを認識す

る。 

 

回路／信号

回路の改善 

特開平 09-321652 

（拒絶査定確定） 

96.05.27 

H04B  1/40 

無線通信装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

利便性／

高機能化 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-312699 

00.04.28 

G06K 1 

[被引用１回] 

 

非接触式 IC カード用リーダライタ 
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表 2.3.4 デンソーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（12/12） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

利便性／

高機能化 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2003-016394 

01.06.29 

G06K 17/00  

デンソ－エレック

ス 

 

IC カードリ－ダ 

経済性／

コスト低

減 

回路／信号

回路の改善 

特許 2885112 

95.01.27 

G07B 15/00 510 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半導体集積回路 

有料道路課金システムを構成する車載用応答機の通

信制御部 20 を、動作クロックを自らが停止するス

リープ機能を有する CPU を内蔵した LSI にて構成

し、地上局との通信完了後その通信エリアを抜け出

すまでの一定時間は、CPU をスリープ状態に保持さ

せる。スリープ時間の計時は、LSI に内蔵された発

振回路からの発振信号を用いるが、CR 発振回路の発

振周期は、温度等の動作環境に応じて変化するた

め、CPU は、スリープ状態に入る直前に自己の動作

クロックとなる水晶振動子からの基準クロックに基

づき、第２クロックの周期誤差を求め、スリープ時

間計時用のカウント値を補正する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

制御／活性

化制御の改

善 

特開 2001-032584 

99.07.23 

E05B 49/00  

 

非接触 IC カードを用いた施解錠制御装置 
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2.4 日立国際電気 

 

2.4.1 企業の概要 

 

商号 株式会社日立国際電気 

本社所在地 〒164-8511 東京都中野区東中野 3-14-20 

設立年 1949 年（昭和 24 年） 

資本金 100 億 58 百万円（2005 年 3 月末） 

従業員数 2,274 名（2005 年 3 月末）(連結：4,684 名) 

事業内容 無線通信・情報処理システム、放送・監視・画像処理システム、半導

体製造装置の製造・販売・付帯業務 

 

2000年10月に、無線、放送関連機器等を開発、製造する国際電気、日立電子、八木アン

テナが合併し、日立国際電気となった。通信・情報システム事業の情報処理機器の中で

RFID/非接触型ICカードリーダー・ライターが扱われている。八木アンテナ当時の99年に

東名高速のETCを受注している。 

（出典：日立国際電気のホームページ http://www.h-kokusai.com/index.html） 

 

2.4.2 製品例 

ソリューション提供、研究開発が中心で、ICタグ関連の製品は発表していない。 

（出典：日立国際電気のホームページ http://www.h-kokusai.com/index.html） 
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2.4.3 技術開発拠点と研究者 

図2.4.3に日立国際電気のICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1994 年に１件の出願があったが、95 年、96 年は出願がなかった。97 年には急増し 15 件、

98 年に 11 件、99 年に 13 件と 10 件以上の出願があった。2000 年には４件まで減少し、01 年

４件、02 年は８件と増加したが、03 年には１件に減少した。 

 

図 2.4.3 日立国際電気の IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：東京都中野区東中野 3-14-20 日立国際電気本社 
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2.4.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

日立国際電気からの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.4.4-1に示す。 

技術要素で多いものは「タグ、リーダライタ構成技術」の 15 件、「高周波伝送技術」の 14

件、「電力伝送技術」の 12 件、「アクセス制御・多重化技術」の 10 件等である。 

課題で多いものは「品質向上／信号伝送品質向上」の 20 件、「干渉対策／干渉妨害防止」

の 13 件等である。「品質向上／信号伝送品質向上」はすべての技術要素に対応する課題と

なっている。 

技術要素「タグ、リーダライタ構成技術」に対応する課題「品質向上／信号伝送品質向

上」が８件と多い。 

 

図 2.4.4-1 日立国際電気の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.4.4-2に示す。 

解決手段として多いのは「装置／アンテナの改善」の19件、「回路／信号回路の改善」の

14件、「装置／リーダライタの改善」の12件等である。 

課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対しては、解決手段「回路／信号回路の改善」と

「装置／リーダライタの改善」を用いるものが多い。また課題「距離・エリア向上／不感地

縮小」、「干渉対策／干渉妨害防止」は解決手段「装置／アンテナの改善」を用いて解決す

るものが多い。 

 

図 2.4.4-2 日立国際電気の IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表2.4.4に日立国際電気のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。

日立国際電気の出願件数は57件で、そのうち８件が登録されている。 
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表 2.4.4 日立国際電気の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特開平 11-274973 

98.03.26 

H04B  1/59 

松下電工 

移動体通信システム 

特開 2002-279362 

01.03.22 

G06K 17/00  

[被引用４回] 

 

非接触 IC カードシステムおよびループアンテナ 

特開 2004-192223 

02.12.10 

G06K 17/00  

 

タグ情報管理装置及びタグ情報管理用アンテナ 

特開 2004-206512 

02.12.26 

G06K 17/00  

 

タグ情報管理装置及びタグ情報管理用アンテナ 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／アン

テナの改善 

特開 2004-208115 

02.12.26 

H01Q  7/00 

 

タグ情報管理装置、タグ情報管理用アンテナ 

回路／信号

回路の改善 

特開 2000-020651 

（みなし取下） 

98.06.30 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

リーダライタ 干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／アン

テナの改善 

特開 2004-086597 

02.08.27 

G06K 17/00  

 

リーダライタシステムの質問器システム 

回路／信号

回路の改善 

特開 2001-144647 

99.11.17 

H04B  1/59 

 

非接触通信装置 

特開 2000-099672 

98.09.17 

G06K 19/07 

 

非接触 ID タグ 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-223607 

00.02.10 

H04B  1/59 

 

非接触 ID タグシステムとその送信出力制御方法 

回路／信号

回路の改善 

特開平 11-242724 

98.02.25 

G06K 17/00  

 

IC カードシステム 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

多機能化 

方式／無線

方式の利用 

特開 2000-269853 

99.03.17 

H04B  1/59 

 

移動情報通信体システム 
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表 2.4.4 日立国際電気の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

経済性／

コスト低

減 

装置／アン

テナの改善 

特開 2003-133995 

01.10.23 

H04B  1/59 

 

移動体識別装置 

高
周
波
伝
送
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

回路／信号

回路の改善 

特許 3194715 

98.01.08 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

非接触 IC カードシステムのリーダ/ライタ装置 

マッチングトランスの巻線 11、12 の結合により電力

増幅器からの搬送波をアンテナ回路へ供給してタグ

への電力およびデータ伝送を行うとともに、タグか

ら送信され、アンテナ回路で受信したデータを巻線

12、13 の結合を介して復調回路へ取り込んで復調す

ることで、データの復調を、タグへの電力伝送効率

を低下させずに行えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-103101 

99.09.28 

H04L 27/06  

 

移動情報通信体システムの非接触読取装置 

特許 3670454 

97.08.28 

H04B  5/02 

[被引用１回] 

 

非接触 IC カードシステム 

IC タグシステムのリーダライタでの復調に、搬送波

発振器と検波用の掛け算器との間に移相器を設け、

掛け算を行う搬送波の位相を変化させることで位相

変化分をも利用し効率のよい復調を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変
復
調
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

回路／信号

回路の改善 

特開 2003-174388 

01.12.06 

H04B  5/02 

質問器の復調回路 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開平 11-219414 

（拒絶査定確定） 

98.02.02 

G06K 17/00  

移動情報通信体システム 

符
号
伝
送
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方式／信号

処理の改善 

特開 2003-218736 

02.01.23 

H04B  1/59 

 

非接触 ID タグシステム 
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表 2.4.4 日立国際電気の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特許 3115843 

97.04.07 

G06K 19/07 

 

 

 

 

 

 

IC カードシステム 

リーダライタでは、ループアンテナのインダクタン

スを要素として構成した、電力伝送周波数に共振す

る共振回路と、情報通信周波数に共振する共振回路

とを設けることにより、１つのループアンテナを電

力伝送用と情報通信用とに共用してタグへ電力の送

電と情報の通信を行う。また、タグにおいても同様

に、電力伝送周波数に共振する共振回路と、情報通

信周波数に共振する共振回路とを設け、このループ

アンテナを電力伝送用と情報通信用とに共用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回路／信号

回路の改善 

特開 2001-076111 

97.04.07 

G06K 19/07 

共振回路 

特許 3619676 

97.06.20 

H01Q  1/32 

日立製作所 

 

 

 

 

 

 

リーダまたは/およびライタ装置、電力伝送システム

並びに通信システム 

タグへの動作電力供給と通信用信号の送信または送

受信との両方を行うための電磁界を発生するスパイ

ラル状またはコイル状のアンテナと、該アンテナの

裏側にアンテナの鏡像を形成する導体部材とを備え

たことを特徴とするリーダライタ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開平 10-290186 

（拒絶査定確定） 

97.04.16 

H04B  5/00  

IC カードシステム 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／アン

テナの改善 

特開平 11-122146 

97.10.16 

H04B  5/02 

IC カードシステム 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開 2000-285206 

99.03.31 

G06K 17/00  

IC カードシステム 

電
力
伝
送
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-283163 

00.03.31 

G06K 17/00  

 

IC カードのリーダライタ装置 
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表 2.4.4 日立国際電気の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

制御／活性

化制御の改

善 

特開平 11-110501 

97.10.01 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードシステムとその伝送電力制御方法 品質向上

／動作の

安定化 

装置／アン

テナの改善 

特許 3407598 

97.05.14 

H04B  5/00  

 

 

 

 

 

 

非接触 IC カードシステムおよび非接触 IC カード用

リーダライタユニツト 

電力伝送アンテナ１とデータ伝送アンテナ２とを所

定の距離だけ離して対向させて配置し、両アンテナ

間をタグの通過経路とする。タグがアンテナ 1 の近

くにある場合、タグは大きな電力を受電でき、デー

タ伝送の電力を大きくすることができるので、タグ

がアンテナ５から遠くても確実にデータ伝送を行な

うことができる。一方、タグがアンテナ４から遠く

にある場合、受電電力は小さくなるが、アンテナ５

が近くにあるため小さな送信電力でもデータ伝送を

行なうことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置／アン

テナの改善 

特開 2000-235628 

99.02.15 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードシステムのリーダ/ライタ装置とそ

のアンテナ回路 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-025238 

（みなし取下） 

97.07.04 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

IC カード 

電
力
伝
送
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 11-126240 

97.10.24 

G06K 17/00  

 

リーダライタコントローラとその送信制御方法 

ア
ク
セ
ス
制
御
・

多
重
化
技
術 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

制御／活性

化制御の改

善 

特開平 11-102419 

97.09.26 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

リーダライタ 
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表 2.4.4 日立国際電気の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／アン

テナの改善 

特許 3640297 

00.02.14 

B65G  1/137  

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物品管理用収納棚 

タグが取り付けられた書籍を載置する棚板を平行に

複数設けてなる物品管理用収納棚において、棚板の

面に沿って、タグとの間で無線信号の送受を行う

ループアンテナを付設すると共に、棚板１の強度を

補強する補強部材を設け、補強部材により、複数の

棚板のループアンテナ間で無線信号の干渉が生じる

のを防止するようにした。 

特開 2000-242742 

99.02.23 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

質問器システム 

干渉 対 策

／干 渉 妨

害防止 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2003-283367 

02.03.27 

H04B  1/59 

 

質問器システム 

方式／応答

方式の改善 

特開平 11-149532 

97.11.14 

G06K 17/00  

 

移動情報通信体 干渉 対 策

／衝 突 回

避 

制御／送信

制御の改善 

特開 2000-268140 

99.03.19 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

非接触 ID タグ識別システムの質問器とその送信制御

方法 

効率 向 上

／信 号 伝

送効 率 向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2003-283367 

02.03.27 

H04B  1/59 

 

質問器システム 

回路／信号

回路の改善 

特開平 08-094744 

（拒絶査定確定） 

94.09.26 

G01S 13/75 

無電源トランスポンダ 

方式／応答

方式の改善 

特開平 11-066249 

（みなし取下） 

97.08.14 

G06K 17/00  

 

入退室管理システム及び非接触 IC カ－ドのゲート通

過処理方法 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

品質 向 上

／信 号 伝

送品 質 向

上 

 

制御／通信

制御の改善 

特開 2000-020652 

（みなし取下） 

98.06.30 

G06K 17/00  

リーダライタ 
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表 2.4.4 日立国際電気の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（6/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-177435 

99.12.21 

H04B  1/59 

 

非接触 ID タグシステム 
環

境

適

応

制

御

技

術 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 11-146580 

97.11.06 

H02J 17/00  

 

リーダライタ 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／アン

テナの改善 

特開 2003-108942 

01.09.28 

G06K 17/00  

 

非接触通信装置 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／アン

テナの改善 

特開 2000-276571 

99.03.26 

G06K 19/07 

 

IC カード 

回路／信号

回路の改善 

特開 2002-099878 

00.09.26 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カ－ド用リーダ/ライタ装置 干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／アン

テナの改善 

特開平 11-282980 

98.03.27 

G06K 17/00  

 

リーダライタ 

特開平 11-288447 

98.04.02 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

リーダライタ 

特開 2000-278169 

99.03.26 

H04B  1/59 

 

移動体通信システムの質問器 

回路／信号

回路の改善 

特開 2001-094464 

99.09.27 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

 

移動体通信システムの質問器 

特開 2003-304174 

02.04.08 

H04B  1/59 

 

データ検出システムおよびデータ検出装置 方式／信号

処理の改善 

特開 2003-304175 

02.04.08 

H04B  1/59 

データ検出システムおよびデータ検出装置 

特開平 11-122147 

（拒絶査定確定） 

97.10.16 

H04B  5/02 

リーダライタ 装置／アン

テナの改善 

特開 2000-278170 

99.03.26 

H04B  1/59 

 

移動体通信システムの質問器 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 11-298366 

（みなし取下） 

98.04.15 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

非接触 ID タグシステムとその質問器に於けるデータ

受信方法 
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表 2.4.4 日立国際電気の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（7/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／アン

テナの改善 

特開 2004-350140 

03.05.23 

H04B  1/59 

 

データ検出装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

コスト低

減 

装置／タグ

の改善 

特許 3634957 

98.02.02 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

移動体通信システム 

タグはリーダライタから受信する送信搬送波を変復

調器で振幅変調して、応答信号をリーダライタへ無

線送信するようにして、電力消費が比較的大きい搬

送波を発生するための発振器を省略し、さらに、

リーダライタにおける受信処理での位相制御を略 45

度とすることにより、このような搬送波の共用を

行っても、リーダライタで受信した応答信号を支障

なく振幅復調させる。 
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表 2.4.4 日立国際電気の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（8/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3620783 

99.03.23 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

 

移動体通信システムの質問器 

リーダライタは、搬送波を質問データで変調した質

問信号を送信アンプで増幅して送信する一方、タグ

が受信した搬送波を応答データで変調することによ

り送信してきた応答信号を受信部で受信して、応答

信号にミキサで搬送波を混合して応答データを復調

し、ミキサ出力の応答データからフィルタにより搬

送波成分を減衰させる。送信出力を管理するための

データ検出を送信検出器で行うが、送信アンプの後

段ではなくミキサの後段に設け、送信検出器でミキ

サ出力から搬送波成分を検波して質問器からの送信

出力を検出する。これにより、送信検出器での送信

出力の損失を回避し、送信アンプの消費電力を低減

する。 
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2.5 オムロン 

 

2.5.1 企業の概要 

 

商号 オムロン株式会社 

本社所在地 〒600-8530 京都市下京区塩小路通堀川東入 

設立年 1948 年（昭和 23 年） 

資本金 641 億円（2005 年 3 月末）） 

従業員数 4,754 名（2005 年 3 月末）（オムロングループ：25,998 名） 

事業内容 電気機械器具、電子応用機械器具、精密機械器具、医療用機械器具お

よびその他の一般機械器具の製造・販売・付帯業務 

 

オムロンでは、1988年よりFA向けID商品「V600シリーズ」を、2000年にはISO/IEC15693

対応13.56MHz帯商品「V720シリーズ」を、05年にはUHF帯リーダライタを発売している。 

ソリューションでも物流、販売物流、セキュリティ、販売、在庫管理、トレーサビリ

ティと広範囲に対応しており、長年の歴史と数多くの実績を持つ。タグとリーダライタの

両方の開発、製造を行っているのも特徴で、このことで交信距離維持等の信頼性を確保し

ている。 

（出典：オムロンのホームページ http://www.omron.co.jp/index2.html） 

 

2.5.2 製品例 

製品としては、IDタグ、アンテナ、IDコントローラ、リーダライタ等の機器からなるV700

シリーズ（125KHz）、V720シリーズ（13.56MHz）等を製造・販売している。 

（出典：オムロンのホームページ http://www.omron.co.jp/index2.html） 
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2.5.3 技術開発拠点と研究者 

図2.5.3にオムロンのICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1993年～95年は４件以下の出願であったが、96年に13件、97年には20件と増加した。98年

には６件に急減し、99年以降は出願がない。 

 

図 2.5.3 オムロンの IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：京都府京都市右京区花園土堂町 10 オムロン株式会社 
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2.5.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

オムロンからの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.5.4-1に示す。 

技術要素で多いものは「環境適応制御技術」の19件、「タグ、リーダライタ構成技術」の

17件等である。 

課題で多いものは「品質向上／信号伝送品質向上」の15件、「利便性／多機能化」の９件

等である。 

技術要素｢タグ、リーダライタ構成技術｣に対応する課題｢品質向上／信号伝送品質向上｣が

７件と多い。 

 

図 2.5.4-1 オムロンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.5.4-2に示す。 

解決手段として多いものは｢装置／リーダライタの改善｣の13件、｢方式／応答方式の改善｣

の11件である。 

課題「品質向上／信号伝送品質向上」は「装置／リーダライタの改善」をはじめとするさ

まざまな解決手段を用いている。 

各課題に対応した解決手段では、課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する「装置／

リーダライタの改善」が４件、課題「効率向上／信号伝送効率向上」に対する「方式／応答

方式の改善」が４件である他は、３件以下のものが分布している。 

 

図 2.5.4-2 オムロンの IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表2.5.4にオムロンのICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。 

オムロンの出願件数は49件で、そのうち９件が登録されている。 
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表 2.5.4 オムロンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-293824 

（みなし取下） 

97.04.18 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

識別システム及びデータ読取装置 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

方式／複数

周波数利用 

特開平 10-233718 

（みなし取下） 

97.02.19 

H04B  5/02 

[被引用１回] 

 

識別システム、通信システム及びデータキャリア 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方式／応答

方式の改善 

特開平 10-229356 

（みなし取下） 

97.02.17 

H04B  5/02 

 

データキャリア及び識別システム 

高
周
波
伝
送
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-162177 

（みなし取下） 

96.10.03 

G07B 11/00 501 

 

通信装置および該装置を備えた自動改札装置 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-051361 

（みなし取下） 

96.08.01 

H04B  5/02 

 

非接触データ通信システム 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-107859 

（みなし取下） 

96.09.27 

H04L 27/02  

 

データ伝送方法、書込/読出制御ユニット及びデータ

キャリア 

変
復
調
技
術 

利便性／

多機能化 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開平 11-355186 

（みなし取下） 

98.06.09 

H04B  5/02 

非接触識別システム及びデータ通信方法 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

方式／応答

方式の改善 

特開平 10-124633 

（拒絶査定確定） 

96.10.18 

G06K 17/00  

非接触媒体処理装置、入退室管理装置および非接触

媒体処理方法 

回路／信号

回路の改善 

特開平 11-004185 

（みなし取下） 

97.06.13 

H04B  5/00  

 

通信システム及び装置 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

 

方式／応答

方式の改善 

特開平 09-212605 

（みなし取下） 

96.01.30 

G06K 17/00  

 

データ伝送装置 
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表 2.5.4 オムロンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 11-017592 

（みなし取下） 

97.06.25 

H04B  5/02 

 

通信装置及び通信システム 

制御／通信

制御の改善 

特開平 06-311069 

（みなし取下） 

93.04.20 

H04B  1/59 

 

非接触記憶媒体及び非接触記憶媒体処理装置 品質向上

／動作の

安定化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 08-147509 

（みなし取下） 

94.11.21 

G07B 15/00 501 

 

無線通信装置および非接触自動改札機 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開平 10-111916 

（拒絶査定確定） 

96.10.08 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

非接触処理装置 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

回路／信号

回路の改善 

特開平 10-285087 

（みなし取下） 

97.04.10 

H04B  5/00  

 

データキャリア及び識別システム 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

制御／通信

制御の改善 

特開平 10-134155 

（拒絶査定確定） 

96.10.30 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

非接触媒体処理装置および入退室管理装置 

方式／応答

方式の改善 

特開平 11-003407 

（みなし取下） 

97.06.13 

G06K 17/00  

 

通信システム及び装置 

環
境
適
応
制
御
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／通信

制御の改善 

特開平 10-340322 

（みなし取下） 

97.06.06 

G06K 17/00  

 

通信システム及び通信装置 

 



 223 

  

表 2.5.4 オムロンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特許 3528497 

97.02.10 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

非接触識別システム及び麻雀牌識別システム 

タグのメモリに各識別データエリアを設ける。識別

データエリアは同時に通信領域に入る可能性がある

タグについて、それぞれ固有の位置にビット１を設

定し、その他はすべて０となるように設定する。こ

うすればリーダライタが各タグから同時に識別デー

タを読出しても混信することはなく、識別データに

基づいてタグを識別することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環
境
適
応
制
御
技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方式／応答

方式の改善 

特許 3584332 

97.02.10 

H04B  5/02 

 

 

 

 

 

 

非接触識別システム 

タグのメモリにある ID コードを複数のエリアに分割

する。リーダライタからエリアが指定されると、そ

のエリアを仮識別番号にデコードする。仮識別番号

はタグが重複した番号も受信することができ、デタ

グを識別することができる。ID コードの指定された

エリアのデータが重複していた場合には、リーダラ

イタは指定エリアを変更してタグを識別している。 
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表 2.5.4 オムロンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方式／応答

方式の改善 

 

特許 3584335 

98.03.24 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

 

 

 

 

 

データキャリア及びリーダ 

タグのメモリにある ID コードを複数のエリアに分割

する。リーダライタからエリアが指定されると、そ

のエリアを仮識別番号にデコードする。仮識別番号

は複数のタグがあっても受信することができ、タグ

を識別することができる。ID コードの指定されたエ

リアのデータが重複していた場合には、リーダライ

タは指定エリアを変更してタグを識別している。ア

クセス禁止コマンド受信時にそのコマンドに付加さ

れている ID コードが一致している場合に以後の応答

を停止するアクセス禁止手段を備える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

 

制御／通信

制御の改善 

特開平 10-340322 

（みなし取下） 

97.06.06 

G06K 17/00  

 

通信システム及び通信装置 

特開平 11-127093 

（拒絶査定確定） 

97.10.24 

H04B  5/02 

非接触識別システム、データキャリア、リーダ及び

非接触データ通信方法 

方式／応答

方式の改善 

特開平 11-353434 

（みなし取下） 

98.06.09 

G06K 17/00  

非接触識別システム、アクセス方法及びレジシステ

ム 

特開平 11-316806 

（みなし取下） 

98.05.07 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

データ通信装置 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／アン

テナの改善 

特開平 11-316807 

（特許 3711745） 

98.05.07 

G06K 17/00  

データ通信装置 

環
境
適
応
制
御
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開平 08-116290 

（みなし取下） 

94.10.18 

H04B  1/59 

[被引用３回] 

 

非接触通信装置及びこれに用いられるデータキャリ

ア 
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表 2.5.4 オムロンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特許 3593813 

96.09.17 

H04B  5/02 

 

 

 

 

 

 

識別システム 

リーダライタはデータ通信領域に複数のタグが存在

するかどうかを混信の有無により判別する。混信状

態であれば複数応答コマンドを送出する。タグはこ

のコマンドが受信されると応答時間をそれぞれ設定

する。応答時間までは連続してシャントパルスを発

生させて他のタグとリーダライタの通信を可能と

し、応答時間後に通信を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方式／応答

方式の改善 

特開平 10-261983 

（みなし取下） 

97.03.18 

H04B  5/02 

 

非接触識別システム、リーダライタ及びデータキャ

リア 

特許 3548751 

97.01.06 

G07C  9/00  

 

 

 

 

 

 

通行許可装置、通行許可方法および扉解施錠装置 

タグから受信した信号に応じて通過を許可する通過

許可手段と、上記通過許可手段によって通過許可さ

れかつ所定時間内に通過したか否かを検出する検出

手段と、通過が検出されたことに応じて通信距離を

大きくする通信距離変更手段と、タグが通過したこ

とに応じて通行許可を取消す通行許可取消手段とを

備える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環
境
適
応
制
御
技
術 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開平 10-285238 

（みなし取下） 

97.04.03 

H04L 29/06 

[被引用１回] 

 

リーダライタ及び識別システム 
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表 2.5.4 オムロンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（6/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

利便性／

多機能化 

装置／アン

テナの改善 

特開平 10-293828 

97.04.18 

G06K 19/07 

[被引用１回] 

 

データキャリア、コイルモジュール、リーダライタ

及び衣服デ－タ取得方法 

環
境
適
応
制
御
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／アン

テナの改善 

特許 3593826 

96.10.28 

H04B  5/02 

 

 

 

非接触媒体処理装置おーび入退室管理装置 

通信利用が頻繁な場合は通信エリアを大きく設定

し、通信利用が閑散な場合は通信エリアを縮小して

省電力制御を行うために、通信距離を切換える切換

え手段を備える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／アン

テナの改善 

特開平 08-087580 

（拒絶査定確定） 

94.09.14 

G06K 19/07 

データキャリア及びボールゲーム 

方式／複数

周波数利用 

特開平 07-098750 

（みなし取下） 

93.06.04 

G06K 17/00  

 

識別システム及びデータキャリア 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3620273 

98.03.31 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

識別システム及びヘッド装置 

マスタ側のリーダライタ 12 より、一定周期で送受信

を切換える送受信切換信号をスレーブ側リーダライ

タ 13 に出力する。マスタ側リーダライタでは送受信

切換信号によって送受信を切換え、受信側でもこの

信号に基づいて送受信を切換える。送受信の切換時

点で同期させてキャリアを断続することにより、送

受信の切換タイミングに加えて各送信状態で受信時

に送信のタイミングを一致させることができ、相互

干渉を未然に防止することができる。 
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表 2.5.4 オムロンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（7/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-255003 

（みなし取下） 

97.03.13 

G06K 17/00  

リーダライタ 

回路／信号

回路の改善 

特許 3183587 

93.05.28 

H04B  1/59 

鈴木 務 

 

 

 

 

 

 

共振回路及び ID システム 

リーダライタの受信部を共振回路と復調回路とによ

り構成する。共振回路の受信コイルをバイファイラ

巻にして共通接続端を接地する。共振コンデンサの

両端に抵抗 R1，R2 を介しアナログスイッチを設け、

残響振動制御回路を構成する。こうするとアナログ

スイッチのゲート信号の入力時に寄生する雑音成分

がキャンセルされ、S／N の高い受信信号が得られ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御／通信

制御の改善 

特開平 10-294684 

（みなし取下） 

97.04.18 

H04B  5/00  

データ伝送装置 

装置／アン

テナの改善 

特開平 10-107709 

（みなし取下） 

96.09.30 

H04B  5/02 

[被引用１回] 

識別システムの書込/読出制御ユニット 

特開平 08-293821 

（みなし取下） 

95.04.24 

H04B  5/00  

非接触通信システム及びデータキャリア 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

 

装置／タグ

の改善 

 

特許 3451506 

95.03.15 

H04B  5/00 

 

 

 

 

 

 

データキャリア 

タグの共振回路に整流用ダイオードと電圧クリップ

回路を直列接続し、電圧クリップ回路に定電圧回路

を接続する。電圧クリップ回路は抵抗，ダイオード

によって構成する。こうすれば残響時には抵抗に電

流が流れないため、励磁されている間のみダイオー

ドのアノード端にリップル成分が重畳される。これ

を整形することによって伝送されたパルス波形およ

びクロックを抽出することができる。 
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表 2.5.4 オムロンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（8/8） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特開平 09-312598 

（みなし取下） 

96.05.22 

H04B  5/00  

 

非接触通信装置 品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-093486 

（拒絶査定確定） 

96.09.19 

H04B  5/02 

書込/読出制御ユニツト 

品質向上

／動作の

安定化 

制御／送信

制御の改善 

特開平 10-032526 

（みなし取下） 

96.07.18 

H04B  5/00  

 

識別システム 

特開平 06-291703 

（みなし取下） 

93.04.05 

H04B  5/00  

 

データキャリア、識別システム及び物品分岐方法 

特開平 10-232908 

（みなし取下） 

97.02.19 

G06K 17/00  

 

通信装置 

利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 11-184989 

（拒絶査定確定） 

97.12.18 

G06K 17/00  

記録媒体処理装置及び非接触型 IC カードリーダ 

経済性／

低消費電

力化 

回路／電源

回路の改善 

特開平 08-167014 

（みなし取下） 

94.12.12 

G06K 19/07 

[被引用１回] 

 

無線 IC カ－ドおよびそれを用いた料金収受システム

並びに無線 IC カ－ドにおける電源制御方法 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

コスト低

減 

方式／応答

方式の改善 

特開平 10-224278 

（みなし取下） 

97.02.10 

H04B  5/00  

 

非接触データ通信システム 
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 2.6 ソニー 

 

2.6.1 企業の概要 

 

商号 ソニー株式会社 

本社所在地 〒141-0001 東京都品川区北品川 6-7-35 

設立年 1946 年（昭和 21 年） 

資本金 6,217 億 8 百万円（2005 年 3 月末） 

従業員数 連結：151,400 名（2005 年３月末） 

事業内容 音響・映像・情報・通信関係の各種電子・電気機械器具・部品の製

造・販売、他 

 

ソニーでは、1988年から宅配便の物流用タグの開発をスタートした。その頃、JRが研究開

発を進めていた出改札システムのICカード化プロジェクトに他２社とともに参画し、92年に

ICカード試作品に関してソニーの方式が採用された。以降、JRとともに開発を進め、97年の

バッテリーレスのICカードによる第三次試験に成功し、98年には、その方式による01年から

の商用導入がJRから発表された。この頃がソニーにおけるICタグ関連の研究開発最盛期と考

えられ、2000年頃から、FeliCaのいろいろな業種、業務分野への展開を図っている。05年10

月に、FeliCa ICチップの累計出荷一億個を達成している。 

04年にはソニー、ノキア、フィリップスの３社でNFC（ Near Field Communication 

http://www.nfc-forum.org/home）フォーラムを設立している。NFCは、非接触型識別技術

（RFID）と相互接続技術を組み合わせた近距離無線通信規格で、民生用電化製品、携帯機器、

PC、およびスマートオブジェクト間、または決済向けにタッチ動作での接続を実現するため

の技術である。 

（出典：ソニーのホームページ http://www.sony.co.jp/） 

 

2.6.2 製品例 

ソニーが開発した非接触ICカード技術方式のFeliCa（フェリカ）を中心として、非接触IC

カード RC-S850、RC-S853、非接触ICトークン RC-S890、リーダライタRC-S490B、RC-S320

（USB対応）等の製品の製造、販売、さらに広い分野・業務にソリューションの提供を行って

いる。また、インターネット環境でのFeliCaサービスを構築するためのサーバ製品群等の製

造、販売も行っている。 

（出典：ソニーのホームページ http://www.sony.co.jp/Products/felica/） 
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2.6.3 技術開発拠点と研究者 

図2.6.3にソニーのICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1993年から97年は、94年に出願がないことを含め、４件以下の出願であった。98年には11

件と増加したが、99年、2000年には２件に減少した。01年以降は８件以上の出願件数である。 

 

図 2.6.3 ソニーの IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 
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2.6.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

ソニーからの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.6.4-1に示す。 

技術要素で多いものは「高周波伝送技術」の12件、「変復調技術」の10件である。 

課題で多いものは「効率向上／信号伝送効率向上」の９件、「品質向上／信号伝送品質向

上」の７件、「距離・エリア向上／交信距離拡大」の７件である。 

 

図 2.6.4-1 ソニーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.6.4-2に示す。 

解決手段で多いものは「回路／信号回路の改善」の13件、「方式／無線方式の利用」の８

件である。 

各課題に対応した解決手段では、課題「効率向上／信号伝送効率向上」に対する「方式／

変調・符号方式の改善」が３件、課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する「回路／信

号回路の改善」が３件である。その他は２件以下のものが多数分布している。 

 

図 2.6.4-2 ソニーの IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表2.6.4にソニーのICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。 

ソニーの出願件数は48件で、そのうち３件が登録されている。 
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表 2.6.4 ソニーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特開 2000-057274 

（みなし取下） 

98.08.06 

G06K 17/00  

情報処理装置および方法、並びに提供媒体 方式／無線

方式の利用 

特開 2003-179526 

01.12.11 

H04B  5/02 

 

非接触通信システム、並びに非接触通信補助装置お

よび方法 

特許 3579899 

95.01.13 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

 

 

 

 

 

IC カードのリーダ/ライタ 

同一平面上に配置された複数の同一形状のコイルか

らなる複数のループアンテナと、ループアンテナ全

体を囲む大コイルと、大コイルに接続される可変コ

ンデンサとを備え、複数のループアンテナそれぞれ

は、電圧印加手段によって電圧が印加される１次

と、その１次コイルと相互誘導を生じる２次コイル

とで構成され、２次コイルとコンデンサとで形成さ

れる共振回路の共振周波数は、大コイルおよび可変

コンデンサによって調整されることを特徴とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／アン

テナの改善 

特開平 09-212606 

96.01.31 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

非接触カード用リーダ/ライタ 

高
周
波
伝
送
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／送信

制御の改善 

特開 2003-188886 

（みなし取下） 

01.12.19 

H04L 12/28 300 

 

無線通信装置及び無線通信方法、並びに記憶媒体 
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表 2.6.4 ソニーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特許 3632894 

99.03.15 

H01Q  7/00 

 

 

 

 

 

 

アンテナ装置及びカード状記憶媒体 

ループアンテナと、当該ループアンテナの一部に対

してコンデンサを並列に接続する共振手段とを設

け、当該共振手段の共振周波数を所定の電磁波の周

波数よりも高い周波数に設定し、アンテナ装置単体

の場合は当該電磁波をループアンテナで受信すると

ともに、アンテナ装置を複数枚重ねた場合、当該ア

ンテナ装置を複数枚重ねたことによる共振手段の共

振周波数の低下によって当該電磁波を当該共振手段

で受信するようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2000-174539 

98.12.08 

H01Q  7/00 

 

アンテナ装置及びカード状記憶媒体 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

回路／信号

回路の改善 

特開平 11-120304 

97.10.13 

G06K 17/00  

 

非接触型 IC カード用受信装置及び非接触型 IC カー

ド用受信方法 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開平 09-147070 

（特許 3761001） 

95.11.20 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

非接触型情報カード及び IC 

方式／無線

方式の利用 

特開 2000-057275 

（みなし取下） 

98.08.06 

G06K 17/00  

情報処理装置および方法、並びに提供媒体 利便性／

多機能化 

装置／アン

テナの改善 

特開 2003-187195 

（みなし取下） 

01.12.13 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

非接触通信システムおよび方法、並びに非接触通信

カード 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

方式／無線

方式の利用 

特開 2003-124852 

（みなし取下） 

01.10.15 

H04B  5/02 

 

近距離無線通信システム、無線周波数識別通信装置

及び無線周波数識別通信方法、記憶媒体、並びにコ

ンピュータ・プログラム 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開平 06-231314 

（拒絶査定確定） 

93.02.1 

G06K 17/00  

IC カードシステム 
変
復
調
技
術 干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／タグ

の改善 

特開 2005-101892 

03.09.25 

H04B  1/59 

 

通信システム、通信装置および通信方法、記録媒

体、並びにプログラム 
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表 2.6.4 ソニーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特開平 10-013312 

（拒絶査定確定） 

96.06.20 

H04B  5/00  

[被引用１回] 

データ処理装置および方法、並びに、送受信装置お

よび方法 

特開 2004-350322 

96.06.20 

H04B  5/02 

 

通信システム、通信方法、データ処理装置および方

法、並びに送受信装置および方法 

特開 2005-136666 

03.10.30 

H04B  5/02 

 

無線通信装置 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開 2005-136943 

03.10.10 

H04B  1/59 

 

無線通信装置 

回路／信号

回路の改善 

特開平 11-274919 

98.03.26 

H03L  7/06 

[被引用１回] 

 

PLL 回路、復調回路、IC カード及び IC カード処理装

置 

方式／信号

処理の改善 

特開平 11-234163 

（みなし取下） 

98.02.10 

H04B  1/59 

 

IC カード及び IC カードシステム 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

 

装置／タグ

の改善 

特開 2004-140480 

02.10.16 

H04L 27/02  

 

電子回路、変調方法、並びに、情報処理装置および

方法 

変
復
調
技
術 

経済性／

コスト低

減 

回路／信号

回路の改善 

特開平 11-355367 

98.06.10 

H04L 27/04  

[被引用１回] 

 

増幅回路、変調回路、復調回路、送信装置及び受信

装置 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

制御／送信

制御の改善 

特開 2002-077001 

00.08.28 

H04B  5/00  

 

送信システムおよび送受信システム 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特開平 10-161782 

96.11.29 

G06F  3/00  

 

信号伝送装置およびカード型電子機器 効率向上

／信号伝

送効率向

上 

制御／通信

制御の改善 

特開 2005-079783 

03.08.29 

H04B  5/02 

 

通信システム，情報記憶媒体，および通信装置 

回路／信号

回路の改善 

特開 2005-130434 

03.09.30 

H04B  1/59 

情報処理装置、無線通信システム及び無線通信方法 品質向上

／信号伝

送品質向

上 方式／信号

処理の改善 

特開 2000-151569 

98.09.03 

H04L  7/027 

データ同期装置、データ同期方法、およびデータ同

期装置を有する非接触 IC カード 

符
号
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

方式／信号

処理の改善 

特開 2004-200840 

02.12.17 

H04B  5/02 

 

通信装置および通信方法 
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表 2.6.4 ソニーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

符

号
伝

送
技
術 

利便性／

高機能化 

制御／活性

化制御の改

善 

特開 2005-168069 

（特許 3695466） 

02.12.17 

H04B  7/26 

近接通信方法および通信装置 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

回路／信号

回路の改善 

特開 2003-298463 

（みなし取下） 

02.04.04 

H04B  1/59 

移動体識別システム、移動体識別システムの動作方

法および質問器 
電
力
伝
送
技
術 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

方式／無線

方式の利用 

特開 2004-054515 

（みなし取下） 

02.07.18 

G06K 17/00  

 

無線タグシステム、リーダライタおよびデータ書

込・読出方法 

ア
ク
セ
ス
制

御
・
多
重
化
技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方式／複数

周波数利用 

特開平 11-234164 

98.02.10 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

IC カード、IC カード処理装置及び IC カードシステ

ム 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

回路／信号

回路の改善 

特開 2004-240716 

03.02.06 

G06K 17/00  

 

 

 

情報処理装置および方法、並びにプログラム 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

回路／信号

回路の改善 

特開 2004-200841 

02.12.17 

H04B  5/02 

 

通信システム、並びに通信装置および通信方法 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方式／信号

処理の改善 

特開 2000-134140 

98.10.26 

H04B  5/02 

 

情報処理装置、タグ、情報処理方法、並びに提供媒

体 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／活性

化制御の改

善 

特開 2000-057276 

98.08.04 

G06K 17/00  

 

情報タグ検知装置 

利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2004-215225 

02.12.17 

H04B  5/02 

 

通信システムおよび通信方法 

環
境
適
応
制
御
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

方式／無線

方式の利用 

特開 2004-240715 

03.02.06 

G06K 17/00  

 

情報処理装置および方法、並びにプログラム 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

回路／電源

回路の改善 

特開 2000-082118 

98.09.04 

G06K 17/00  

 

データ書込装置及びデータ読取／書込装置 

方式／無線

方式の利用 

特開 2004-145450 

02.10.22 

G06K 17/00  

 

カード IC 用のリーダ／ライタ 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技

術 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

制御／活性

化制御の改

善 

特開 2003-150916 

01.11.15 

G06K 17/00  

 

無線通信装置及びその制御方法、記憶媒体、並びに

コンピュータ・プログラム 
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表 2.6.4 ソニーの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特開 2001-339327 

00.05.29 

H04B  5/02 

 

情報授受装置および情報授受方法および情報担持装

置および情報担持方法 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 回路／電源

回路の改善 

特開 2003-069433 

01.08.29 

H04B  1/04  

 

無線送信機 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

回路／信号

回路の改善 

特開 2001-175826 

99.12.20 

G06K 19/07 

 

情報処理装置、IC カード及びリーダライタ 

品質向上

／動作の

安定化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2003-067689 

01.08.23 

G06K 19/07 

 

通信装置および方法 

利便性／

多機能化 

回路／信号

回路の改善 

特開 2003-121537 

（みなし取下） 

01.10.18 

G01S 13/87 

 

監視方法およびそのシステムと受信装置 

回路／信号

回路の改善 

特許 3617509 

01.10.31 

G06K 19/07 

 

 

 

IC カード及び情報処理端末、３者間データ通信シス

テム及び方法 

無線通信を行うリーダライタと、それとは別の有線

通信を行う情報処理端末の双方と通信が可能なタグ

で構成される３者間通信システム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

利便性／

高機能化 

方式／無線

方式の利用 

特開 2005-064822 

03.08.11 

H04B  1/59 

 

無線通信装置並びに無線通信システム 
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2.7 コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクス 

（オランダ） 

 

2.7.1 企業の概要 

 

商号 Koninklijke Philips Electronics N.V.（英訳表記: Royal Philips 

Electronics） 

本社所在地 Breitner Center, Amstelplein 2, 1096 BC Amserdam, The 

Netherlands 

設立年 1920 年 （1998 年、Philips Electronics N.V.から現行名称に変更） 

資本金 263 百万ユーロ（2004 年 12 月末） 

従業員数 161,500 名（連結：2004 年 12 月末） 

事業内容 照明機器、家電製品、半導体、医療システム等の製造・販売 

参考：日本法人：フィリップス エレクトロニクス ジャパン 

   本社 東京都港区港南2-13-37 フィリップスビル 

 

フィリップスは、ヨーロッパにおけるRFID技術のナンバーワン・プロバイダであり、他

のICタグメーカー等との戦略提携、共同開発、さらにRFID標準のISOへの共同提案等、広

範囲な活動を行っている。 

パッシブRFIDのすべての周波数帯域（135kHz超、13.56MHz、UHF（860～930MHz）、

2.45GHz）をサポートし、流通、セキュリティ、認証、自動車安全機能、チケット処理等

にソリューションとそれに不可欠なRFIDチップを提供している。RFIDチップは05年までに

10億個以上を出荷している。 

2004年には、ソニー、ノキアとともにNFC（Near Field Communication http://www.nfc-

forum.org/home）フォーラムを設立している。NFCについては、2.6.1に既に述べている。 

（出典：フィリップスのホームページ 

    http://www.philips.co.jp/about/company/index.html） 

 

2.7.2 製品例 

EPC（Electronic Product Code） Gen2 準拠のICODE EPC、１秒間に50ラベル読み取ること

ができるUCODE HSL、の他、スマートカード、スマートタグ、スマートラベル、およびスマー

ト・リーダ等を製造、販売している。 

（出典：フィリップスのホームページ 

    http://www.philips.co.jp/about/company/index.html） 
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2.7.3 技術開発拠点と研究者 

図2.7.3にフィリップスのICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1993年、94年は出願がなかった。1995年～97年は３件以下であったが、98年には13件と増

加した。99年には５件、2000年には９件となったが、それ以降は減少傾向で03年には出願が

なかった。 

 

図 2.7.3 コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクスの IC タグ情報伝送技術 

に関する出願件数と発明者数 
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2.7.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

フィリップスからの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.7.4-1に示す。 

技術要素で多いものは「タグ、リーダライタ構成技術」の14件、「符号伝送技術」の13件

等である。 

課題を見ると「利便性／多機能化」が８件、「品質向上／信号伝送品質向上」が７件、

「効率向上／信号伝送効率向上」と「利便性／高機能化」が６件等である。 

技術要素「符号伝送技術」に対応する課題「利便性／多機能化」は５件である。 

 

図 2.7.4-1 コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクスの IC タグ情報伝送技術 

に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.7.4-2に示す。 

解決手段を見ると「回路／電源回路の改善」が９件、「回路／信号回路の改善」が８件等

である。 

各課題に対応した解決手段では、課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する「方式／

信号処理の改善」が３件、課題「品質向上／動作の安定化」に対する「回路／電源回路の改

善」が３件である。その他は２件以下のものが多数分布している。 

 

図 2.7.4-2 コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクスの IC タグ情報伝送技術 

に関する課題と解決手段の分布 
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表 2.7.4 コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクスの IC タグ情報伝送技術に関する 

技術要素別課題対応特許（1/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

方式／複数

周波数利用 

特表 2002-521895 

98.07.21 

H04B  1/59 

 

データキャリアから得たデータを少なくとも１つの

他の補助キャリア信号によつてステーションに送信

するシステム 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開平 10-084304 

（みなし取下） 

96.04.12 

H04B  5/00  

[被引用１回] 

 

基地局と応答機とにより形成されるシステムの作動

方法及びこれに好適なシステム 

方式／複数

周波数利用 

特表 2002-534876 

98.12.30 

H04B  1/59 

 

２個の伝送コイルを持つ伝送コイル構成を備えたト

ランスポンダ通信ステーション 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／アン

テナの改善 

特表 2001-520849 

98.02.17 

H04B  1/40 

 

トランスポンダ応答信号用のインピーダンス整合受

信手段を有する送信／受信局 

方式／無線

方式の利用 

特表 2004-516587 

00.12.20 

G06K 19/07 

 

処理デバイスに着脱可能に接続されたデータキャリ

アと無接触で通信するための処理デバイス 

利便性／

高機能化 

方式／信号

処理の改善 

特表 2003-511912 

99.10.06 

H04L 12/56  

 

データ送信リンク確立システム 

高
周
波
伝
送
技
術 

経済性／

コスト低

減 

制御／通信

制御の改善 

特表 2003-532241 

00.05.05 

G06K 19/07 

 

その共振回路の共振周波数を変更させる手段を備え

るデータキャリア 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

制御／通信

制御の改善 

特表 2002-511972 

98.05.05 

G06K 19/07 

 

整流器手段および改良された電圧制限手段を有する

データキャリア 

利便性／

高機能化 

回路／信号

回路の改善 

特表 2002-521867 

98.07.13 

H04B  1/59 

 

変調度が異なる質問信号を受けるための少なくとも

２つの復調器を持つデータキャリア 

回路／信号

回路の改善 

特表 2002-511222 

98.03.27 

H04L 27/06  

 

電力消費低減手段を有する受動データキャリア 

変
復
調
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

制御／活性

化制御の改

善 

特表 2002-523945 

98.08.17 

H04B  1/59 

 

データ受信における消費電力を低減する手段を備え

たデータキャリア 

符
号
伝
送

技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

回路／信号

回路の改善 

特表 2002-520967 

98.07.13 

H04B  1/59 

 

各トランスポンダに対応する受信通知を有するトラ

ンスポンダシステム 
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表 2.7.4 コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクスの IC タグ情報伝送技術に関する 

技術要素別課題対応特許（2/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／タグ

の改善 

特表 2001-502517 

97.08.12 

H04B  1/59 

 

処理データを長距離にわたつて高いデータ転送速度

にて基地局へ伝送するトランスポンダ 

特表 2000-504421 

96.11.5 

G01S 13/75 

 

同期復調器付非接触デ－タ送受信装置 

特表 2002-519767 

98.06.20 

G06K 17/00  

 

入力デ－タ信号を評価する方法および当該方法を実

施する回路配置 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方式／信号

処理の改善 

特表 2003-525503 

00.03.03 

G06K 19/07 

 

受信されたデータストリームと同期を取るための手

段を有するデータキャリア 

回路／信号

回路の改善 

特表 2001-502874 

97.04.24 

H04B  1/59 

 

非接触誘導通信用に作成されたトランスポンダ 

回路／電源

回路の改善 

特表平 10-505932 

95.06.02 

G06K 19/07 

[被引用１回] 

 

チップ・カード 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特表 2002-517123 

98.05.22 

H04B  1/59 

 

第１コード化手段および第２コード化手段を有す

る、トランスポンダとの通信用の書き込み/読み出し

装置 

方式／無線

方式の利用 

特表 2005-513316 

01.12.22 

E05B 49/00  

 

アクセス制御システム 

利便性／

多機能化 

方式／信号

処理の改善 

特表 2002-526836 

98.09.30 

G06K 19/07 

 

データキャリア装置 

回路／信号

回路の改善 

特表 2002-536854 

99.01.26 

H04L 25/02  

 

少なくとも２つの復号段を備えるデータ担体 

特表 2005-520378 

02.03.13 

H04Q  7/38 

 

異なるプロトコルによるトランスポンダ及び他の通

信局との通信のための通信局 

符
号
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

 

特表 2005-520379 

02.03.13 

H04B  5/02 

トランスポンダと通信するための通信局、および異

なる伝送パラメータを用いた更なる通信局 

電
力
伝

送
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／電源

回路の改善 

特開 2000-049657 

98.03.24 

H04B  1/59 

 

無接点伝送システム用アンテナ共振回路装置 
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表 2.7.4 コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクスの IC タグ情報伝送技術に関する 

技術要素別課題対応特許（3/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特表 2000-507078 

97.01.21 

H04B  1/59 

 

トランスポンダ通信装置 制御／送信

制御の改善 

特表 2004-505388 

00.07.31 

G06K 17/00  

 

改良された認識手法を有する通信ステーシヨンおよ

びデータキャリア 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

 

制御／通信

制御の改善 

特表 2005-510097 

01.11.16 

H04B  5/02 

 

反復周波数を用いてデ－タを送信するためのデータ

キャリア 

環
境
適
応
制

御
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

回路／電源

回路の改善 

特表 2005-516510 

02.02.01 

H04B  5/02 

 

タグのコイル電圧の電磁界強度への適応 

方式／信号

処理の改善 

特表 2005-510812 

01.11.29 

G06K 19/07 

 

異なる伝送パラメータを使用して、記憶された異な

るステ－タス情報を伝送する無線データキャリア 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

制御／送信

制御の改善 

特表 2005-509957 

01.11.16 

G06K 19/07 

 

異なる伝送パラメ－タを用いてデータを送信するた

めのデータキャリア 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

回路／信号

回路の改善 

特表 2003-521049 

00.01.17 

G06K 19/07 

 

制御可能なキャリア信号受信手段装置を有するデー

タキャリア 

回路／電源

回路の改善 

特表平 10-511828 

95.05.31 

H04B  1/59 

 

供給電圧調整回路及び供給電圧調整回路を具えた

データ担体 

制御／通信

制御の改善 

特表 2003-528404 

00.03.21 

G06K 19/07 

 

複数のデータキャリア上に高速かつ同時に書き込む

ための通信装置及びそのような通信装置のための

データキャリア 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／アン

テナの改善 

特表 2002-534878 

98.12.30 

H04B  1/59 

 

３送信コイル構成のトランスポンダ通信ステーショ

ン 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

回路／電源

回路の改善 

特表 2005-513938 

01.12.24 

H04B  1/59 

 

トランスポンダ 

特表 2003-513372 

99.10.22 

G06K 19/07 

 

負荷変調手段及び負荷変調過程において改良された

電源を有するデータキャリア 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／電源

回路の改善 

特表 2003-532242 

00.05.03 

G06K 19/07 

 

処理を中断するリセツト手段を有するデータキャリ

ア 
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表 2.7.4 コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクスの IC タグ情報伝送技術に関する 

技術要素別課題対応特許（4/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特表 2004-502180 

00.06.27 

G01S 13/74 

 

通信装置を通過するデータキャリアの順番を判定す

る通信装置 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特表 2003-506721 

99.08.05 

G01S 13/75 

 

所在位置発見システム及び方法 

利便性／

多機能化 

制御／活性

化制御の改

善 

特表 2003-506990 

99.08.04 

H04B  1/59 

 

通信装置及びトランスポンダ 

経済性／

コスト低

減 

回路／電源

回路の改善 

特表 2004-507188 

00.08.24 

H04B  1/59 

 

識別トランスポンダ 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

回路／電源

回路の改善 

特表 2004-538581 

01.08.03 

G06K 19/07 

 

負荷変調の間のパワダウンモードにおける中継器 
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2.8 トキメック 

 

2.8.1 企業の概要 

 

商号 株式会社トキメック 

本社所在地 〒144-8551 東京都大田区南蒲田 2-16-46 

設立年 1948 年（昭和 23 年） 

資本金 72 億 17 百万円（2005 年３月末） 

従業員数 1,109 名（連結：1,418 名 2005 年 12 月末） 

事業内容 船舶港湾、油空圧、流体、防衛・通信等の機器の開発・提供事業 

 

トキメックは、防衛、船舶港湾、鉄道保線、道路・土木等の特定業種や情報通信、慣性セ

ンサ、流体管理、印刷検査、油圧制御等の一般民需にも事業を展開している。ICタグは情報

通信機器部門でRFIDシステムとして扱っている。 

（出典：トキメックのホームページ http://www.tokimec.co.jp/sitemap.html） 

 

2.8.2 製品例 

非接触式ICカードを利用した入退室システムのExenon、ICカードリーダライタのMRW-

602(USB対応)、MRW-200（機器組込形、フィリップスのMifare(ISO14443 タイプA)に対応）、

MRW-500（据え置き形）等を製造・販売している。 

（出典：トキメックのホームページ http://www.tokimec.co.jp/rf/j/index.html） 
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2.8.3 技術開発拠点と研究者 

図2.8.3にトキメックのICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1993年が５件、94年が９件、95年が13件と増加してきたが、96年以降減少し、98年は出願

がなかった。99年には２件の出願があったが、2000年以降は出願がない。 

 

図 2.8.3 トキメックの IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 
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2.8.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

トキメックからの出願に関する技術要素と課題の分布を図 2.8.4-1 に示す。 

技術要素で多いものは「タグ、リーダライタ構成技術」の 26 件でこれは全体の 63％を占め

ている。 

課題を見ると「品質向上／信号伝送品質向上」が12件と多い他は、５件以下が分布してい

る。 

技術要素「タグ、リーダライタ構成技術」に対応する課題「品質向上／信号伝送品質向

上」が８件と多い。 

 

図 2.8.4-1 トキメックの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.8.4-2に示す。 

解決手段を見ると「装置／リーダライタの改善」が８件、「回路／信号回路の改善」が７

件、「制御／通信制御の改善」が７件である。 

各課題に対応した解決手段では、課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する「装置／

リーダライタの改善」が４件である他は、３件以下のものが分布している。 

 

図 2.8.4-2 トキメックの IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表2.8.4にトキメックのICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。 

トキメックの出願件数は41件で、そのうち５件が登録されている。 
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表 2.8.4 トキメックの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/6） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

方式／無線

方式の利用 

特開 2001-127672 

99.10.28 

H04B  5/02 

[被引用１回] 

 

データ通信システム 

回路／電源

回路の改善 

特開平 09-171541 

（みなし取下） 

95.12.19 

G06K 17/00  

通信装置 

高
周
波
伝
送
技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

制御／送信

制御の改善 

特開平 09-171542 

（みなし取下） 

95.12.19 

G06K 17/00  

通信装置 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／タグ

の改善 

特開平 09-083381 

（みなし取下） 

95.09.19 

H04B  1/04  

 

送信機 

変
復
調
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

回路／信号

回路の改善 

特許 3209905 

95.12.22 

H04L 27/22 

松下電器産業 

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

PSK 信号の復調回路およびデータ送受信システム 

直列共振回路に PSK 信号を加えることによりデータ

伝送する質問器と、質問器からの PSK 信号を受信復

調する応答器を設け、応答器には、質問器からの

PSK 信号を受信する並列共振回路と、並列共振回路

からの出力を検波する全波整流回路と、全波整流回

路からの出力を波形整形する低域フィルタおよび低

域フィルタからの出力を２値化信号に変換する比較

回路を設け、比較回路の出力から復調信号を取り出

すので、PLL やタンク回路を使わずに PSK 信号を復

調できる。 
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表 2.8.4 トキメックの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/6） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

変
復
調
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

回路／信号

回路の改善 

特許 3215036 

95.12.22 

H04L 27/22 

松下電器産業 

 

 

 

 

 

 

PSK 信号の復調回路およびデータ送受信システム 

受信した PSK 変調信号を半波整流する整流回路と、

その出力信号を第１の２値化信号に変換する増幅器

と、第１の２値化信号に含まれる変化点近傍の信号

を抑圧した第２の２値化信号を得る変化点抑圧回路

と、第２の２値化信号のエッジを検出し第２の２値

化信号の２倍の周波数を得るとともに、変化点抑圧

回路で抑圧された信号を再生した第３の２値化信号

を得るエッジ検出回路と、第３の２値化信号を分周

して分周信号を得る分周回路と、第１の２値化信号

と分周信号を比較することにより位相の変化点を検

出する比較回路とを有する構成の復調回路。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

符
号
伝

送
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／通信

制御の改善 

特開平 09-069141 

（みなし取下） 

95.08.31 

G06K 17/00  

 

伝送データ確認装置 

回路／電源

回路の改善 

特開平 09-212602 

（みなし取下） 

96.01.31 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

データ通信装置 距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／タグ

の改善 

特開平 07-086994 

（拒絶査定確定） 

93.09.14 

H04B  5/00  

[被引用１回] 

電磁誘導結合を用いた通信装置 電
力
伝
送
技
術 品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開平 07-177064 

（拒絶査定確定） 

93.12.17 

H04B  5/02 

[被引用１回] 

信号処理装置 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／通信

制御の改善 

特開 2001-126037 

99.10.28 

G06K 17/00  

 

データキャリアの多数識別方法及びデータ通信シス

テム 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

回路／信号

回路の改善 

特開平 10-135883 

（みなし取下） 

96.10.28 

H04B  5/00  

 

データ記憶体およびデータアクセス装置 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方式／信号

処理の改善 

特開平 08-221505 

（みなし取下） 

95.02.20 

G06K  7/00  

 

データ読出装置 
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表 2.8.4 トキメックの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/6） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／通信

制御の改善 

特開平 07-254053 

（拒絶査定確定） 

94.03.15 

G06K 17/00  

リーダライタとデ－タ記憶体を用いたデータ処理装

置 
ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化

技
術 

利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-207996 

（みなし取下） 

97.01.22 

G06K 17/00  

松下電器産業 

 

データキャリアシステム 

装置／タグ

の改善 

特開平 09-081709 

（みなし取下） 

95.09.19 

G06K 19/07 

[被引用１回] 

 

データ記憶体 距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 08-202839 

（みなし取下） 

94.11.21 

G06K 17/00  

 

応答器及び電磁結合を用いた非接触データ伝送装置

並びに整流回路 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／通信

制御の改善 

特開平 08-016739 

（みなし取下） 

94.06.24 

G06K 17/00 F 

[被引用５回] 

 

リ－ダライタとデ－タキャリアを用いたデータ処理

装置 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／タグ

の改善 

特開平 07-175720 

（拒絶査定確定） 

93.12.21 

G06F 12/06 525 

データ記憶体を用いたデータ処理装置 

方式／信号

処理の改善 

特開平 11-120306 

（拒絶査定確定） 

97.10.21 

G06K 17/00  

松下電器産業 

データアクセス方法およびその装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／通信

制御の改善 

特許 3369686 

93.12.24 

G06K 17/00  

 

 

 

 

 

 

データ記憶体を用いたデータ処理装置 

データ記憶体にシリアル読出しを行う複数のメモリ

を設け、リーダライタからのデータ読出命令を受信

するごとに、メモリから同時読出した２ビットのパ

ラレルデータに対して予め定めた４種類の擬似ラン

ダム信号の内の１つを出力する。このリーダライタ

は、タグの４種類の擬似ランダム信号と同一の信号

を基準信号として受信信号との自己相関を相関演算

器で求め、比較部で４つの自己相関値のうちの最大

のものを検出し、対応する２ビットデータを出力す

る。このデータ読出しに先立って種別判断部から種

別コマンドを発行し、種別応答部からの種別応答情

報に対応した正しいデータビットの復元を行う。 
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表 2.8.4 トキメックの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/6） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特開平 08-022514 

（みなし取下） 

94.05.02 

G06K 17/00  

[被引用３回] 

 

非接触データ記憶体を用いたデータ処理装置 装置／アン

テナの改善 

特開平 10-208005 

（拒絶査定確定） 

97.01.24 

G06K 19/07 

松下電器産業 

データアクセス装置 

特開平 09-083585 

（みなし取下） 

95.09.19 

H04L 27/18  

 

データ記憶体及びデータ読取装置並びにデータ読取

方法 

特開平 09-190518 

（みなし取下） 

96.01.12 

G06K 17/00  

 

非接触データ記憶体を用いたデータ処理装置 

特開平 09-218927 

（みなし取下） 

96.02.08 

G06K 17/00  

 

データ記憶体及びデータ読取装置並びにデータ読取

方法 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 09-231334 

（みなし取下） 

96.02.21 

G06K 17/00  

 

受信装置 

方式／信号

処理の改善 

特開平 08-161442 

（みなし取下） 

94.12.02 

G06K 17/00  

 

データ応答装置 

制御／通信

制御の改善 

特開平 09-035970 

（みなし取下） 

95.07.25 

H01F 41/00  

 

コイルの自己診断装置 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 08-171618 

（みなし取下） 

94.12.16 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

信号処理装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

利便性／

多機能化 

方式／信号

処理の改善 

特開平 06-300829 

（拒絶査定確定） 

93.04.15 

G01S  5/02  

[被引用１回] 

 

位置計測装置 
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表 2.8.4 トキメックの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/6） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方式／信号

処理の改善 

特許 3383399 

94.03.29 

G06K  7/00  

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

非接触データ記憶体を用いたデータ処理装置 

タグは、リーダライタからの所定のコマンドを受信

した際に予め定めた擬似ランダム信号を返送する。

リーダライタには、データタグとの相対速度を検知

する速度計と、速度に応じたしきい値（判断の基

準）データを格納したメモリを設ける。受信信号と

基準信号が一致したときに相関演算部で求まる自己

相関ピーク値が、予めメモリに格納された検知速度

に応じたしきい値以上となったことを比較部で判別

し、読出制御部に読出し動作を開始させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 08-297025 

（みなし取下） 

95.04.27 

G01B 21/00  

 

位置検出装置 

特開平 10-135929 

（みなし取下） 

96.10.31 

H04J 13/00 

 

データ記憶体およびデータアクセス装置 回路／信号

回路の改善 

特開平 11-120307 

（拒絶査定確定） 

97.10.21 

G06K 17/00  

松下電器産業 

通信機 

特開平 09-083598 

（みなし取下） 

95.09.19 

H04L 27/233 

[被引用１回] 

データ記憶体 

利便性／

高機能化 

装置／タグ

の改善 

特開平 09-294148 

（拒絶査定確定） 

96.04.24 

H04L 27/22 

松下電器産業 

受信機 

特開平 08-139652 

（みなし取下） 

94.11.15 

H04B  5/00  

電磁界発生装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

コスト低

減 

回路／電源

回路の改善 

 

特開平 08-181529 

（みなし取下） 

94.12.26 

H01Q 11/04 

 

送信コイル 
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表 2.8.4 トキメックの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（6/6） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特許 3618207 

97.10.21 

H04B  1/59 

松下電器産業 

 

 

 

 

 

送信機 

コイルの相互誘導作用を利用した電磁誘導結合方式

に基づいて通信および電力供給を行う送信機におい

て、コイルをＤ級増幅回路で駆動する送信部を備え

て、符号変調回路のデジタル化を可能とする。ま

た、Ｄ級増幅回路は複数とし、その並列動作数を変

調処理に際して増減させる。さらに、振幅変調方式

および位相変調方式といった変調方式の異なる複数

の送信方式を切り換える。以上により多機能であっ

ても調整等を不要にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

制御／通信

制御の改善 

特開平 09-134239 

（みなし取下） 

95.11.09 

G06F  1/32 

 

非接触データ通信装置用電源制御装置 
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2.9 日本信号 

 

2.9.1 企業の概要 

 

商号 日本信号株式会社 

本社所在地 〒170-6047 東京都豊島区東池袋 3-1-1 サンシャイン 60 

設立年 1928 年（昭和３年） 

資本金 68 億 46 百万円（2005 年９月末） 

従業員数 1,396 名（2005 年９月末） 

事業内容 交通システム総合メーカで、下記の業務を実施。鉄道信号制御装置・

自動出改札機・券売機・空港自動チェックイン機、パークロック等駐

車機器・表示機、道路交通信号制御装置、各種制御装置の製造及び販

売。無線 IC タグを用いた物流システムの事業化 

 

日本信号のRFID事業は、東海道新幹線の列車検知を行う無線機器の開発に始まり、交通系

のシステム開発・提供も手がけてきたが、1990年代終わりから新規事業としてRFIDに本格的

に取り組み始めている。現在ではICタグおよびリーダライタのシステム、ICカード対応自動

改札機、入退場ゲートシステム等の提供を行っている。2000年のFAA（アメリカ連邦航空局）

によるRFID実証実験やASTREC（次世代空港システム技術研究組合）の「手ぶら旅行実証実

験」にも参加している。 

（出典：日本信号のホームページ http://www.signal.co.jp/index.html） 

 

2.9.2 製品例 

ICタグ対応情報管理システムのIS-Cabinet（文章情報管理キャビネット）の他、13.56MHz

のリーダライタ（デスクトップ型、組込型、トンネル型）、リーダーライタコントローラ、

ICタグ用アンテナ（フィルムアンテナ、トレイアンテナ、パネルアンテナ）等の製品をNS-

RFIDシリーズとして製造・販売している。 

（出典：日本信号のホームページ http://www.signal.co.jp/index.html） 
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2.9.3 技術開発拠点と研究者 

図2.9.3に日本信号のICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1993年～98年までは２件以下の出願であった。99年に７件と増加したが、2000年には４件

と減少、01年には９件に増加、02年に７件となったが、03年には再び２件に減少した。 

 

図 2.9.3 日本信号の IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：埼玉県久喜市大字江面字大谷1836-1 研究開発センター内 

栃木県宇都宮市平出工業団地11-2 日本信号株式会社宇都宮事業所 
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2.9.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

日本信号からの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.9.4-1に示す。 

技術要素を見ると「タグ、リーダライタ構成技術」が 12 件、「高周波伝送技術」が９件、

「アクセス制御・多重化技術」が８件である。 

課題を見ると「利便性／多機能化」が 10 件、「干渉対策／干渉妨害防止」が６件、「品質

向上／信号伝送品質向上」が６件等である。 

 

図 2.9.4-1 日本信号の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.9.4-2に示す。 

解決手段を見ると「装置／リーダライタの改善」が13件、「装置／アンテナの改善」が６

件、「制御／通信制御の改善」が５件である。 

各課題に対応した解決手段では、課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する「装置／

リーダライタの改善」が４件、課題「利便性／多機能化」に対する「装置／リーダライタの

改善」が４件である。この他は３件以下のものが分布している。 

 

 

図 2.9.4-2 日本信号の IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表2.9.4に日本信号のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。 

日本信号の出願件数は37件で、そのうち３件が登録されている。 
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表 2.9.4 日本信号の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

方式／無線

方式の利用 

特開 2004-094752 

02.09.02 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カード用リピータ 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／アン

テナの改善 

特開 2002-352198 

01.05.25 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードリーダライタ 

装置／アン

テナの改善 

特開 2005-165839 

03.12.04 

G06K 17/00 

 

リーダライタ、IC タグ、物品管理装置、及び光デイ

スク装置 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2003-076955 

01.08.30 

G06K 17/00  

 

リーダライタの干渉防止方法 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

回路／信号

回路の改善 

特開 2004-159249 

02.11.08 

H04B  1/59 

 

トランスポンダにおける通信方法及びそれを実施す

るトランスポンダ 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特許 3452761 

97.05.15 

H04B  5/02 

 

 

 

 

 

 

ループアンテナ伝送装置 

所定の一の周波数（f1）を用いて所定の情報を送信

または受信し、それよりも高い周波数の他の周波数

（f2）を用いて所定の情報を受信または送信する

ループアンテナ伝送装置であって、アンテナコイル

に２個のコンデンサを直列に接続するとともに、一

方のコンデンサ（C3）に対して、コンデンサ（C2）

およびコイル（L2）を直列に接続し、かつ、並列に

接続し、前記一の周波数（f1）に対して前記アンテ

ナコイルのインダクタンス（L1）および前記コンデ

ンサ（C2）で共振をとり、前記他の周波数（f2）に

対してそのアンテナコイルのインダクタンス（L1）

および前記２個のコンデンサ（C1，C3）で共振をと

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開 2000-236204 

99.02.16 

H01Q  1/32  

 

移動体情報通信装置 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

多機能化 

装置／アン

テナの改善 

特開 2000-269877 

99.03.15 

H04B  7/26 

 

トランスポンダ 
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表 2.9.4 日本信号の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

高
周
波
伝

送
技
術 

経済性／

コスト低

減 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-266842 

99.03.16 

G01S 13/75 

 

質問器 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

方式／信号

処理の改善 

特開平 07-177185 

（拒絶査定確定） 

93.12.17 

H04L 27/18  

位相変調装置および被識別装置 

回路／信号

回路の改善 

特開 2001-308742 

00.04.26 

H04B  1/59 

 

車両用トランスポンダ 干渉対策

／衝突回

避 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開 2003-078445 

01.08.31 

H04B  1/59 

鉄道総合技術研究

所 

 

トランスポンダ 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方式／信号

処理の改善 

特開 2000-299679 

99.04.12 

H04J 13/00 

 

スペクトラム拡散通信方式によるトランスポンダ 

変
復
調
技
術 

利便性／

多機能化 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特許 3284052 

（権利消滅） 

96.05.30 

B61L  1/08  

 

 

 

 

 

 

列車位置検出装置 

所定の信号を所定の PN 符号で拡散処理して送出され

た車上からの信号を、レールに沿って布設された交

差誘導線を介して受信し、その受信した信号を処理

して交差誘導線の撚架点を検出して列車位置を検出

する列車位置検出装置において、受信信号から車上

で用いられた PN 符号を抽出する抽出手段と、抽出さ

れた PN 符号と、車上で用いられた PN 符号およびそ

の PN 符号の位相を所定位相ずらした PN 符号との同

期状態を検出する検出手段と、検出された同期検出

値が所定以下のときに交差誘導線の撚架点を通過し

たと判定する判定手段で構成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

符
号
伝

送
技
術

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-159250 

02.11.08 

H04B  1/59 

 

トランスポンダ 
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表 2.9.4 日本信号の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／通信

制御の改善 

特開 2003-022420 

01.07.06 

G06K 17/00  

 

非接触型 IC カード用リーダライタ 

方式／信号

処理の改善 

特開 2003-022421 

01.07.06 

G06K 17/00  

 

非接触型 IC カード用リーダライタ 

特開 2001-325622 

00.05.12 

G07B 11/00 501 

 

非接触券処理装置 制御／通信

制御の改善 

特開 2003-067677 

01.08.24 

G06K 17/00  

 

非接触型 IC カード用リーダライタシステム 

利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2005-004471 

03.06.11 

G06K 17/00 

 

IC カード用リーダライタ 

方式／信号

処理の改善 

特開 2002-342725 

01.05.18 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

非接触型 IC カード用リーダライタ及びその制御方法

制御／送信

制御の改善 

特開 2002-342724 

01.05.18 

G06K 17/00  

 

非接触型 IC カード用リーダライタ 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2003-022422 

01.07.06 

G06K 17/00  

 

非接触型 IC カード用リーダライタ及びその制御方法

特開 2001-143023 

99.11.18 

G06K 17/00  

[被引用２回] 

 

非接触式 IC カードリーダライタ 
環
境
適
応
制
御
技
術 

利便性／

高機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 07-230560 

（みなし取下） 

94.02.18 

G07B 11/00 501 

[被引用３回] 

 

非接触式自動改札機 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特開 2003-317050 

（みなし取下） 

02.04.22 

G06K 19/07 

非接触 IC タグ及びリーダライタ・システム 

特開 2001-187573 

99.12.28 

B61L  3/12  

 

電車用通信装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技

術 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／アン

テナの改善 

特開 2001-319201 

00.05.02 

G06K 19/07 

 

非接触型 IC カ－ド 
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表 2.9.4 日本信号の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-307159 

00.04.24 

G07B 15/00 501 

 

非接触券処理装置 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

制御／通信

制御の改善 

特開平 07-078229 

（拒絶査定確定） 

93.09.07 

G06K 19/07 

非接触式自動改札機用非接触式カード 

特開 2000-149072 

98.11.06 

G07B 15/00  

[被引用１回] 

 

非接触式 IC カード処理装置 

特開 2000-311218 

99.04.28 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カード処理装置 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

 

 

特開 2004-048288 

02.07.10 

H04B  1/59 

 

非接触型 IC カード用リ－ダライタ 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特許 3620750 

95.06.26 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

トランスポンダ 

トランスポンダはデータ変換回路を含む。データ変

換回路は、入力された送信データ S1 を周波数の異な

る情報波 S2 に変換し、電源が供給されて起動した

後、最初の送信データ S1 が供給されるまでは情報波

S2 の送信を停止する。以上により初期状態における

誤動作を防止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開平 08-016856 

（みなし取下） 

94.06.30 

G07B 15/00 501 

 

自動改札機 

特開 2004-072174 

02.08.01 

H04B  1/59 

 

トランスポンダ 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-072175 

02.08.01 

H04B  1/59 

 

トランスポンダ 
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2.10 松下電工 

 

2.10.1 企業の概要 

 

商号 松下電工株式会社 

本社所在地 〒571-8686 大阪府門真市大字門真 1048 

設立年 1935 年（昭和 10 年） 

資本金 1,383 億 49 百万円（2005 年９月末） 

従業員数 14,081 名（2005 年３月末）（連結：50,850 名） 

事業内容 照明器具、情報機器（配線器具等）、電器（美容・快適生活家電等）、

住設建材、電子材料（プリント配線材料等）、制御機器の製造・販売、

他 

 

松下電工では IC タグに関する研究開発、特許出願を行っているが、事業はグループ企業の

パナソニック CC ソリューションズが行っている。 

（出典：松下電工のホームページ http://www.mew.co.jp/） 

 

2.10.2 製品例 

製品は、グループ企業のパナソニック CC ソリューションズが製造・提供している。 

（出典：松下電工のホームページ http://www.mew.co.jp/） 
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2.10.3 技術開発拠点と研究者 

図2.10.3に松下電工のICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1993年に４件、94年には６件と増加し、95年から98年までは、３件以下で推移した。99年

には９件と増加したが、2000年には出願がなかった。01年、02年は１件の出願がなされ、03

年には４件と増加している。 

 

図 2.10.3 松下電工の IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：大阪府門真市大字門真1048 松下電工株式会社 

 

参考情報 

ICタグに関する事業は、グループ企業のパナソニック CCソリューションズで物流・生産工

程管理向けのソリューションとしてRF-IDタグ関連システムの提供を行っている。 

（出典：パナソニック CCソリューションズのホームページ  

http://panasonic.co.jp/pcc/pccs/profile.html） 

製品としては、ISO15693対応モバイル型RFIDリーダライタ、ICタグシート対応リライタブ

ルシートプリンタ（リコー製RECO-ViewICタグシートに対応）等の製造、販売を行っている。 

（出典：パナソニック CCソリューションズのホームページ  

http://panasonic.co.jp/pcc/pccs/solution/logistics/logistics03.html） 
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2.10.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

松下電工からの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.10.4-1に示す。 

技術要素を見ると「タグ、リーダライタ構成技術」が９件、「高周波伝送技術」が８件、

「アクセス制御・多重化技術」が８件等である。 

課題を見ると「距離・エリア向上／交信距離拡大」が８件、「利便性／多機能化」が７件

である。 

 

図 2.10.4-1 松下電工の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.10.4-2に示す。 

解決手段を見ると「装置／リーダライタの改善」が８件、「制御／通信制御の改善」が７

件等である。 

各課題に対応した解決手段では、２件以下のものが広く分布している。 

 

図 2.10.4-2 松下電工の IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1993 年 1 月～2003 年 12 月の出願 

 

表2.10.4に松下電工のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。 

松下電工の出願件数は35件で、そのうち４件が登録されている。 
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表 2.10.4 松下電工の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方式／複数

周波数利用 

特開 2000-306065 

99.04.23 

G06K 19/07 

 

非接触識別データ通信用データキャリア 

制御／通信

制御の改善 

特開平 08-172378 

94.12.20 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

 

非接触識別システム 

特開 2000-306054 

99.04.23 

G06K 17/00  

 

非接触識別データ通信用スキャナ 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-112646 

02.09.20 

H04B  1/59 

 

無線通信制御装置及び無線通信制御プログラム、無

線通信システム 

方式／複数

周波数利用 

特開 2000-306053 

99.04.23 

G06K 17/00  

 

非接触識別データ通信用スキャナ 距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／アン

テナの改善 

特開平 11-274973 

98.03.26 

H04B  1/59 

日立国際電気 

 

移動体通信システム 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／アン

テナの改善 

特開 2000-339422 

99.05.25 

G06K 19/07 

 

ID タグ 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2005-078381 

03.08.29 

G06K 17/00  

 

非接触型 IC カードリーダ 
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表 2.10.4 松下電工の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

回路／信号

回路の改善 

特許 3487004 

95.02.23 

H04B  5/02 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置 

タグはリーダライタからの搬送波を送受信用共振回

路で受信する。このとき、搬送波の停止期間に送受

信用共振回路に残響振動が発生する。この残響振動

をリーダライタの受信用共振回路で受信し、受信レ

ベルをレベル判定回路において所定のしきい値（判

断の基準）レベルと比較する。残響振動の受信レベ

ルがしきい値レベルを上回る場合、レベル判定回路

より符号化回路に制御信号を入力する。制御信号が

入力されると符号化回路は ASK 変調回路を制御し、

搬送波のパルス数を１個だけ減少させるとともに停

止期間をパルス１個分だけ延ばす。これにより、残

響振動の発生開始が早まり、停止期間内で残響振動

を充分に減衰させることができる。よって、リーダ

ライタの送信データの区切りが明確になり、交信可

能範囲を拡大できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変
復
調
技
術 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

制御／通信

制御の改善 

特開平 06-281731 

（みなし取下） 

93.03.26 

G01S 13/78 

 

移動体識別装置 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

方式／応答

方式の改善 

特開平 06-281732 

（みなし取下） 

93.03.26 

G01S 13/78 

 

移動体識別装置の交信方式 

制御／通信

制御の改善 

特開平 06-281733 

（みなし取下） 

93.03.26 

G01S 13/78 

[被引用１回] 

 

移動体識別装置 効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特開平 08-149040 

（みなし取下） 

94.11.18 

H04B  1/59 

 

データ書き込み方法および非接触識別システム 

符
号
伝
送
技
術 

利便性／

多機能化 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開 2000-339419 

99.05.25 

G06K 17/00  

 

ID スキャナーカード 
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表 2.10.4 松下電工の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

符
号
伝
送

技
術 

経済性／

低消費電

力化 

制御／活性

化制御の改

善 

特開平 07-084039 

（みなし取下） 

93.09.14 

G01S 13/75 

 

移動体通信システム 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特許 3543413 

94.07.26 

G01S 13/74 

[被引用３回] 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置 

移動体識別装置はリーダライタとタグとを備えてい

る。リーダライタは図示しないコントローラから送

出される送出データを符号化回路において符号化す

る。符号化されたデータは ASK 変調されて電磁波に

よりタグに送信される。タグの送受信用共振回路に

は送信された電磁波による誘起電圧が発生する。こ

の誘起電圧をダイオードブリッジにて全波整流し定

電圧回路においてタグの動作電源を得ている。符号

化回路１における符号化は、送出データの１ビット

を”0”が１個、”1”が３個の４ビットの符号に変換

する。よって、リーダライタからタグへの電力伝送

の効率を 75％に上げることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電
力
伝
送
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／タグ

の改善 

特開 2003-076964 

01.08.31 

G06K 19/07 

 

非接触 ID タグ 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

方式／信号

処理の改善 

特開平 08-115392 

（みなし取下） 

94.10.17 

G06K 17/00  

[被引用３回] 

 

非接触 ID システム 

制御／通信

制御の改善 

特開 2005-136476 

03.10.28 

H04B  5/02 

 

IC カードリーダ装置 

特開平 08-320377 

（みなし取下） 

95.05.24 

G01S 13/78 

 

質問器 

干渉対策

／衝突回

避 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2005-157593 

03.11.21 

G06K 17/00 

 

非接触 ID システム 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2000-306052 

99.04.23 

G06K 17/00  

 

データキャリアからの非接触 ID 情報読取り方法 
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表 2.10.4 松下電工の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／タグ

の改善 

特開 2000-339420 

99.05.26 

G06K 17/00  

 

ID 情報非接触通信システム 利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-306129 

99.04.21 

G07C  9/00  

 

個人識別システム 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2005-136476 

03.10.28 

H04B  5/02 

 

IC カードリーダ装置 

特開平 10-105670 

（拒絶査定確定） 

96.09.30 

G06K 19/07 

電磁結合型 ID 装置の送信ヘッド 
環
境
適
応
制
御
技
術 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

 

装置／アン

テナの改善 

特開平 11-098062 

（みなし取下） 

97.09.25 

H04B  5/02 

 

リーダライタ装置、非接触データタグ装置、及びそ

れらの装置を用いた非接触データ送受信システム 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 09-259236 

（みなし取下） 

96.03.22 

G06K 17/00  

 

電磁結合型 ID 装置 

回路／信号

回路の改善 

特許 3470428 

94.12.22 

H04B  5/00  

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置 

タグの共振回路に誘起される誘起電圧はクロック弁

別部に与えられる。クロック弁別部は誘起電圧を半

波整流するとともにシュミットトリガ回路を用いて

論理値レベルのクロック信号を得る。このクロック

信号はクロック逓倍部を介してメモリ部に与えられ

る。クロック逓倍部は入力されたクロック信号を逓

倍し、より高い周波数のクロックをメモリ部の昇圧

部に供給する。昇圧部は上記クロックによりメモリ

部が有する EEPROM へのデータの書き込みに必要な書

込電圧まで昇圧する。これにより、書込電圧に昇圧

するまでの時間（書込時間）を短くすることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

回路／電源

回路の改善 

特開平 11-136169 

（みなし取下） 

97.10.30 

H04B  5/02 

 

移動体識別装置 
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表 2.10.4 松下電工の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方式／応答

方式の改善 

特許 3608233 

94.11.15 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置 

リーダライタのアンテナ部に、同期キャラクタ判定

回路，交信中表示制御回路および表示器を設ける。

同期キャラクタ判定回路は、タグからの返信信号内

に同期キャラクタを受信すれば出力を行い、この出

力と制御部から供給される送信制御信号または受信

制御信号Ｒにより、交信中表示制御回路が表示器を

制御する、以上の構成により」リーダライタとタグ

が正常に交信中であることを確実に表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置／タグ

の改善 

特開 2000-196510 

98.12.28 

H04B  5/02 

 

機器組み込み用の電磁誘導方式の通信用回路及びそ

れを用いた情報機器 

利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2005-092638 

03.09.18 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードリーダ 

利便性／

高機能化 

回路／信号

回路の改善 

特開平 09-178844 

（みなし取下） 

95.12.25 

G01S 13/82  

 

データキャリア 

方式／信号

処理の改善 

特開平 11-161885 

（拒絶査定確定） 

97.11.25 

G08B 25/04  

出入監視システム 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

コスト低

減 

制御／通信

制御の改善 

特開 2000-357212 

99.06.15 

G06K 17/00  

 

非接触 ID システム及びそのデータ登録・抹消方法 
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2.11 三菱電機 

 

2.11.1 企業の概要 

 

商号 三菱電機株式会社 

本社所在地 〒100-8310 東京都千代田区丸の内 2-2-3 

設立年 1921 年（大正 10 年） 

資本金 1,758 億円（2005 年 3 月末） 

従業員数 97,661 名（連結：2005 年３月末） 

事業内容 重電システム、産業メカトロニクス、情報通信システム、電子デバイ

ス、家庭電器等の製造・販売、他 

 

2005年にEPO（Electronic Product Code）の規格の最新仕様であるC1G2に準拠したUHF

（950MHz）帯RFIDのリーダライタの試作機とパッシブ型の金属貼付用タグの試作品を開発し、

試作機のアンテナと金属貼付用タグ間で10mという長距離通信の実現に世界で始めて成功した。

06年度上期を目標に製品開発を進める計画のようである。 

（出典：三菱電機のニュースリリース 

http://www.mitsubishielectric.co.jp/news/2005/0907-b.htm） 

（出典：三菱電機のホームページ http://www.mitsubishielectric.co.jp/index.html） 

 

2.11.2 製品例 

ISO/IEC18000-6Bに対応したUHF帯リーダライタ装置等の製品、システムの製造・販売行っ

ている。 

（出典：三菱電機のホームページ http://www.mitsubishielectric.co.jp/index.html） 
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2.11.3 技術開発拠点と研究者 

図2.11.3に三菱電機のICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1994年から、出願のない2000年を除いて、３～６件の間の出願を行っており、98年、99年

は６件である。2000年～02年の間、出願件数が減少したが、03年は増加している。 

 

図 2.11.3 三菱電機の IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：東京都千代田区丸の内2-2-3 三菱電機株式会社 

神奈川県鎌倉市大船5-1-1 三菱電機株式会社パーソナル情報機器開発研究所 

兵庫県伊丹市瑞原4-1 三菱電機株式会社北伊丹製作所 
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2.11.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

三菱電機からの出願に関する、技術要素と課題の分布を図2.11.4-1に示す。技術技術要素

で多いものは「タグ、リーダライタ構成技術」の15件である。 

課題を見ると「品質向上／信号伝送品質向上」が８件、「利便性/多機能化」が５件等であ

る。 

技術要素「タグ、リーダライタ構成技術」に対応する課題「品質向上／信号伝送品質向

上」が４件である。 

 

図 2.11.4-1 三菱電機の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.11.4-2に示す。 

解決手段を見ると「装置／リーダライタの改善」が７件、「装置／アンテナの改善」、

「装置／タグの改善」、「回路／信号回路の改善」が各５件等である。 

各課題に対応した解決手段では、２件以下のものが分布している。 

 

図 2.11.4-2 三菱電機の IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表2.11.4に三菱電機のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。 

三菱電機の出願件数は32件で、そのうち４件が登録されている。 
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表 2.11.4 三菱電機の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

制御／通信

制御の改善 

特開 2004-310583 

03.04.09 

G06K 17/00  

 

通信装置 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／タグ

の改善 

特開 2004-348636 

03.05.26 

G06K 19/07 

 

照合処理装置及び端末装置及びリーダライタ装置 

高
周
波
伝
送
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／アン

テナの改善 

特許 3394214 

99.07.12 

G01S 13/75 

 

 

 

 

 

円偏波レーダ・トランスポンダおよび救命装置 

円偏波・垂直偏波・水平偏波の全ての電波を受信す

るヘリカル方式円偏波アンテナ部と、このヘリカル

方式円偏波アンテナ部に接続された受信部と、この

受信部で受信した電波をトリガとして複数個のパル

スを発生する送信部と、これら受信部と送信部に電

源を供給する電池部から構成されるリーダライタ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-070453 

02.08.02 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードシステムのリーダライタおよび非接

触 IC カードシステム 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／タグ

の改善 

特開 2000-324013 

99.05.12 

H04B  1/59 

三菱電機エンジニ

アリング 

 

非接触移動体識別装置 

利便性／

多機能化 

回路／信号

回路の改善 

特開平 08-241383 

（みなし取下） 

95.03.03 

G06K 17/00  

三菱電機システム

エ ル ・ エ ス ・ ア

イ・デザイン 

[被引用２回] 

 

非接触 IC カードおよびこれを含む非接触 IC カード

システムおよびそのデータ伝送方法 

装置／タグ

の改善 

特開 2005-124092 

03.10.20 

H04B  1/59 

 

信号送受信システムおよびこれに用いる応答装置 

変
復
調
技
術 

経済性／

コスト低

減 

回路／信号

回路の改善 

特開平 08-181632 

（みなし取下） 

94.12.22 

H04B  1/59 

 

データキャリアシステム並びに該システムの応答器

及び質問器 
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表 2.11.4 三菱電機の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開平 11-120305 

（拒絶査定確定） 

97.10.14 

G06K 17/00  

非接触 IC カードシステム 

符
号
伝
送
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 11-242723 

（みなし取下） 

98.02.26 

G06K 17/00  

 

非接触カードリーダのテスト装置 

特開平 09-326736 

（みなし取下） 

96.06.03 

H04B  5/02 

[被引用１回] 

 

ワイヤレス送受信システム用２次側回路装置および

ワイヤレス送受信システム用誘導コイル 

電
力
伝
送
技
術 

効率向上

／効率向

上／エネ

ルギ伝送

効 率 向

上・安定

化 

 

回路／電源

回路の改善 

 

特開 2000-251032 

99.03.03 

G06K 17/00  

 

送受信回路、送受信回路システム 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／通信

制御の改善 

特開 2003-018169 

01.06.28 

H04L 12/28 303 

パッシブ通信装置 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開平 08-123919 

（拒絶査定確定） 

94.10.28 

G06K 17/00  

[被引用５回] 

非接触 IC カードシステムおよびその通信方法 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

利便性／

高機能化 

方式／複数

周波数利用 

特開 2000-011105 

（拒絶査定確定） 

98.06.16 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

ワイヤレスカードシステム 

環
境
適
応
制
御
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

方式／信号

処理の改善 

特許 3503315 

95.12.26 

H04B  5/02 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置 

送信信号を電磁波によって送信するリーダライタ

と、送信信号に基づいてメモリ回路に読み書きする

と共に、返信信号を電磁波によって返信するタグと

を備えた移動体識別装置において、送信信号または

返信信号の信号レベルを予め設定したスレッショル

ドレベルを有する比較手段と、この比較手段のス

レッショルドレベルを越える上記信号を受信した場

合、この信号に基づいて表示する表示手段をリーダ

ライタまたはタグに備える。 
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表 2.11.4 三菱電機の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

環
境
適
応
制

御
技
術 

利便性／

多機能化 

装置／アン

テナの改善 

特開 2000-298747 

99.04.14 

G07B 15/00 510 

自動料金収受システム 

特開 2001-160705 

99.12.03 

H01Q  1/22  

 

ループアンテナシステム 距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／アン

テナの改善 

特開 2001-185939 

99.12.24 

H01Q  7/00 

[被引用１回] 

 

アンテナコイル及び電磁誘導型非接触データキャリ

アシステム 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

回路／信号

回路の改善 

特開 2000-132787 

（拒絶査定確定） 

98.10.21 

G08G  1/01  

交通監視システム 

回路／信号

回路の改善 

特開平 09-062816 

95.09.22 

G06K 19/07  

[被引用 11 回] 

 

非接触 IC カードおよびこれを含む非接触 IC カード

システム 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方式／複数

周波数利用 

特許 3046014 

98.12.18 

H04B  5/02 

 

 

 

 

 

 

DSRC 車載器 

受信アンテナからの受信信号を受信する受信回路

と、受信ミキサに入力されるローカル周波数を切り

換える局部発信器と、周波数を制御するとともに受

信データ処理を行うコントローラと、受信信号を復

調する検波ダイオードと、受信信号の電界強度が所

定値以上の場合に電界強度判定信号を生成する電界

強度判定回路と、受信回路の出力信号と電界強度判

定信号との論理積信号を生成する論理積回路とを備

え、コントローラは、あらかじめ第１周波数に設定

し、電界強度判定信号に応答して論理積信号をモニ

タし、論理積信号が H レベルの場合には周波数を第

１周波数に固定し、論理積信号が L レベルの場合に

は周波数を第２周波数に切り換えることで、送信周

波数の違いによらず、速やかに受信信号のデータ処

理を行う。 
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表 2.11.4 三菱電機の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／アン

テナの改善 

特開平 09-307476 

（みなし取下） 

96.05.10 

H04B  1/59 

 

ワイヤレスカード通信装置 品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-051352 

（みなし取下） 

96.07.31 

H04B  1/59 

 

非接触通信システム 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特許 3581264 

98.11.17 

H04B  1/59 

三菱電機エンジニ

アリング 

 

 

 

 

 

 

非接触移動体識別装置の共振周波数調整方法 

受信用コイルの自己インダクタンスよりも十分に小

さい自己インダクタンスを有する測定用コイルを、

受信用共振回路の前面に近接配置する第１のステッ

プと、送信用コイルを介して信号発生器より一定の

送信電圧を第２の共振周波数を含む周波数で掃引す

ると共に、送信電圧を受信用コイルに電磁誘導によ

り送る第２のステップとを備え、電圧測定器により

測定用コイルの誘起電圧と周波数との特性を測定す

ると共に、該測定値が予め定められた範囲で、第２

の周波数で受信用共振回路が共振するように受信用

コンデンサの静電容量値を変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方式／複数

周波数利用 

特開 2000-090307 

98.09.10 

G07B 15/00  

 

ノンストップ自動料金収受システム 利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 09-274078 

（みなし取下） 

96.04.08 

G01S 13/78 

 

移動体識別装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

利便性／

高機能化 

装置／タグ

の改善 

特開平 08-030749 

（みなし取下） 

94.07.13 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カード 
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表 2.11.4 三菱電機の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／タグ

の改善 

特開 2004-318646 

03.04.18 

G06K 19/07 

 

非接触識別タグ及び RFID システム 経済性／

コスト低

減 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-271050 

（みなし取下） 

97.03.26 

H04B  5/00  

 

送受信システム用２次側回路装置 

特開平 09-205315 

（みなし取下） 

96.01.25 

H01Q  3/24 

 

無線デ－タ通信用 IC カードのためのアンテナ装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-322247 

（みなし取下） 

97.05.21 

H04B  5/00  

[被引用１回] 

 

ワイヤレス伝送装置 
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2.12 日立製作所 

 

2.12.1 企業の概要 

 

商号 株式会社 日立製作所 

本社所在地 〒101-8010 東京都千代田区神田駿河台4-6 

〒100-8280 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 

設立年 1920 年（大正9 年） 

資本金 2,820 億33 百万円（2005 年3 月末） 

従業員数 41,069 名（2005 年3 月末）（連結：347,424 名） 

事業内容 総合電機（情報・通信システム、電子デバイス、電力・産業システム、デ

ジタルメディア、民生機器等の製造・販売・サービス） 

 

日立は､1990年代中頃から小型ICタグチップの開発に着手し、2001年に0.4mm角の世界最小

クラスのICタグチップ「ミューチップ」を開発（外部アンテナ利用）、03年にはアンテナ内

蔵型「ミューチップ」を開発した。これを愛・地球博（愛知万博）の入場券システム、ビ

ル・オフィスの入退館、入退出管理を始め多数のソリューションに応用している。 

04年に、経済産業省公募の響プロジェクト（1個5円の国際標準準拠の無線ICタグを2年間で

開発するプロジェクト）の中心メーカとして、開発を行った。 

(出典：日立製作所のミューチップのページ 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/mu-chip/jp/index.html) 

 

2.12.2 製品例 

ミューチップを用いたソリューション、ミューチップ用リーダライタを提供している。

ミューチップを用いた製品は、関連企業が製造、販売している。 

(出典：日立製作所のミューチップのページ 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/mu-chip/jp/index.html) 
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2.12.3 技術開発拠点と研究者 

図2.12.3に日立製作所のICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

出願件数が多いのは1997年の10件、98年の11件である。少ないのは96年の３件、99年～

2000年の２件、01年の３件である。 

 

図 2.12.3 日立製作所の IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：東京都青梅市今井2326株式会社日立製作所デバイス開発センタ 

東京都国分寺市東恋ケ窪1-280 株式会社日立製作所中央研究所 

東京都江東区新砂1-6-27 株式会社日立製作所公共システム事業部 

神奈川県横浜市戸塚区吉田町292 株式会社日立製作所生産技術研究所 

茨城県土浦市神立町502 株式会社日立製作所機械研究所 

茨城県ひたちなか市市毛882 株式会社日立製作所計測器事業部 

 

参考情報 

ミューチップを用いた製品について、ミューチップインレット（テープ型、パッケージ

型）をルネサステクノロジが、タグ（シール、ラミネート、金属専用薄型、カード型、ラベ

ルシール型、カスタマイズ）を日立産機システム、日立情報システムズが販売している。ま

た、ミューチップを用いたソリューションは、日立エンジニアリング、日立情報システムズ

等でも提供している。 

(出典：日立製作所のミューチップのページ 

http://www.hitachi.co.jp/Prod/mu-chip/jp/index.html) 

ミューチップ以外のICタグに関する事業は、グループ企業の日立ハイテクノロジーズが

行っている。製品例としては、低周波（TI-RFIDシリーズ、V700シリーズ）、13.56MHz

（ISO14443対応品、ISO15693対応品）、マイクロ波（2.4GHz）のICタグ、リーダライタ等の

製品の製造、販売。スポーツ、レジャー分野、FA分野、セキュリティ分野等のソリューショ

ンの提供をしている。 
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（出典：日立ハイテクノロジーズのホームページ 

http://www.hitachi-hitec.com/products/rf-id/index.html） 

 

2.12.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

日立製作所からの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.12.4-1に示す。 

技術要素を見ると「電力伝送技術」が11件、「タグ、リーダライタ構成技術」が７件、

「アクセス制御・多重化技術」が６件等である。 

課題を見ると、「干渉対策／衝突回避」が６件、「品質向上／動作の安定化」が６件など

である。 

技術要素「アクセス制御・多重化技術」に対応する課題「干渉対策／衝突回避」は５件で

ある。 

 

図 2.12.4-1 日立製作所の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1993 年 1 月～2003 年 12 月の出願 
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1

不
感
地
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小

伝
送
系
技
術

距離・エリア向上

交
信
距
離
拡
大

信
号
伝
送
効
率

干
渉
妨
害
防
止

衝
突
回
避

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

干渉対策 効率向上

率
向
上
・
安
定
化

回
路
系
技
術

信
号
伝
送
品
質

動
作
の
安
定
化

低
消
費
電
力
化

コ
ス
ト
低
減

多
機
能
化

高
機
能
化

品質向上 利便性 経済性

多重化技術

高周波伝送技術

アクセス制御

変復調技術

符号伝送技術

電力伝送技術

制
御
系
技
術

構成技術
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環境

タグ、
リーダライタ

課
題
Ⅱ
／
Ⅰ

技術要素Ⅰ／Ⅱ

向
上

向
上
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課題に対する解決手段の分布を図2.12.4-2に示す。 

解決手段で多いものは「装置／タグの改善」の15件である。 

各課題に対応した解決手段では、課題「品質向上／動作の安定化」に対する「装置／タグ

の改善」が６件である他は、２件以下のものが分布している。 

 

図 2.12.4-2 日立製作所の IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1993 年 1 月～2003 年 12 月の出願 

 

表2.12.4に日立製作所のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。 

日立製作所の出願件数は31件で、そのうち５件が登録されている。 
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表 2.12.4 日立製作所の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／アン

テナの改善 

特開平 09-319841 

（取下） 

96.05.31 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

検品方法とその装置 

高
周
波
伝
送
技
術 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-261456 

（みなし取下） 

98.03.10 

H04B  5/02 

 

非接触型 IC カード 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／タグ

の改善 

特開平 10-210096 

（みなし取下） 

97.01.22 

H04L 27/233 

復調回路および半導体集積回路並びに IC カード 

利便性／

高機能化 

装置／タグ

の改善 

特開 2000-172806 

98.12.08 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カード 

変
復
調
技
術 

経済性／

コスト低

減 

装置／タグ

の改善 

特許 3509493 

96.09.13 

H04L 27/18  

[被引用２回] 

 

 

 

 

 

データ通信方式、無線 IC カードおよび無線 IC カー

ドシステム 

周波数 fp 号を用いた電力伝送と周波数 fs 送波を用

いたデジタルデータ通信を無線で行うシステムにお

いて、fs=fp/N（Ｎは整数）となる関係とし、位相変

位ＰをＰ=（M×360°）/N（Ｍ，Ｎは整数かつＰが

180°に等しくない）なる PSK 変調することで少ない

ハードウェアによって機能を実現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

干渉対策

／衝突回

避 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開平 11-328330 

98.03.10 

G06K 17/00  

非接触カ－ド通信システム 

符
号
伝
送
技
術 

利便性／

多機能化 

回路／信号

回路の改善 

特開 2003-078447 

01.09.05 

H04B  1/59 

 

移動体識別装置 
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表 2.12.4 日立製作所の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特開 2000-148932 

98.11.13 

G06K 17/00  

 

リーダまたは/およびライタ装置およびそれを用いた

IC カードシステム 

装置／アン

テナの改善 

 

特許 3619676 

97.06.20 

H01Q  1/32 

日立国際電気 

 

 

 

 

 

リーダまたは/およびライタ装置、電力伝送システム

並びに通信システム 

タグへの動作電力供給と通信用信号の送信または送

受信との両方を行うための電磁界を発生するスパイ

ラル状またはコイル状のアンテナと、該アンテナの

裏側にアンテナの鏡像を形成する導体部材とを備え

ることで規制値（例えば、距離３ｍにおいて 500μV

／m）を満足させて、しかも十分な電力を供給を特徴

とするリーダライタ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置／アン

テナの改善 

 

特開平 11-032452 

（みなし取下） 

97.05.15 

H02J 17/00  

リーダまたは/およびライタ装置 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-090215 

98.09.10 

G06K 17/00  

 

リーダ及びライタ装置並びに非接触 IC カードシステ

ム 

装置／アン

テナの改善 

特開平 11-261331 

（みなし取下） 

98.03.10 

H01Q 13/24 

 

非接触型 IC カードシステムの質問器アンテナ 

電
力
伝
送
技
術 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／タグ

の改善 

特許 3646472 

97.05.19 

H04B  5/02 

 

 

 

 

 

 

非接触型 IC カードおよび送受信回路 

クロックおよびデータ用に１段構成の倍圧整流回路

を、発電電源の検波整流用に２段構成の倍圧整流回

路を設け、それぞれの倍圧整流回路に対して、個別

にインピーダンス整合とインピーダンスのステップ

アップの設定をする。さらに、送信時のデータ送信

は、発電電源の検波整流用の２段構成の倍圧整流回

路の段間に設けた充放電切り替えによる変調により

行う。 
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表 2.12.4 日立製作所の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-163523 

98.11.26 

G06K 17/00  

[被引用５回] 

 

非接触 IC カードリーダライタ装置 

特許 3392016 

96.09.13 

H02J 17/00  

[被引用２回] 

 

 

 

 

 

 

電力伝送システム並びに電力伝送および情報通信シ

ステム   

リーダライタからタグに伝送された誘起電力を直流

電圧に変換し、前記伝送された誘起電力または該誘

起電力に応じた電圧を検出し、この検出された誘起

電圧または該誘起電力に応じた電圧に基づいてイン

ダクタンスを制御して所望の直流電圧を得て内部回

路に供給することでリーダライタ、タグ間の距離の

大幅な変動に対応。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-144014 

（みなし取下） 

97.11.10 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カード 

電
力
伝
送
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

制御／通信

制御の改善 

特開平 11-032451 

（みなし取下） 

97.05.15 

H02J 17/00  

電力伝送システム及び電力伝送・通信システム並び

にリーダまたは／およびライタ装置 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特開平 11-184986 

（みなし取下） 

97.12.22 

G06K 17/00  

 

データキャリアシステムとそのアクセス方法 

制御／活性

化制御の改

善 

特開平 11-306299 

（みなし取下） 

98.04.24 

G06K 17/00  

データキャリアシステムとその制御方法 

装置／アン

テナの改善 

特開 2002-123804 

00.10.16 

G06K 19/07 

 

無線を介して質問・応答を行う近接交信システム、

情報保持装置および質問装置 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

装置／タグ

の改善 

特開 2001-344576 

00.03.31 

G06K 17/00  

 

データキャリアを用いた情報読取方法 
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表 2.12.4 日立製作所の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／衝突回

避 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3239294 

98.01.12 

B42D 15/10 521 

デンソー、日本電

信電話、NEC トー

キン 

 

 

非接触式 IC カード通信システム及び IC カード通信

方法 

リーダライタがタグＡ～Ｄの各アンチコリジョン方

式の識別を要求すると、互いに異なるアンチコリ

ジョン方式を用いるタグ毎に、時を異にして自己の

アンチコリジョン方式につき返信する。リーダライ

タは、上記識別データについての返信を受信し、タ

グの種別を識別する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-207983 

（特許 3726739） 

98.01.12 

G06K 19/07 

デ ン ソ ー ウ ェ ー

ブ 、 日 本 電 信 電

話、NEC トーキン 

IC カードおよびリーダライタ 

環
境
適
応

制
御
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／タグ

の改善 

特開 2002-334310 

01.05.10 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カード及びそのアンテナ共振回路の調整方

法 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

回路／信号

回路の改善 

特開 2001-022911 

99.07.09 

G06K 19/07 

 

移動体識別装置 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-261339 

98.03.10 

03C  1/14 

非接触型 IC カードの変調信号入力回路 品質向上

／信号伝

送品質向

上 装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-209122 

99.01.13 

H04B  1/59 

移動体識別装置 

特開平 10-209929 

（みなし取下） 

97.01.17 

H04B  5/02 

 

クロック発生回路および半導体集積回路並びに IC

カード 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／タグ

の改善 

特開平 10-215288 

（みなし取下） 

97.01.29 

H04L 27/22 

 

非接触 IC カード 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

コスト低

減 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-112383 

（みなし取下） 

97.09.30 

H04B  1/59 

 

非接触 IC カード用リードライト装置 
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表 2.12.4 日立製作所の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／タグ

の改善 

特開 2003-076957 

01.09.06 

G06K 17/00  

サクサ 

 

変調回路及び非接触 IC カードリーダライタ 
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2.13 吉川アールエフシステム 

 

2.13.1 企業の概要 

 

商号 吉川アールエフシステム株式会社 

本社所在地 〒130-0022 東京都墨田区江東橋 1-16-2 

設立年 1999 年（平成 11 年） 

資本金 6000 万円（2006 年２月末） 

従業員数 30 名（2006 年２月末） 

事業内容 国内で数少ない RF-ID 専業メーカ。RF-ID のチップ開発およびシステ

ムの製造・販売事業 

 

吉川アールエフシステムは、吉川工業（1920年創業。鉄鋼関連から半導体事業に進出）が

新日鉄のRFID事業を譲り受けて､1999年に設立した企業である。新日鉄が94年から開始してい

たRFIDの研究開発成果を引き継ぎ、新日鉄時代からの得意分野であるカルテ管理等のファイ

ル検索システムやFAラインでの製品出荷管理、電子キー、電柱やマンホール等の道路構造物

のメンテナンスシステムに実績がある。 

（出典：新日本製鐵のニュースリリース 

http://www0.nsc.co.jp/news/1999/990421.html） 

（参考：吉川アールエフシステムのホームページ http://www.yrsc.co.jp/topjpn.htm） 

 

2.13.2 製品例 

タグ・カード・ラベル用チップRX―TP（13.56MHz）、RX―２S(125kHz)、LED内蔵タグLED―

TAG（パッシブ）、TCP/IP対応リーダライタRX５（ISO15693対応）、ハンディリーダライタ

IHT5000等を製造、販売している。 

（出典：吉川アールエフシステムの製品を取り扱っている川商セミコンダクターの 

ホームページ http://www.kawasho-semicon.co.jp/product/yrsc/index.html） 
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2.13.3 技術開発拠点と研究者 

図2.13.3に吉川アールエフシステムのICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を

示す。 

1996年に１件の出願がなされた。翌97年～99年の間には６件、2000年には２件、01年と02

年には４件の出願がなされた。03年には出願がなかった。 

1996年を除いて出願件数が研究者数より多い。 

 

図 2.13.3 吉川アールエフシステムの IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：東京都墨田区江東橋1-16-2 ジャクリーン47ビル5F  

吉川アールエフシステム株式会社東京本社 
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2.13.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

吉川アールエフシステムからの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.13.4-1に示す。 

技術要素で多いものは「タグ・リーダライタ構成技術」の14件で、全体の48％を占めてい

る。 

課題を見ると「品質向上／動作の安定化」が９件、「距離・エリア向上／交信距離拡大」

が５件、「品質向上／信号伝送品質向上」が４件等である。 

技術要素「タグ、リーダライタ構成技術」に対応する課題「品質向上／動作の安定化」は

６件である。 

 

図 2.13.4-1 吉川アールエフシステムの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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干
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衝
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ギ
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技
術

構成技術

適応制御技術
環境

タグ、
リーダライタ
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課題に対する解決手段の分布を図2.13.4-2に示す。 

解決手段を見ると「装置／タグの改善」が８件、「方式／応答方式の改善」が６件等であ

る。 

各課題に対応した解決手段では、課題「品質向上／動作の安定化」に対する「装置／タグ

の改善」が３件である他は、２件以下のものが分布している。 

 

図 2.13.4-2 吉川アールエフシステムの IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1993 年 1 月～2003 年 12 月の出願 

 

表2.13.4に吉川アールエフシステムのICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特

許を示す。 

吉川アールエフシステムの出願件数は29件で、そのうち２件が登録されている。 
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表 2.13.4 吉川アールエフシステムの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応（1/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／タグ

の改善 

特開 2000-059262 

98.08.14 

H04B  1/59 

 

データ送受信装置 

方式／信号

処理の改善 

特開平 11-068627 

（みなし取下） 

97.08.08 

H04B  5/02 

 

データキャリアシステム 

特開 2001-053641 

99.08.06 

H04B  1/59 

 

データキャリア用質問機 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-053642 

99.08.06 

H04B  1/59 

 

データキャリア用質問機 

方式／複数

周波数利用 

特開平 11-046220 

97.07.29 

H04L 27/12  

 

データキャリア用送信回路及びデータキャリアシス

テム 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／タグ

の改善 

特開 2003-198423 

01.12.28 

H04B  1/59 

 

データキャリア 

変
復
調
技
術 

経済性／

コスト低

減 

回路／信号

回路の改善 

特開平 11-298368 

98.04.07 

H04B  1/59 

 

データキャリアシステム及びデータキャリアシステ

ム用質問機 

符
号
伝

送
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

方式／応答

方式の改善 

特開平 11-306298 

98.04.28 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

データキャリアシステム 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

回路／電源

回路の改善 

特開平 11-088242 

97.09.04 

H04B  5/02 

 

データキャリア 

電
力
伝
送
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

方式／複数

周波数利用 

特開平 11-088241 

（みなし取下） 

97.09.04 

H04B  5/02 

 

データキャリアシステム 

ア
ク
セ
ス
制
御
・

多
重
化
技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方式／応答

方式の改善 

特開 2004-158987 

02.11.05 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

データキャリア、リーダ/ライタ装置及びデータキャ

リアシステム 
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表 2.13.4 吉川アールエフシステムの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応（2/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方式／応答

方式の改善 

特開 2002-183694 

00.12.15 

G06K 19/07 

[被引用１回] 

データキャリア、データキャリアの読み出し優先度

管理方法 

特開 2004-164220 

02.11.12 

G06K 19/07 

データキャリア、リーダ/ライタ装置及びデータキャ

リアシステム 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重

化
技
術 

利便性／

多機能化 

方式／応答

方式の改善 

特開 2004-165927 

02.11.12 

H04J 13/00 

データキャリア、リーダ/ライタ装置及びデータキャ

リアシステム 

環
境
適
応
制

御
技
術 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／アン

テナの改善 

特開平 10-215210 

96.11.29 

H04B  5/02 

データキャリアシステム 

回路／電源

回路の改善 

特開平 11-015934 

97.06.24 

G06K 17/00  

無電池方式の RFID 距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 
装置／タグ

の改善 

特開 2001-028510 

99.07.13 

H01Q  7/06 

データキャリア用アンテナ及びそれを用いたデータ

キャリア 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-316805 

98.05.01 

G06K 17/00  

リーダライタ用アンテナ装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 
装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3498788 

99.09.21 

H04B  5/00  

 

 

 

 

 

 

データキャリア用駆動磁界発生装置、発生方法 

所定の角度を開けて配設された第１の駆動コイルと

第２の駆動コイルとからなる交番磁界出力手段と、

第１の駆動コイル用駆動信号源、第２の駆動コイル

用駆動信号源を有する駆動電流供給手段とを設け、

第１の駆動電流の位相と、第２の駆動電流の位相に

所定の位相差をつけて回転磁界を形成して面状の交

番磁界を供給するようにして、駆動コイルの配設個

数を増やすことなく、一番感度の高い方向からずれ

る角度を小さくできるようにする。 
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表 2.13.4 吉川アールエフシステムの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特（3/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／タグ

の改善 

特開 2001-250093 

00.03.03 

G06K 19/07 

 

複合データキャリア 

干渉対策

／衝突回

避 

方式／応答

方式の改善 

特許 3573719 

01.03.05 

G06K 17/00  

 

 

 

 

 

 

データキャリア、リーダ/ライタ装置及びデータキャ

リアシステム 

リーダライタ装置からの呼び出しに応答するための

ID を複数個保持する ID 保持手段を設け、検索エリ

ア内に存在するタグが多い場合にも、検索エリア内

に存在するタグが少ない環境で使用する場合にも効

率よく使用可能なデータキャリアシステムを構築で

きるようにして、タグ ID のビット数が多い場合の利

点と少ない場合の利点を場合に応じて得ることがで

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回路／信号

回路の改善 

特開 2003-271913 

02.03.15 

G06K 19/07 

 

データキャリア及びデータキャリアの同調周波数調

整方法 

回路／電源

回路の改善 

特開 2003-085506 

01.09.12 

G06K 19/07 

 

データキャリアにおける過電圧防止回路 

装置／アン

テナの改善 

特開平 11-312958 

98.04.24 

H03J  7/02 

[被引用１回] 

 

自動同調回路及びそれを用いたデータキャリア装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／タグ

の改善 

特開 2001-060255 

99.08.20 

G06K 19/07 

 

データキャリア、リーダ/ライタ装置、データキャリ

ア検索読み出しシステム、データキャリア検索読み

出し方法 
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表 2.13.4 吉川アールエフシステムの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応（4/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／タグ

の改善 

特開 2001-076103 

99.09.03 

G06K 17/00  

 

データキャリア、リーダ/ライタ装置、データキャリ

ア検索読み出しシステム、データキャリア検索読み

出し方法 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2002-259915 

（拒絶査定確定） 

01.03.05 

G06K 17/00  

 

データキャリア、リーダ/ライタ装置、データキャリ

アシステム及びデータキャリア検索方法 

経済性／

コスト低

減 

回路／電源

回路の改善 

特開平 11-053491 

（みなし取下） 

97.08.08 

G06K 17/00  

 

データキャリアシステム 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-313018 

（みなし取下） 

98.04.24 

H04B  5/02 

 

送信回路及び送信方法 
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2.14 シャープ 

 

2.14.1 企業の概要 

 

商号 シャープ株式会社 

本社所在地 〒545-8522 大阪市阿倍野区長池町 22-22 田辺ビル 

設立年 1935 年（昭和 10 年） 

資本金 2,046 億 75 百万円（2005 年９月末） 

従業員数 23,100 名（2005 年 10 月末）（連結：47,300 名） 

事業内容 エレクトロニクス機器（音響・映像・通信機器、電化機器、情報機

器）、電子部品（IC、液晶等）の製造・販売 

 

自社液晶工場でも使用しているインテリタグと呼ぶISO18000-4MODE1準拠のタグおよびリー

ダライタの他、プログラマブルコントローラ（シーケンサー）ユニットの中のアクティブ・

タグ、リーダライタ等FA向けに事業展開している。 

（出典：シャープのプログラマブルコントローラのホームページ 

http://www.sharp.co.jp/sms/rfid/active/frame.html） 

（出典：シャープのホームページ http://www.sharp.co.jp/） 

 

2.14.2 製品例 

プログラマブルコントローラ（シーケンサー）ユニットの中のアクティブ・タグシステム

等を製造、販売している。 

（出典：シャープのプログラマブルコントローラのホームページ 

http://www.sharp.co.jp/sms/rfid/active/frame.html） 
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2.14.3 技術開発拠点と研究者 

図2.14.3にシャープのICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1993年の出願は７件であった。翌94年～2000年の間は、出願なし～２件の間を推移してい

る。01年以降は01年が５件、02年が９件、03年が４件である。 

 

図 2.14.3 シャープの IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：大阪府大阪市阿倍野区長池町22-22 シャープ株式会社 

 

参考情報 

プログラマブルコントローラ以外の IC タグ関連製品の販売は、日本アールエフソリュー

ションが行っており、製品例としては、インテリタグ（ISO18000-4,MODE1 準拠のパッシブタ

グ）、リーダライタ RZ-1TR4、RZ-1TR2、RI-1TR1（いずれも 2.4GHz のシャープ製タグ向け）

がある。 

（出典：日本アールエフソリューションのホームページ http://www.jrfs-rfid.com/） 
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2.14.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

シャープからの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.14.4-1に示す。 

技術要素を見ると「高周波伝送技術」が８件、「タグ、リーダライタ構成技術」が５件等

である。 

課題を見ると「利便性/多機能化」が６件、「効率向上/信号伝送効率向上」が５件等であ

る。 

 

図 2.14.4-1 シャープの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1993 年 1 月～2003 年 12 月の出願 
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不
感
地
縮
小

伝
送
系
技
術

距離・エリア向上

交
信
距
離
拡
大

信
号
伝
送
効
率

干
渉
妨
害
防
止

衝
突
回
避

エ
ネ
ル
ギ
伝
送
効

干渉対策 効率向上

率
向
上
・
安
定
化

回
路
系
技
術

信
号
伝
送
品
質

動
作
の
安
定
化

低
消
費
電
力
化

コ
ス
ト
低
減

多
機
能
化

高
機
能
化

品質向上 利便性 経済性

多重化技術

高周波伝送技術

アクセス制御

変復調技術

符号伝送技術

電力伝送技術

制
御
系
技
術

構成技術

適応制御技術
環境

タグ、
リーダライタ

課
題
Ⅱ
／
Ⅰ

技術要素Ⅰ／Ⅱ

向
上

向
上
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課題に対する解決手段の分布を図2.14.4-2に示す。 

解決手段として多いのは、「装置／アンテナの改善」の11件である。この解決手段は広い

課題に対して採られている。 

各課題に対応した解決手段では、課題「距離・エリア向上／交信距離拡大」に対する「装

置／アンテナの改善」が３件である他は、２件以下のものが分布している。 

 

図 2.14.4-2 シャープの IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1993 年 1 月～2003 年 12 月の出願 

 

表2.14.4にシャープのICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。

シャープの出願件数は28件で、そのうち３件が登録されている。 
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RF波以外の利用

応答方式の改善

信号処理の改善

複数周波数利用

方
式

活性化制御の改善

アンテナの改善

通信制御の改善
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装
置

解決手段Ⅰ／Ⅱ

課
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Ⅱ
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向
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表 2.14.4 シャープの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／アン

テナの改善 

特開 2003-249871 

（みなし取下） 

02.02.22 

H04B  1/59 

 

無線通信システム 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／アン

テナの改善 

特開 2003-249820 

02.02.22 

H01Q 21/24 

 

無線通信装置 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

制御／通信

制御の改善 

特許 3609938 

98.03.23 

H04B  1/59 

シヤ－プマニフア

クチヤリングシス

テム 

 

 

移動体識別装置 

タグに、他のタグの通信状態を受信する通信状態受

信手段と、この通信状態受信手段の通信状態信号に

基づいてリーダライタの通信制御を行う制御手段を

備えることで、ネットワークで連結したシステム構

成をとることなく、かつ、リーダライタの仕様で定

められる最小隣接設置間隔以下での使用を可能とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方式／複数

周波数利用 

特開 2003-158471 

（みなし取下） 

93.10.29 

H04B  1/59 

 

データ通信システム及びその固定局 品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／アン

テナの改善 

特開平 10-075196 

H04B  1/59 

シヤ－プマニフア

クチヤリングシス

テム 

 

移動体識別装置 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

多機能化 

方式／無線

方式の利用 

特開 2004-215187 

03.01.08 

H04B  1/59 

 

無線通信システムおよび応答器付電子機器 
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表 2.14.4 シャープの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方式／信号

処理の改善 

特開 2004-348559 

03.05.23 

G06K 17/00  

 

ID タグシステムおよび ID タグならびに ID タグリー

ダ・ライタ 
高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

多機能化 

装置／アン

テナの改善 

特開 2005-094474 

03.09.18 

H04B  1/59 

 

マルチタグ及びマルチタグを利用した RFID システム

干渉対策

／衝突回

避 

制御／活性

化制御の改

善 

特開 2004-056205 

02.07.16 

H04B  1/59 

 

BPSK 信号の認識方法およびその認識方法を用いる非

接触式 IC カードの端末装置 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

回路／信号

回路の改善 

特開 2003-348182 

02.05.28 

H04L 27/22 

 

復調回路およびそれを用いる非接触式 IC カードの端

末装置 

変
復
調
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開 2002-252568 

（特許 3696796） 

01.02.26 

H04B  1/59 

日本電信電話 

電磁誘導質問装置および通信方法 

方式／信号

処理の改善 

特開平 07-022996 

（拒絶査定確定） 

93.07.05 

H04B  7/26 

移動体識別装置 
符
号
伝
送
技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

制御／送信

制御の改善 

特開 2003-198645 

01.12.27 

H04L 27/04  

 

送信装置及びこれを用いた通信システム 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／アン

テナの改善 

特開 2003-283364 

（みなし取下） 

02.03.20 

H04B  1/59 

無線通信システム 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／アン

テナの改善 

特開 2003-249872 

（みなし取下） 

02.02.22 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

 

無線通信システム 

特開 2003-283365 

（みなし取下） 

02.03.20 

H04B  1/59 

無線通信システム 

電
力
伝
送
技
術 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

装置／アン

テナの改善 

特開 2003-298465 

（みなし取下） 

02.03.29 

H04B  1/59 

無線通信システム 

干渉対策

／衝突回

避 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特開平 07-043455 

（みなし取下） 

93.07.27 

G01S 13/74 

[被引用２回] 

 

移動体識別装置 
ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技

術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

制御／通信

制御の改善 

特開平 07-079175 

（みなし取下） 

93.06.30 

H04B  1/59 

 

移動体識別装置 
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表 2.14.4 シャープの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／アン

テナの改善 

特許 2951824 

93.06.30 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

移動体識別装置 

通信指令を出力するデータ処理器と、データ処理器

に接続されておりデータ処理器から出力された通信

指令を入力して所定の命令を出力するコントローラ

と、コントローラに対応して接続されており各対応

するコントローラから出力された所定の命令を入力

して出力する質問アンテナと、所定の命令を空間伝

送により入力して所定の命令を出力したアンテナに

特定の信号を出力するタグとを備えており、複数の

コントローラは、複数のアンテナを所定の順序で順

次駆動して応答器と通信するように制御する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／アン

テナの改善 

特開 2004-250185 

03.02.20 

B65G  1/137  

 

物品管理システム、物品管理陳列台、及び物品管理

方法 

利便性／

多機能化 

回路／信号

回路の改善 

特開 2003-242468 

02.02.20 

G06K 19/07 

IC カードシステム、非接触 IC カード及びデータ通

信処理方法 

環
境
適
応
制
御
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特開平 09-294106 

（みなし取下） 

96.04.26 

H04B 10/105 

非接触型赤外線通信装置 
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表 2.14.4 シャープの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

方式／複数

周波数利用 

特許 3433987 

93.10.29 

H04B  7/26 

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

データ通信システムおよび質問装置 

複数の周波数の搬送波発生手段と、送受信アンテナ

と、検波手段と、前記搬送波発生手段からの搬送波

を前記送受信アンテナに導くとともに、前記送受信

アンテナにより受信された信号を検波手段に導く手

段と、前記検波手段により検波された信号を復調す

る手段を備えた固定局、及び、送受信アンテナと、

前記固定局からの搬送波の受信に応答して、応答

データを発生する手段と、前記固定局からの搬送波

に対して前記応答データに従って変調を行い、前記

応答信号として送受信アンテナから反射する変調手

段を備える移動局から構成し、相対距離がいかなる

関係にあっても、送出し受信する信号が複数の経路

を通過しても、データを確実に復調する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開平 07-038463 

（みなし取下） 

93.07.16 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

 

移動体識別システムに用いられる質問装置 

方式／無線

方式の利用 

特開 2002-246947 

01.02.19 

H04B  1/59 

 

無線タグおよびその使用方法 利便性／

多機能化 

装置／アン

テナの改善 

特開 2002-271229 

01.03.07 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

 

RFID 検索装置および RFID を利用する物品検索方法 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

利便性／

高機能化 

方式／無線

方式の利用 

特開 2002-353852 

01.05.25 

H04B  1/59 

 

無線通信装置および無線通信システム 
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 2.15 日本電信電話 

 

2.15.1 企業の概要 

 

商号 日本電信電話株式会社 

本社所在地 〒100-8116 東京都千代田区大手町 2-3-1 

設立年 1952 年（昭和 27 年） 

資本金 9,379 億 50 百万円 (2005 年 3 月末） 

従業員数 2,792 名（2005 年 3 月末）（連結：201,500 名） 

事業内容 NTTグループ会社の発行株式の引き受け・保有、NTTグループ会社への
助言・あっせん・援助、電気通信技術に関する研究、これらの付帯業

務 

 

日本電信電話（NTT）では、テレフォンカードの次期システムとしてICカードの研究開発を

1990年代の初めから着手し、99年には、公衆電話向けに電磁誘導による非接触ICカード（RF

カード）を実用化した。NTTでは上記のようにICタグに関する研究開発、特許出願を行ってい

るが、事業はグループ企業が行っている。 

（出典：NTTのホームページ http://www.ntt.co.jp/index_f.html） 

 

2.15.2 製品例 

製品およびソリューションをグループ企業のNTTコムウェア、NTTアドバンステクノロジ、

NTTエレクトロニクスが提供している。 

（出典：NTTのホームページ http://www.ntt.co.jp/index_f.html） 
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2.15.3 技術開発拠点と研究者 

図2.15.3にNTTのICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

出願件数は1994年～97年は２件以下である。その後98年～2000年まで増加し、2000年は６

件である。01年、02年は４件であったが、03年は１件に減少した。 

出願件数の増減に比べて、発明者数の変化幅が大きく99年、01年は前年の倍以上に増加し

た。 

 

図 2.15.3 日本電信電話の IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：東京都千代田区大手町2-3-1 日本電信電話株式会社 

東京都千代田区内幸町1-1-6 日本電信電話株式会社 

東京都新宿区西新宿3-19-2 日本電信電話株式会社 

 

参考情報 

ICタグに関する事業は、NTTコムウェア、NTTアドバンステクノロジ、NTTエレクトロニクス

等が行っている。 

NTTコムウェアからはいろんな業種へのRFIDソリューション、NTTアドバンステクノロジか

らはアクティブ型RFIDシステム「NIRE」、非接触ICカード（RFカード）と併用可能な指紋認

証入退室管理・出退勤管理システム、NTTエレクトロニクスからは非接触ICカード通信距離測

定システム等を提供している。 

（出典：NTTのホームページ http://www.ntt.co.jp/index_f.html） 
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2.15.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

NTTからの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.15.4-1に示す。 

技術要素を見ると「タグ、リーダライタ構成技術」が７件、「高周波伝送技術」が６件等

である。 

課題を見ると「利便性／高機能化」が７件、「利便性／多機能化」が６件、「経済性／低

消費電力化」が５件等である。 

 

図 2.15.4-1 日本電信電話の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.15.4-2に示す。 

解決手段を見ると「制御／通信制御の改善」が５件、「装置／タグの改善」が５件、「装

置／リーダライタの改善」が４件等である。 

各課題に対応した解決手段では、課題「利便性／高機能化」に対する「制御／通信制御の

改善」が４件、課題「経済性／低消費電力化」に対する「装置／タグの改善」が３件である

他は、２件以下のものが分布している。 

 

図 2.15.4-2 日本電信電話の IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表2.15.4にNTTのICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。 

NTTの出願件数は28件で、そのうち９件が登録されている。 
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表 2.15.4 日本電信電話の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／アン

テナの改善 

特許 3579281 

99.02.10 

G06K 17/00  

 

 

 

 

 

 

ワイヤレス ID タグ読み取り書き込み装置 

二つ以上の半円形コイル 301，302 からなり、少なく

とも１つのコイルの電流の向きを制御するスイッチ

303 により、タグのアンテナコイルに対して垂直な

磁場成分が強く発生するようにし、もしくはタグの

アンテナコイルに対して水平な磁場成分が強く発生

するようにすることを特徴とするリーダライタ用ア

ンテナ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方式／複数

周波数利用 

特開 2001-052140 

99.08.17 

G06K 19/077 

IC カード装置 

方式／複数

周波数利用 

特開平 10-261979 

（みなし取下） 

97.03.19 

H04B  1/59 

デ－タキャリア 利便性／

多機能化 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特許 3147220 

96.02.06 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

データキヤリアおよびデータキャリアシステム 

タグへ送信機器からマイクロ波帯あるいはミリ波帯

の指向性の強い電磁波ビームを送信すると、タグは

起動し、VHF 帯あるいは UHF 帯の指向性の弱い電磁

波に重畳して識別 ID，位置座標，設備属性等の所要

情報を送信し、受信基地局はこれを受信し、制御コ

ンピュータによりデータの蓄積や制御処理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方式／無線

方式の利用 

特開 2003-244014 

02.02.15 

H04B  1/40 

鷹山 

携帯端末 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-183697 

00.12.18 

G06K 19/07 

NEC ト－キン 

 

非接触型 IC カード 

変
復
調

技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開 2002-252568 

（特許 3696796） 

01.02.26 

H04B  1/59 

 

電磁誘導質問装置および通信方法 
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表 2.15.4 日本電信電話の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

変

復

調

技
術 

経済性／

低消費電

力化 

回路／信号

回路の改善 

特開 2002-312728 

01.04.16 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カード読み取り書き込み装置 

利便性／

多機能化 

方式／応答

方式の改善 

特開 2002-366909 

01.06.13 

G06K 17/00  

 

IC カードとの通信制御方法及びこの方法の実行プロ

グラムとこのプログラムを記録した記録媒体 

符
号
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-183698 

00.12.18 

G06K 19/07 

NEC ト－キン 

[被引用１回] 

 

非接触型 IC カード 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／タグ

の改善 

特許 3488166 

00.02.24 

H02J 17/00  

 

 

 

非接触 IC カードシステムとそのリーダライタおよび

非接触 IC カード 

送信側あるいは受信側のアンテナコイルにインピー

ダンス整合回路を接続し、同時に電力送受信状態を

検出し、インピーダンス整合条件を満足しているか

否かを判定し、この結果に応じて自動的に上記整合

条件を切り換える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電
力
伝
送
技
術 

利便性／

多機能化 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特許 3506939 

99.01.21 

G06K 17/00  

画像表示装置 

表示器１は非接触 IC カード 10 の利用者に対して

メッセージを表示する。送受信・反射検出回路４

は、ループアンテナ３を介した電波あるいは電磁誘

導により IC カード 10 への電力供給と交信を行う。

供給電力制御回路５は、IC カード 10 の位置を検出

して、通信可能な最低限の電力となるように IC カー

ド 10 への供給電力を制御し、外部に必要以上の電波

を照射しないようにする。 
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表 2.15.4 日本電信電話の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特許 3607585 

00.08.23 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

非接触応答装置 

タグ内部のロジック回路は、リーダライタからの質

問を待つ待機状態になったとき、アンテナ回路のイ

ンピーダンスを変化させる容量切替回路を制御し

て、リーダライタからの受信電力量が質問データの

認識に最低限必要な電力量となるよう受電効率を低

下させ、自装置に対する質問データを受信したと

き、容量切替回路を制御して、受信電力量が応答波

の生成・送信に最低限必要な電力量となるよう受電

効率を増大させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電
力
伝
送
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／タグ

の改善 

特開 2002-064402 

（特許 3715518） 

00.08.23 

H04B  1/59 

非接触応答装置 

干渉対策

／衝突回

避 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3239294 

98.01.12 

B42D 15/10 521 

デンソー、日立製

作所、NEC トーキ

ン 

 

 

 

 

 

 

非接触式 IC カード通信システム及び IC カード通信

方法 

リーダライタがタグＡ～Ｄの各アンチコリジョン方

式の識別を要求すると、互いに異なるアンチコリ

ジョン方式を用いるタグ毎に、時を異にして自己の

アンチコリジョン方式につき返信する。リーダライ

タは、上記識別データについての返信を受信し、タ

グの種別を識別する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／送信

制御の改善 

特開 2001-092930 

99.09.27 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

リーダライタ及び非接触 IC カードシステム 
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表 2.15.4 日本電信電話の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特許 3444386 

95.10.17 

H04B  5/02 

 

 

 

 

 

 

ワイヤレスタグシステム 

レーザポインタからの可視光を含んだ変調された赤

外線信号を受光部が受光し、復調部がこれを復調し

て制御手段に送る。制御手段は復調された信号を解

析し、これに応じた識別 ID、位置座標、設備属性等

の情報を返信手段の変調部に送る。変調部では送ら

れてきた情報を発振部の高周波キャリアに重畳して

発信アンテナに送り高周波電源として送信する。ワ

イヤレス基地局はこの高周波電波を受信し、対象物

の認識、データの分析等を自動的に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-207983 

（特許 3726739） 

98.01.12 

G06K 19/07 

デ ン ソ ー ウ ェ ー

ブ、日立製作所、

NEC トーキン 

IC カードおよびリーダライタ 

環
境
適
応
制
御
技
術 

利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

特許 3592304 

02.02.21 

H04B  1/59 

 

 

 

 

 

 

 

最適通信方式選択方法及び非接触応答装置 

リーダライタからのリクエスト信号をタグが受信す

ると、当該リクエスト信号を変換したリクエストコ

マンドからそのリクエスト信号の通信方式の種類を

判定する処理を繰り返すと共に、例えば最初にリク

エスト信号を受信して２００msec 経過等、最適な通

信方式を選択できる条件を満たすと、その判定した

通信方式の種類を元に優先度テーブル上位のものを

最適な通信方式として選択し、その後、当該選択し

た最適な通信方式によるリクエスト信号を受信する

と、その選択した最適な通信方式により応答信号を

発して、複数種類の通信方式の内の何れかの一通信

方式を用いてリーダライタと通信を行う。 
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表 2.15.4 日本電信電話の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/5） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

制御／通信

制御の改善 

特開 2004-185242 

02.12.02 

G06K 19/07 

 

IC カード通信方式切換方法及び IC カード 
環
境
適
応
制
御
技

術 

利便性／

高機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2003-233787 

02.02.08 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カード交信確立方法及びシステム装置 

制御／活性

化制御の改

善 

特開 2005-050130 

03.07.29 

G06K 19/07 

 

IC カード電力制御方法及び IC カード 距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

回路／電源

回路の改善 

特開 2003-030611 

01.07.18 

G06K 19/07 

 

無線通信モジュール及び無線通信方法 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／タグ

の改善 

特開平 08-044831 

（拒絶査定確定） 

94.07.27 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

ハイブリツドカードとそれを使用した無線通信シス

テム 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3482555 

99.12.17 

H04L 27/04  

田村電機製作所 

 

 

 

 

 

 

変調回路 

「H」レベルのデータを入力すると変調部はキャリア

信号を整合回路を介して共振回路へ送出し、共振回

路の共振によりタグへ電波信号として送信させる一

方、変調部は「L」レベルのデータを入力するとキャ

リア信号を送出しない。このキャリア信号の非送信

期間への移行時点で制御部は、減衰振動抑止回路の

トランジスタへ制御信号を出力してトランジスタを

導通させ、キャリア信号送信時に整合回路や共振回

路に蓄積されていたエネルギを抵抗及びトランジス

タを介しグランドに速やかに放出させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利便性／

高機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-312701 

00.04.28 

G06K 17/00  

デンソ－ウェ－ブ 

[被引用１回] 

非接触式 IC カード用リーダライタの通信方法 

制御／活性

化制御の改

善 

特開 2000-040133 

（拒絶査定確定） 

98.07.22 

G06K 17/00  

携帯用の非接触 IC カード読み取り装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／タグ

の改善 

特開平 09-116495 

（みなし取下） 

95.10.18 

H04B 10/105 

ワイヤレスデータキャリアシステム 
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2.16 凸版印刷 

 

2.16.1 企業の概要 

 

商号 凸版印刷株式会社 

本社所在地 〒101-0024 東京都千代田区神田和泉町 1 番地 

設立年 1900 年（明治 33 年） 

資本金 1,049 億円（2005 年３月末） 

従業員数 10,548 名（2005 年３月末） 

事業内容 印刷物（書籍、広告宣伝物、証券、事務用帳票等）、生活・産業資材

（包装材・建材等）、電子精密部品（フォトマスク、フィルタ等）の製

造・販売、他 

 

凸版印刷では、RFIDについてはバーコードの次期システムとして1990年代初めから研究

開発を継続して進めている。2000年頃からは、ICタグ応用システムの開発に力を入れてお

り、「愛・地球博」向けの世界初のICタグ入場券や、中央省庁が進めた実証実験の多くに

参画しており、自社および顧客向け導入事例もある。一般公開は行っていないが、物流分

野での利用が期待されているUHF帯ICタグを中心に、ICタグ導入時の利用環境に近い状態

で評価、実装実験を行うため「TOPPAN RFID LAB 953」を実際の物流倉庫内に開設してい

る。 

（出典：凸版印刷のホームページ 

http://www.toppan.co.jp/products_service/ic_tag/index.html） 

 

 

2.16.2 製品例 

2.45GHz ICチップ、シンガポール科学技術研究庁と共同開発のリーダライタであるテスス

ター、日本板硝子と共同開発のガラス製ICタグ等のICカード関連製品の製造、販売、および

これらを利用したオリジナルICチップの開発や、ICタグ加工、実装を含めたシステムの開

発・提供を行っている。 

（出典：凸版印刷のホームページ 

http://www.toppan.co.jp/products_service/ic_tag/index.html） 
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2.16.3 技術開発拠点と研究者 

図2.16.3に凸版印刷のICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

出願件数は1993年～95年に増加し、96年に減少、97年に再び増加し５件となった。98年

以降は、2000の出願なしを含め２件以下の出願である。 

 

図 2.16.3 凸版印刷の IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：東京都台東区台東1-5-1 凸版印刷株式会社 
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2.16.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

凸版印刷からの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.16.4-1に示す。 

技術要素を見ると「高周波伝送技術」が７件、「タグ、リーダライタ構成技術」が６件、

「アクセス制御・多重化技術」が５件である。 

課題を見ると「利便性／多機能化」が６件、「干渉対策／衝突回避」が４件、「品質向上

／動作の安定化」が４件である。 

技術要素「アクセス制御・多重化技術」に対応する課題｢干渉対策／衝突回避｣は４件であ

る。 

 

図 2.16.4-1 凸版印刷の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.16.4-2に示す。 

解決手段を見ると｢装置／タグの改善｣が６件、「方式／応答方式の改善」が４件等である。 

各課題に対応した解決手段では、課題「干渉対策／衝突回避」に対する「方式／応答方式

の改善」が４件、課題「利便性／多機能化」に対する「装置／タグの改善」が４件の他は、

２件以下のものが分布している。 

 

.図 2.16.4-2 凸版印刷 IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1993 年 1 月～2003 年 12 月の出願 

 

表2.16.4に凸版印刷のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。 

凸版印刷の出願件数は24件で、そのうち４件が登録されている。 
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表 2.16.4 凸版印刷の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特開 2000-259788 

99.03.12 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードシステムおよび非接触 IC カードの

外部読み書き装置 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／アン

テナの改善 

特開平 10-334198 

（拒絶査定確定） 

97.05.30 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

図書類の保管管理システム 

特開平 08-242193 

（みなし取下） 

95.03.03 

H04B  1/59 

[被引用２回] 

 

移動体識別装置用質問器 回路／信号

回路の改善 

 

特開平 10-075197 

96.08.30 

H04B  1/59 

 

移動体識別装置用質問器 

品質向上

／動作の

安定化 

方式／複数

周波数利用 

特開平 10-261984 

（みなし取下） 

97.03.19 

H04B  5/02 

 

非接触 IC カードシステム 

方式／無線

方式の利用 

特開 2003-110458 

01.09.27 

H04B  1/59 

[被引用１回] 

 

非接触方式 IC タグ及び非接触方式 IC タグを用いた

通信方法 

高
周
波
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-005202 

02.05.31 

G06K 17/00  

 

タグシステム及びタグ付き個人情報担体 

変
復
調
技

術 
利便性／

高機能化 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開 2003-008590 

01.06.21 

H04L 12/28 303 

 

質問器及び電子機器 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

制御／活性

化制御の改

善 

特開平 09-139692 

（みなし取下） 

95.11.16 

H04B  1/59 

 

移動体識別装置用応答器 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

回路／信号

回路の改善 

特開平 10-240878 

97.02.24 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードにおけるデータ伝送システム 符
号
伝
送
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方式／複数

周波数利用 

特開平 09-102024 

（拒絶査定確定） 

95.10.04 

G06K 19/073 

情報記録媒体およびそのデータ読取装置ならびに

データ読取方法 
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表 2.16.4 凸版印刷の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／アン

テナの改善 

特許 3427663 

96.06.18 

G06K 19/07 

 

 

 

 

 

 

非接触 IC カード 

タグの表面に第１のコイルをスパイラル状に形成

し、ＩＣチップと電気的に接続される。第１コイル

と同一平面または、隣接平面上にスパイラル状の第

２コイルが第１コイルと電気的に絶縁されてカード

の外周に沿って設けられる。加えて、第２コイルの

少なくとも１巻は前記第１コイルと同じ中心をもっ

て形成される。このスパイラル状の第２コイルはコ

ンデンサと並列に接続されることによって共振回路

を構成し、電力受信特性を改善する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電
力
伝
送
技
術 

利便性／

多機能化 

装置／タグ

の改善 

特開 2004-164677 

96.10.16 

G06K 19/07 

 

情報記録媒体 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

方式／応答

方式の改善 

特許 3350287 

95.05.19 

G06K 19/07 

[被引用２回] 

 

 

 

 

 

 

報媒体および情報媒体処理装置 

タグは、リーダライタからリセット信号を受信する

と、データメモリに記憶された ID コードをリーダラ

イタに送信する。他のタグも同様である。次に、

リーダライタは、これらタグに対して、各タグの ID

コードとともに個別のノードアドレスを送信する。

以後、各タグ、リーダライタ間の通信時には、情報

にノードアドレスが付与される。これにより、情報

の送信元あるいは送信先のタグが特定される。 
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表 2.16.4 凸版印刷の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特許 3624436 

94.08.26 

G06K 17/00  

 

 

 

 

 

 

情報システム 

入用アンテナ及び出用アンテナは、いずれも質問電

波の送信及びタグの応答電波の受信をするループア

ンテナである。人、動物、物等の識別対象物にタグ

を保持させ、その識別対象物に両アンテナのループ

内を通過させるように両アンテナを配置する。両ア

ンテナの出力を減算することにより、両アンテナの

開口面積が広くても雑音を相殺できるようにする。

入用アンテナ１及び出用アンテナ２の間隔を 60cm 程

度とり、一方のアンテナを通過してから他方のアン

テナを通過するまでに時間が掛かるようにする。ど

ちらのアンテナの出力から先に対象物の識別符号を

識別したかを調べることにより、対象物の移動方向

がわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開平 08-069512 

94.08.26 

G06K 17/00  

 

情報システム 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

方式／応答

方式の改善 

特開 2005-038384 

03.06.30 

G06K 19/07 

 

無線タグ、無線タグ用読み書き装置及び通信プログ

ラム 
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表 2.16.4 凸版印刷の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/4） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

利便性／

多機能化 

方式／複数

周波数利用 

特許 2845095 

93.06.29 

G06K 17/00  

 

 

 

 

 

 

IC カードシステム 

タグにデータの読み出し書き込み機能を持たせる。

タグ同士の通信はタグ同士で行う。タグ間の通信の

周波数と、タグとリーダライタとの間のそれとを異

ならせる。また、このタグ間通信中はリーダライタ

の書き込み機能を停止する。タグへの電源の供給は

リーダライタからでもよく、電源内蔵方式でもよ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環

境

適

応

制
御
技
術 

利便性／

多機能化 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-296629 

98.04.08 

G06K 17/00  

 

書換え型非接触 IC カード 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／タグ

の改善 

特開平 08-094745 

（みなし取下） 

94.09.22 

G01S 13/75 

 

移動体識別装置の応答器 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／電源

回路の改善 

特開平 10-233717 

97.02.17 

H04B  5/02 

 

非接触 IC カード 

特開平 10-289296 

97.04.11 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カード 装置／タグ

の改善 

特開 2001-043340 

99.07.29 

G06K 19/077 

 

複合 IC カード 

利便性／

多機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2000-048137 

98.07.30 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードの携帯型読取装置 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

コスト低

減 

装置／タグ

の改善 

特開 2001-043340 

99.07.29 

G06K 19/077 

 

複合 IC カード 
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 2.17 NEC トーキン 

 

2.17.1 企業の概要 

 

商号 NEC トーキン株式会社会社 

本社所在地 〒982-8510 宮城県仙台市太白区郡山 6-7-1 

設立年 1938 年（昭和 13 年） 

資本金 129 億 90 百万円（2005 年９月末） 

従業員数 1,499 名（連結：2005 年９月末）（連結：19,581 名） 

事業内容 電子部品の製造・販売（コンデンサ等のエネルギデバイス、リレー・

光アイソレータ等のネットワークデバイス、圧電デバイス、各種セン

サ、他） 

 

1988年に東北金属工業が株式会社トーキンに名称変更し、02年にNEC・電子部品事業と統合

してNECトーキン株式会社に社名変更した。タンタルキャパシタ、電気二重層キャパシタ、リ

チュームイオン二次電池、ミニチュアリレー、光ネットワークデバイス、磁性デバイス、圧

電デバイス、各種センサを生産している。ネットワークデバイス事業の中で、ICカード、IC

タグ、リーダ／ライタおよび入退室管理システムを提供している。 

（出典：NECトーキンのホームページ http://www.nec-tokin.com/） 

 

 

2.17.2 製品例 

カードサイズ、ハーフサイズ、コイン状、直径20mm、10mm、ボタン型のICタグを始め、非

接触ICカードリーダライタ、非接触ICタグリーダライタ、非接触ICカード・入退室管理シス

テム等を製造、販売している。2005年２月に「ISO／IEC15693非接触ICカードリーダライタモ

ジュール ICM－3002シリーズ」の販売を開始した。 

（出典：NECトーキンのホームページ http://www.nec-tokin.com/） 
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2.17.3 技術開発拠点と研究者 

図2.17.3にNECトーキンのICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

出願件数は1996年に７件と最多になった。それ以降は１～２件であったが、03年に３件と

微増している。発明者の数は98年に前年の１名から12名に急増し、翌年には１名となった。

2000年は６名、01年は９名となったが、02年は１名と減少、03年には３名となった。 

 

図 2.17.3 NEC トーキンの IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：宮城県仙台市太白区郡山6-7-1 NECトーキン株式会社 
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2.17.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

NECトーキンからの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.17.4-1に示す。 

技術要素を見ると「電力伝送技術」が７件、「タグ、リーダライタ構成技術」が４件等で

ある。 

課題を見ると「効率向上／エネルギ伝送効率向上・安定化」が５件、「利便性／多機能

化」、「利便性／高機能化」、「経済性／低消費電力化」が３件等である。 

技術要素｢電力伝送技術｣に対応する課題｢効率向上／エネルギ伝送効率向上・安定化｣は４

件である。 

 

図 2.17.4-1 NEC トーキンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.17.4-2に示す。 

解決手段を見ると｢回路／信号回路の改善｣が５件、｢制御／通信制御の改善｣が５件等であ

る。 

各課題に対応した解決手段では、２件以下のものが分布している。 

 

図 2.17.4-2 NEC トーキンの IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表2.17.4にNECトーキンのICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。

NECトーキンの出願件数は22件で、そのうち２件が登録されている。 
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表 2.17.4 NEC トーキンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

高
周
波
伝

送
技
術 

利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-183697 

00.12.18 

G06K 19/07 

日本電信電話 

非接触型 IC カード 

特開平 09-135196 

（取下） 

95.09.04 

H04B  5/02 

[被引用１回] 

非接触型データキャリアシステム 

変
復
調
技
術 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

回路／信号

回路の改善 

特開平 09-204500 

96.01.24 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

非接触型データキャリアシステム 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／タグ

の改善 

特開平 11-053487 

（拒絶査定確定） 

97.07.31 

G06K 17/00  

IC カードにおける書き込みデータの有効性判定方法

利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-183698 

00.12.18 

G06K 19/07 

日本電信電話 

[被引用１回] 

 

非接触型 IC カード 
符
号
伝
送
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

回路／信号

回路の改善 

特開平 10-178372 

（取下） 

96.12.19 

H04B  5/00  

非接触型データキャリアシステム 

回路／信号

回路の改善 

特開 2005-107781 

03.09.30 

G06K 17/00  

 

非接触型 IC カードリーダライタ 

回路／電源

回路の改善 

特開平 09-331278 

96.06.11 

H04B  5/00  

 

非接触型データキャリア 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 10-084305 

（取下） 

96.09.09 

H04B  5/02 

 

非接触型データキャリア用リーダ・ライタ 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2005-078102 

03.08.29 

G06K 17/00  

 

非接触型 IC カードリーダライタ 

電
力
伝
送
技
術 

利便性／

高機能化 

回路／電源

回路の改善 

特開 2004-005077 

02.05.31 

G06K 17/00  

 

IC カードリーダライタ 
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表 2.17.4 NEC トーキンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

利便性／

多機能化 

方式／無線

方式の利用 

特開平 08-316895 

（みなし取下） 

95.05.23 

H04B  7/00 

 

非接触型データキャリアシステム 

電
力
伝
送
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／電源

回路の改善 

特開平 10-124637 

（取下） 

96.10.15 

G06K 19/07 

 

データキャリア、及び非接触型データキャリアシス

テム 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／アン

テナの改善 

特開 2005-069861 

（取下） 

03.08.25 

G01S 13/74 

 

無線通信装置 

干渉対策

／衝突回

避 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3239294 

98.01.12 

B42D 15/10 521 

デンソー、日立製

作所、日本電信電

話 

 

 

 

 

 

 

非接触式 IC カード通信システム及び IC カード通信

方法 

リーダライタがタグＡ～Ｄの各アンチコリジョン方

式の識別を要求すると、互いに異なるアンチコリ

ジョン方式を用いるタグ毎に、時を異にして自己の

アンチコリジョン方式につき返信する。リーダライ

タは、上記識別データについての返信を受信し、タ

グの種別を識別する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開 2002-207983 

（特許 3726739） 

98.01.12 

G06K 19/07 

日本電信電話、デ

ンソーウェーブ、

日立製作所 

 

IC カードおよびリーダライタ 
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表 2.17.4 NEC トーキンの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特許 3586848 

95.09.07 

G06K 19/07 

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

 

非接触型データキャリア 

機能設定の際、タグに機能設定装置が接続され、CPU

では EEPROM の所定の格納領域に所定データが格納さ

れていると、機能設定許可信号を機能設定装置から

受け、この信号が所定パターンと一致すると機能選

択コマンドの入力を許可する。CPU では機能選択コ

マンドに応じて所定データを複数の機能の内一つを

示す機能設定データに書き替え、機能設定データで

指定される機能に応じた動作を行う。即ち、複数の

処理プログラムを有する専用 IC を開発しておくと、

用途に合わせて機能設定を行うだけで、設定用途専

用のタグを得ることができ、一度記憶された機能選

択データは、書替不能であるから、セキュリティー

機能を損なうことはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環
境
適
応
制
御
技
術 

経済性／

コスト低

減 

制御／通信

制御の改善 

特開平 10-261052 

（特許 3685228） 

96.12.16 

G06K 17/00  

非接触型データキャリアシステム 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／アン

テナの改善 

特開 2001-160124 

（取下） 

99.12.02 

G06K 19/07 

非接触型データキャリア 

品質向上

／動作の

安定化 

方式／信号

処理の改善 

特開平 09-282429 

96.04.10 

G06K 17/00  

 

非接触型データキャリア 

回路／信号

回路の改善 

特開平 08-235334 

（拒絶査定確定） 

95.02.27 

G06K 19/07 

 

非接触型データキャリア 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／タグ

の改善 

特開 2003-076957 

01.09.06 

G06K 17/00  

サクサ 

 

変調回路及び非接触 IC カードリーダライタ 
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2.18 大日本印刷 

 

2.18.1 企業の概要 

 

商号 大日本印刷株式会社 

本社所在地 〒162-8001 東京都新宿区市谷加賀町 1-1-1 

設立年 1894 年（明治 27 年） 

資本金 1,144 億 64 百万円（2005 年 3 月末） 

従業員数 9,013 名（2005 年 3 月末）（連結：34,939 名） 

事業内容 印刷物（書籍、広告宣伝物、証券、事務用帳票等）、生活・産業資材

（包装材・建材等）、電子精密部品（フォトマスク、フィルタ等）の製

造・販売、他 

 

大日本印刷株式会社では、RFIDについてバーコードの次期システムとして1990年代初めか

ら研究開発を継続して進めているが、2000年頃からはICタグ応用システムの開発に力を入れ

ている。いろいろな用途に対応した形態のICタグの開発、製造をアキュウエイブというブラ

ンドで行うとともに、ICタグ本部では、重要書類管理、トレーサビリティ、タグと携帯電話

を使った情報配信システム「電波ポスター」、ユニフォーム管理、消波ブロック管理等のソ

リューションも提供している。 

01年よりAUTO-IDセンター（現在はAUTO-IDラボ）の活動に参画し、03年からはユビキタス

研究所の活動、04年からはEPC（Electronic Product Code）グローバルにも加わり、ICタグ

やそれに関連する標準化および普及啓蒙活動に力を注いでいる。 

（出典：大日本印刷ICタグ本部のホームページ http://www.dnp.co.jp/ictag/） 

 

2.18.2 製品例 

アキュウエイブブランドでマルチセンサタグ（センサが付加されたタグ）、ラベル状タグ、

カード加工・ラミネートタグ、樹脂モールドの高耐熱性工業用タグ、携帯電話のストラップ

状タグ、リストバンド状タグ、5mm角の超小型タグ ACCUWAVE―M0505、システムパッケージ等

を製造、販売している。 

（出典：大日本印刷のICタグブランド：アキュウエイブのホームページ 

http://www.dnp.co.jp/semi/j/tag_new/index.html） 

ICタグ本部で顧客サービス（電波ポスター、子供等の所在確認、イベント来場者管理シス

テム）、物流戦略（種類管理システム、パレット循環システム）等のソリューションの提供

を行っている。 

（出典：大日本印刷ICタグ本部のホームページ http://www.dnp.co.jp/ictag/） 
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2.18.3 技術開発拠点と研究者 

図2.18.3に大日本印刷のICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

1993年～99年の出願件数は、94年の２件以外は１件である。2000年には８件と急増した

が、それ以降は01年の３件、02年の出願なし、03年の３件と推移している。 

03年は出願件数に比べて発明者数の増加が多い。 

 

図 2.18.3 大日本印刷の IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 
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2.18.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

大日本印刷からの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.18.4-1に示す。 

技術要素を見ると「高周波伝送技術」が６件、「変復調技術」が４件、「タグ、リーダラ

イタ構成技術」が４件等である。 

課題を見ると「品質向上／信号伝送品質向上」が10件と多い。 

技術要素「変復調技術」に対応する課題「品質向上／信号伝送品質向上」は４件である。 

 

図 2.18.4-1 大日本印刷の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.18.4-2に示す。 

解決手段を見ると「装置／リーダライタの改善」が４件、「方式／応答方式の改善」、

「制御／通信制御の改善」、「装置／アンテナの改善」が３件である。 

課題として多い、「品質向上／信号伝送品質向上」の10件に対して７つの解決手段が採ら

れている。 

各課題に対応した解決手段では、２件以下のものが分布している。 

 

図 2.18.4-2 大日本印刷の IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表2.18.4に大日本印刷のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示す。 

大日本印刷の出願件数は22件で、そのうち１件が登録されている。 
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表 2.18.4 大日本印刷の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／アン

テナの改善 

特開 2001-101371 

99.10.04 

G06K 19/07 

IC カード 

特開平 08-085283 

94.09.14 

B42D 15/10 521 

非接触 IC カード 方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特開 2005-086419 

03.09.08 

H04B  1/59 

デ－タ送受信システムおよび方法 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

 

装置／アン

テナの改善 

特開平 11-134447 

97.10.28 

G06K 17/00  

非接触型 IC カードシステム 

利便性／

高機能化 

方式／無線

方式の利用 

特開 2002-150236 

00.11.14 

G06K 17/00  

無線通信機能付きカード収納具と無線端末による取

引決済方法 

高
周
波
伝
送
技
術 

経済性／

コスト低

減 

制御／通信

制御の改善 

特開 2001-291081 

00.04.10 

G06K 19/07 

非接触式情報記憶媒体、その発行装置、外部通信装

置及び非接触式情報記憶媒体の通信方法 

回路／信号

回路の改善 

特開平 11-250210 

98.03.04 

G06K 19/07 

IC カード 

変
復
調
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特許 3519147 

94.11.07 

G06K 19/07 

情報記録媒体および情報記録媒体に対するデータ伝

送方法 

連続して入力すべきビット数をＫにセットし、ス

タートビットを検出したら、n サイクル待機して１

ビット目のサンプリングを行いデータを取り込む。

２ビット目以後のサンプリングポイントは、直前の

ビットの状態が“H”のときは n1 サイクル待機後の

位置に、“L”のときは N2 サイクル待機後の位置に、

それぞれ設定される。ビット状態“H”/“L”によ

り、内部で発生するクロック周波数が変動するが、

待機サイクル数を切り替えることにより、常に一定

のサンプリング周期を確保する。 
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表 2.18.4 大日本印刷の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特開 2002-368830 

01.06.08 

H04L 27/06  

[被引用１回] 

 

信号受信部 

変
復
調
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2003-078446 

01.09.03 

H04B  1/59 

 

信号受信部 

符

号
伝

送
技
術

利便性／

多機能化 

方式／応答

方式の改善 

特開 2005-025509 

03.07.02 

G06K 17/00  

 

IC カードシステム 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特開平 09-069144 

（拒絶査定確定） 

95.08.31 

G06K 19/07 

 

IC カードおよび IC カードのアクセス装置/アクセス

方法 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／通信

制御の改善 

特開 2001-297309 

00.04.13 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードリーダ・ライタ 
電
力
伝
送
技
術 利便性／

多機能化 

 

方式／応答

方式の改善 

特開平 06-325229 

（みなし取下） 

93.05.10 

G06K 19/07 

 

携帯可能な情報記録媒体 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-307031 

00.04.25 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードリーダ・ライタ 

制御／通信

制御の改善 

特開 2001-283162 

00.03.29 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

非接触 IC カードリーダ・ライタ 

環
境
適
応
制
御
技
術 

利便性／

高機能化 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2001-307030 

00.04.19 

G06K 17/00  

 

非接触 IC カードリーダ・ライタ 

装置／アン

テナの改善 

特開平 10-013311 

96.06.24 

H04B  5/00 

 

非接触型 IC カードリ－ダライタ 品質向上

／信号伝

送品質向

上 

 装置／タグ

の改善 

特開 2001-307039 

00.04.25 

G06K 19/00 

 

カードケ－スおよび非接触 IC カードシステム 

利便性／

多機能化 

装置／タグ

の改善 

特開 2005-135132 

03.10.30 

G06K 19/00 

 

外的要因変化感知検出システム 

タ
グ
、
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ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

コスト低

減 

回路／信号

回路の改善 

特開 2001-319208 

00.05.12 

G06K 19/07 

 

非接触式データキャリア装置 
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2.19 日立マクセル 

 

2.19.1 企業の概要 

 

商号 日立マクセル株式会社 

本社所在地 〒102-8521 東京都千代田区飯田橋 2-18-2  

設立年 1960 年（昭和 35 年） 

資本金 122 億 3 百万円（2005 年 3 月末） 

従業員数 2,151 名（2005 年 3 月末）（連結：4,731 名） 

事業内容 記録メディア（コンピュータテープ・CD・DVD・IC カード等の情報メ

ディア、オーディオ・ビデオテープ）および電池等の製造・販売 

 

｢記録メディア｣と｢電池｣の２つをコア事業としている日立マクセルでは、「精密電気鋳造

技術」、「微細加工技術」等の同社のコア技術から生まれた、コイル・オン・チップRFIDデ

バイスを中心にRFID事業を展開している。コイル・オン・チップRFIDデバイスは、2.5mm角の

チップ表面にICと精密アンテナを一体形成したもので、チップと外部アンテナとの接続工程

が必要ないため、この部分の接点劣化や機械的ストレスによる不良障害のおそれが少ないの

が特長である。また様々な素材と、カードやコインをはじめとする多彩な形状に対して埋め

込みも貼り付けも容易なので、ニーズに合わせて幅広い分野の製品に活用できる。 

（出典：日立マクセルのホームページ http://www.maxell.co.jp/sitemap/index.html） 

 

 

2.19.2 製品例 

グループ企業のマクセル精器が提供している。 

（出典：日立マクセルのホームページ http://www.maxell.co.jp/sitemap/index.html） 
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2.19.3 技術開発拠点と研究者 

図2.19.3に日立マクセルのICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

出願件数は1993年の２件から減少し、95年、96年は出願がなかった。97年、98年は増加し、

98年には７件になった。99年からは減少し、00年、02年は出願がなかった。03年は４件に増

加した。 

 

図 2.19.3 日立マクセルの IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：大阪府茨木市丑寅1-1-88 日立マクセル株式会社 

 

参考情報 

コイル・オン・チップ RFIDシステムの製造、販売は、グループ企業のマクセル精器で行っ

ている。 

（出典：日立マクセルのホームページ http://www.maxell.co.jp/sitemap/index.html） 

（出典：マクセル精器のホームページ http://www.maxei.co.jp/） 
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2.19.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

日立マクセルからの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.19.4-1に示す。 

技術要素を見ると「高周波伝送技術」が６件、「電力伝送技術」が６件、「タグ、リーダ

ライタ構成技術」が５件等である。 

課題を見ると「距離・エリア向上／交信距離拡大」が６件、「品質向上／信号伝送品質向

上」が４件、「品質向上／動作の安定化」が４件等である。 

技術要素「高周波伝送技術」に対応する課題「距離・エリア向上／交信距離拡大」は６件

である。 

 

図 2.19.4-1 日立マクセルの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.19.4-2に示す。 

解決手段を見ると「方式／RF 送受信方式の改善」が５件、「回路／電源回路の改善」、

「装置／タグの改善」が４件である。 

各課題に対応した解決手段では、課題｢距離・エリア向上／交信距離拡大｣に対する｢方式／

RF 送受信方式の改善｣が４件の他は、２件以下のものが分布している。 

 

図 2.19.4-2 日立マクセルの IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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応答方式の改善

信号処理の改善

複数周波数利用

方
式

活性化制御の改善

アンテナの改善

通信制御の改善

タグの改善

リーダライタの改善

装
置

解決手段Ⅰ／Ⅱ

課
題
Ⅱ
／
Ⅰ

向
上

向
上
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表 2.19.4 日立マクセルの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特開 2001-028037 

99.07.14 

G06K 19/07 

 

非接触情報媒体およびこれを用いた通信システム 

特開 2000-138621 

98.10.30 

H04B  5/02 

 

非接触情報媒体を利用する通信システム及びかかる

通信システムに使用される通信補助装置 

特開 2000-172812 

98.12.08 

G06K 19/07 

 

非接触情報媒体 

特開 2000-216715 

99.01.26 

H04B  5/02 

 

非接触情報媒体を利用する通信システム及びかかる

通信システムに使用される通信補助装置 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特開 2001-022905 

99.07.08 

G06K 17/00  

[被引用１回] 

 

IC カード装置 

高
周
波
伝
送
技
術 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

 

装置／アン

テナの改善 

特開 2002-359511 

01.06.01 

H01Q  1/24  

 

通信装置 

回路／電源

回路の改善 

特開 2004-297779 

03.03.11 

H04B  1/59 

 

無線通信 IC およびこれを用いた無線通信情報記憶媒

体 変
復
調
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

 方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開 2004-320607 

03.04.18 

H04B  1/59 

 

RFID タグを用いた通信システム 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／タグ

の改善 

特開 2004-289330 

03.03.20 

H04B  1/59 

非接触方式による通信方法、通信システム、外部装

置及び RFID 符
号
伝
送
技
術 品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開 2000-339426 

（取下） 

99.05.28 

G06K 19/07 

 

非接触 IC カード 
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表 2.19.4 日立マクセルの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

符
号
伝
送
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

方式／信号

処理の改善 

特許 3494482 

93.09.01 

H04L 25/49  

[被引２回] 

 

データ送受信システム 

クロック信号を発生するクロック信号発生手段と、

発生したクロック信号を送信するクロック信号送信

手段と、送信すべきデータによって、クロック信号

と所定の位相関係にあるようなパルス信号を生成す

るデータ変調手段と、そのデータ変調手段によって

生成したパルス信号を送信するパルス信号送信手段

とからなるデータ送信装置と、クロック信号を受信

するクロック信号受信手段と、パルス信号を受信す

るパルス信号受信手段と、受信したクロック信号を

移相するクロック信号移相手段と、移相されたク

ロック信号から再生クロック信号を生成するクロッ

ク信号再生手段と、その再生クロック信号を基準と

して前記受信したパルス信号の位相を判定すること

によりデータを復調するデータ復調手段とからなる

データ受信装置を有することを特徴とするデータ送

受信システム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

方式／無線

方式の利用 

特開 2000-332664 

99.05.14 

H04B  5/02 

[被引用１回] 

 

非接触情報媒体を利用した通信システム 

特開 2000-090220 

98.09.09 

G06K 19/07 

 

非接触型 IC カードおよび非接触型 IC カードシステ

ム 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／電源

回路の改善 

特開 2000-090221 

98.09.09 

G06K 19/07 

 

非接触型 IC カード 

利便性／

高機能化 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特開平 07-105330 

（みなし取下） 

93.10.04 

G06K 17/00  

 

データ伝送装置 

電
力
伝
送
技
術 

経済性／

コスト低

減 

方式／無線

方式の利用 

特開 2000-332664 

99.05.14 

H04B  5/02 

[被引用１回] 

 

非接触情報媒体を利用した通信システム 
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表 2.19.4 日立マクセルの IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

電

力
伝

送
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

回路／電源

回路の改善 

特開 2000-163524 

98.11.26 

G06K 17/00  

 

非接触型情報記憶媒体情報処理システム 

環
境
適
応
制

御
技
術 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特開平 10-307897 

（特許 3767969） 

97.05.08 

G06K 17/00  

非接触 IC カードシステム 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方式／信号

処理の改善 

特開 2004-280754 

03.03.19 

G06K 17/00  

 

無線通信 IC リーダライタ、これを用いる無線通信

IC 情報処理システムおよび無線通信 IC 

装置／タグ

の改善 

特開平 10-215288 

（みなし取下） 

97.01.29 

H04L 27/22 

日立製作所 

 

非接触 IC カード 品 質 向

上／動作

の安定化 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開平 08-030741 

（拒絶査定確定） 

94.07.13 

G06K 17/00  

 

信号伝送装置 

特許 3569256 

98.09.18 

G06K 19/07 

非接触通信式半導体装置 

球形の IC の外周部を当該 IC の直径と同等又はこれ

よりも厚い絶縁層にて覆い、当該絶縁層の表面にア

ンテナパターンを形成する。アンテナパターンは、

巻線をもって構成することもできるし、絶縁層の表

面に形成された導体膜に例えばエッチングやレーザ

ビーム加工等の微細加工を施すことにより構成する

こともできる。アンテナパターンと IC の表面に形成

された回路パターンとは、スルーホールを介して接

続される。以上の構成によりこれまで適用が困難で

あった微小な空間に対応できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

利便性／

多機能化 

 

装置／タグ

の改善 

 

特開 2000-155827 

98.09.18 

G06K 19/07 

 

非接触通信式半導体装置 
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2.20 ブラザー工業 

 

2.20.1 企業の概要 

 

商号 ブラザー工業株式会社 

本社所在地 〒467-8561 愛知県名古屋市瑞穂区苗代町 15-1 

設立年 1934 年（昭和 9 年） 

資本金 192 億 9 百万円（2005 年９月末） 

従業員数 2,855 名（2005 年９月末）（連結：21,206 名） 

事業内容 通信・印刷機器（ファックス、プリンタ、デジタル複合機）、通信カラ

オケ装置、タイプライター、電子文具、家庭用・工業用ミシン等の製

造  

 

ブラザー工業はミシンの販売で創業し、ミシン製造に進出、61年に欧文ポータブルタイプ

ライタの製造、87年に通信機器分野に進出した。現在ではレーザプリンタ、ファックス、ラ

ベルプリンタ、レーザ複合機の製造を行っている。プリンティング技術の発展・展開事業と

して、インフォーメーション・アンド・ドキュメント事業を推進しており、この中で、2000

年頃から新たにRFID事業を開始した。 

（出典：ブラザー工業のホームページ http://www.brother.co.jp/） 

 

2.20.2 製品例 

ICタグ関連製品は提供していない。 

（出典：ブラザー工業のホームページ http://www.brother.co.jp/） 
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2.20.3 技術開発拠点と研究者 

図2.20.3にブラザー工業のICタグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数を示す。 

2002年に10件、03年に11件と２年続けて多数の出願を行っている。発明者数に比べ出願件

数が多い。 

 

図 2.20.3 ブラザー工業の IC タグ情報伝送技術に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術開発拠点：愛知県名古屋市瑞穂区苗代町15-1 ブラザー工業株式会社 
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2.20.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

ブラザー工業からの出願に関する技術要素と課題の分布を図2.20.4-1に示す。 

技術要素を見ると「変復調技術」が10件、「高周波伝送技術」、「環境適応制御技術」が

４件である。 

課題を見ると「品質向上／信号伝送品質向上」が８件、「干渉対策／干渉妨害防止」、

「干渉対策／衝突回避」が４件である。 

技術要素「変復調技術」に対応する課題｢品質向上／信号伝送品質向上｣は４件である。 

 

図 2.20.4-1 ブラザー工業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題に対する解決手段の分布を図2.20.4-2に示す。 

解決手段を見ると｢方式／変調・符号方式の改善｣が６件、「方式／複数周波数利用」が４

件である。 

各課題に対応した解決手段では、課題｢干渉対策／衝突回避｣に対する｢方式／変調・符号方

式の改善｣が４件、課題「干渉対策／干渉妨害防止」に対する「方式／複数周波数利用」が３

件、課題「品質向上／信号伝送品質向上」に対する「装置／リーダライタの改善」が３件で

ある他は、２件以下のものが分布している。 

 

図 2.20.4-2 ブラザー工業の IC タグ情報伝送技術に関する課題と解決手段の分布 
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表 2.20.4 ブラザー工業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特開 2004-088755 

02.06.28 

H04B  1/59 

 

通信システム、通信システムの質問器及び応答器 干渉対策

／干渉妨

害防止 

方式／複数

周波数利用 

特開 2004-201244 

02.12.20 

H04B  1/59 

 

通信システムの質問器、及び応答器 

方式／複数

周波数利用 

特開 2005-165880 

03.12.04 

G06K 17/00 

 

無線タグリーダライタ 

高
周
波
伝
送
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／タグ

の改善 

特開 2004-297686 

03.03.28 

H04B  1/59 

 

通信システムの応答器 

特開 2004-007523 

02.03.28 

H04B  1/59 

 

通信システムの応答器及び質問器 干渉対策

／衝突回

避 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開 2004-007524 

02.03.28 

H04B  1/59 

 

通信システムの応答器及び質問器 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／タグ

の改善 

特開 2004-140615 

02.10.18 

H04B  1/59 

 

通信システムの応答器 

方式／信号

処理の改善 

特開 2005-117562 

03.10.10 

H04B  1/59 

 

通信装置 

装置／タグ

の改善 

特開 2004-080429 

02.08.19 

H04B  1/59 

 

通信システムの応答器 

特開 2005-072728 

03.08.20 

H04B  1/59 

 

通信システムの質問器 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2005-072790 

03.08.21 

H04B  1/59 

 

通信システムの応答器 

特開 2004-194150 

02.12.13 

H04B  1/59 

 

通信システム、及び通信システムの質問器 利便性／

多機能化 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開 2004-297388 

03.03.26 

H04B  1/59 

 

通信システム 

変
復
調
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特開 2004-320402 

03.04.16 

H04B  1/59 

 

通信システム、これに含まれる応答器及び質問器 
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表 2.20.4 ブラザー工業の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

干渉対策

／衝突回

避 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開 2004-120690 

02.09.30 

H04B  1/59 

 

通信システムの応答器及び質問器 ア
ク
セ
ス
制
御
・
多

重
化
技
術 

利便性／

多機能化 

制御／送信

制御の改善 

特開 2004-112415 

02.09.19 

H04B  1/59 

 

通信システム、及び応答器 

方式／複数

周波数利用 

特開 2004-274218 

03.03.06 

H04B  1/59 

 

通信システムの応答器及び通信システム 干渉対策

／干渉妨

害防止 

制御／送信

制御の改善 

特開 2005-159653 

03.11.25 

H04B  5/02 

 

無線タグ情報通信装置 

干渉対策

／衝突回

避 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特開 2004-304533 

03.03.31 

H04B  1/59 

 

通信システム、これに含まれる質問器及び応答器 

環
境
適
応
制
御
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／送信

制御の改善 

特開 2005-094584 

03.09.19 

H04B  1/59 

 

無線タグリ－ダライタ 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特開 2004-120692 

02.09.30 

H04B  1/59 

通信システムの質問器 
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2.21 科学技術振興機構 

 

2.21.1 機関の概要 

 

名称 独立行政法人科学技術振興機構 

本部所在地 〒332-0012 埼玉県川口市本町 4-1-8 川口センタービル 

設立年 2003 年（平成 15 年）（10 月、科学技術振興事業団が独立行政法人化） 

職員数 473 名（2005 年 3 月末）、研究者数：約 3,000 名 

事業内容 新技術の創出に関する研究、新技術の企業化開発の推進、科学技術情

報の流通促進、科学技術関連の研究交流・支援、科学技術の理解増進 

 

科学技術振興機構（Japan Science and Technology Agency 略称JST）は、わが国の科

学技術の振興を図ることを目的とした独立行政法人である。 

事業としては、新技術の創出に資する研究、新技術の企業化開発、研究交流・支援、科学

技術情報の流通促進、科学技術理解増進などを行っている。 

ICタグ関連では、2004年の「ICタグに利用可能な相変異型不揮発性メモリ」（大学との連

携）、05年の「RFIDタグを用いた手術器具識別システム」（委託開発）などの成果がある。 

（出典：科学技術振興機構のホームページ http://www.jst.go.jp/gaiyou.html） 

 

2.21.2 製品例 

研究機関であり製品はない。 

（出典：科学技術振興機構のホームページ http://www.jst.go.jp/gaiyou.html） 

 

2.21.3 技術開発拠点と研究者 

技術開発拠点：東京都千代田区四番町5-3サイエンスプラザ東京本部 

キーテクノロジー研究開発業務室内 
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2.21.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

ICタグの情報伝送技術分野での特許出願は、1997年の科学技術振興事業団の時代に出願し

た１件のみである。 

表2.21.4に科学技術振興機構のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許を示

す。 

 

表 2.21.4 科学技術振興機構の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/1） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

電
力
伝
送
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／信号

回路の改善 

特開平 11-123244 

（取り下げ） 

97.10.21 

A61N  108 

日 本 電 気 , 星 宮

望,半田 康延,松

木 英敏 

 

体内埋込み型装置への電力伝送方法及び装置 
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2.22 主要企業等以外の特許番号一覧 

 

主要20社と公的研究機関以外の技術要素別課題対応特許および登録実用新案について表

2.22に紹介する。 

 

表 2.22 主要企業等以外の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（1/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特許 2687864 

（権利消滅） 

93.12.29 

G01S 13/74 

日本電気 

 

 

 

飛翔物探索システム 

飛翔物内部に LSI チップをフレキシブルプリント板

に搭載し、このフレキシブルプリント板を丸め円筒

状送信機を形成したものを内蔵、親機からの f0kHz

の信号波に対し 3f0kHz の信号波を飛翔物に発生さ

せ、親機に送信、親機がこれを受信することで飛翔

物の位置探査を行う。 

回路／信号

回路の改善 

 

特許 3586294 

94.08.11 

G01S 13/75 

テキサス インス

ツ ル メ ン ツ  ド

イ ッ チ ェ ラ ン ド

（ドイツ） 

 

 

 

リモートトランスポンダに質問する方法および装置 

RF 質問パルスが終了すると、第１トランスポンダは

パルスの終了を検出し、所定の期間を有する第 1RF

応答を初期化する。第１トランスポンダでは、第２

トランスポンダからの第 2RF 応答も検出するが、こ

の第１トランスポンダの応答は第 2RF 応答に影響さ

れる。隣接するトランスポンダにより影響された応

答と影響されない応答に対する第１トランスポンダ

における応答時間差は、質問器内で検出できるの

で、質問器はこれが受信した RF 応答が一致しない場

合を検出できる。 

 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

 

制御／通信

制御の改善 

特許 2865978 

93.07.09 

G06K 17/00 

三菱重工業 

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

非接触 IC カードシステム 

有料道路の料金所近傍の各車線毎に設けられる地上

機の外部に、基準クロック発生器を持ち、この発生

器からの基準クロックを各地上機に共通に供給する

構成とする。また、各地上機には、基準クロック発

生器からの基準クロックを入力とする位相同期器を

持たせ、この位相同期器から、基準クロックに追従

して搬送波を出力することにより、各地上機の搬送

波の発振周波数が同一になるようにする。 

 

高
周
波
伝
送
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

回路／信号

回路の改善 

特許 3526496 

96.02.27 

G07C  9/00 

日本アビオニクス 

 

 

 

 

 

 

入出管理用非接触識別装置 

入用アンテナ及び出用アンテナは、いずれも質問電

波の送信及び応答器の応答電波の受信をするループ

アンテナである。人、動物、物等の識別対象物に応

答器を保持させ、その識別対象物に両アンテナの

ループ内を通過させるように両アンテナを配置。両

アンテナの出力を減算することにより、両アンテナ

の開口面積が広くても雑音を相殺できるようにす

る。入用アンテナ及び出用アンテナの間隔を 60cm 程

度とり、一方のアンテナを通過してから他方のアン

テナを通過するまでに時間が掛かるようにする。ど

ちらのアンテナの出力から先に対象物の識別符号を

識別したかを調べることにより、対象物の移動方向

がわかる。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（2/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／アン

テナの改善 

特許 3628898 

99.02.24 

G06K 17/00 

エ ヌ ・ テ ィ ・

ティ・データ 

 

 

 

 

 

非接触型 IC カードの情報記録装置、防磁装置、及

び、情報記録方法 

書込装置の制御部は、入力部から入力された指示に

応答して、電磁波発生回路を制御して、電磁波を発

生させ、IC カードに記録する情報を送信する。防磁

装置は、記録対象以外の IC カード付近に設置され

る。受信部は、電磁波発生回路からの電磁波を受信

する。電磁波測定部は、受信部が受信した電磁波の

特性（振幅、周波数、位相等）を測定する。制御部

は、電磁波発生回路を制御し、電磁波測定部の測定

結果を使用して、電磁波発生回路からの電磁波を打

ち消すような電磁波を出力する。 

 

特許 3421022 

98.04.21 

G01S 13/74 

ヴァーサス テク

ノロジー（米国） 

 

 

追跡環境内で対象の位置を突きとめるための方法お

よび装置 

バッテリーを含む回路を内蔵し、デジタル化された

赤外光信号、RF 信号を自動送信するバッジ。信号は

バッジ同定データ、バッジ上の警告ボタンに応じた

警告通知データ、および電池状態データを変調また

はコード化したものである、上記信号を天井、壁に

設けた赤外光受信機および RF 受信機で受信しホスト

コンピュータで処理する。 

 

利便性／

多機能化 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特許 3579361 

00.03.09 

G 6100   414 

インターナショナ

ル・ビジネス・マ

シーンズ（米国） 

 

 

無線周波数タグを使用して、コンテナおよびコンテ

ナの内容を位置付けるための装置および方法 

コンピュータ化された基地局システムが、１つまた

は複数の物体に取り付けられた無線周波数タグと通

信する。システムに含まれるものは、時間増分内か

つ基地局のフィールド内の１つまたは複数のタグの

位置を決定する別々の位置検出器である。通信処理

が、時間増分内の１つまたは複数のタグから情報を

読み取り、決定された位置をそれぞれのタグの情報

と関連付ける。 

 

高
周
波
伝
送
技
術 

経済性／

コスト低

減 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特許 3506862 

96.12.26 

G  11/37 

イトーキクレビオ 

[被引用１回] 

被検査物管理装置及び被検査物管理方法 

互いに異なる識別コードが割り当てられた識別用板

を有する複数の被検索物を、受光素子の出力に基づ

いて判断する被検査物管理装置。 

変
復
調
技
術 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／アン

テナの改善 

特許 3009587 

（権利消滅） 

94.04.15 

G06K 17/00 

三菱重工業 

 

 

 

 

 

非接触 IC カード式送受信装置 

適宜間隔を隔てて配置された第１，第２の地上局か

らそれぞれ放射されたマイクロ波を移動物体に付設

された送受信器にて受信し、その IC カードの内蔵情

報を同移動物体に付設されたアンテナから放射する

発信波として上記各地上局のアンテナにて受信する

ようにした非接触 IC カード式送受信システムにおい

て、上記第１，第２の地上局にそれぞれ付設され放

射する円偏波が互いに逆方向へ回転するアンテナ

と、上記移動物体に付設され上記地上局から放射さ

れる円偏波を直線偏波で受信する平面アンテナを有

する IC カード。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（3/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

制御／通信

制御の改善 

特許 3089170 

94.11.30 

G07B 15/00 501 

三菱重工業 

 

 

 

 

 

 

無線式料金収受システム 

料金所ゲートの各レーン毎に配置される無線機に対

して、端末コンピュータから CW（無変調波）制御信

号を与えて、各無線機に接続されたアンテナから放

射されるタイミングを制御することで、地上局から

移動体の非接触 IC カードへの通信を時分割多元接続

通信方式で行い、各無線機内に異なる周波数で発振

する局部発振器を設けることで、地上局からの電波

を変調しながら反射する非接触 IC カードによる地上

局への通信を周波数分割多元接続通信方式で行う。 

 

回路／信号

回路の改善 

実用新案 2606584 

93.07.20 

H04L 27/06 

シチズン時計 

 

非接触式データキャリアの信号復調回路 

電界効果トランジスタ、抵抗、検波抵抗と検波コン

デンサとを有する振幅変調されたデータを復調する

ための復調回路。復調を簡単にし、また、少ない種

類の要素デバイスで復調回路を構成。 

 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特許 2992728 

93.05.12 

H04B  5/00  

山武 

 

 

 

非接触通信システム 

搬送信号 fc（400kHz）の 64 ビットタイミングを１

ビットとし、その１ビット中の搬送信号の振幅の片

側のみを ASK 変調を加えながら FSK 変調し、「０」レ

ベルのデータを周波数 f1（12.5kHz）とし、「１」レ

ベルのデータを周波数 f2（25kHz）として、IC カー

ドからリーダへ送信することで、親側での検波器を

不要とする。 

 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／タグ

の改善 

特許 3475996 

97.10.07 

G06K 17/00  

インターナショナ

ル・ビジネス・マ

シーンズ（米国） 

 

 

 

非接触 IC カードシステム、IC カード用のカード

リーダ及び IC カード 

リーダライタに設けられ、キャリアとしての交流信

号を発生する発振手段と、タグのコイルアンテナに

接続されたスイッチング手段と、タグからリーダラ

イタに送信される送信データの内容に応じて、タグ

の交流特性を変化させるようにスイッチング手段を

制御し、それにより伝送系の負荷を第１の状態また

は第２の状態に選択的に変化させる、タグに設けら

れた制御手段と、リーダライタに設けられ、伝送系

の負荷の状態に応じて伝送系上に生じる反射波を検

出する反射波検出手段と、リーダライタに設けら

れ、検出された反射波に応じて、送信データを特定

するデータ特定手段とを有ことで、アンテナ周囲に

生じた雑音電界の影響を受けにくい非接触 IC タグシ

ステム。 

 

変
復
調
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

回路／電源

回路の改善 

実用新案 2577157 

93.10.26 

G06K 19/07 

シチズン時計 

 

 

 

 

 

 

データキャリア 

受信信号に対する振幅抑制手段を設けるとともに、

受信信号のレベルシフト回路を構成する整流素子と

コンデンサの間に抵抗を挿入し、このコンデンサ、

抵抗間より受信復調回路の入力信号を取り出す。以

上の構成によりタグがリーダライタのアンテナに接

近して受信信号の最大振幅が抑制された状態におい

ても、受信復調の対象となる信号については、変調

の有無による振幅変化を十分大きく確保できるため

に、受信デ－タの復調を確実に行なうことができ

る。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（4/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

品質向上

／動作の

安定化 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特許 3192902 

95.01.18 

G07B 15/00  

三菱重工業 

[被引用１回] 

 

 

 

 

 

料金収受システム 

車線 100a，100b，100c にアンテナ 26，31 を有する

路上無線機が設けられている。各路面にはアンテナ

12 を有するコード送信機が埋設され、アンテナ 12

より固有のコード情報を発する。車両にはコード受

信機及び車載機が搭載され、車載機はコード情報を

受け、車両情報と共に SS 変調により路上のアンテナ

26 へ電波を送り、路上無線機はこれを復調し、アン

テナ制御器へ送り、課金処理を行い、コード情報と

共に SS 変調してアンテナ 31 より課金情報を車載機

へ送る。車載機ではこれを受け、メモリに記録す

る。車線固有のコードおよび SS 通信により隣接車線

との誤動作が防止される。 

特許 3482924 

99.10.28 

H04L 27/04  

田村電機製作所 

変調回路 

リーダライタの変調回路に、ドライバ DRV、トラン

ジスタ Q1、Q2 からなる駆動トランジスタＱ、及び抵

抗 R1～R3 からなるバイアス部 12B を設け、切替信号

ｂがＬの時にはバイアス部からトランジスタのゲー

トへ送信符号ａのＨ，Ｌに応じた電圧＋V，０を印加

してオン・オフさせ、キャリア信号を入力している

トランジスタＱから変調度 100％の変調信号を出力

させる一方、切替信号ｂがＨレベルの時にはバイア

ス部からトランジスタのゲートへ送信符号のＨ，Ｌ

に応じた電圧＋V，＋（V-ΔV）を印加し変調度 10％

の変調信号を出力させることで異なる振幅偏移変調

信号によりアクセスが可能な各タグに対し、最適な

変調信号を出力してデータのリード・ライトを可能

にする。 

回路／信号

回路の改善 

特許 3509663 

99.10.28 

H04L 27/04  

田村電機製作所 

変調回路 

リーダライタの変調回路に、クロック CLK と同相の

第１の信号又は 90゜遅れた第２の信号を出力する変

調部、回路 EXOR、ゲート NAND1～6 等からなる制御

手段 1、スイッチ SW1，SW2 を設け、制御手段は第１

の信号を入力しかつ送信符号ａが H の時はクロック

の 1/2 周期毎に各スイッチを交互に開閉し送信符号

がＬの時は各スイッチを開放して変調度 100％の変

調波信号を出力する一方、第２の信号を入力しかつ

送信符号がＨの時は各スイッチをクロックの 1/2 周

期分づらして 1/4 周期分開放し送信符号が L の時は

各スイッチをクロックの 1/2 周期分づらし 1/4 周期

分閉結して変調度 10％の変調波信号を出力すること

で異なる振幅偏移変調信号によりアクセスが可能な

各タグに対し、最適な変調波信号を出力してデータ

のリード・ライトを可能にする。 

変
復
調
技
術 

利便性／

高機能化 

制御／通信

制御の改善 

特許 2959658 

93.09.20 

H04Q  7/38 

ダイフク 

移動車運行制御設備 

地上局の地上局側通信装置との間で無線通信を行う

移動車側通信装置を備えた移動車に、走行を制御し

且つ移動車側通信装置の通信作動を制御する制御手

段が設けられ、制御手段が、複数の地上局、又は、

地上局及びその他の移動車との間で通信を行うべ

く、移動車側通信装置を作動させるように構成され

ている移動車運行制御設備において、移動車側通信

装置及び地上局側通信装置が、拡散符号利用のスペ

クトラム拡散通信方式にて構成されており、制御手

段が、移動車側通信装置の拡散符号を、通信先の前

記地上局の拡散符号に対応する拡散符号、又はその

他の移動車との通信に使用する拡散符号に、切り換

えて通信するように構成されている。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（5/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特許 3480394 

99.10.28 

H04L 27/04  

田村電機製作所 

変調回路 

リーダライタの変調回路に、ドライバ DRV と、電源

供給部 41、42 と、トランジスタ Q1、Q2 と、オア回

路 OR1、0R2 と、インバータ INV1、INV2 とを設け、

切替信号ｂがＬの時にはトランジスタ Q1 をオンして

供給部 41 の 5V をドライバへ電源電圧として印加

し、ドライバから変調度 100％の変調信号を出力さ

せる一方、切替信号ｂがＨの時には、各トランジス

タのうち送信符号ａのＨ、Ｌに応じたトランジスタ

をオンさせ対応の電源供給部から 5V 又は 4.1V の電

圧をドライバへ電源電圧として印加し、ドライバか

ら変調度 10％の変調信号を出力させることでそれぞ

れ異なる振幅偏移変調信号によりアクセスが可能な

各タグに対し、最適な変調信号を出力してデータの

リード・ライトを可能にする。 

特許 3480395 

99.10.28 

H04L 27/04  

田村電機製作所 

変調回路 

リーダライタの変調回路に、ドライバ DRV と、可変

電源部 41 と、オア回路 OR1、0R2 と、インバータ

INV とを設け、切替信号ｂがＬの時には可変電源部

41 の 5V 電圧をドライバへ電源電圧として印加し、

ドライバから変調度 100％の変調信号を出力させる

一方、切替信号ｂがＨの時には可変電源部 41 から送

信符号ａのＨ、Ｌに応じた 5V または 4.1V の電圧を

ドライバへ電源電圧として印加し、変調度 10％の変

調信号を出力させることでそれぞれ異なる振幅偏移

変調信号によりアクセスが可能な各タグに対し、最

適な変調信号を出力してデータのリード・ライトを

可能にする。 

利便性／

高機能化 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3482925 

99.10.28 

H04L 27/02  

田村電機製作所 

変調回路 

リーダライタの変調回路に、異なる電源電圧が印加

されるドライバ DRV1、DRV2、F/F 回路 41、アンド回

路 AND、インバータ INV1、INV2 を設け、切替信号ｂ

がＬの時にはドライバ DRV2 をハイインピーダンス

に、かつドライバ DRV1 を送信符号ａのＨ、Ｌに応じ

てキャリア出力状態及びハイインピーダンスに制御

し変調度 100％の変調信号を出力させる一方、切替

信号ｂがＨの時には送信符号ａのＨ，Ｌに応じてド

ライバ DRV1 をキャリア出力状態及びハイインピーダ

ンスに、かつドライバ DRV2 をハイインピーダンス及

びキャリア出力状態に制御し変調度 10％の変調信号

を出力させることでそれぞれ異なる振幅偏移変調信

号によりアクセスが可能な各タグに対し、最適な変

調信号を出力してデータのリード・ライトを可能に

する。 

変
復
調
技
術 

経済性／

コスト低

減 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3144291 

96.01.22 

G01S 13/75 

横河電機 

無線データ収集装置 

タグと、送信データに基づきキャリアを変調した変

調信号若しくは無変調キャリアを出力する変調手段

と、第１及び第２のアンテナと、変調信号を質問波

として第１及び第２のアンテナから送信させるか、

若しくは、無変調キャリアを質問波として第１のア

ンテナから送信させると共に応答波を第２のアンテ

ナで受信させるかを変調手段の状態に基づいて選択

するアンテナ機能選択手段と、第２のアンテナで受

信した応答波を復調する復調回路とから構成される

リーダライタとを設けることで伝送距離を維持しつ

つ小型化する。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（6/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特許 3504328 

94.04.20 

G06K 17/00  

シチズン時計 

[被引用１回] 

データキャリア・システム 

リーダライタでの受信時には、タグにおける変調用

周波数信号に応じた周期の交流信号成分を取り出す

とともに、この交流信号成分に基づいて、受信デ－

タの復調を行なうことで併設された他のリーダライ

タからタグへの送信変調があっても、その影響を受

けるリーダライタでは、変調用周波数信号に応じた

周期の交流信号成分は発生しないために、受信誤動

作の発生は防止される。 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特許 3144964 

93.09.27 

H04B  1/59 

シチズン時計 

データキャリアシステム 

電磁結合方式のリーダライタは、タグが発生する交

流磁界によって誘導されるデータ信号と、他のリー

ダライタから発信される交流磁界によって誘導され

る干渉誘導信号とが混合された入力信号を受信手段

により受信すると共に、入力信号から干渉誘導信号

を弁別し、干渉誘導信号を除去し、データキャリア

からのデータ信号のみを検出する干渉誘導信号除去

手段、干渉誘導信号除去手段の干渉誘導信号除去特

性を調整する為の調整手段とを有し、且つリーダラ

イタは、前記干渉誘導信号除去手段の調整に用いる

為の調整信号を発生させる調整信号発生手段を有す

る。 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

制御／通信

制御の改善 

特許 2698766 

95.01.11 

H04B  1/59 

ソニーケミカル 

[被引用３回] 

非接触式 IC カードシステム用送受信装置 

リーダライタに、発振周波数を掃引することができ

る搬送波発振手段（鋸波発生回路）を持ち、該搬送

波発振手段 20 が発生した搬送波のうち応答器の同調

周波数を検出する同調波検出手段（復調回路、ピー

クサーチ回路）及び該同調波検出手段が検出した搬

送波の周波数に、前記搬送波発振手段の発振周波数

を維持させる周波数ホールド手段（周波数ホールド

回路）を設けることで特別な調整作業を行うことな

く、質問器の搬送波周波数と応答器の同調周波数と

を一致させ、高い信号伝送効率でシステムを動作さ

せる。 

回路／信号

回路の改善 

特許 3177502 

97.09.23 

H04B  5/02 

エステーミクロエ

レ ク ト ロ ニ ク ス

（フランス） 

非接触チップカード用復調器 

２進数データが無線周波数によって伝送される非接

触チップカードは、２進数データ用の復調器を含

む。復調器は、伝送された信号を検出するための回

路と、整流回路と、帯域通過フィルタと、比較器ス

テージと、メモリー回路とを含む。帯域通過フィル

タは２つの比較器用の基準として用いられる低周波

数信号と、低周波数信号と共に変化する基準との比

較に供される高周波数信号とを与える。結果とし

て、復調は、受信された信号の平均レベルに影響さ

れない。 

符
号
伝
送
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特許 3416280 

94.08.26 

H04L 27/22 

三菱重工業 

[被引用１回] 

非接触 IC カードシステム 

車両が料金所に入ると、車載機における CPU は、通

信回路及びアンテナを介して路上機と無線通信を行

ない、IC カードから読み取った残高データ等の送信

データに対し、誤り訂正符号回路で誤り訂正符号を

付加し、無線出力する。地上機は、車載機からの

データを受信し、増幅した後、ホモダイン検波して

誤り訂正復号回路へ出力する。誤り訂正復号回路

は、ホモダイン検波された信号に対し、データと訂

正ビットを比較して相関を求め、データがエラーし

ている場合には、訂正ビットによりそれを補って正

常なデータを再生する。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（7/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／通信

制御の改善 

特許 3631958 

97.09.19 

G06K 17/00  

キュビック 

非接触近接式自動データ収集システムおよび方法 

このシステムは、ホストコンピュータと、リーダラ

イタと、複数のタグとを含む。ホストは、特定のア

プリケーション機能をタグ所持者に提供する。この

機能は、不正使用に対してきわめて安全である。

リーダライタは、RF アンテナを制御し、タグ間の衝

突を回避する。タグとホスト間のデータおよび情報

の交換は、信頼性が高く、高速で、認証による安全

が確保される方法で行われる。このシステム構成

は、転送されるデータの完全性を確保し、タグおよ

びシステムのデータ破壊を防止する。このシステム

の構造およびプロトコルは、業務システムを簡単に

効率的にデータ・情報処理システムへ統合するよう

設計されている。 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／アン

テナの改善 

特許 2966715 

（権利消滅） 

94.02.25 

G07B 15/00 510 

三菱重工業 

料金収受システム 

進入路に進入した車両の車高を車高検知器により検

知すると共に、当該車両の車速を車速検知器により

検知し、その両検知信号に基づく切替装置の動作に

より、当該車両３車速が速い場合には、当該車両の

車高の如何に拘らずに通信エリアの広いアンテナに

切り替え、車速が遅く且つ車高が低い場合には、通

信エリアの狭いアンテナに切り替え、その通信エリ

アに到達した車両に取り付けられたタグとリーダラ

イタとの間で、料金の収受のための通信を行う構成

とすることで車両の進入順序が実際とは逆に判断さ

れるという誤りの発生を防ぐ。 

符
号
伝
送
技
術 

利便性／

多機能化 

制御／通信

制御の改善 

特許 2713149 

（権利消滅） 

94.03.22 

A61B  5/00 102 

日本電気 

無線式生体内埋め込み受信機制御方式 

タグは、交信中のリーダライタから混信発生の通知

を受けるとメモリに格納されている乱数発生アルゴ

リズムに従い、乱数を発生させる。タグは、発生さ

せた乱数により、次に送信するタイミングであるス

ロットを決定する。再度混信が発生した場合、混信

の発生したタイミングで送信を実施したタグは、再

度乱数を発生し、送信タイミングを決定する。 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

回路／電源

回路の改善 

特許 3025985 

93.06.22 

H04B  5/00  

山武 

[被引用２回] 

非接触給電伝送システム 

リーダライタにおいて、第１の送受信コイル１と第

２の送受信コイルとを、並列に電流の供給を受ける

ように接続する。また、第１の送受信コイルと第２

の送受信コイルとを、その巻端面が略同一平面上に

位置するように、横方向に並べて並置することで近

距離でのパワーを過大に増すことなく、また親側で

の直列共振をとり易くして、伝送距離を伸ばす。 電
力
伝
送
技
術 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

回路／電源

回路の改善 

特許 3564636 

98.07.21 

H04B  1/59 

ダイムラー・クラ

イ ス ラ ー （ ド イ

ツ） 

トランスポンダ装置 

タグは、充電可能なエネルギ蓄勢装置を含み、少な

くとも送信運転モードのために、タグがエネルギ蓄

勢装置から電力を取る。物体側にエネルギ蓄勢装置

を充電するため、ポンプ回路が物体側エネルギ源に

接続され、かつ充電信号を発生し、この充電信号に

より、ポンプ回路に接続される結合回路及びトラタ

グ側結合回路を介して、誘導結合によるエネルギ伝

送が行われることで電磁界内に短時間しか存在しな

い場合でも大きい交信距離を可能とする。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（8/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3476777 

00.01.11 

G01S 13/75 

ハ ル テ ィ ン グ

オートモーティヴ

（ドイツ） 

データ伝送方法 

タグをまずチャージステーションの送信エリアを通

過させ、；その際エネルギ蓄積器のチャージが行わ

れ、次にタグをリーダライタの送信エリアに到達さ

せ、リダライタから、タグに受信される要求信号を

第１の周波数で送信し、要求されたデータを、第２

の周波数でタグから送信するようにすることでタグ

のエネルギ蓄積器内に蓄積されるエネルギ量とデー

タ伝送速度をより高める。 
電
力
伝
送
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

装置／タグ

の改善 

特許 3078529 

98.10.05 

G06K 17/00  

ローム 

[被引用１回] 

IC タグ及びタグ検知システム 

通信回路と制御部とこれらに電池から電力を供給す

る電源部と計時手段とを備えて所定の設定時刻ごと

に送信を行うタグであって互いに設定時刻の異なる

ものを複数個備えるとともに、これらとの通信に基

づいてそれぞれの有無を検知する検知機も備えてい

て、検知機が、通信回路を有し、その受信の有無を

タグそれぞれの設定時刻ごとに逐次判別して検知を

行う。検知機からの問い合わせが無いので、タグは

無駄な反応や電池消耗を回避できる。 

方式／応答

方式の改善 

特許 2739021 

93.02.19 

G08G  10/17 

三菱重工業 

[被引用２回] 

車輌識別装置 

各車輌に車載機を搭載すると共に道路の上方におい

て各車線毎に少なくとも１つ以上アンテナを配置

し、これらのアンテナを経由して車載機と無線通信

して交信するに際し、各アンテナを時分割多重アク

セス方式で起動することで通行料金収受システムの

制御ポイントにおいて、複数車線よりなる道路を自

由に走行する車輌を明確に分離して識別する。 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

方式／複数

周波数利用 

特許 2600608 

94.05.30 

G06K 17/00  

日本電気 

非接触型の ID カードリーダ装置 

少なくとも２つの通信可能な周波数 f1，f2 が与えら

れて、その中の１つの周波数が予め指定され、各々

個別の識別符号および与えられた各周波数に対応す

る周波数コードを有し、指定された周波数により識

別符号と周波数コードとからなる ID データを送信す

るタグと、部屋 11 には周波数 f1 で、部屋 12 には周

波数 f2 でそれぞれ ID データ送信要求信号を送るア

ンテナ部１，２と、受信した ID データと周波数コー

ドを所定の値と照合し、照合結果が一致した場合

は、その ID データを記憶して開閉制御部に扉の開放

指示信号を、また、当該 ID カードに周波数切替え許

可信号を送る信号処理部とを有することで電波の重

複領域にある ID カードの所在領域を正しく認識す

る。 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 干渉対策

／衝突回

避 

回路／信号

回路の改善 

特許 3554335 

95.08.03 

G06K 17/00  

シーメンス（ドイ

ツ） 

データステーションから可動データキャリアへのア

クセス制御方法 

リーダライタから多数のタグへのアクセス制御のた

めの方法であり、同期してタグから伝送される識別

用の１つのビット位置に２つの相い異なるビット値

が受信されるかどうかが検査される。アービトレー

ション法では、識別番号内にそのビット位置にリー

ダライタにより設定されたビット値を有するタグが

選ばれる。識別用のビット値を伝送には FSK 変調が

使用される。リーダライタには、１つのビット位置

における異なるビット値の同時受信を認識するた

め、ビット値に対応付けられている周波数を含んで

いる信号に受信信号を分けるためのフイルタが設け

られている。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（9/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特許 3617341 

98.11.19 

G06K 17/00  

サクサ 

非接触型 IC カードリーダ 

データ出力要求に対し複数のタイムスロットのうち

何れかのタイムスロットを介して応答フレームを各

個に送信する複数のタグからの各応答フレームの受

信を行うリーダライタに、タイマを設け、各タグ 31

～3n へデータ出力要求を行った時点から、最後のタ

イムスロット TSn で応答フレームが出力完了となる

時点までの時間値をタイマにセットする。そして、

CPU はタイマがタイムアップする間での間、応答フ

レームのスタートビットの検出，データの受信及び

ストップビットの検出の各動作を繰り返し実行する

ことで的確に受信する。 

特許 3134283 

96.02.13 

G01S 13/82  

横河電機 

[被引用１回] 

移動体識別装置 

特定の識別番号を有し、受信した質問波に基づき命

令に応じた処理若しくは識別番号を応答波として送

信するタグと、識別番号及び命令を送信してタグと

の間で通信を行なうと共に識別番号及び応答波の送

信停止命令若しくは停止解除命令を質問波として送

信して識別番号に対応するタグの応答状態を制御す

るリーダライタとを設けることで混信なく短時間で

通信する。 

方式／応答

方式の改善 

特許 3672895 

02.07.04 

H04B  1/59 

エ ル ・ エ ス ・ ア

イ・ジャパン、オ

セアノート、パー

ム 

複数 ID のマルチリ－ド方法 

リーダライタは読み取るべき ID が存在し得る最大の

読取範囲を指定し、読取要求コマンドを応答器に送

信する。タグは自分の ID が読取範囲内にあるかどう

かを判定し、読取範囲内にある場合は自分の ID を返

信する。リーダライタは応答が複数のタグからのも

のか単独のタグからのものかを判定する。複数の応

答を識別したときは、読取範囲を更新し、次の読取

要求コマンドを送信することでビットの桁数が長く

ても短時間で効率よく ID を識別。 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特許 2996831 

（権利消滅） 

93.04.14 

G01S 13/75 

豊田中央研究所、

トヨタ自動車 

[被引用２回] 

 

移動体識別装置用応答器 

起動応答信号受信回路に入力された信号を、起動信

号の周波数を含む所定帯域の信号を通過するフィル

タに入力し、フィルタを通過した信号によりタイマ

を作動すると共にカウンタによりフィルタを通過し

た信号のパルス数をカウントする。CW 波あるいは

データ信号波が送信されているときにタグがリーダ

ライタの通信領域内に侵入すると、タグにはステッ

プ的な信号が入力され、このステップ的な信号は

フィルタを通過してカウンタでカウントされる。し

かしながら、ステップ的な信号であるため、カウン

タでカウントされるパルス数は１個のみになり、送

信手段からは起動応答信号は返送されない。一方、

起動信号の場合には、カウンタでカウントされるパ

ルス数は複数個になるため、送信手段から起動応答

信号が返送される。 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

干渉対策

／衝突回

避 

方式／複数

周波数利用 

特許 3625506 

94.11.28 

G06K 17/00  

竹田 晴見 

[被引用２回] 

 

自動識別装置 

対象物に取り付けられる共振片は１個の励磁コイル

と２個の共振子が電気的に接続され、各共振片は対

象物の種類に応じて各共振子の共振周波数の組合わ

せを違えている。送信部の送信アンテナからは、各

種類の共振片の共振周波数を全て含む帯域幅の周波

数で掃引される電磁波が放射され、その電磁波は受

信部の受信アンテナで受信される。送受信アンテナ

間で送受信される電磁波内に対象物を置くと、対象

物に取り付けられた共振片の共振周波数で電磁波が

変調され受信電磁波は変化する。識別部は、この受

信電磁波の変化が起きた周波数を検出し、その周波

数の組合わせで共振片（対象物）の種類を識別す

る。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（10/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

制御／送信

制御の改善 

特許 2814974 

96.01.16 

G06K 17/00  

日本電気 

[被引用２回] 

 

非接触 IC カードとデータ交信装置 

タグは、リーダライタから混信発生の通知を受ける

とメモリに格納されている乱数発生アルゴリズムに

従い、CPU により乱数を発生させる。タグは、発生

させた乱数により、次に送信するタイミングである

スロットを決定する。再度混信が発生した場合、混

信の発生したタイミングで送信を実施したタグは、

再度乱数を発生し、送信タイミングを決定する。 

特許 2881381 

94.07.25 

G06K 17/00  

タ ウ 技 研 、 サ ン

キ、東和エレック

ス 

[被引用６回] 

タグ認識方法およびタグ認識システム 

複数のタグと検索装置本体との間でデータの授受を

行うに際し、各タグの ID コードにおける或るビット

の信号レベルをそれぞれのタグが応答する期間を第

１の期間と第２の期間とに分割し、上記信号レベル

が第１の信号レベルのタグにおいては上記第１の期

間、上記信号レベルが第２の信号レベルのタグにお

いては上記第２の期間に応答するようにし、上記第

１の期間中に上記複数のタグの中から応答があった

場合には、第１の信号レベルをその検索ビットの信

号レベルとして検出するとともに、上記第１の期間

中に応答しなかったタグに対してはそのシーケンス

においては、以後は応答しないようにし、上記第１

の期間中に上記複数のタグの全てから応答が無かっ

たときには、上記第２の期間中における応答を検出

するようにして、複数のタグの ID コードを順次認識

して行く。 

制御／通信

制御の改善 

特許 3330859 

97.10.16 

G0G  1/12 361 

富士通 

データキキャリアを用いた料金計算方法 

タグを食器の底面に埋め込み、価格等のデータを書

き込んでおく。利用客は、食品を選択して食器ごと

トレイにのせる。料金の清算時には、トレイ上のタ

グから一斉にデータが読み取られ、合計金額が計算

される。 

干渉対策

／衝突回

避 

制御／活性

化制御の改

善 

特許 2684577 

93.05.12 

H04L 12/40 

ジ ェ ム プ リ ュ ス

カード インター

ナショナル（フラ

ンス） 

単一チャネルでの一組のトランスミッタから単一の

レシーバへのメッセージの伝送を管理するための方

法 

タグのうちの１つからのメッセージが検出されるや

いなや、リーダライタは、チャネルがビジー状態で

あることを示す最も簡単な２進信号を送信する。そ

の他のタグが上記信号を受けることによって、それ

らが送信を行うことが禁止される。異なるタグから

のメッセージの衝突の危険は、一組のテスト時間お

よび待機時間によって制御される。ビジー信号は、

例えば UHF 伝送送信の場合、簡単な変調キャリアで

あってもよい。 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方式／応答

方式の改善 

特許 3356371 

95.06.19 

H04B  1/59 

AT&T（米国） 

無線通信システム 

リーダライタは受信したタグが、複数の応答モード

のうちのどれで応答すべきかを指示する第１情報信

号を変調し送信する。タグはその第１変調を受信、

復調するとともに、バックスキャッタ変調器で、第

２情報信号を用いて第１変調信号から第２変調信号

を形成、送信する。リーダライタは、第２変調信号

を受信し復調して第２情報信号を得る。以上の構成

によりタグが、質問器の存在を短時間内に検出で

き、しかも、利用可能時間内に通信が完了できるよ

う、タグから質問器へのデータレートを大きくでき

る。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（11/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

特許 3573388 

95.06.19 

H04B  1/59 

AT&T（米国） 

[被引用１回] 

全二重無線通信システムおよびその運用方法 

リーダライタは第１の情報信号を変調しタグに送信

する。タグは、その第１変調信号を受信し、処理す

る。タグでは第２情報信に基づきバックスキャッタ

変調により、第１変調信号から第２変調信号を生成

し送信する。リーダライタは、第２変調信号を受信

し復調して第２情報信号を得る。上記構成により

リーダライタとタグの両方が、同じ時間に連続的に

通信することが可能である。また、時間スロット同

期を維持するのが容易になり、システムデータ全体

のスループットが増大する。 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

制御／通信

制御の改善 

特許 3677112 

95.03.22 

G01S 13/75 

フジツウ サービ

ス（イギリス） 

電子識別システム 

各タグは多数のデータレジスタ、及び連続的に一度

に１つのレジスタを選択するためのカウンタを有し

ている。タグは、リーダライタから問合せ信号を受

信したときには、現在選択されたレジスタからの

データを含む応答信号を送り返す。タグは、問合せ

機からスイッチ信号を受信したときには、逐次的に

次のレジスタを選択するためにカウンタをステップ

する。選択されたレジスタ内のビットの１つは、通

常のパワーレベルと減じられたパワーレベルの間の

応答信号をスイッチングするための、モードスイッ

チングビットとして使用される。 

特許 3370825 

95.07.27 

G06K 17/00  

山武 

非接触応答器の認識方法およびその装置 

リーダライタからタグに対し、ランダムビットを送

信するとともに、タグにおいて、応答器があらかじ

め保有する固有の ID コードをランダムビットと順次

比較し、両コードが一致したときに、タグからリー

ダライタに対し応答用データを送信することであら

かじめタグ毎に返送時間を設定せずに確実にタグを

認識できるようにするとともに、タグからの返送時

間の重複を防ぐために特別なタイマー設定を不要と

する。 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

制御／通信

制御の改善 

特許 3623373 

98.09.07 

H04B  1/59 

山武 

データ送受信システム 

各タグに ID データを持たせ、リーダライタはこの

ID データを用いてデータ送受信を行うようにするこ

とでリーダライタのデータ送受信可能エリア内に複

数のタグが存在する場合にも個別にデータ送受信を

可能にする。 

方 式 ／ RF

送受信方式

の改善 

特許 3293610 

（権利消滅） 

99.04.07 

G01S 13/74 

エステーミクロエ

レ ク ト ロ ニ ク ス

（フランス） 

電磁トランスポンダ及び端末間の距離の検出 

タグは発振回路を内蔵する、その発振回路がリーダ

ライタの周波数に同調した時の、リーダライタから

の電力送信により生じた電圧を測定し記憶する、そ

して離調時の電圧を測定記憶し２つの記憶情報を比

較することでタグ、リーダライタの位置関係を推定

する。 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／タグ

の改善 

特許 3476000 

98.11.05 

H04B  5/02 

三菱マテリアル 

重畳したタグの識別方式 

物品に添付されたタグはアンテナコイルとこのアン

テナコイルに接続された RFID 素子とを有する。また

アンテナコイル及び RFID 素子により共振回路が構成

され、この共振回路にはこの共振回路を開閉する常

閉のスイッチが設けられる。更に共振回路に電流が

流れたときに上記スイッチを所定の時間毎に開閉す

る時定数回路がスイッチに接続され、この時定数回

路によるスイッチの開時間が各タグにより異なるよ

うに構成される。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（12/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

利便性／

多機能化 

装置／アン

テナの改善 

特許 3399505 

98.11.02 

G  1/00  

三菱マテリアル 

金属ケース内の物品の識別装置 

タグを添付した物品及びリーダライタは金属ケース

に収容される。また送受信アンテナが環状体の一部

に空隙が形成された質問器用磁芯部材と、この質問

器用磁芯部材に巻回されたコイル部とを有し、上記

物品が質問器用磁芯部材の空隙に挿入されることに

より金属ケース外の電磁界や電磁ノイズ或いは金属

ケースに影響されずに、リーダライタとタグとの間

で確実に送受信することができる。 

経済性／

コスト低

減 

方式／複数

周波数利用 

特許 3529159 

94.05.20 

G01S 13/78 

東京電波 

[被引用３回] 

無線式識別装置 

ｎチャンネルの周波数帯域内にそれぞれ設定されて

いるＸ周波の周波数に共振する複数個の振動子を配

置したタグに、送信部からアンテナを介して電波を

照射する。そして、タグから出力される水晶振動子

の残響周波数を受信部及びカウンタで検出し、制御

部によって所定のタイミングで表示する。チャンネ

ル数をｎ、各チャンネル内に設定される周波数をＸ

とすると、各識別カードのＸ個の水晶振動子を設け

ることによってＸのＮ乗の識別機能を有することが

できる。 

ア
ク
セ
ス
制
御
・
多
重
化
技
術 経済性／

低消費電

力化 

制御／通信

制御の改善 

特許 3165328 

94.07.26 

H04B  1/59 

日立電子サービス 

トランスポンダからデータを収集するデータ収集端

末 

リーダライタに、タグからの返信入力時に、返信の

最初に配置された各タグ夫々の識別記号を比較回路

内の比較データと比較し、それがデータ収集対象で

ある特定タグからのものであると判別確認したとき

のみ受信動作を継続し、それが対象外のものである

と判定した場合は直ちに受信動作を打ち切るように

設定した通信制御用 LSI を、上記識別記号の数と同

数だけ設置する。 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

方式／複数

周波数利用 

特許 3111374 

95.03.08 

B60C 23/02  

横河電機 

タイヤ圧力モニタシステム 

自動車の運転席側に設けられ認識符号を電波として

送信するリーダライタ、及び自動車の各車輪に取付

けられリーダライタより送信された認識符号により

アクセスされたタイヤの空気圧を検出する圧力セン

サの出力データを複数チャンネルの周波数をもつ微

弱電波で送信するタグを備え、リーダライタにおい

て受信された信号のうちノイズの少ない周波数を用

いて前記アクセスされた圧力センサの出力データを

表示器で表示するように構成したシステム。 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

回路／信号

回路の改善 

特許 3504327 

94.04.20 

G06K 17/00  

シチズン時計 

データキャリア・システム 

リーダライタでの受信時には、タグ側における変調

用周波数信号に応じた周期で微分信号を取り出すと

ともに、この微分信号を複数個受けたときのみ、変

調の介在を識別した復調デ－タを出力するように構

成することで併設された他のリーダライタからタグ

への送信変調があっても、その影響を受ける他の

リーダライタでは、連続した微分信号が形成される

ことはないために、受信誤動作の発生は防止され

る。 

環
境
適
応
制
御
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

制御／通信

制御の改善 

特許 3649081 

99.04.07 

H04B  1/59 

エステーミクロエ

レ ク ト ロ ニ ク ス

（フランス） 

非常に接近した結合で動作する電磁トランスポンダ

読み取り端末 

高周波 A.C.励磁電圧を受信する発振回路と、トラン

スポンダが端末に接近する時に発振回路を特定の伝

送周波数から離調させる電磁界を発生することによ

りタグの発熱作用を軽減する。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（13/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

距離・エ

リア向上

／交信距

離拡大 

制御／送信

制御の改善 

特許 3601097 

95.03.01 

H04B  1/59 

住友電気工業 

[被引用１回] 

ワイヤレスカード装置およびその通信可能領域制御

方法 

車を車両感知器で検知し、その検知結果に基づき通

行量計測装置において通行量を計測する。計測した

通行量に応じてリーダライタの送信出力を可変設定

し、通信可能範囲を変更する。 

回路／信号

回路の改善 

特許 3589092 

99.06.17 

G06K 17/00  

サクサ 

非接触ＩＣカ－ドリ－ダ装置 

例えばリーダライタとタグの距離が近い場合、受信

スタートビット信号のレベルが大になり、増幅器で

増幅され比較器に入力される信号のレベルも大にな

る。この場合、比較器はスタートビットを８パルス

として出力する。ゲートアレイはそのパルス数を計

数しこれが予め定めた４パルス以上であるため、受

信信号レベルが大きいと判断しその受信レベルに応

じたしきい値変更信号を調整部に出力し比較器のし

きい値を新たなしきい値に設定させる。これによ

り、比較器から正規な４つのパルスがスタートビッ

トとして出力されることでデータの的確な受信が可

能となる。 

距離・エ

リア向上

／不感地

縮小 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3597074 

99.03.30 

H04B  1/59 

日本電気エンジニ

アリング 

移動体識別受信装置 

分岐合成器は第１の入力信号を第１の入力端に加え

て第１及び第２の出力端から取出し、第２の入力信

号を第２の入力端に加えて第１及び第２の出力端か

ら取出し、第１の出力端における第１の入力信号と

第２の入力信号との位相関係が第２の出力端におけ

る第１の入力信号と第２の入力信号との位相関係と

は異なる二入力二出力を持つ。この分岐合成器の第

１の入力端に送信周波数無変調成分と受信変調波を

含む受信信号とを加え、第２の入力端に送信周波数

と同一周波数の局部発振電力を加えることで受信信

号に対する局部発振電力の比を小さく出来る。 

制御／通信

制御の改善 

特許 3073413 

（権利消滅） 

95.01.18 

G07B 15/00  

三菱重工業 

料金収受システム 

路上アンテナから呼掛信号を発し、車載機の送受信

アンテナで受信し、切換器、検波、復調回路を介し

てカウンタで路上アンテナに対応して受信回数をカ

ウントアップする。これらカウント情報は CPU27 よ

り変調回路で変調されて路上アンテナへ送信され

る。これら信号は路上アンテナよりアンテナコント

ローラに入り、CPU35 でこれら情報に基づいて最も

受信回数の多いアンテナを選びこのアンテナの車線

を車載機搭載車両が走行していると判別するので路

上で走行位置が認識でき、電波擾乱があっても正確

な課金処理ができる。 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

干渉対策

／干渉妨

害防止 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3482555 

99.12.17 

H04L 27/04  

田村電機製作所 

変調回路 

「Ｈ」レベルのデータを入力すると変調部はキャリ

ア信号を整合回路を介して共振回路へ送出し、共振

回路の共振によりタグへ送信させる一方、変調部は

「Ｌ」レベルのデータを入力するとキャリア信号を

送出しない。このキャリア信号の非送信期間への移

行時点で制御部は、減衰振動抑止回路のトランジス

タへ制御信号を出力してトランジスタを導通させ、

キャリア信号送信時に整合回路や共振回路に蓄積さ

れていたエネルギを抵抗及びトランジスタを介しグ

ランドに速やかに放出させる。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（14/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特許 3643408 

94.07.27 

G01S 13/78 

テキサス インス

ツ ル メ ン ツ  ド

イ ッ チ ェ ラ ン ド

（ドイツ） 

複数のトランスポンダを確認する装置およびトラン

スポンダ方法 

複数のタグはそれぞれ独自の確認コードが割り当て

られる。リーダライタから呼掛けパルスを受信する

と、各タグはそれぞれの確認コードで応答する。

リーダライタに対する各タグの空間的距離に従い、

リーダライタは最も強い応答を検出して受信する。

受信した確認コードは記憶される。リーダライタは

全てのタグが確認され読み込まれるまで、記憶され

た確認コードを含む呼掛けパルスを繰り返し送信す

ることで離れて位置する多数のタグを正確に検出す

る。 

干渉対策

／衝突回

避 

方 式 ／ 変

調・符号方

式の改善 

特許 2983185 

（権利消滅） 

97.04.24 

G06K 17/00  

センサーテクノス 

識別システム 

個々の識別対象物に複数個のタグを配置する。１個

のタグには２個の LC 共振回路が搭載されており、そ

の２個の LC 共振回路の共振周波数の組合せで 42 種

類のタグを作ることができる。斯かる共振タグの複

数個の組合せにより多数個の識別対象物の１個１個

について夫々固有の識別コードを付与することがで

きる。そして、発信アンテナからスキャン波を出力

して前記タグを共振させ、そのエコー波をマトリク

ス状のアンテナエレメントから成る受信アンテナに

て受信する。この受信信号を解析装置にて解析する

ことにより前記識別対象物の識別コードを識別す

る。 

特許 2996731 

（権利消滅） 

94.10.26 

H4B  5/00  

シーメンス（ドイ

ツ） 

[被引用２回] 

エネルギおよびデータの無接触伝送システム 

タグの振動回路をリーダライタの共振周波数に同調

させるため、振動回路に並列に接続可能な多数の

キャパシタンスとスイッチング手段を設け、スイッ

チング手段の駆動が振動回路から取り出される信号

の時間的にずらされた少なくとも２つの信号レベル

の相対的な評価に関係して実行されることを特徴と

する。 

回路／信号

回路の改善 

特許 3071468 

94.10.26 

H04B  5/00  

シーメンス（ドイ

ツ） 

エネルギおよびデータの無接触伝送システム 

タグの振動回路をリーダライタの共振周波数に同調

させるため、振動回路に並列に接続可能な多数の

キャパシタンスとスイッチング手段を設ける。 

効率向上

／エネル

ギ伝送効

率向上・

安定化 

装置／アン

テナの改善 

特許 2744895 

95.02.08 

H01Q  7/06 

原田工業、マイク

ロ・トーク・シス

テムズ、美和ロツ

ク 

[被引用１回] 

送受信アンテナ 

被検査移動体に向けて検査波を発射し、上記移動体

からの身分証明情報等を含む応答波を受信する送受

信アンテナにおいて、平板状磁性体の一側面周辺に

沿って形成された環状溝を有する磁心と、この磁心

の環状溝に収容され、前記検査波と応答波との送受

信を行なうアンテナ素子用コイルとを備えることで

指向性を所要方向に特定する。 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

方式／信号

処理の改善 

特許 3110382 

98.06.02 

G06K 17/00  

日本電気ロボット

エ ン ジ ニ ア リ ン

グ、日本電気 

非接触 IC カード用データ受信回路 

CPU と受信制御部とデータ復調部とから構成される

リーダライタと、データ変調部と送信制御部とデー

タ格納部とから構成されるタグとから成るシステム

において、前記受信制御部にデータ解析部と受信

データエラー検出部とデータ保存用メモリを備えた

ることでリーダライタ CPU に対するリアルタイム性

を増すことが出来る。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（15/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／アン

テナの改善 

特許 3457244 

00.02.09 

H01Q  7/00 

ソフエル 

電磁波送受信用アンテナ装置 

インピーダンスを調整して特定の電磁波を発生し、

出力するとともに周波数を設定する変換器をリーダ

ライタに設け、変換器が出力した特定の電磁波に

よって磁気を生ずる所要大きさの小型の能動側アン

テナをリーダライタに設け、タグを通過させるとと

もに能動側アンテナが生じた磁気による電磁誘導に

よって電磁波が生ずるように能動側アンテナよりも

大きな大型の受動側アンテナを能動側アンテナに隣

接して設け、変換器から能動側アンテナに出力した

特定の電磁波を受動側アンテナに電磁誘導させて、

この受動側アンテナの電磁波を変換器に設定した周

波数で共振し変換器の周波数を高く設定した場合に

でも、データ応答器の個別データを効率良く検出。 

効率向上

／信号伝

送効率向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3566937 

01.03.23 

G06K 17/00  

高岳製作所、東光

電気、新宿デジタ

ル・メディアミッ

クス協同組合、長

岡 二郎、東京電

力 

リーダ／ライタシステム、リーダ／ライタプログラ

ム及びリード／ライト方法 

複数のメディアセル 90 は、と無線でデータ交信を行

うための送受信素子である。タグは、ID 情報と記録

データとを記憶した複数の無線送受信素子に対応す

る内部メモリを含む。記憶部は、仮想空間座標管理

テーブル、比較テーブル、書き込み用バッファテー

ブル及び状態テーブルを含む。処理部は、所望のメ

ディアセル 90 上のタグに対する各種処理（例えば、

読み込み／書き込み、タグの状態）を制御する。選

択部により、第１メディア切替え部を用いてメディ

アセル 90 の位置が選択され、そこに置かれたタグと

データの交信が行われる。 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特許 3637135 

96.03.15 

G01S 13/75 

沖電気工業 

識別装置及び該識別装置を用いたキャッシュレジス

ターシステム 

タグにリダライタからの電波を受信したことを外部

に表示する発光素子を設け、この発光素子の表示状

態を知ることによってタグがリーダライタに対して

受信可能な状態になっているか否かを簡単に認識で

きるようにし、この認識により適切な処置が素早く

とれるようにした。 

特許 3023582 

93.06.22 

H04B  5/00  

山武 

[被引用２回] 

非接触通信システム 

リーダライタにおいて、送信コイルと受信コイルと

を、互いにその一部が交差するように上下方向に配

置する。すなわち、送信コイルの作る電磁界中に、

一方側から他方側へ向かう磁束Φa と他方側から一

方側へ向かう磁束Φb とが同時に鎖交するように、

また磁束Φa と磁束Φb との磁束数の差が最小となる

ような位置に、受信コイルを配置する。これによ

り、互いに逆方向の磁束で打ち消され、送信コイル

によって受信コイルに誘導される電流は最小（ほぼ

０）となり S/N 比が改善される。 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／信号伝

送品質向

上 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3597074 

99.03.30 

H04B  1/59 

日本電気エンジニ

アリング 

移動体識別受信装置 

分岐合成器は第１の入力信号を第１の入力端に加え

て第１及び第２の出力端から取出し、第２の入力信

号を第２の入力端に加えて第１及び第２の出力端か

ら取出し、第１の出力端における第１の入力信号と

第２の入力信号との位相関係が第２の出力端におけ

る第１の入力信号と第２の入力信号との位相関係と

は異なる二入力二出力を持つ。この分岐合成器の第

１の入力端に送信周波数無変調成分と受信変調波を

含む受信信号とを加え、第２の入力端に送信周波数

と同一周波数の局部発振電力を加えることで受信信

号に対する局部発振電力の比を小さく出来る。 
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表2.22 主要企業等以外のICタグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（16/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

回路／信号

回路の改善 

特許 3634030 

95.10.25 

H04B  5/02 

東海理化電機製作

所 

送受信システム 

タグ有する送受信部は、アンテナコイルと電磁結合

されるタグ用コイル及び共振コンデンサより成る共

振回路部と、第１の変調用コンデンサを含む主変調

回路と、第１の変調用コンデンサより大きな静電容

量を有した第２の変調用コンデンサを含む補助変調

回路と備えて成る。CPU は、質問信号を受信したと

きに、送受信部のインピーダンスを主変調回路によ

り変化させることにより応答信号を送信し、修正命

令信号を受信したときに、送受信部のインピーダン

スを補助変調回路により変化させることにより応答

信号を送信することで素子の回路定数のばらつき、

温度変化に対応する。 

回路／電源

回路の改善 

特許 3604632 

98.07.29 

G06K 19/07 

イ ン フ ィ ネ オ ン

テ ク ノ ロ ジ ー ス

（ドイツ） 

入力制御機能を有したデータ担体 

少なくとも１つの送/受信アンテナを備え、該アンテ

ナに後置接続された、少なくとも１つの回路ユニッ

トへの給電電圧供給のための整流回路を有し、回路

ユニットの給電端子に電圧制御回路が並列に接続さ

れている、構成のタグにおいて、電圧制御回路は出

力側を有しており、該出力側からは電圧制御回路の

制御信号に比例した信号がタップ可能であり、出力

側は制御可能なクロック信号発生器の制御入力側に

接続されており、該クロック信号発生器は、少なく

とも１つの回路ユニットに対してクロック信号を供

給するように構成されている。 

方 式 ／ RF

波以外の利

用 

特許 3126292 

95.05.31 

H04B  1/59 

沖電気工業 

トランスポンダのコード設定方法 

タグの記憶情報を書き換えるためのコード信号によ

り変調された信号として光信号を使用し、タグ内部

の光電効果素子により、受信した光信号から光起電

力が生成され、この起電力がタグの記憶情報を書き

換えるための電力源として使用される。また、光電

効果素子により受信した受信信号を復調した信号に

よりタグの記憶情報を書き換えることで書き込み時

の電波障害を軽減する。 

装置／アン

テナの改善 

特許 2857601 

（権利消滅） 

95.06.14 

G06K 19/07 

横河電機 

防爆型データキャリア 

プリント板に形成されたマイクロストリップアンテ

ナと、このアンテナより送信する為にマイクロ波に

変調する変調用ダイオードと、アンテナで受信した

マイクロ波を復調する為の復調用ダイオードを備

え、アンテナの周辺が空気層になるように形成され

たタグにおいて、アンテナの反対側のプリント板面

に変調用及び復調用のダイオードを配置し、この変

調用及び復調用のダイオードをポッティング材で覆

うように構成する。 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

品質向上

／動作の

安定化 

装置／タグ

の改善 

特許 3412532 

98.09.25 

H04B  1/59 

三菱マテリアル 

物品の識別装置 

リーダライタに送受信アンテナから発振される電波

を所定の周波数範囲内で掃引可能な発振回路が設け

られ、上記所定の周波数範囲がタグを添付した複数

の物品を重畳することによりそれぞれ変化する複数

のタグの共振周波数の全てを含む周波数範囲である

のでタグが他のタグ又は金属板と重畳していても、

質問器が確実に上記タグを識別できる。 
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表 2.22 主要企業等以外の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（17/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

装置／タグ

の改善 

特許 3570512 

98.06.12 

G06K 19/07 

三菱マテリアル 

金属体用 RFID 素子及びこれを用いた金属体の識別装

置 

金属体用 RFID 素子は、磁芯となる磁性材とこの磁性

材に巻かれたアンテナコイルとこのアンテナコイル

に接続された RFID 回路とを備え、アンテナコイルの

外周面を電磁遮蔽材を介して金属体の外面に対向し

て金属体に一体的に取付けられる。RFID 回路は金属

体固有のデータを記憶するメモリを有し、金属体の

識別装置からの特定周波数の電波により活性化し、

電波のデータ通信による読出しコマンドに応じてメ

モリからデータの読出しを行うとともに書込みコマ

ンドに応じてメモリにデータを書込み、識別装置に

対して応答信号を発生する。 

利便性／

多機能化 

 

 

装置／リー

ダライタの

改善 

特許 3147306 

96.10.17 

G01S 13/74 

ピンポイント（米

国） 

物品追跡システム 

複数のアンテナモジュールを有するセルコントロー

ラはキャリア信号を生成し、それはタグにより受信

される。タグはキャリア信号の周波数をシフトし、

それに識別コードを変調し、そうして得たタグ信号

をランダムな間隔で送信する。アンテナは応答を受

信および処理し、近接および三角測量によりタグの

存在を決定する。アンテナからタグへの距離は往復

信号時間を測定することにより計算される。セルコ

ントローラはアンテナからホストコンピュータヘ

データを送る。ホストコンピュータはデータを収集

し、それらを位置の推定値に分析する。データは、

サーバに保管される。 

回路／信号

回路の改善 

特許 3672963 

95.03.31 

H04B  1/59 

東海理化電機製作

所 

送受信システム 

電子キーとしてのタグのマイコン 3 は、起動スイッ

チがオン操作されると、送信装置及びアンテナコイ

ルを介して起動信号①を送信し、その起動信号①

は、自動車に設けられアンテナコイルに受信され、

受信装置を介して通信装置のマイコン 10 に与えられ

る。マイコン 10 は、起動信号①を受信すると送信装

置によりタグに質問信号②を送信し、マイコン 3

は、その質問信号②を受信装置により受信すると、

通信装置側に車両の ID コードを応答信号③として送

信する。マイコン 10 は、その応答信号③を受信する

と予め記憶された ID コードとの照合を行い、両者が

一致すると処理装置に制御信号を出力することによ

りタグに常時質問信号の送信を行わせる必要がな

く、電力消費を低減することができる。 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

 

 

回路／電源

回路の改善 

特許 3226778 

96.02.06 

G06K 17/00  

日本電気エンジニ

アリング、日本電

気 

バッテリー内蔵型ワイヤレス ID 装置及び ID 質問装

置 

質問装置から発信されている磁力線を磁力線検出部

で微弱な起電力に変換し、タグの電源投入を行い、

制御部が送信の終了を認識すると、制御部が、電源

の遮断を行うことで消費電流の削減を行う。 
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表 2.22 主要企業等以外の IC タグ情報伝送技術に関する技術要素別課題対応特許（18/18） 

技
術
要
素
Ⅱ 

 

 

課題 

Ⅰ／Ⅱ 

 

 

解決手段 

Ⅰ／Ⅱ 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

 

発明の名称 

 

概要 

タ
グ
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
構
成
技
術 

経済性／

低消費電

力化 

回路／電源

回路の改善 

特許 3494800 

96.04.15 

G06K 19/07 

坪内 和夫 

無線 IC カードシステム 

タグを取り付けた自動車が高速道路の料金所に入る

と、該料金所に設けられた料金徴収装置が、PN 符号

によって拡散変調した信号をアンテナから送信す

る。タグのアンテナによって受信された上記信号

は、SAW コリレータへ入力される。SAW コリレータ

は、受信信号に含まれる PN 符号を抽出すると、ピー

ク信号を出力する。蓄積回路は上記ピーク信号を蓄

積する。スレショルド放電器は蓄積回路の出力電圧

が一定値を越えた時オンとなってリレースイッチを

オンとする。これにより、データ通信装置に電池の

電圧が供給され、上記料金徴収装置との間で、本タ

グの識別コードやこれまでに通過した料金所の履歴

の通信を行うことで待機電力消費を０あるいはほぼ

０とすることができる。 

 

 



 

３. 主要企業の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 IC タグ情報伝送技術の技術開発拠点 
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図3.1にICタグ情報伝送技術の主要企業の技術開発拠点を示す。また、表3.1に開発拠点

の住所一覧を示す。この図、表は、公報に記載の発明者の住所を参考に作成したものであ

る。 

出願件数上位20社と公的研究機関の開発拠点についてみると、関東地方に16社、26拠点

と１研究機関、１拠点がある。全体では、上位20社と公的研究機関合わせて38拠点である

ので、関東地方には開発拠点の70％ほどがあることになる。 

その内訳は、東京都が10社で16拠点と１研究機関で１拠点である。神奈川県は３社で６

拠点、茨城県は１社で２拠点である。埼玉県、栃木県はそれぞれ１社で１拠点である。 

東北地方は１社で１拠点であり、宮城県が１社で１拠点である。 

中部地方は２社で２拠点であり、愛知県が２社で２拠点である。 

近畿地方は６社で７拠点である。内訳は、大阪府が４社で４拠点、滋賀県、京都府、兵

庫県がそれぞれ１社１拠点である。 

海外ではフィリップスがオランダに開発拠点を持っている。 

 

 

 

 

３. 主要企業の技術開発拠点 

 

ICタグ情報伝送技術の主要企業の技術開発拠点は、 

半数以上が関東地方にある。 

 

3.1 IC タグ情報伝送技術の技術開発拠点

特許流通 

支援チャート 
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図 3.1 IC タグ情報伝送技術の主要企業の技術開発拠点 
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表 3.1 IC タグ情報伝送技術の主要企業の技術開発拠点（1/2） 

No 企業名 都道府県 所在地・事業所名 

① 松下電器産業 大阪府 門真市大字門真1006番地 松下電器産業株式会社 

東京都 港区芝浦1-1-1 株式会社東芝本社事務所 

府中市東芝町１ 株式会社東芝府中事業所 

日野市旭が丘3-1-1 株式会社東芝日野工場 

② 東芝 

神奈川県 川崎市幸区柳町70 株式会社東芝柳町工場 

川崎市幸区堀川町580-1 株式会社東芝半導体システム技術セン

ター 

川崎市幸区小向東芝町１ 株式会社東芝研究開発センター 

川崎市幸区小向東芝町１ 株式会社東芝マイクロエレクトロニク

スセンター 

③ デンソー 愛知県 刈谷市昭和町1-1 株式会社デンソー 

④ 日立国際電気 東京都 中野区東中野3-14-20 日立国際電気本社 

京都府 京都市右京区花園土堂町１０番地 オムロン株式会社 ⑤ オムロン 

滋賀県 草津市西草津2-2-1 事業開発本部RFID事業開発部RFID開発グ

ループ 

⑥ ソニー 東京都 品川区北品川6-7-35 ソニー株式会社 

⑦ コーニンクレッ
カ フィリップ
ス エレクトロ
ニクス 

オランダ オランダ国5656、アーアー、アインドーフェン、プロフ．ホ

ルストラーン、６ 

⑧ トキメック 東京都 大田区南蒲田2-16-46 株式会社トキメック 

埼玉県 久喜市大字江面字大谷1836-1 研究開発センター ⑨ 日本信号 

栃木県 宇都宮市平出工業団地11-2 日本信号株式会社宇都宮事業所 

⑩ 松下電工 大阪府 門真市大字門真1048番地 松下電工株式会社 

東京都 千代田区丸の内2-2-3 三菱電機株式会社 

神奈川県 鎌倉市大船5-1-1 三菱電機株式会社パーソナル情報機器開発研

究所 

⑪ 三菱電機 

兵庫県 伊丹市瑞原4-1 三菱電機株式会社北伊丹製作所 

東京都 青梅市今井2326 株式会社日立製作所デバイス開発センタ 

国分寺市東恋ケ窪1-280 株式会社日立製作所中央研究所 

江東区新砂1-6-27 株式会社日立製作所公共システム事業部 

神奈川県 横浜市戸塚区吉田町292 株式会社日立製作所生産技術研究所 

⑫ 日立製作所 

茨城県 土浦市神立町502 株式会社日立製作所機械研究所 

ひたちなか市市毛882 株式会社日立製作所計測器事業部 

⑬ 吉川アールエフ
システム 

東京都 墨田区江東橋1-16-2 ジャクリーン47ビル5F 吉川アールエフシ

ステム株式会社東京本社 

⑭ シャープ 大阪府 大阪市阿倍野区長池町22-22 シャープ株式会社 

⑮ 日本電信電話 東京都 千代田区大手町2-3-1 日本電信電話株式会社 

千代田区内幸町1-1-6 日本電信電話株式会社 

新宿区西新宿3-19-2 日本電信電話株式会社 
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表3.1 ICタグ情報伝送技術の主要企業の技術開発拠点（2/2） 

⑯ 凸版印刷 東京都 台東区台東1-5-1 凸版印刷株式会社 

⑰ NECトーキン 宮城県 仙台市太白区郡山6-7-1 NECトーキン株式会社 

⑱ 大日本印刷 東京都 新宿区市谷加賀町1-1-1 大日本印刷株式会社 

⑲ 日立マクセル 大阪府 茨木市丑寅1-1-88 日立マクセル株式会社 

⑳ ブラザー工業 愛知県 名古屋市瑞穂区苗代町15-1 ブラザー工業株式会社 
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資料１.ライセンス提供の用意のある特許 

ICタグ情報伝送技術に関する特許のうち、ライセンス提供の用意のある特許を以下に示

す。これらは特許流通データベース（独立行政法人工業所有権情報・研修館のホームペー

ジURL:http://www.ncipi.go.jp/）による検索に基づいて得られた結果である。 

検索キーワードとして、ICタグ、IDタグ、データキャリア、質問機、応答機、RFID、RF

タグ、無線タグ、非接触タグ、非接触データキャリアを用い、集めたものの中から、ICタ

グ情報伝送技術に関連するものを選択した。 

 

ICタグ情報伝送技術に関するライセンス提供の用意のある特許リスト 

（2006年１月６日現在） 

特許番号 発明の名称 出願人 技術要素 

特許 3336300 行動情報特定装置およびシス
テム 

松下電器産業 高周波伝送技術 

特許 3144291 無線デ－タ収集装置 横河電機 変復調技術 

特許 2760294 通信システム デンソー 

特許 3134283 移動体識別装置 横河電機 

アクセス制御・多重化技術 

 

特許 3470428 移動体識別装置 松下電工 タグ、リーダライタ構成技術
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